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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー』（著：千月さかき）お試し版が収録されています。
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　あとがき







　海の旅





〝サトゥーです。沈没船のサルベージというと、財宝満載でカリブ海に沈んだ大航海時代の帆船が思い浮かびます。海底に沈む朽ちた帆船にはロマンがあると思うのです。〟






「野郎共！　キャプテンアリサ様の出陣だあ～」

　海賊の格好をしたアリサ達が船首でポーズを付けていた。

　船長役のアリサは片方を眼帯で隠した瞳ひとみを輝かせ、横長の帽子から薄紫色のゆるふわな髪をなびかせている。

　ちょっとレトロな海賊コスプレで、裾すその長い上着に白いズボンとシャツにレイピアを装備していた。

　てっきり海賊王の方のコスプレをするかと思ったんだが、ちょっとアリサの趣味とは違ったらしい。

「あいあいさ～」

「いえっさ～なのです」

　アリサの呼び掛けに応こたえてぴょこんと飛び跳ねたのは、猫耳猫尻しつ尾ぽに白いショートヘアーのタマと犬耳犬尻尾で茶色い髪をボブカットにしたポチの二人だ。

　二人は海賊の子分風ファッションで、縞しま模も様ようの半そでシャツに七分丈のズボンを穿はいている。

　海賊風の短剣を腰に差しており、アリサのレイピア同様にナマクラの模造品だ。

　二人ともアリサと同様に眼帯を装備している。二人のはリアルなアリサの眼帯と違い、犬猫をデフォルメした小さなお面みたいなかわいい外見にしてある。

「ご主人様、お飲み物の用意ができました」

　涼やかな聞き心地の声の主は、その清せい楚そな美び貌ぼうで城どころか大海原まで傾けてしまいそうな黒髪黒目のルルだ。

　ストレートで艶つややかな髪が、夏仕様の明るい色のメイド服によく似合っている。

　船尾楼の前にある操そう舵だ席の横に現れたのはルルだけではない。

「マスター、お茶菓子も万全だと報告します」

　ポテトチップスの盛られた篭かごを片手に、無表情のまま瞳をキラリと輝かせるのは金髪巨乳のナナだ。エルフの里の培養槽で新しい理術を得た彼女は、同時に胸のカップ数をアップさせていた。

　その結果、実年齢ゼロ歳にして堂々のＦカップだ。人造生命のホムンクルスとはいえ、培養槽の強化メニューに胸のサイズ設定まであるのには驚いた。

　急激な成長は本人も戸惑うだろうから、今回の成長は最低限に留とどめてある。

「ご主人様、テーブルはここで宜よろしいでしょうか？」

「ああ、そこでいいよ。ありがとう、リザ」

　大型妖よう精せい鞄かばんから重そうなテーブルを取り出したのは、朱色の髪をした橙とう鱗りん族のリザだ。

　首元と手の先にあるオレンジ色の鱗うろこと、トカゲのような尻尾がなければ人族と見分けが付かない。

「サトゥー」

　船尾楼の上にある展望台で港の方角を名残惜しげに眺めていたミーアが、操舵席のオレの下に両手を広げてダイブしてきた。

　ツインテールにした淡い青緑色の髪が風に舞い、エルフの特徴である少し尖とがった耳が顔を覗のぞかせる。

「危ないよ、ミーア」

「ん、信頼」

　飛び降りてきたミーアを両手で優しく受け止めてやる。

　オレの首元に腕を回したミーアが、猫のようにオレの顔に頰ほおを擦こすりつけてきた。

　ミーアの背後に鰭ひれ人ひと族──人魚達の港は既に見えない。

　見えるのは天へと伸びる世界樹だけだ。あの天てつ辺ぺんでハイエルフのアーゼさんと一緒にクラゲ退治をしたのが、すごく昔のことのように思える。

　ミーアを故郷のボルエナンの森に送り届けた後、三ヶ月近くの日々を過ごした樹家が脳裏に浮かぶ。森での狩りに将棋勝負、公衆浴場にカレーパーティー。楽しい思い出で一杯だ。

　そんな思い出深いボルエナンの森を出発したオレ達は今、迷宮都市へと向けて航海をしている。

　ボルエナンの森での出来事を回想していたオレの耳に、アリサの絶叫が聞こえてきた。

「ちょ、ちょっと！　何してるのよ、ミーア！」

　オレに懐くミーアを見つけたアリサが、こちらを指差しながら駆けてくる。

「ぎるて～？」

「ぎるてぃなのです」

　タマとポチが顔を見合わせ、いつものミーアの口調をマネた後、アリサに続いて駆け出した。必死な様子のアリサと違い、タマとポチはとても楽しそうだ。

「ちょっと、くっつきすぎよ！」

「ん、伴はん侶りよ」

「あんなの無効よ！」

　アリサがミーアをオレから引き剝はがそうと奮闘する。

　ミーアが言う伴侶とはエルフの風習を知らなかったオレが、ミーアの額に誓約のキスをした事を指す。

　アリサの言うように無効なのだが、ミーア本人はかたくなに認めようとしない。

　そのうち飽きるだろうし、オレとしてはミーアの「伴侶」発言にめくじらを立てずに見守る方針だ。

「わたしなんて、額にキスどころか、口にキスした事だってあるんだから」

「むぅ、サトゥー」

　アリサの発言にミーアが柳りゆう眉びを逆立てる。

　たぶん、アリサが最初の晩にオレの寝込みを襲った時の事を言っているのだろう。

「キス」

　ミーアがタコのように口を尖らせて顔を近づけてくる。

　悪いけど、オレに幼女趣味はないから。

「きす～？」

「チューなのです！」

「ちょ、ちょっと二人とも！」

　ミーアのマネをしたタマとポチが、アリサの背中を登ってオレの頰や額にキスの雨を降らせる。

　土台にされたアリサの抗議も、二人には届いていないようだ。

　それを見たミーアがキスをされるのを待つのではなく、タマやポチのように自分からキスをしてきた。

　年少組に触発されたのか、ナナとルルも顔を寄せてくる。

「マスター、親愛のキスだと報告します」

「そ、それじゃ、私も親愛の証あかしに」

　無表情のナナがオレの額にべちゃりと、少し頰を染めたルルが唇に近い頰についばむようなキスをした。

　久々の仲間内だけの旅なので、皆テンションが上がっているようだ。

　マジメなリザは少し離れたところで直立不動だが、なんとなく交ざりたそうな気配を感じる。

　一人だけ仲間外れはかわいそうなので、「リザ」と名前を呼んでオレの頰を指差す。

「で、では、僭せん越えつながら──」

　珍しく上ずった声で答えたリザが、顔を真っ赤にしてオレの耳元に優しく口付ける。

　橙鱗族の風習なのか、キスの後にペロリと小さく耳たぶを舐なめられてくすぐったかった。




　そんな仲間達だが、ボルエナンの森に滞在している間に色々と成長している。

　エルフ師匠達に鍛えられた仲間達は戦闘技術と共にレベルも上がり、今や全員レベル二〇に達した。一般的な騎士団なら分隊長や小隊長になれるくらいの技量があるだろう。

　前衛陣全員が瞬動や身体強化スキルを覚えたので、総合力は公都にいた頃ころより格段にアップした。

　残念ながらリザ以外はまだ魔刃を覚えられていないが、元々レベル三〇以上の騎士でも使えない者の方が多いようなレアなスキルだからしかたない。

　後衛のルルも護身術スキルを覚え、アリサやミーアはスキルを得られなかったものの、街のチンピラ程度なら軽くあしらえる程度の技量を得たようだ。

　ミーアは新たに精霊魔法を手に入れ、アリサは空間魔法の新しい魔法書を得た。

　ナナの理術強化は中級術理魔法相当のモノが増えたが、魔力まで増加したわけではないので、今後の成長次第といったところだろう。

　オレもエルフ達から様々な秘術を教えて貰もらったお陰で、妖精銀とも呼ばれるミスリルだけでなく、優れた強度や耐熱性を誇る「日緋色金ヒヒイロカネ」、魔力によって密度が変化しダイヤより硬い「真鋼アダマンタイト」、魔力効率に優れ、杖つえや魔法道具マジツク・アイテム向きの「真銀テイルシルバー」、そして万能の「神金オリハルコン」を作れるようになった。

　もっとも、これらの魔法金属の錬成には膨大な魔力と「賢者の石フイロソフイウム」とも呼ばれる「聖樹石」が必要になる。

　錬成後の金属の重さに比べたら微量だが、聖樹石が潤沢にあるオレやエルフ達以外にはそうそう作れないので、あまり公の装備や装飾品には使用できない──大騒ぎになるからね。




「ねぇ、ご主人様。迷宮都市までは何日くらいで着くの？」

「そうだな──」

　スキンシップを十分に堪たん能のうしたからか、アリサ達の笑顔がいつもよりテカテカと輝いている。

　なんでも「ゴシュジニウム」とやらを補充できたと不思議な発言をしていた。

　船の操舵や帆の調整は、船首像フイギユアヘツド型のゴーレム「カカシ」がやってくれるので、オレ達は甲板の上にシートを広げて寛くつろいでいる。

　マニュアル操船もできるが、船首像型ゴーレムに任せた方が安全で楽ちんなのだ。

　ちなみに、船首像型ゴーレムはありきたりな美女像ではなく、ミーアの熱い希望でペンギンの像が選ばれた。

「──普通の船なら一ヶ月くらいかかるはずだよ」

　オレはマップを開きながら答える。

　飛空艇ならともかく時速一〇から二〇キロメートルの船だと、一ヶ月くらいは見ておく必要があるだろう。

　あくまで、普通の船ならば、だ。

「マスター！　前方の海の色が違うと報告します」

　船首からナナの警告が聞こえた。

　確かに直線に近い弧を描くようなラインで色が変わっている。

　マップによると、ボルエナンの森のエリアが途切れる辺りだ。

「空も～？」

「本当なのです！」

　さっきまでマストの周りをグルグル回って遊んでいたタマとポチも、いつの間にかマスト上方にある見張り台に陣取っていた。

　たぶん、見張り台と甲板を結ぶ縄ばしごを登るのが面白かったのだろう。

「本当だわ」

「何かあるんでしょうか？」

　フォアマストとメインマストの帆の合間から見える海を見て、アリサとルルが不安そうに呟つぶやく。

「大丈夫だよ、そろそろ外海なんだ」

　オレはそう言って、船の魔物避よけを起動する。

　聖碑と同じ青い光の魔法陣が船を囲んだ。

　結構派手だが、人里近くや他の船と船団を組んだ時用に、光が漏れないステルスモードも搭載している。効果範囲が半減するので、普段はステルスモードを使っていない。

「──綺き麗れいですね」

　ルル達が光の魔法陣を見て口々に綺麗だと喜ぶ。

　やがて船が進み、海の色が違う境界付近まで辿たどり着ついた。

「結界」

　ミーアに首肯し、皆にこちらに集まるように告げる。見張り台の二人を除いた全員が操舵席の周りに集まった。ここにはシートベルト付きの安全な座席があるのだ。

「マスター、前方を！」

　オレの肩を摑つかんだナナが前方を指差す。

　船が結界に近付くと、海上の結界がゲートのように開いた。

　もっとも、元が透明なので、光の加減で微かすかに見えるくらいだ。

「マスター、向こう側の海が荒れていると報告します」

「この辺の海はボルエナンの守りのために、わざと海流が荒れるようにしてあるんだってさ」

　外洋でも滅多にないような荒波に、船が翻ほん弄ろうされる。

　船が通り抜けた結界が、背後で音もなく静かに閉じた。

　マップによると、ここは「妖精の迷い海」というエリアらしい。

「よーそろ～？」

「ここは両りよう舷げん最大戦速の方が用法的に正しいと訂正します」

　マスト上の見張り台に座るタマが足をぶらぶらさせながら呟き、それを伝声管越しに聞いたナナが平静な声で訂正する。

　この船の伝声管は風かぜ石いしを使っているので、非常にクリアに声が届く。

　ちなみに、両舷全速しようにも、この船にはオールやスクリューが付いていない。

「おう～いえ～」

「す、すごく揺れるのです！　う、海に落ちちゃうのです」

「ふ、二人とも、危ないからそこから動いてはいけませんよ！」

　マストの上は振幅が大きいので、ポチがプチ・パニック状態になっている。それに釣られてリザまで慌てだした。ノリノリなタマとの温度差が凄すごい。

　マストの上のタマとポチはちゃんと命綱を腰に巻いているし、いざという時はオレの「理力の手マジツク・ハンド」もあるから大丈夫なんだが、慌てたリザとポチはそれに気がついていない。

　ルルとミーアは無言のまま青い顔でオレにしがみついており、シート前の手て摺すりに摑まったアリサもさほど余裕はなさそうだ。

「やっぱ、外洋にこんな小さな帆船だと無理があったんじゃない？」

「大丈夫だよ」

　この船は排水量一〇〇トンくらいの小型ガレオン船だけど、特殊ギミック満載だからどんな荒海でも余裕なのだ。

　エルフ達の話だと、この荒波も長くは続かないという話だし、それに──。

「──ほえ？　甲板の一部が開いていく」

「側面も窓開いた～？」

　パタパタと音を立てて開くカバーを見て驚いたアリサの呟きをタマが補足し、続いて高回転エンジン音のようなモノが船上に響いた。

　ふわりとした浮遊感が身を包み、荒波による揺れが収まっていく。

　揺れが収まったタイミングで、涙目のポチがロープをするすると滑って見張り台から降りてくる。

　タマもポチに釣られて、一緒に甲板まで降りてきた。

「ふわふわ～」

「マスター、船が空に浮かんでいると報告します」

「へっ？　空？」

　タマとナナの報告に、アリサが驚きの声を上げて舷げん側そくから身を乗り出す。

　他の子達も、シートベルトを外して三々五々に甲板に散っていく。

「ふ、船が飛んでるぅううううう！」

　──この船は空力機関を搭載した浮遊帆船なのだから。

　驚く仲間達に、少し得意げに船の仕組みを語ってみた。皆「すごい魔法装置が載ってる」くらいの理解だったが、一様に揺れない船を喜んでくれたので良しとしよう。

　揺れないのもそうだが、空中に浮かんだ船は水の抵抗がないので、普通の風でも時速二〇キロメートル、風魔法を併用する事で時速六〇キロメートルの巡航速度が出せる。

　涙滴型の「風防キヤノピー」の魔法を併用すれば、たぶん、最大時速一〇〇キロメートルくらいは出るはずだ。

　飛行機としては遅いが、快速で有名な駆逐艦シマカゼが時速七五キロメートル程度だった事を考えると、船としてはどのくらい破格か分かるだろう。

「もっと高く飛べるの？」

「海面から六〇メートルくらいまでは上昇できるよ」

　この船の空力機関は出力の低いフィンの利用法を考えている時に作った代用品だから、普通の飛空艇のように自由自在に空を飛ぶ事はできない。

「こんなこともあろうかと、ってジェットエンジンを積んでたりしないの？」

「ないよ、そんなもの」

　アリサの問いに苦笑を返す。

　だって、あくまでコンセプトは帆船だからね。

　もちろん、空きスペースはたっぷりあるし、飛空艇用の大出力タイプの聖樹石機関や噴射推進機などを搭載するためのマウンタも標準装備してあるので、ストレージにストックしてあるそれらの魔法装置を組み込むことは可能だ。

　だが、この船はあくまで帆船らしさを優先させた。風かぜ寄よせ処理を施した帆が捉とらえる自然風か風魔法による強風で進むのが帆船らしくていいと思う。

　そんな会話をアリサとしていると、前方を見つめていたリザが警告の声を発した。

「ご主人様、霧が立ちこめてきました」

　リザの報告を聞いたオレは素早くマップを開いて航路を確認する。

　この先は障害物もないし、魔物もいないので視界が多少遮られても問題ない。

　──ん？

　何か今、違和感を覚えた。

「にゅ～？」

　船首に座って足をぶらぶらさせていたタマも違和感を覚えたらしく、耳の後ろを不快そうに搔かくのが帆布の隙すき間まから見えた。

　霧が晴れると、真夏のような明るい日差しが一気に差し込んでくる。

　波が少し穏やかになっており、気温も日差しに相応ふさわしい暖かさ──というか暑さに変わった。

　マップを開いて確認すると、マップ名がいつの間にか「妖精の迷い海」エリアから「海かい龍りゆう諸島」エリアに変わっていた。

　オレはマップを開いて、魔法欄から「全マップ探査」を選んで、このエリアの情報を収集する。

「ご主人様、何が起こったのでしょう？」

「心配しなくていいよ。ボルエナンの森のエルフがかけた魔法で、どこか遠くに飛ばされただけだよ」

　これが「荒波も長くは続かない」とエルフ達が言っていた理由に違いない。

　心配そうに集まってきたリザや仲間達にそう答える。

　詳細を尋ねなかったので推測になるが、エルフ達の魔法書にあった「彷徨いの海ワンダリング・オーシヤン」という魔法だろう。

　公都の老スプリガンの店を守っていた「彷徨いの森ワンダリング・フオレスト」と同種の魔法でボルエナンは守られているようだ。

「強制転移なんて大変じゃない。今、どの辺りか分かるの？」

「大丈夫だよ。ここは海龍諸島みたいだから、北上すればシガ王国に行けるよ」

　オレが説明すると、皆はようやく安心した顔を見せるようになった。

　このエリアは大きな空白地帯を挟んで、オーユゴック公爵領のエリアに続いている。

　帰還転移リターン用の刻印板を設置する必要もあるし、海龍諸島沿いに北上してオーユゴック公爵領の領海に出て大陸沿いに西へ進路を取ろうと思う。

　この「海龍諸島」エリアは大小一〇〇以上の島々がある半径三〇〇キロほどの歪いびつな形の海域を指す。どの島も無人島で、住民は一人もいない。

　シーサーペントという海の魔物が大多数を占め、最大でレベル四〇、平均三〇ほどで総数二千匹近くもいる。中にはディープシーサーペントというレベル五〇超えの上位種も共存していた。

　レベル二〇以下の細々とした魔物もいるが、どれも島の内陸や島の沿岸に生息しているようだ。

「なんだか、暑あっついわね」

「本当ね」

　安心した途端、このエリアの暑さに気を配る余裕が出てきたらしい。

　アリサとルルが胸元をパタパタして風を送っている。

「それじゃ、少し風通しを良くしようか」

　潮風からガードする船の防御魔法装置を操作して、一定量の風が通過するようにしてやる。

　潮風で仲間達の髪が傷まないように、カットしていたのだ。

「海の香り」

　ぽつりとミーアが呟く。

「涼しっ」

「本当ね、良い風」

　アリサとルルが潮風に身を晒さらして涼む。

「しょっぱい～？」

「風がイソイソしだしたのです」

　潮風に乗って飛んでくる海水の飛沫しぶきを浴びたタマとポチが、舌を出して顔を顰しかめた。

　ポチの言う「イソイソ」とは出航前に聞いた「磯いその香り」からの造語だろう。

　そうだ、涼しくしたついでにＵＶカットの魔法──正式名称は「陽光防御サンライト・プロテクシヨン」という──で直射日光による日焼けから守っておこう。

「マスター、日差しが柔らかくなったと報告します」

　異変を察知したナナが、真剣な顔で訴えてきたので、すぐにオレの魔法だと告げておく。

　潮風に目を細めていたリザが、急にハッとした顔になってこちらを振り返った。

「ご主人様、念のために周辺警戒を強化いたしましょう」

「そうだね、任せるよ」

　リザの提案にオレは速やかに首肯する。

　新しいエリアだし、何か珍しい物もあるかもしれないからね。

　リザに指示されたタマとポチがマスト横の縄ばしごをシャカシャカ登っていき、リザが遠とお見み筒づつを持って船首へ、ナナが船尾楼上の展望台で監視任務についた。





◆






「水の中にふね～？」

「本当なのです！　大おっきな船が沈んでいるのです！」

　進路をオーユゴック公爵領方面に向けてしばらく進むと、見張り台で監視任務についていたタマとポチから報告が届いた。

「沈没船ね！　大判小判がザックザクよ！」

　漫画だったら目をドルマークに変えそうな顔をしたアリサが舷側へ駆けていく。

　そのまま海に落ちそうな勢いだ。

「慌てると危険だと忠告します」

「ん、危険」

　危なっかしいアリサに、ナナとミーアから注意が飛ぶ。

「ご主人様、青い色をした大きな船のようです」

　リザの横からオレも海面を覗のぞき込む。

　キラキラと陽光を反射し揺れる波の下に、巨大な巨大な船が沈んでいるのが見えた。

　海の青さにも紛れない金属質な青い船体が光を反射している。

「うん、結構深いところにありそうだ」

　光の屈折などで細かなところまでは見えなかったので、マップを開いて詳細を確認する事にした。

　排水量換算でこの船の一〇倍くらいありそうな大型船で、水深三〇メートルほどの場所に上甲板がある。

　驚くべき事に、沈没船の装甲は勇者達の聖鎧と同じく、青いアダマンタイト合金製だとＡＲ表示されていた。

　エルフの里に行く前だったら驚喜したかもしれないが、すでに自在に作れるようになった今では高価な宝物でしかない。

　ここから「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばしてストレージに回収するのが一番簡単だが、沈没船探検を一度はやってみたい。

　幸いな事に沈没船の近くには仲間達にとって危険な魔物や致死性の毒を持った生き物はおらず、カサゴやクラゲのような弱毒を持つものや、ウツボやウミヘビのような嚙かみつかれたら少し痛そうなヤツしかいない。

「よし！　皆で沈没船の探検だ！」

　そう宣言すると、全員から肯定の返事があった。

　物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨンもあるけど水圧で劣化しかねないから、水着ではなく虚空服を選んだ。ナナやルルの水着姿は楽しみだったが、ここは仲間達の安全マージンを増やす方が重要だろう。

「カカシ、次元アンカー起動」

　オレがそう命じると、カキカキと金属質の音と共に船が静止する。

　皆が準備する間に船が風に流されても面倒なので、操船を担当する船首像型ゴーレム「カカシ」に碇いかり代わりの「次元アンカー」を起動させておいた。

　この「次元アンカー」は世界樹を支えていた空間魔法の「次元杭デイメンジヨン・パイル」の低魔力型の簡易版なのだ。

「セクシーアリサちゃん登場！」

「ん、せくしー」

　レオタードのような近未来風虚空服に身を包んだアリサとミーアが、船室の扉を開けて出てきた。

　本来ならばフルフェイス・ヘルメット型の頭部ユニットもあるのだが、海中だと頭が浮かんでしまって潜れないので、ゴーグル型のサブセットを付ける事になっている。

「ご主人様、お待たせしました」

「つるつる～？」

「すべすべの服なのです」

「マスター、評価を希望します」

　アリサとミーアに遅れて他の子達も出てきた。

「みんなよく似合っているよ」

　ルルは身体からだの線がくっきりと出る虚空服が恥ずかしいようだ。頰ほおを染めてモジモジする姿が初々しくて良い。

「ルル、これを上から羽織るかい？」

　そのままにしておくのもかわいそうなので、水中でも邪魔にならない「水みず羽は衣ごろも」という人魚の織る布で作ったカーディガンを手渡す。

「あ、ありがとうございます」

　ナナもきっと胸元のラインが素敵だったはずなのだが、アリサとミーアの鉄壁ペアの活躍によって胸元と腰のラインをガードする「水羽衣」のオプションが付与されていたために、その辺りを確認するには至っていない。

　せめて、お披露目してからオプションを装着して欲しかった。

「ミーア、皆が集まったら、範囲型の『水中散歩アクア・ウオーク』の魔法を頼む」

「ん」

　オレのお願いをミーアが快諾する。

　ミーアが詠唱する「水中散歩アクア・ウオーク」は一〇気圧に耐えられる強化と水中での呼吸能力を対象に与える精霊魔法で、水魔法の「水中呼吸ウオーター・ブレツシング」や「水圧軽減レジスト・ウオーター・プレツシヤー」なんかの魔法を複合した便利な感じのヤツだ。

　ミーアの詠唱完了と同時に、全員に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法をかける。

「ハタがパタパタ～」

「海の中も風が吹いているのです？」

　準備が完了したところで、タマとポチが海面を見下ろして話すのが聞こえた。

　視線を海中に向けると、船に纏まとわり付いた布が揺らめいているのが見えた。

　危ない危ない、海流の確認を忘れていたよ。

「ナナ、このコインに『魔灯マナ・ライト』を付与してくれ」

「イエス、マスター」

　ストレージから取り出した大銅貨に理術の灯あかりをかけて貰もらい、そのまま海に投じる。

　ふらふらと揺れながら沈んでいた大銅貨が途中で急加速して遠くへと離れていく。

「へー、あの辺から海流が速くなっているのね」

　一緒に沈む大銅貨を眺めていたアリサが感心したように呟つぶやく。

　タマとポチの二人が気付かなかったら危ない所だった。

「一応、命綱を付けていこうか」

　術理魔法の「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんでおけば、普通の命綱よりよっぽど安全なのだが、オレがいない時の事を考えて命綱を付ける習慣を徹底させておこうと思う。




「行くよ」

　オレは一声掛けて、仲間達を「理力の手マジツク・ハンド」で持ち上げて海面に降ろす。オレも天駆で海面に着地し、そのまま仲間達と一緒に海中へと潜る。

　ミーアの精霊魔法「水中散歩アクア・ウオーク」のお陰で水の中でも息ができる。海水のせいで少し口の中が塩辛いが、そのくらいは我慢しよう。

　途中で海流が速くなったが、水中でも天駆を使えるので特に問題はない。

　そのまま、一〇メートルほどの深度を超えても耳がキーンとくる事はない。やっぱり魔法は便利だ。

　やがて、中程で折れたマストの所に辿たどり着ついた。

　極太のアダマンタイト製マストをどうやって折ったのか少し気になる。

「まばすずとと～」

　水中での会話は泡の音が混じって聞きにくいので、オレは適当に脳内補正をしておく。

「このマストを伝って甲板まで行こう」

　マストに付きもののロープはないが、表面に伝声管を固定していたような凹くぼみがあったので、手掛かりには困らずに済みそうだ。

「と～ちゃく～？」

「到着なのです」

　そのまま順調に、沈没船の甲板に到着した。

　速い海流が掃除をしてくれるのか、端の方に泥や砂が溜たまっているくらいで、甲板は予想外に綺き麗れいだ。

「マスター、侵入可能箇所を発見したと報告します」

「それじゃ、そこから入ろうか」

　オレ達はナナが見つけた船前方の亀き裂れつから船内へと侵入する。

　──ずいぶん綺麗な切り口だ。

　さっきのマストといい、アダマンタイト製の外殻をこうまで鋭利に切り裂く方法が少し気になったが、神授の聖剣やオレの魔刃なんかでも同じ事ができるし、集束レーザーでもできるだろう事に気付いたので、あまり深刻に考えるのは止やめておく。

　考えても答えは出ないだろうし、備忘録にメモしておくくらいで十分だ。

「思ったよりも暗いですね」

　ルルが不安そうだったので、光ひかり石いしを使った懐中魔灯を手渡してやる。

　他の子達はナナが「魔灯マナ・ライト」を各自の額に付与してあげていた。

　なんだか、探検隊のヘッドライトみたいだ。

「まずは船倉から探検に行きましょう！」

「あい～」

「はいなのです」

「ん、前進」

　アリサが年少組を引き連れて通路を進む。

　今日は海中なので、タマとポチは陸りく海う栗にのトゲから作った銛もりを携行している。

　いつもは自分の魔ま槍そうドウマを手放さないリザも、海水で槍やりが傷むのを恐れて二人と同じ銛を手にしていた。

　隊列はアリサ達に続いて、ルルとナナを連れたオレが中央、最後尾をリザが守ってくれている。

「アリサ、床の堆たい積せき物が舞い上がるから、あんまり床や壁に触れないように頼む」

「なかなか、高度な要求をするわね……」

　タマやポチは普通にこなしていたが、アリサやミーアには難しいようだ。

　オレは生活魔法の「浄水ピユア・ウオーター」で、通路に舞い上がった堆積物を結晶化して床に沈殿させる。

「あれ？　気のせいか周りの海水が真水になっていない？」

「本当ですね。なんとなく透明度も増している気がします」

　アリサの発言をリザが肯定する。

　そういえばオーユゴック公爵領の大河傍そばで露ろ天てん風ぶ呂ろを作った時に、「浄水ピユア・ウオーター」の魔法で不純物が結晶になっていた。同じように、海水の塩分も沈殿物と一緒に結晶化したのかもしれない。

　沈没船探検が終了したら「浄水ピユア・ウオーター」の魔法で、海水を真水と塩に分離できるのか検証してみよう。

　ストレージに大量ストックしてある大河の水や「奈落の水袋ウエル・バツグ」なんかがあるから、真水には困っていないけど、知的好奇心が刺激されるのだ。

「小魚～？」

「変な生き物もいるのです」

「タツノオトシゴかしら？」

「ん、珍味」

　船内の浮遊物や小魚などを避よけながら通路を進む。

　どこもかしこもアダマンタイト製の外殻がむき出しになっており、天井や壁には錆さびた金属パイプが縦横に走っていた痕こん跡せきがある。
















　そのほとんどは途中で砕けて赤錆びた砂の山になっていた。木製の品はまったく見当たらない。

　外観が比較的綺麗だったから誤解していたが、思ったよりも昔に沈んだ船のようだ。

「つぼ～？」

「きらきら金色なのです」

「何かしら？」

「花瓶？」

　年少組が通路の隅に何かを見つけたようだ。

「たこ～？」

「タコが襲ってきたのです」

「うわっ、銛を振り回さないでよ」

「ん、危険」

　どうやら、黄金の花瓶に住み着いていたタコを刺激して、ポチが絡まれたようだ。

「ポチ！　銛を手放して短剣を使いなさい！」

「あ、あい！」

　プチ・パニックを起こしていたポチが、リザの忠告で正気に戻り、指示通り短剣でタコの束縛から脱した。

「逃がさない～？」

　墨の煙幕を張って逃げ出すタコを、タマが銛で貫いて仕留めた。

　タコの墨はオレが生活魔法の「浄水ピユア・ウオーター」で綺麗にしておく。

　そんな小さなハプニングを何度かはさみ、オレ達は船倉へと辿り着いた。

　リザの腰に付けた網には途中で捕まえた何種類かの魚が入っており、タマが腰に下げた網には道中で拾った大きな貝が一杯だ。ポチは丸くなったタコを運んでいる。

　宝飾品の運搬はナナとルルが担当しているようだ。

「金貨～？」

「貝殻が一杯なのです」

　通路に落ちていた錆びた金属片に埋もれるように、金貨などの錆さびに強い貨幣がたくさん転がっていた。

　ポチが言うように、床に転がる貨幣にはカラス貝に似た貝がたくさんくっついている。

「床や壁は綺麗なのに、どうしてコインにくっついているのかしら？」

「そういえばそうだな？」

　もしかしたら、なんらかの貝避けの魔法装置かルーンを構造材に刻み込んであるのかもしれない。

「マスター、こちらに宝物を発見したと報告します」

「ご主人様、奥に武器庫があります」

　錆び錆びの武器を見てもしかたないので、ナナが発見した宝物庫を先に調査し、その後でリザの見つけた武器庫に向かう事にした。

「おおぅ、金銀パールが山盛りだわ！」

「きらきら～？」

　アリサとタマが喜びの声を上げる。

　ナナが部屋のあちこちにかけた「魔灯マナ・ライト」の理術の光のお陰で、部屋中の貴金属が反射して非常に綺麗だ。

　奥の方には美術品や絵画らしき物まであるようだ。

「目がチカチカするのです」

「うふふ、そうね。なんて煌きらびやかなのかしら」

　ゴーグルの上から目を擦こすろうとするポチを、ルルが後ろから抱き寄せて止める。

　それにしても、貴金属のインゴットやセラミック風の構造物はともかく、美術品や絵画が無事なのはどういう事だろう？

「固定化？」

　ミーアが首を傾かしげつつ呟く。

　確かにこの部屋の宝物は「固定化」の魔法で保護されているようだ。

　この「固定化」は術理魔法による透明な膜で物品を覆う。魔法による真空パックのようなもので、貴金属や美術品の長期保存に使われている。

　オレ達の乗る帆船も「固定化」の魔法で世界樹の倉庫に長期保存されていた。

「固定化？　──なら、船の動力源が生きているのかしら？」

　アリサがもっともな事を呟いた。

　オレは「魔力視」スキルを発動して、周囲の空間を確認する。微弱で判わかりづらいが、床や壁のアダマンタイトを通して魔力が供給されている。

　この船に搭載されている魔力炉は停止しているから、船内にあるバックアップ電源的な魔力貯蔵システムから供給を受けているのだろう。

「全員集合！」

　無理に動かしたら『固定化』が解けるので、不用意に触らせないように全員を集める。

　インゴットや貨幣はともかく、美術品や絵画は海水に浸つかったらダメになりそうだからね。

「──というわけで、動かすとマズイから、回収はあとで纏めてやるよ」

「マスター、動かしてしまったと懺ざん悔げします」

「ごめんなさいなのです」

　どうやら、ナナとポチは宝飾品を無理に持ち上げようとして、固定化を解いてしまったようだ。

「少しくらいならいいさ。上に戻ってから手入れすれば良いいよ」

　しょんぼりした二人に、気に病む必要はないと笑顔で告げる。

　続けて、奥の方にある武器庫へと向かった。

　太めの使い捨てバズーカー風の筒状の武器──小型魔砲が大量に並べられ、一〇台ほどは台車に固定され大砲のような感じに組み立てられている。

　これらも固定化の魔法がかかっていて錆一つないようだ。

「思ったよりも凄すごい数だね」

「はい、それにこの武器はムーノ男爵領の砦とりでで見かけたモノと似ている気がします」

　リザが言う砦とは、現在オレの別荘として扱われている元怨おん霊りよう砦の事だろう。

　あそこの地下宝物庫にあった魔砲の小型版が、この小型魔砲だというリザの見立ては正しいと思う。魔砲を造った古代魔法文明とこの船の出自は同じなのかもしれない。

「武器や杖つえはないのかしら？」

「あの箱の中に入っているんじゃない？」

　アリサの疑問にルルが憶測を伝える。

　ルルが指差す部屋の隅には、幾つもの箱が積まれている。箱を開けると「固定化」が解けるので、内容物の確認は後回しだ。

　船倉での調査を終えたオレ達は、船長室へ向けて探索を再開した。

　何度かハプニングがあったものの、とくに怪け我がもなく無事に辿り着けた。少々ラッキースケベ神の存在を感じる出来事があったが、ナナやルルの名誉のためにもオレの胸の内にしまっておこうと思う。

「扉だわ！」

「すきま～？」

「これくらいポチなら入れるのです」

　歪ゆがんでいた船長室の扉の隙すき間まから、ポチが身体からだを滑り込ませる。

　タマもポチに続いて侵入しようとしたが、ポチが大慌てで戻ってきたので、ゴチンと頭をぶつけ合う結果となってしまった。

「あいたた～？」

　タマが頭を押さえて呟つぶやくが、「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法がかかっているので、痛みはないはずだ。

　たぶん、反射的に口に出してしまったのだろう。

「たいへん、たいへん！　とっても、とっても、たいへんなのです！」

　ポチが腕をぶんぶん振り回して訴える。パニックを起こしているのか、目の焦点が定まらずぐるぐる回っている。

「落ち着きなさい、ポチ」

「ポチは冷静なのです！　それよりも聞いて、なのです！」

　リザの言葉を撥はね除のけ、ポチが必死の形相でオレに迫る。

「マスター、船長室に幽霊ゴーストを発見したと報告します」

　別の入り口から調査をしていたナナが、平へい坦たんな声で報告してきた。

「そうなのです！　ポチもそれが伝えたかったのです！」

　ポチの頭を撫なでながら、船長室のレーダー表示を確認する。

　二人の言うように、船長室にはいつの間にか白い光点──敵対的でない存在──が出現していた。

　マップ情報によると、この沈没船の船長の幽霊ゴーストらしい。

　船上で確認した時や、沈没船侵入時に再チェックした時にはいなかったが、思い起こしてみればムーノ男爵領の街道で見かけた幽霊ゴーストも、日没と同時にどこからともなく出現していた。

　幽霊ゴーストとはそういうモノなのだろう。




　ホラーやスプラッター系は苦手なのだが、仲間達に未知の幽霊ゴーストの相手をさせるのは危険なので、オレが一人で相対する事にした。

　部屋の中には煌びやかな軍服風の格好をした半透明な男がいる。半透明な姿が教えてくれるように、彼が問題の「幽霊ゴースト」だ。とりあえず、幽霊船長とでも呼ぼう。

　船長室は天井が大きく裂けており、開いたままの窓との間にゆっくりとした海流があった。

『●●●』





[image: ]「古代語」スキルを得た。






　オレは素早く「古代語」スキルにポイントを割り振って有効化アクテイベートする。

『──まさか、もう追いついたのか！』

　幽霊船長はオレを完全に無視して独り芝居の役者のように叫ぶ。

　水中なのにクリアに聞こえるのは、幽霊船長の声が音声ではないからだろう。

『おのれ邪悪な──天空人どもめ……』

　天井を見上げて幽霊船長が怨えん嗟さの声を上げる。

　ときおり、幽霊船長の姿がブレたようになるのはなんだろう？

『やつらから奪ったこの高速戦艦でも、浮き船の機動力には抗あらがえぬか……』

　幽霊船長が窓に向かって歩みを進める。

　どうやら、この船は幽霊船長の敵対勢力から鹵ろ獲かくしたものだったらしい。

『ばかな！　ヌヌリエだと！　浮き城まで追跡に使うなどありえん！』

　窓の外を見て幽霊船長が叫ぶが、もちろん窓の外には何もいない。

　恐らく彼が死んだ時の光景の再現だと思う。

『浮き城の天罰砲を使うというのか！　この考えなし共め、貴様らが追う棺ひつぎがこの船に載っていたらどうするつもりだ！』

　そう叫ぶ間に幽霊船長が絶望の表情のまま、蒸発するようなエフェクトを残して消えてしまった。

　幽霊船長の言葉が気になって、棺とやらをマップ検索してみたが同エリア内には存在していない。

　オレは船に侵入した時に見た船の傷きず痕あとを思い出しながら、先ほどの幽霊船長の言葉を反はん芻すうする。

　恐らく天罰砲というのが、アダマンタイト合金製の船体を切り裂いた攻撃に違いない。

　今もその攻撃を使える者がいるのかは分からないが、もし存在するなら、オレはともかくオレ達の飛行帆船だとさすがに防ぎきれない。

　できればそんな攻撃方法を持つ相手とは、事を構えずに済ませたいね。

『──ララキエの鍵かぎたる──は奪った。これでもうララキエは──飛び立てぬ。あとは棺を「真実の室」におわす聖上の下にお届けするだけ──』

　その声に振り向くと、幽霊船長が最初に出現した場所に復活していた。

　さきほどと同じく、ときおり幽霊船長の姿がブレて言葉が不ふ明めい瞭りようになる。

　そのまま様子を見ていると、聞き覚えのあるフレーズに行き当たった。

『──まさか、もう追いついたのか！』

　どうやら、幽霊船長は同じフレーズをリピート再生しているようだ。

　何度か声を掛けてみたが、幽霊船長が反応する事はなかった。

「なんだか、成仏できない地縛霊みたいね」

　扉から顔を覗のぞかせた仲間達を代表して、アリサが幽霊船長についてコメントした。

「そうだな、弔ってやろう」

「ご主人様、聖碑です」

　ルルが腰に下げていた魔物避よけ用の聖碑をオレに手渡す。

　どうやら、沈没船の探検に携行していたようだ。

　オレはルルに礼を告げ、聖碑に魔力を流して幽霊船長を浄化してやる。

『ぁぁ──我らの手に自由が──』

　消えゆく幽霊船長が一瞬だけ、そう呟いたように聞こえた。

　男が発生した場所にあった骨らしき白い固まりが崩れて、海流に乗って窓から外へ流れていく。

　最後までこちらを振り向くことはなかったが、成仏したようなので文句はない。

　しばらく待って幽霊船長が復活しない事を確認した後に、沈没船の探索を再開した。

「マスター、こちらの絵画の裏が怪しいと告げます」

「きっと裏に金庫があるのです！」

　ナナの報告を聞いたポチが、キランと目を輝かせて絵画に手を伸ばした。

　きっと、セーリュー市の地下迷宮での同様のシチュエーションを思い出したのだろう。

　そのポチの尻しつ尾ぽをタマが摑つかんで止める。

「ここ罠わな～？」

　どうやら、金庫には厄介な罠が仕掛けられているらしい。

　オレの危機感知スキルや罠発見スキルも、タマ同様に罠の存在を訴えていた。

「外せる？」

「たぶん、外せると思うけど──」

　アリサの質問に頷うなずきかけて途中で言葉を詰まらせる。

　万が一に罠を外し損ねて、仲間達を危険に晒さらすのは避けたい。

「──止やめておこう。もっと簡単な方法があるから、そっちの方法で中身を取り出すよ」

　オレのそんな言い方が、仲間達の好奇心を刺激してしまったらしく、残りの探索もそこそこに実演してみせる事になってしまった。

　皆を飛行帆船まで運んだ後、沈没船をストレージへと回収する。

　海中にいるままだと、沈没船があった空間に流れ込む海流に巻き込まれて溺おぼれちゃうからね。
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　ログを見ると、沈没船を回収した時にいくつかの称号を得ていたようだ。

　財宝探求者っていうのはこれまでに手に入れてそうなやつだったけど、とりあえず何か特殊効果があるわけでもないので、スルーしておこう。

「どろろ～ん？」

「船が消えてぐるぐる渦潮なのです！」

　タマとポチが船の消えた海を覗き込んで驚きの声を上げている。

「前にも見せた事があるだろう？　妖よう精せい鞄かばんみたいな魔法だよ」

　エルフの里を出発する直前に、できたて料理を色々と収納するのを見せた事があるので、アリサ以外にはわりと簡単に納得して貰もらえた。

「船一隻って……相変わらずチートな能力ね」

　そんなアリサの呆あきれた言葉には肩を竦すくめるだけで答えておく。

　仲間達、とくにタマとポチの二人には船を収納した事を「誰にも言っちゃダメだよ」と念を押しておいた。

「お口チャック～？」

「ポチ達は貝になるのです」

　二人が口の前でジッパーを閉める動作をしたあと、膝ひざを抱える貝のポーズを取った。

　なんとなく古くさいしぐさだ。こういう時はアリサが犯人なので、わざわざ追及はしないでおこう。

「深しん淵えん」

「さっきの船ってば、海底山の天てつ辺ぺんに引っかかってたのね」

　渦の治まった海中を覗き込んでいたミーアとアリサが、そんな言葉を交わす。

　船がなくなって初めて判わかったが、あの戦艦は深海に聳そびえる山の上に載っていたようだ。

　その山の裾すそ野のはオレの暗視スキルをもってしても見通せず、マップ的にも別エリア扱いになっていた。

　水圧があるから、深海から一気に浮上攻撃をしてくる魔物がいるとは思えないけど、奇襲を警戒し続けるのはストレスだし、ちょっと調べてこよう。

　オレは皆を船に残したまま一人で深海に潜り、「全マップ探査」の魔法を実行してから帰還した。

　ミーアの精霊魔法の守備範囲を超えていたらしく、水圧でちょっと苦しかった。

　毎回は大変だし、深海の上はなるべく航行しないように注意しよう。




「ただいま」

「おかえりなさい、ご主人様」

　アリサが手渡してくれた冷たい炭酸水で喉のどを潤す。

　船の甲板では、通路で拾った貨幣や装飾品にくっつく貝や汚れを落とす作業を始めていた。

「ポチ、もう少し丁寧になさい。金貨まで抉えぐれていますよ」

「はいなのです。なかなか難しいのです」

　リザやポチは貝殻を落とすのに夢中になっており、その横では貝殻をそぎ落とし終わった金貨をタマが一心不乱に磨いている。

「ごしごし～？」

　綺き麗れいに磨き終わった金貨を見て、タマが「むふ～？」と満足げな吐息を漏らす。

「ミーア、この溝の汚れが落ちないと報告します」

「ん、魔法」

　ナナから宝飾品を受け取ったミーアが精霊魔法の詠唱を始める。

　ルルは洗い終わった金貨を、日向ひなたに広げた布の上に並べて乾かす役目のようだ。

「それじゃ、戦利品のお披露目といこう」

　オレは甲板に幾つもの宝箱を並べ、順番に開封していく。毒や病原菌がないのはストレージの詳細情報で確認済みだ。

　光に弱そうな美術品や楽譜は帆の作る影に並べた。風で飛ばされると困るので、潮風を再度シャットアウトして「空調エアコン」の魔法を使う。

「うっは！　金貨がいっぱい！」

「宝石綺麗」

　アリサとミーアが宝物をじゃらじゃら持ち上げて喜ぶ。

　固定化の魔法で守られていたので、宝箱の中の貨幣はまったく濡ぬれていない。

「タマとポチも一緒に検分しておいで」

　タマとポチがこっちを見上げていたので促してやる。たぶん、許可待ちだったのだろう。

「わ～い」

「アリサ、肉もあるのです？」

「肉はないけど、これ一枚でお腹なかいっぱい肉が食べられるわよ」

「ぐれいと～？」

「それはすごく凄すごいのです！」

　仲間達が和わ気き藹あい々あいと宝物の検分を始める。

「楽譜？」

「昔の楽曲みたいだね」

　オレがそう告げると、ミーアが真剣な顔で楽譜を読み始めた。

　楽譜の記号はエルフ達が人々に伝えたそうで、どこの国の楽譜も共通らしい。

「素敵な首飾りですね」

　ルルが大粒の真珠が連なったネックレスを見て、うっとりと呟つぶやく。

「それよりも可愛かわいい物を探すべきと提案します」

　ナナは宝石箱の中を漁あさり、高価な品よりも可愛い物を探している。

「ご主人様、こちらの箱の中に武器がありました」

「弓と細剣が多いね──矢はないのかい？」

「はい、全すべての箱を確認しましたが、一本もございませんでした」

　──リザ、素早い。

　もしかして、弦もないのかな？

　オレは弦が張られていない弓を手にとってみる。

「おっ」

　魔法銃のトリガーを引いた時のような、わずかに魔力が弓に吸われる感触がして、自動的に弓が変形して透明な弦が張られた。魔法の弓のようだ。

　弦を引いてみると、もう一度魔力が弓に吸われる感触がして、弦と同じような透明な矢が現れた。

　たぶん、質感からして術理魔法の作る疑似物質の類たぐいだろう。

「あら？　弦を引くのにほとんど力がいらないのね？」

　この魔法弓は非力なアリサでも余裕で使えるようだ。

「重力の影響はないみたいだけど、必中じゃないのね。それに消費魔力も多めだわ」

　試射を終えたアリサが感想を言う。

「威力はナナの理槍ジヤベリンくらいだね」

「イエス・マスター」

　ナナの理槍ジヤベリンと同じくらいという事は、火ひ杖づえや雷かみなり杖づえより強いようだ。

　同種の魔法の弓は五〇本ほどあるので、とりあえずミーアとアリサに一本ずつ預けておこう。

「これは何だろう？」

　細剣の方も魔法の品だったが、魔力を流しても意味不明にキラキラ光るだけで、実用的な武器ではないようだ。

　軽く振ってみると、ブオンブオンというＳＦ的な風切り音が鳴り、アクションゲーム風の斬ざん撃げきエフェクトの幻影イリユージヨンが表示された。

「特撮のメメンタイダーの玩具おもちやみたいね」

「かっこい～？」

「ぐれいとなのです！」

　子供達には大受けのようだ。変なポーズをしながらブンブン振り回している。

　これらのオモチャ剣もたくさんあったので、数本を共有の妖精鞄に入れておいてやろう。

「こっちの装飾品は何かな？」

　どれも魔力を通す事で起動する魔法の指輪のようだ。

「どうわっ、何よ、この指輪！」

　黄玉トパーズの嵌はまった指輪に魔力を流したアリサが驚きの声を上げた。

　指輪の前に現れた魔法陣から、巨大な石筍トス・ストーンが撃ち出されたのだが、的にしていたオレの自在盾フレキシブル・シールドに刺さるほどの威力だったのだ。

「でも、魔力全部を持っていかれるんじゃ、簡単には使えないわね」

　アリサから指輪を受け取って確認する。

　どうやら、予あらかじめ魔力をチャージしておき、発射時にトリガー分だけの魔力を術者から奪う仕組みのようだ。

　普通よりも魔力量の多いアリサでさえ、トリガー分だけの魔力を賄うのが限界とは、なかなか燃費の悪い魔法道具だ。

　アリサ達のレベルがもっと上がったら、緊急用の護身道具に使えるかもしれないけどね。

　他の子達も色々な指輪を手にして検証を手伝ってくれる。

「うわっ?!　盾が出ました！」

「こちらは石の槍やりですね」

「マスター、氷の槍が現れたと告げます」

　ルルのサードニクスの指輪からは術理魔法の「盾シールド」が、リザのオニキスの指輪からは黒曜石風の石の槍が、ナナのアクアマリンの指輪からは空中に浮かぶ氷の槍が現れた。

　最後の氷の槍は、ナナが指差すとそちらに向かって飛んでいく。射程は五〇メートルほどと、普通の「氷柱アイシクル」の魔法と同じくらいの性能だ。

　いくつもの指輪を同時に着けると、相互に干渉し合って上う手まく効果が発動しないようだ。オレのように一〇本の指全部の指輪を同時発動するのは魔力操作スキルが必要なのかもしれない。

　他にも似たような指輪が一杯あったが、水中活動を補助できるものや翻訳指輪の類はなかった。

「魔法書はないの？」

　アリサの期待を込めた質問に首を横に振る。

「海図や地図、それから魔法道具の鑑定書なんかはあるんだけどね」

　オレの持つ地図よりも広範囲の地図だが、地形の重なる地域も地名はほとんど違っていた。

　同じなのは「竜の谷」やボルエナンの森を始めとしたエルフ達の領域くらいだ。

「この海の上の色違いの点線は何かしら？」

「ヌヌリエとかネネリエって書いてあるね」

　あの幽霊船長の妄言が事実なら「浮き城」の軌道なんじゃないかと思う。

「ネネリエって、公都の闇オークションで手に入れた古文書のヤツ？」

　アリサに言われて思い出した。公都では古文書を解読できる人がいなかったので、エルフの里で尋ねようと思っていたのを完全に忘れていたようだ。

　今回の一件で古代語を覚えられたので、あとで古文書を読んでみよう。

　その時、きゅるる～と可愛いお腹の音がアリサから聞こえてきた。

　そろそろお昼にしようか──。




「ふい～、タコヤキ美お味いしかった」

「タコの鮮度が良かったからよ」

　アリサの称賛にルルが恥ずかしそうに頰ほおを染める。

　今日のお昼はポチが倒したタコを使ったタコヤキにしてみた。

　他の子達も満足そうにお腹をさすって、甲板に敷いたマットの上で寝転がっていた。ミーアの残したタコは、タマとポチが食べてあげていたようだ。

「お魚も美味しかったです」

　ルルが零こぼれるように微笑ほほえみながら、満足そうな吐息を漏らす。

　タコヤキだけだと量が足りなかったので、沈没船で捕まえたカサゴやアイナメもどきの塩焼きや煮付けも追加したのだ。

「ええ、塩加減が絶妙でした」

「煮付けも美味しかったと報告します」

　リザやナナも気に入ってくれたようだ。

「今度は刺身や寿す司しにもしてみよう」

「はい！　とっても楽しみです」

　ルルが弾んだ声で即答し、他の子達からも歓迎の言葉が続いた。

　寿司という単語はアリサ以外には理解されていなかったが、何か美味しい料理と解釈したようだ。

　──さてと、お腹も一杯になった事だし、ちょっと腹ごなしに働いてこよう。

「ご主人様、何かやるの？」

「ああ、さっきの船の船倉にあったヤツの試射をしておこうと思ってね」

　オレはアリサの質問に答え、「小型魔砲」を抱えて天駆で海上に出る。

　小型と言っても使い捨てバズーカー砲より一回りくらい大きい。固定化によって状態が良かったので、簡単な点検だけで済んだ。

　船から数十メートルほど離れた場所で、小型魔砲の標的の準備を行う。

　オレから一二〇メートルほど離れた場所に、自在盾フレキシブル・シールドを八枚ほど重ねて並べた。これだけあれば、黒竜ヘイロンの吐息ブレスでも防げるから、的としては十分だろう。

「撃つよ」

　オレは船の皆にそう告げて、小型魔砲に魔力を篭こめる。

　小型魔砲の延長線上に赤い光の導線が伸び、その導線を中心にした魔法陣が幾つも生まれていく。

「なんだか、ファンタジーゲームのＰＶみたいだ」

　光の導線や魔法陣の上を、紫電のような不安定な光が漂う。

　──あ、やばい。

　そう危機感知を得たオレは引き金を引くと同時に、自分の前面にも自在盾フレキシブル・シールドを展開する。

　次の瞬間、閃せん光こうが海上を白く染めた。

　身体からだを打ち付けるような爆音が響き渡る。

　数瞬後には閃光は消え、「光量調整」スキルが視界を復元してくれた。

　自在盾フレキシブル・シールドは半分以上残っていたが、小型魔砲の余剰エネルギーは一キロメートルほど先までの海面を大きく抉えぐっていた。

　蒸発した海水は爆発的な勢いで四方八方へと噴き出し、抉れた海面を修復しようと周囲から海水が流れ込む。

「熱っ」

　こちらに来る熱蒸気を風魔法で吹き飛ばす。

　オレは溶けて残ざん骸がいになりはてた小型魔砲をストレージへと収納すると、荒れた海と噴き上がった蒸気でできた雲に背を向けて船に戻った。

「ちょっと魔力を篭めすぎたみたいだ」

　仕組み的にはオレが魔王を倒した時に重宝した魔力過剰充じゆう塡てん聖矢と類似しており、魔コ核アから作った弾丸に魔力を飽和させて強大な破壊力を得る兵器のようだ。

　普通にやると「聖なる武具」のような崩壊現象は発生しないはずなのだが、なんらかのオレが知らない技術によってそれをなしえているのだろう。

　幸いな事に、研究に使える小型魔砲が三一門も残っているので、暇な時の研究用に一つバラして仕組みを調べようと思う。

　お手上げになったら、研究好きエルフのブライナン氏族やベリウナン氏族に協力を求めてみるのも良いかもしれない。

「もう無茶しないでよね」

「ん、反省」

「ごめんごめん」

　船に戻ると、アリサやミーアに叱しかられた。

　ちょっとわくわくする光景に見み惚とれて、魔力の供給を加減するのを忘れてしまったので言い訳できない。

　改めて魔力量を加減した小型魔砲を試射してみたところ、赤い導線や魔法陣は一緒だったが、怪しい紫電は発生せず、安定した砲撃を行えた。

　連続で使用すると砲が過熱してくるので、数発ほど撃ったら冷却時間をおく必要があるようだ。

　魔力過剰充塡時の小型魔砲で黒竜ヘイロンの吐息ブレスの半分、通常充塡でその十分の一ほどの威力だった。どちらにせよ、威力が高すぎて使いにくい。

　オレの中級光魔法の「光線レーザー」の方が集束していて効果範囲を絞れるだけ、まだ使い勝手が良いだろう。

　なお、海中で思いついた海水を「浄水ピユア・ウオーター」の魔法で真水にできないかという実験だが、塩味の全くしない水とミネラルたっぷりの塩の結晶に分離した。しかも大おお樽だる一個分を一度に処理できる。

　予想以上の結果が出たが、真水が欲しいなら「奈落の水袋」を使うか水みず石いしに魔力を流して作り出した方が早いので、使う機会はないだろう。

　魔法書によると、ある程度ベテランの生活魔法使いが同じ事をしても、うっすらと塩味のする水にしかならないと書かれてあった。





◆






「マスター、前方海上に未確認物体を発見したと報告します」

「なになに？　ＵＭＡなの？」

　ナナが指差す先に浮かぶ三連のてらてら光る背は、シーサーペントという海の魔物だとＡＲ表示された。

　小型魔砲を検証する水音に惹ひかれたのだろうか？

「シーサーペントみたいだ」

「でっかいわね～、レベル五〇くらいあったりする？」

「いや、目の前のはレベル三一だね」

　アリサとの会話の途中で、海の向こうで首をもたげたシーサーペントが、口から水の砲弾を撃ち出してきた。

　意外に射程が長いらしい。

　一〇〇メートル以上も先まで届くとは予想外だ。

「マスター、ここは私が！」

　ナナが額に魔法陣を光らせ、眼前に透明な二枚の盾を生み出す。オレがよく使う中級術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」と同じ種類のものだ。

　ナナの「自在盾フレキシブル・シールド」は見事に水の砲弾を受け止めたが、着弾と同時に白い煙を上げた水に砕かれてしまった。

　オレは船体の下で自前の「自在盾フレキシブル・シールド」をこっそり準備する。

「あの砲弾はただの水じゃなくて酸みたいだ」

「うげっ、酸は嫌ね」

　オレも酸で焼かれる仲間達を見るのは嫌だ。

「射る」

　ミーアが故郷から持ち出した妖よう精せい弓を射るが、シーサーペントの周りに現れた水の壁に阻まれてしまった。

「むぅ」

　ミーアが不機嫌そうに呟つぶやく。

「マスター、盾が尽きますと救援を要請します」

「分かった、代わろう」

　オレはナナと防御役を交代し、遠方から一方的に攻撃するシーサーペントに光魔法の「光線レーザー」を放つ。

　光線レーザーはシーサーペントの水の防御壁を一瞬で貫き、なんの障害もなくシーサーペントを爆散させた。シーサーペント相手に中級の攻撃魔法は過剰だったらしい。

　シーサーペントの血が海を赤く染めていく。

　マップ上のシーサーペント達の過半数がこちらに向かって移動を始めた。サメのように血に対する嗅きゆう覚かくが強いのだろう。

　さすがに、エリア南端付近を回遊するシーサーペントの群れは無反応のようだ。

「カカシ、船を三〇〇メートル後退。最大高度で待機。回避行動は委任する」

　オレが操船用の船首像型のゴーレムに指示を与える。

　残念ながら音声による応答機能はないので、メニューのログに表示されるテキストで応答を確認するしかない。今度、魔力で動作する汽笛でも付けよう。

「血に惹かれたシーサーペントの群れが集まってくるみたいだ。オレが海上で引きつけるから、上から魔法弓で攻撃してレベル上げでもするかい？」

「だめ～？」

「師匠にぱーりーはダメだって言われているのです」

　師匠はエルフ師匠達の事だろうけど、パーリーって何の言い間違いだろう？

「ご主人様はいなかったっけ？　ヒーヤっちや他のエルフ師匠達から、パワーレベリングはスキルが身体に馴な染じまずにレベル相当の強さになれないから、やっちゃダメって厳命されているのよ」

　アリサが詳しく教えてくれた。

　そうなのか──獣娘達も最初のうちはオレのサポートでパワーレベリングしてたけど、同レベル帯の戦士達より強かった気がするんだが……。

　まあ、いいか。個人差はあると思うけど、長寿なエルフ師匠達の言葉なら聞いておいた方が良さそうだ。

　あせらなくても、迷宮都市まで行ったら幾らでも敵がいるしね。

「それじゃ、アリサ、ナナ、ミーア。船の防御は任せた。ルルは操そう舵だ席で操船補助、タマは見張り台、リザとポチは船首と船尾で警戒を頼む！」

　オレの指示に仲間達から力強い肯定の返事が発せられ、オレは安心して船を離れる。

　天駆で船を離れ、先ほどのシーサーペントの死し骸がいが浮かぶ海に、魔法薬などの素材に使えない種類の魔物の血を垂らしてやる。

　時速一五〇キロ近い異常な速さで接近したシーサーペント達が、海に浮かぶ同族の死体に食らいつく。

　どうやら、シーサーペントには共食いに対する忌避感はないようだ。

　集まってきたシーサーペント達は、空に浮かぶオレを無視して共食いに夢中らしい。

　そんなシーサーペント達をよく見ると、ヘビよりもウナギに近い頭部をしていた。口内から覗のぞく鋭い牙きばがなければ大ウナギと勘違いしたかもしれない。

　きっと美味しいに違いないので、肉をなるべく傷めないようにしよう。

　オレは適当な個体を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんで空中に持ち上げては、魔刃を纏まとった妖精剣で首を落としてストレージへと収納していく。

　半分程に減らすまではそんな作業が続いたが、共食いする肉がなくなった事に気がついたシーサーペント達が、一斉にオレに向かって酸の弾丸を放ってきた。

　オレは天駆と閃せん駆くを使い分けて攻撃を回避し、アクロバティックな動きでシーサーペントの群れの中に突っ込む。

　最初のうちこそ妖精剣でシーサーペントの首を切断していたが、途中から乱戦での間合い調整が面倒になったので、手刀に直接魔刃を出して戦うスタイルに変えた。

　少々魔力効率が悪いが、微々たる消費量なので問題ないだろう。

　さくさくと倒したシーサーペントの死骸は、共食いされないように素早くストレージへと収納する。

「──おっ。次は大物か」

　海中から大口を開けて襲ってきたのは、レベル五六のディープシーサーペントだ。

　オレを吞のみ込むつもりのようだったので、そのまま口内に飛び込んで内部でくるりと旋回斬ぎりを行い、内側から首を斬り裂いて倒す。

　その後も連続で襲ってきたディープシーサーペントを狩り尽くし、数匹のシーサーペントが逃亡したところで、戦いは終わった。

　血の色に染まった海を放置するのも気が引けたので、赤色の濃い海の水をストレージへと回収し、問題のないレベルまで薄めてから船へと戻った。

「相変わらず、デタラメな強さね」

　呆あきれたようなアリサの言葉に肩を竦すくめるだけですませ、戦闘中に血抜きをしておいたシーサーペントの切り身をルルに手渡す。

　戦闘中は精霊光を全開にしていたので、切り身に残る瘴しよう気きも無害レベルまで薄まっているはずだ。

「毒はないみたいだから、少し味見してみようか？」

「はい！　カバヤキで宜よろしいですか？」

　ミスリル合金製の包丁を片手にルルが尋ねてくる。

「そうだね、味を確かめたいから、一切れだけ白焼きで頼む」

　オレはルルにそう頼み、着替えるために船尾楼にある船長室へと向かう。

　戦闘の汚れや海水は生活魔法で拭ぬぐったが、やっぱり新しい服に着替えてサッパリしたいのだ。

「良い匂においだね」

「あい～」

「この香りを嗅かいでいるとふわふわしてくるのです」

　着替えて戻ると、コンロの魔法道具で調理するルルの前で、タマとポチが涎よだれを垂らしそうにしていた。他の子達も、待ちきれないようだ。

「ご主人様、味見をお願いします」

「ありがとう、ルル」

　まずは白焼きから食べる。

　塩で一口……うん、旨うまい。身が少し大きいが、穴子の白焼きに近い味だ。小骨を丁寧に取ってあるので非常に食べやすい。

　続けてレモンでも一口。

　ふむ、これは辛口の日本酒が欲しくなる味だ。

　最後にタレを付けた蒲かば焼やきを食べる。甘いタレが淡泊な白身の味と絡み合っていて実に素晴らしい。白米と一緒に食べたら、きっと動けなくなるまで食べてしまうだろう。

「美お味いしいよ、ルル」

「ありがとうございます！」

　そう称賛すると、花が咲くような笑顔でルルが喜ぶ。

「みんなも味見してごらん」

　オレがそう言うと、仲間達は先を争って味見用の蒲焼きに舌鼓を打った。

　肉の脂が苦手なミーアも、白焼きのレモンがけは口にあったようだ。

　今日の晩ご飯はシーサーペント三ざん昧まいといこう。

　シーサーペントは可食部分が多いので、蒲焼き三昧で過ごしても一匹消費するのに、半月くらいはかかりそうだ。頭部はかぶと焼きにできそうなので、今度試してみよう。




「じゅうにせきめ～？」

「一三隻なのです」

「そうだっけ～？」

　マスト上の見張り台から、タマとポチの会話が聞こえてきた。オレが今、回収した沈没船のカウントの話だろう。

　オレ達は群島沿いに沈没船を回収しながら、北上していた。

　最初の沈没船でたっぷりと探検を楽しんだので、道中に見つけた沈没船は問答無用でストレージに収納している。

　この辺りは数キロに一隻だが、この先にある群島の周辺にはもっとたくさんの船が沈んでいるようだ。

「また木造船ね」

「金属製の船は二割前後だと告げます」

　アリサの呟きに、ナナが統計を伝える。

　最初のアダマンタイト製の戦艦を除くと、ミスリル合金製のフルー帝国の魔導駆逐艦が二隻だけだ。

　それ以外は全すべて木製で、多くはシガ王国のキャラック型帆船や三角帆のキャラベル型帆船で、たまに所属不明のガレー船が交ざっていた。

　どの船も排水量三〇〇トンから五〇〇トンほどの大型船で、大小様々な魔力砲や理槍ジヤベリン投射砲で武装しており、半数の船が小型の魔力炉を搭載していた。

　ほとんどの魔力炉はオーバーホールすれば使えそうだが、聖樹石を使った魔力源に比べて出力が低く大型なので、このまま死蔵する事になりそうだ。

「よし、これで使えるかな？」

　せっかくなので、固定化で保管されていた予備の中から、小型魔力砲を再使用可能状態まで整備してみた。

　銛もりを発射する捕鯨砲のような見た目の理槍ジヤベリン投射砲は、固定化されていたモノがなかったので、後日メンテナンスをしてから試射しようと思う。

「試射を希望すると告げます」

「いいよ、あの岩を狙ねらってごらん」

　オレは船を停船させ、ナナに魔力砲を試射させてみる。

　この魔力砲はセーリュー市の抗竜塔にもあったシガ王国の拠点でよく採用されているメジャーな大砲で、火杖や雷杖の兵器版といった感じのものだ。

　普通は都市核シテイ・コアや魔力炉から魔力砲に魔力を供給するのだが、この船の聖樹石機関は余剰出力がほとんどないので、オレが直接端子から魔力を充じゆう塡てんしておいた。充塡量は手加減したので、適量のはずだ。

　この船で兵器を運用するなら、大出力の聖樹石機関に換装した方がいいかもしれない。

「撃ちます、と告げます」

　ナナが大砲の引き金を引く。

　砲口から一般的な魔術師の火球フアイア・ボールを大きくしたような砲弾が撃ち出され、岩の近くに着弾し水柱を上げた。

　魔力砲と魔砲は名前は似ているが、魔力砲の方はかなり威力が低いようだ。

「へー、思ったよりも強いわね」

「火杖の五倍くらいかしら？」

「もう少し」

　ミーアの見積もりが正しいと思う。

　たぶん、普通の火杖の七倍ほどの威力だ。

「連続発射が可能だと報告します」

　ナナがそう言って、五連発したところで砲身が熱くなったので試射を止やめた。

「道中の魔物退治に使えそうかな？」

「……こ、こりは無理だわ。船からの魔力供給があればいけそうね」

　ナナが試射する間に、予備の一台に魔力を注いでいたアリサがギブアップを宣言した。

　どうやら、普通は個人で運用するような武器ではないようだ。

　魔力炉を積んでいない船には、エルフの里で教えて貰もらったのと似た仕組みの魔力貯留装置が搭載されていた。

　なお、武器以外にも生物を運搬できる特殊な「魔法の鞄マジツク・バツグ」や勇者一行も持っていた「飛翔靴フライング・ブーツ」「飛ひ翔しよう木馬」などの貴重な魔法道具マジツク・アイテムも色々とサルベージできた。

　生物用の魔法の鞄は、エルフの里で教えて貰った問題点を克服できていないようなので、使用する用途には注意したいと思う。元々はペットの運搬用だったようで、中から小動物の骨が出てきた。
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「いわ～？」

「あれは島なのです！」

　見張り台で遠見筒を構えていたポチが、タマの間違いを訂正する。

　どうやら、海龍諸島最大の島が見張り台から見えたようだ。

　そのまま船を進ませると、甲板からも肉眼で島が見えるようになる。

「ねぇねぇ、あれってさ、岩って言うよりも、横向きに突き刺さった都市じゃない？」

　アリサが言うように、島の中央部を占める巨岩は空から墜落した都市に見える。

　それもなかなかスペクタクルな光景だが、それ以上にオレを驚かす事があった──。

「緊急停船！」

　オレの指令に船首像型ゴーレムが船に制動をかける。

　──なんと、都市岩がマップに載っていないのだ。

　つまり、あの都市岩をオレのマップから隠すなんらかの力が働いている事になる。

「ど、どうしたのよ」

「この先は少し危険だ」

　オレの突然の行動に驚いた仲間達の視線が集まり、アリサが代表して尋ねてきたがオレにも具体的な危険性を語る事はできない。

「ちょっと、島を見に行ってくる。日没までにオレが戻らなかったら、ボルエナンの森に引き返してアーゼさんの協力を仰げ」

　オレは万が一に備えて、魔法弓と使用者制限のないお手製の聖剣や聖せい槍そうを甲板に並べる。

　魔力砲や小型魔砲を運用するには魔力が足りないので出さなかった。

「ま、待ってよ！　わざわざ危ないことしなくてもいいじゃん！　島なんて無視して通り過ぎちゃえばいいじゃん！」

　オレを心配したアリサが必死な様子で引き留めようとする。

　もちろん、アリサだけじゃなく、他の子達も心配そうだ。

　だが、「島上の都市岩がオレのマップに映らない」理由を放置するのは、安全安心な海の旅の支障となる。

「大丈夫だよ、原因が分かったら戻ってくるからさ」

「原因って、何の原因よ～！」

　ぷんぷんと怒るアリサに手を振って、オレは天駆で島へと向かう。

　島の周辺は水深が浅めで、海底がよく見える。

「この辺りにも、たくさんの船が沈んでいるようだ……」

　海底には珊さん瑚ご礁しように紛れて、ポツポツと大型船が海底に横たわっている。

　少しずつ高度を上げながら、島に向かって近付いていく──。

「ご、ご主人様ぁああああああ！」

　──聞き耳スキルが拾ってきた仲間達の叫びを背に受けながら、オレは海面へと墜落した。

　飛び込み台から飛び込んだ時のような、鼻と口に感じる違和感と耳が痛くなる感じを味わいながら、海底の岩に激突する。

　──あいててっ。

　白い泡あぶくの向こうで、カラフルな海の生き物達が慌てて逃げていく。

　その姿を見つめていても詳細情報がＡＲ表示されない。

　オレは海底を蹴けって、海面に浮上する。なぜか天駆は使えなかった。

「大丈夫ー？」

「ああ、大丈夫だよ」

　心配の声を上げる仲間達に手を振って無事をアピールする。

　その間にもオレは検証を進めた。メニュー表示は普通だし、適当なアイテムをストレージに出し入れしてみるが問題ないようだ。マップも一見正常に見えたが情報更新が停止している。

　続いてメニューから魔法を選んだが、天駆と同様に使えなかった。

　どうやら、島の周辺は魔法や魔法系のスキルが使えないようだ。

　ユニークスキルは普段通り使えるみたいだが、メニューやレーダーのように魔法によって情報を更新する能力には制限がかかるらしい。

　オレは魔法が使える場所まで戻ってから、マップを開き効果範囲を絞り込む。

　特定の種類の回遊魚をマーキングして動きを追うだけで大まかな範囲が分かった。都市岩の近くの海中を中心に、半径三キロメートルほどの範囲が魔法無効空間らしい。

　何かあるとしたら、魔法無効空間の中心地点だろう。




　オレはオリンピック選手さながらの速度で中心地点に向かって移動を開始する。

　泳ぎ方がヘタなのか、身体からだが水上に飛び出してしまうので、途中からは海面を高速で駆け抜けた。

「お出迎えはシーサーペントの群れか」

　ストレージから取り出した銛を海中に投げ、進路上の邪魔なシーサーペントを倒す。たまに巨大なディープシーサーペントやモササウルスのような古海獣が交ざっていた。

　レベル差があるので、魔法や魔法系スキルがなかろうと、向かってくる海かい棲せいの魔物を倒すのに難はない。

　ただし、「理力の手マジツク・ハンド」が使えないので死し骸がいをストレージに収納するのが非常に面倒だ。

　放置しているせいで海水が赤く染まってしまうが、その辺の処理は後でやろう。

「──ここが問題の中心地点か……ん？　海中に何かあるぞ」

　海底にギリシア風の石柱に囲まれた海底神殿のようなモノが見える。

　襲ってくる魔物が一段落したところで、オレは海中へと潜った。

　オレはストレージから口内に新鮮な酸素を補充しつつ、海底神殿を探索する。

　壁に何か文字が刻み込んである。古代語のようだ。

「我らの蝕しよく魔まの罠わなに掛かり、浮き城ノノリエは墜おちた。ノノリエの心臓を使って第二第三の罠を作ろう。浮き船も浮き島も──そして、最後には天空人の都──ララキエをも地に墜とそう。自由を我らの手に」

　最後の「自由を我らの手に」だけ筆が乱れており、文字が刻まれた溝にも赤い塗料が使われていた。なんとなく、狂気のようなものを感じる。

　どうやら、幽霊船長の同類が作った太古の罠のようだ。

　この周辺に沈没船が多いのは魔力無効空間の罠に捕まったからだろう。魔法の防御もなしに、木造船がシーサーペント達の攻撃に耐えられるはずがない。

　魔法金属の船なら大丈夫そうだが、ディープシーサーペントを始めとした大型の魔物が相手だと木造船と同じ結果が待っていそうだ。

　地下への階段を見つけ、その先に進むと広い地下空洞があった。

　石棺のような白い石の寝台が並ぶ斜面に沿って泳いでいく。

　なんだか墓所に踏み込んだみたいだ。

　──ん？　白い髪？

　視界の隅に寝台に横になる女性の姿が目に入った。

　オレは背筋に氷を突っ込まれたような寒気を感じながら、ガバッと寝台に身体を向ける。

「……気のせいか」

　当然ながら寝台には誰だれもいない。

　そもそも、寝台に誰か寝かされていたら真横に来る前に視界に入っていただろう。

　こちらの世界に来て「不死の王ノーライフキング」や「幽霊ゴースト」に会ってホラー関係に慣れたつもりだったけど、こういう「死」を連想させる雰囲気は相変わらず苦手みたいだ。

　斜面を登り切ると、広場の中央に漆黒の巨大な一枚岩が埋め込まれているのが見えた。

　その岩を中心に魔法陣が刻まれている。

　恐らく、あれが魔法無効空間を作っているのだろう。

　魔法もなしに漆黒の岩を取り出すのは大変そうだが、放置すると、この海域がバミューダトライアングルみたいな船の墓場のままになってしまう。

　オレはストレージの中から、コボルト達に貰った青せい鋼こうの工具を取り出して、地道に漆黒の岩を抉えぐり出した。

　漆黒の岩をストレージに収納すると、魔法無効空間が解除され元通り魔法が使えるようになった。

　念のため確認したが、ストレージ内のアイテムから魔力が失われているような事はなかった。

「これで一件落着かな？」

　マップを開いて、情報更新が復活しているのを確認する。

　やはり、あの都市岩はノノリエという都市の遺跡だったようだ。

　オレは島周辺の強めの魔物を掃討したあと、仲間達の所に戻った。





◆






「とうちゃ～く」

「なのです！」

　都市岩島の入り江にある砂浜の上まで帆船を進め、そこで碇いかり代わりの「次元アンカー」を起動させて船を固定する。

　タラップを砂浜へ降ろしてあげると、年少組を先頭に仲間達が元気に飛び出していく。

「森や崖がけの向こうには魔物や危険な生き物がいるから行かないようにね」

　オレも砂浜に踏み出しながら、皆に注意を促す。

　海岸の満潮ラインや波打ち際には、沈没船の漂着物が大量に流れ着いていた。

　オレはそれらを眺めてから、リザとルルが敷いたシートの近くにビーチパラソルを差す。

　強い日差しで、砂浜から照り返す光が目に痛い。

　熱中症予防の水筒を皆に持たせておこう。

「うわ～、キンキンに冷えてる」

「さいだ～？」

「炭酸ジュースなのです！」

「ん、黄おう橙とう果実」

　年少組がオレに礼を告げた後、和わ気き藹あい々あいと波打ち際に向かう。

　オレも年長組を連れて、子供達の後を追った。

「えへへ～、やっぱ、少しくらい海に浸つかりたいわよね」

「ん、体験」

「さわさわする～？」

「凄すごいのですご主人様！　足の指の間を砂が動くのです！」

　靴を脱いだアリサに続いて、年少組がマネをして波打ち際ではしゃぐ。

「砂の中に異物があると報告します」

「貝かしら？」

「いえ、これは錆さびていますが宝飾品のようですね」

　年長組は砂浜に埋まっていた沈没船の漂着品の一つを拾ったようだ。

「金貨みっけ～？」

「綺き麗れいな石もあるのです」

「ん、アクアマリン」

　束つかの間の潮干狩りタイムを楽しんだあと、海岸の漂着物検分に移った。

　アリサがルルを連れて海岸に転がっていた樽たるの前に歩み寄る。

「た～る」

　アリサは樽の前で、妙に可愛かわいい声で「た～る」と言っては、何度も一人で受けていた。きっと何か有名なゲームかアニメのパロディーなのだろう。

「こちらはお酒の匂においがします」

　漂着物の中でも頑丈な樽は原形を保っている物が多く、内容物は様々だったが、酒や食料品の中には消費可能な物が僅わずかながら残っていた。

　もっとも中には──。

「きゃああああ、む、虫が！」

　隙すき間まから入り込んだフナムシや蠅はえが大発生しているものがあって油断できない。

　オレは怯おびえて抱きついてきたルルをあやしながら、リザに話しかける。

「リザ、ちょっと都市岩の確認に行ってくる。こっちの事は任せていいかな？」

「はい、お任せ下さい」

　リザがそう答えながらも何か言いたそうな雰囲気を醸し出す。

　それをフォローしたのはナナだった。

「マスター、都市岩探索に行くのなら、護衛を志願すると告げます」

　なるほど、一人で行くなと言いたかったわけか。

「大丈夫だよ、島の周りを飛んで沈没船の財宝を回収するついでにちょっと見てくるだけだから」

　オレは心配そうな年長組に、なるべくお気楽な口調を心がけてそう告げた。

　魔物のような事前に察知できる危険はともかく、崖崩れや都市岩の崩落なんかが起こった時に対応が遅れるのが怖い。

「それに帰還転移リターン用の刻印板をここに置いていくから、すぐに戻ってこられるよ」

　なおも心配そうな三人に刻印板を見せながら告げると、ようやく安心したように笑みを見せてくれた。




「サルベージはこのくらいにしておくか──」

　オレは天駆で島を一周して、沈没船の財宝回収を行った。

　なお、財宝と遺骨を回収した沈没船の多くは腐敗が激しかったので魚礁用に元に戻してある。

　中には船体の腐敗が進みすぎて原形を失い、廃材やバラストの合間に財宝が沈んでいるようなものも多く、魔力無効空間で「固定化」も解除されていたため、錆さびに強い貴金属や海水に負けない種類の宝石くらいしか価値ある物は残っていなかった。

　比較的新しめの沈没船の中には、公都で知り合いになったエムリン子爵の船団らしきものも存在しており、多少の遺品と遺骨、それから海水で傷んでいたものの再整備可能な魔力炉と魔力砲を回収できた。

　そういえば、沈んでいたエムリン子爵の船団の数が、失しつ踪そうしたと聞いていたのより一隻足りなかった。跡形もなく砕かれたのか別マップの深海にでも沈んでいるのか分からないが、少し気になる。

　宛あて先さきの判わかる遺骨以外は、外洋に出たら海葬し直してやろうと思う。

　魔力無効化空間に捕まって、シーサーペントの群れに圧殺された浜辺じゃ落ち着いて成仏する事もできない気がするからだ。

「さて、今度は都市岩の調査をしよう」

　オレは海面から空に舞い上がり、都市岩を見下ろせるほどの上空へと移動した。

　裏側は剝むき出だしの岩石だったが、側面まで来ると、その異様なほどのスケールがよく分かる。

　何百何千もの建築物が水平に林立する様は、映像作品なんかでしかお目にかかれないような非現実感があった。

　現代日本ほどの高層建築はないが、水平まで傾けられても揺らぐことなく直立する建築物というのはなかなか凄いと思う。

　都市岩の近くを降下していると、少々気になるモノがあった。

「どこかで見た紋章だ──」

　都市岩の外壁には四つの紋章が描かれており、その内の赤い石で作られた紋章に見覚えがあった。

「──ああ、放火魔貴族のか」

　どういうつながりか分からないが、エルフの里に行く前に少々縁のあった放火魔貴族の紋章に似ている。

「やっぱり、紅ぐ蓮れん杖じようの宝珠に浮かぶ紋章と同じだ」

　オレはストレージから取り出した宝珠と外壁の紋章を比べ、それらが一致する事を確認した。

　もっとも、確認したからといって何が変わるわけでもない。

　オレはストレージに宝珠を収納し、建築物の一つへと近寄る。

　窓の一つから中を覗のぞくと、下方の壁が大きく凹くぼみ、潰つぶれた調度品の残ざん骸がいが堆たい積せきしていた。

　そんな堆積物の一つからバタバタと羽音が巻き起こった。

「──鳥か」

　オレという闖ちん入にゆう者に驚いた鳥が飛び立ったようだ。

　これらの建造物の廃はい墟きよは鳥たちの楽園らしく、ある程度、高度の低い場所にはたくさんの鳥の巣ができていた。

　鳥を捕食する巨大蜘く蛛もの作った巣の間を抜け、地上へと降りていく。

「根元から見上げると、空を周回した時とは違う趣の迫力があるね」

　オレは都市岩の近くのモニュメントらしきものの近くへ着地する。

「ここも『自由を我らの手に』か……」

　邪悪な印象を受ける歪いびつな石碑のモニュメントに、そんな文章が刻まれていた。

　海底神殿と同じような狂気を感じさせる筆跡だ。

「こっちはなんだろ？」

　モニュメントの手前には大きな縦穴が掘られていた。

「──げっ」

　縦穴に降り積もった木の葉を「風圧ブロウ」の魔法で除去すると、隠されていた物が白日の下に晒さらされた。

「生存者なしなのは判っていたけど──」

　足下の縦穴には、セメントのようなもので固められた大量の人骨がガラクタと一緒に埋まっている。

　墓と言うよりはゴミ捨て場のような感じだ。

「生き残りの人達も凄せい惨さんな殺され方をしたみたいだ」

　オレの脳裏にその時の光景がまざまざと思い浮かぶ──。

　魔法無効の罠わなによって都市ノノリエは墜落し、なんとか生き延びた僅かな人達も、待ち伏せしていた者達に捕まり、皆殺しにされたのだろう。

　狂気を感じさせるモニュメントの存在が、ノノリエの人達がどんな悲劇に襲われたのかを容易に想像させる。

　きっと、中世ヨーロッパの魔女狩りもかくやという残虐非道が行われたに違いない。

　──まったく、クリエーターの想像力が恨めしくなる。

　遥はるか昔に行われた蛮行とはいえ、これはあまりにあんまりだ。

　ふと見上げた視界に、さきほどの歪な石碑が映った。

　こんな蛮行の痕跡を見た後だと、「自由」という文言から魔王信奉集団の「自由の翼」を連想してしまう。

「取りあえず、弔い直してやるか──」

　ただの自己満足だとは解わかっているが、ゴミと一緒に捨てられた人骨というのは死者への冒ぼう瀆とくな気がするんだ。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を縦穴へと伸ばし、人骨やガラクタをまとめてストレージへと収納し、人骨とそれ以外を分離した。

　ストレージの詳細情報によると、セメントのような物は遺灰が固まったもののようだ。

　オレは都市岩から少し離れ、海底神殿から一番遠い島の高台に土魔法の「落とし穴ピツト」で墓穴を掘り、大量の人骨と灰を埋葬した。

　一つでは足りなかったので、巨大な縦穴を幾つか作る必要があった──都市岩内に残っていた白骨も一緒だからだ。

　できるかな？　と都市岩に手を触れて収納を選んだところ、そのままストレージへ入れることができたので、白骨も簡単に回収できた。

　なお、都市岩は歴史的価値と鳥達の住み家である事を考えて、元の場所に戻してある。一部犠牲になった生き物達は今後の食材として無駄にはしない。

　根元を土魔法の「壁ウオール」で補強しておいたので、倒れる事はないはずだ。

「少し、寂しいかな──」

　オレは盛り土の上に、エルフの里で貰もらった花の種を蒔まき、古老樹人エルダー・トレントに貰った樹霊珠で花の生長を促進させ、その場を花園に変える。

　オレはストレージから取り出した「流星雨の隕いん石せき」を墓穴の近くに据え、そこに魔刃で「ノノリエの民、ここに眠る」と刻んだ。

　オレは葬った人達の冥めい福ふくを祈り、その場を飛び立った。

　ふと脳裏に、墓場フォルダの「竜の谷」の死し骸がいが思い浮かんだが、一緒に葬るのは止やめておいた。

　竜の身体からだは素材としての価値が高いので、ヘタに埋めた事が知られると大変な事になるのは目に見えているし、ハイエルフのアーゼさんに聞いた限りだと、「竜神様が蘇よみがえれば、他の眷けん属ぞく達も竜神様の神力で蘇る」って話だった。

　ストレージの中だと腐らないし、然るべき時までは墓場フォルダで保管しておこうと思う。




「お帰りなさい、ご主人様！」

　砂浜のパラソルの所に戻ると、サングラスをかけたアリサがビーチチェアで寛くつろいでいた。他の子達は漂着物探索を続けているらしい。

　マップ情報によると、年少組が北側の海岸端にあるアーチ型岩場方向へ、年長組が南側の海岸端にある崖がけの方へと行ったようだ。

　アリサの横に広げられた敷物の上には、花束が置かれてあった。

「ただいま──この辺に花なんて生えていたっけ？」

「これは漂着物の中にあった造花よ。後であの遺跡に供えようと思って水洗いしておいたの」

　サングラスをちょいと下げながら、アリサが告げる。

　こういう気遣いはアリサならではだろう。

　余計な事を聞いてこないアリサの横に腰を下ろし、潮しお騒さいや遠くから聞こえるタマとポチの楽しそうな声に耳を澄ます。蛮行の痕跡に淀よどんだ心が癒いやされるようだ。

　オレの髪を撫なでるアリサの手の温ぬくもりを感じながら、沈没船の遺品や遺骨の整理を行う。

　身元の分かる相手には沈没船引上げ屋サルベージヤー達から入手した事にして、手紙と一緒に現物を送れば良いだろう。

　身元不明の遺品については、遺族の目に留まる機会があるような方法を何か考えようと思う。

　アリサが不意に空を見上げた。

「雨かしら？」

　掌てのひらを広げたアリサがそう呟つぶやく。

　視線を巡らせると、都市岩の向こうに鈍にび色いろの雲が広がっていた。

　ポツリポツリと大きな雨粒が砂浜をまばらに染め、パラソルをトタトタと叩たたく。

　やがて、雨はスコールのような豪雨に変わった。

　年長組は雨宿りできる場所を見つけたようだが、年少組はずぶ濡ぬれになりながら雨の中を走ってくる。




　──危機感知。




　かすかな危険感知スキルからの通知と同時に、無数の赤い光点がレーダーに現れた。

　仲間達のすぐ近くにはいない。

「敵だ！　全員、船に集合しろ！」

　オレは拡声スキルの助けを借りて、仲間達に警告の言葉を叫んだ。

「敵って何が出たの？」

　スコールのような豪雨で視界が悪い。

「少し待て」

　オレはマップを開き、情報を確認する。

　雨が降る前までは存在しなかった十数個の大きな赤い光点が、都市岩を囲むように出現している。

「──幽霊船ゴースト・シツプ？」

　大きな赤い光点は「幽霊船ゴースト・シツプ」という「不死の魔物アンデツド」だった。

　レベル三〇台前半からレベル四〇台後半まで様々で、「浮遊」や「幽界渡り」というスキルを持っている。

　そんな風に都市岩周辺に現れた幽霊船ゴースト・シツプを監視していたら、オレや仲間達の近くに新しい光点が現れる様子がレーダーに映った。

　赤い光点は数隻の幽霊船ゴースト・シツプで、そこから小さな赤い光点が次々と現れる。

　どうやら、雑多なスケルトン達を放出したらしい。

　それが終わると、その幽霊船ゴースト・シツプ達はもう用はないとばかりに浮上し、都市岩を周回する仲間の幽霊船団に合流しに向かった。

　オレはスケルトン達をレベルで選別し、仲間達が敵かなわないような強めの魔物がいないのを確認する。

　仲間達の脅威になるレベル二〇以上の魔物は幽霊船団の辺りにしかいないようだ。

　オレはそちらの警戒を重点的に行い、あとは仲間達の成長を確認するためにもサポートに徹しようと思う。

「ご主人様、雨の向こうからスケルトンが来たわ！」

　アリサがそう告げて、妖よう精せい鞄かばんから取り出した火杖で、体長三メートルほどもある大骨兵ジヤイアント・スケルトンの頭を打ち抜く。

　蒸気と爆煙の向こうから頭ず蓋がい骨こつの焦げた大骨兵ジヤイアント・スケルトンが姿を現し、その陰から海賊風のぼろ布を纏まとったスケルトンが飛び出てきた。その手には錆さびたカトラスのような剣が握られている。

「ちょっと数が多いね」

　オレは魔法欄から「誘導矢リモート・アロー」を選び、雑ざ魚こスケルトン達を一掃する。

「もう、アリサちゃんの出番も残しておいてよね」

「大丈夫だよ。手て頃ごろなのを五体ほど残してある」

「さっすが、ご主人様！　分かってるぅ～」

　音符が出そうなほど上機嫌になったアリサが、無詠唱で空間魔法を放つ。

　詠唱がないので何の呪文を使ったのか分からないが、五体の大型スケルトンが脛すねを砕かれて地に伏した。

「ご主人様～」

　少しずつ弱くなってきた雨の向こうから、タマの声が聞こえた。

　タマが魔剣を赤く光らせながら、進行方向を塞ふさごうとするスケルトン達を殴り倒した。

　どうやら、耐刃性の高いスケルトン向けに、「柔打」の効果を使用しているようだ。

　タマの後ろから、ミーアを後ろ向きに抱え上げたポチが続く。

「……■■■■　底なし沼クリエート・スワンプ」

　ポチに抱え上げられながら、ミーアが杖つえを一振りする。

　砂浜を流れる雨が渦を巻き、底なし沼となって三人を追いかけるスケルトン達を吞のみ込んだ。

「到着～？」

「よく頑張ったね、偉いぞ」

　オレはタマ達を順番に褒めながら、メニューの魔法欄を操作する。

「後は任せろ」

　オレの放った「誘導気絶弾リモート・スタン」が底なし沼を迂う回かいするスケルトン達に降り注ぎ、骨や錆びたカトラスを粉々に砕いていく。一応、対人制圧用の魔法なのだが、普通の兵士がメイスで殴る程度の威力はあるので、打撃耐性の弱い骨には効果的だったようだ。

「ミーア、水縛ウオータ・ホールドをお願い！」

　アリサが雨の向こうから、腕だけで這はい寄よってくる大型スケルトン達を指差して叫ぶ。

「ん」

　ミーアがこくりと頷うなずいて詠唱を始める。

「タマ、ポチ！　ミーアが縛ったヤツ以外をやるわよ！」

「あい！」

「はいなのです」

　アリサの指令に、タマとポチが魔剣をスチャッと構えて大型スケルトン達を睨にらみ付ける。

　今日は防具を着ていないので、「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法を年少組にかけておく。

　よし、こっちは四人に任せて大丈夫だろう。

「マスター！　支援攻撃を要請します！」

　雨の向こうからナナの叫びが聞こえた。

　リザとナナがいれば余裕で勝てるような敵しかいないはず、と訝いぶかしげに振り向くと、骨で組み上げたような大蛇がナナ達三人を追いかけていた。あれはレベル三〇の「骨蛇ボーン・スネーク」というらしい。

　最後尾のナナが理術で「骨蛇ボーン・スネーク」を牽けん制せいし、中央のルルを守りながらリザが先頭で敵を蹴け散ちらしている。

　ルルも守られてばかりではないらしく、悲鳴を上げながらもリザの隙すきを突いて襲ってくる「跳び骨スケルトン・ホツパー」というカンガルー似のスケルトンを魔法銃で撃ち倒していた。

　走りながらなのに、よく当たるものだ。

　オレは魔法欄から「短気絶弾シヨート・スタン」を選び、「骨蛇ボーン・スネーク」を始めとしたスケルトン達を蹴散らす。倒すつもりはなかったのだが、粉々に砕け散ってしまった。

　オレはストレージから取り出した大盾を、走ってくるナナが気付くように掲げる。

「ご主人様、お手数をお掛けして申し訳ありません」

「マスター、大盾を感謝だと告げます」

　リザとナナはルルをオレに預けると、大型スケルトン達との戦いに合流するために駆けていく。

　オレはパニック気味のルルを抱き止め、船首像型ゴーレムに出港状態への移行を指示した。

「骨の分際で合体するとは何事だと告げます！」

　大盾を構えたナナが、挑発スキルで魔物の矛先を自分に向ける。

　いつの間にか五体の大型スケルトンが合体して、一体の骨蛇ボーン・スネークへと変化していた。合体するとレベルが上がるらしく、レベル一〇台後半からレベル三〇になっている。

　怪け我がをしたら危ないので、年長組にも「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法をかけておき、万が一の場合に介入できるように準備する。

「自在盾フレキシブル・シールド！」

　ナナが理術の盾と実体の大盾の複合で、骨蛇ボーン・スネークの突撃を受け止める。

　そこにミーアの水魔法が放たれた。

「……■■■　水縛ウオータ・ホールド」

　骨蛇ボーン・スネークの体表を伝う雨が集って触手のように蠢うごめき、骨蛇ボーン・スネークを搦からめ捕った。

「もういっちょ！　次元杭デイメンジヨン・パイル！」

　ミーアの魔法で動きの止まった骨蛇ボーン・スネークを、アリサの魔法による見えない杭くいがぼこぼこと穿うがち、その場に縫い止めた。

「よくやりました！　タマとポチは左右から魔核を狙ねらいなさい」

「あいあいさ～」

「らじゃなのです」

　リザがミーアとアリサの協力技を褒め、自分も骨蛇ボーン・スネークへの正面攻撃に参加する。

　骨の隙間から赤黒く光る魔核を狙ったタマとポチの攻撃は変形した骨が防ぎ、そのまま骨の散弾を撃ち出してきた。

「ひらひらり～」

「うわわわわっ、こんなに一杯撃ったらダメなのです」

　タマは器用に骨の散弾を避よけきったが、ポチはすぐに避けきれなくなって近くの岩の陰に滑り込んだ。

　ポチの「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」が剝はがれかけていたので、今のうちにかけ直しておく。

「二ふた股またになるとは卑ひ怯きようだと告げます！」

　骨蛇ボーン・スネークの頭部が二股に分かれ、一本をナナに、もう一本をリザへと向けた。

　リザが身体をひねって骨蛇ボーン・スネークの頭突きを避け、砂浜を転がる。

「えい！　えい！」

　こっそりと接近していた骨蛇ボーン・スネークの尻しつ尾ぽパーツをルルの魔法銃が撃ち抜いた。

　アリサとミーアの魔法使いペアは、骨蛇ボーン・スネークを束縛する魔法維持に必死で手出しできなかったようだ。

「魔マ素ナよ、我が熱き血潮を巡れ──」

　砂を払って立ち上がったリザが、魔槍を構えて中二病風の呟きを漏らす。

「──我が腕を通り、魔槍の穂先に集え」

　リザの身体がほんのりと赤く光を帯び、魔槍の紅色の模様が脈打つように赤い光を漏らし始めた。

「出いでよ、魔刃！」

　リザが裂れつ帛ぱくの気合いと共に叫ぶと、魔槍の光が穂先に集い、赤く輝く魔刃が生じた。
















　赤い光を曳ひきながら、一条の流れ星のように骨蛇ボーン・スネークへと駆ける。

　瞬動と身体強化スキルの補助を受けたリザの踏み込みは、骨蛇ボーン・スネークの放つ散弾より速く、背後に砂柱を上げながら骨蛇ボーン・スネークの懐へと飛び込んだ。

　骨蛇ボーン・スネークがカウンターの頭突きを放とうとしたが──。

「させないわよ！」

　気合いの篭こもったアリサの空間魔法がそれを阻む。

「滅べ、骨の魔物スケルトンよ！」

　リザの魔刃が飛び込んだ勢いのままに骨蛇ボーン・スネークの頭骨を穿ち、あふれ出た余剰魔力が頭骨を縦横に切り裂く。

「さっすが、伝説の技ね！」

「ん、必殺」

　アリサとミーアがリザの魔刃を褒める。

　先ほどのリザの中二病的な詠唱は、エルフ師匠のグルガポーヤ氏が教えた精神集中のおまじないだ。

　魔刃は慣れるまで意識的な発動が難しいそうなので、おまじないをキーワードにして自己暗示をかけると良いと言っていた。

「リザさん、危ない！」

　骨蛇ボーン・スネークのもう一本の頭がリザに向かうのを見たルルが悲鳴を上げる。

「移り気はいけないと警告します」

　ナナが理術の「理槍ジヤベリン」を骨蛇ボーン・スネークに放ち、続けて「挑発」スキルを発動する事で、リザへと逸それた骨蛇ボーン・スネークの矛先を自分に向け直す。

「ポチ～」

　自分たちから注意が逸れた事に気付いたタマがポチを促す。

「突撃なのです！」

　骨蛇ボーン・スネークの死角から身体強化スキルと瞬動スキルの助けを借りたポチが、凄すさまじい速度で心臓部を守る骨の防御を突き破る。

　砕かれた骨が舞い散る砂浜を、影のようにタマが追従する。

「タマ、今なのです！」

　骨蛇ボーン・スネークの近くで突進力を失ったポチが叫ぶ。

「なんくるないさ～」

　ポチの背を蹴けって飛び上がったタマが、骨蛇ボーン・スネークの隙間から滑り込んで魔核の眼前に辿たどり着ついた。

「聖碑にゃん」

　おどけたような語尾を付けたタマが、聖碑に魔力を流し、青い光の柱が赤黒く光る魔核を包む。

　──ＳＨＷＥＥＥＥＮＥＥＥＥＥＷＮ。

　突然の急所攻撃に骨蛇ボーン・スネークが怨えん嗟さの咆ほう哮こうを上げた。

「喉のどが無防備だと告げます」

　ナナの大盾が骨蛇ボーン・スネークの顎あごをアッパー気味に打ち上げ、リザの魔刃が骨蛇ボーン・スネークの頸けい骨こつを薙なぎ斬きる。

　頭部を失い、心臓部を浄化された骨蛇ボーン・スネークが小さなスケルトンへ分解していく。

「ダメ押しよ！」

「■　氷アイス」

　アリサの空間魔法とミーアの精霊魔法が、スケルトン達に止とどめを刺した。




「皆、お疲れ様！　休憩は船に乗ってからだよ」

　オレは皆を船へと誘導しながら、皆の連携を褒める。

「ご主人様、幽霊船ゴースト・シツプがこちらに回頭しています」

　異変を察知したリザが警告を発する。

　骨蛇ボーン・スネークを倒した事で、幽霊船ゴースト・シツプ達の注意がオレ達に向いたらしい。

「大丈夫だよ、リザ」

　沖合まで出たら、オレの中級攻撃魔法で一網打尽にしようと思う。

　ここからだと、都市岩やノノリエ市民の墓地も一緒に焼き払っちゃうんだよね。

「マスター、出港準備完了と告げます」

「よし、出港！」

　二重反転式の空力機関が唸うなりを上げ、帆船を宙に浮かべる。

　スコールから並の豪雨程度まで雨脚が弱くなった代わりに、風が強くなり嵐あらしの様相を呈してきた。

「ドーム、閉鎖！」

　操そう舵だ席や仲間達の座席の上を透明なドームが覆う。

　大怪魚トヴケゼェーラの角膜から作った防御力抜群なドームだ。オレの「火球フアイア・ボール」や単発の「光線レーザー」さえ防ぐ。

「船来た～？」

「いっぱい、いっぱいくるのです！」

　鎧よろいに着替え、シートベルトを締めたタマとポチが都市岩の方を指差しながら叫ぶ。

　豪雨のカーテンの向こうから黒い靄もやを纏まとった船がやってくる。雨でよく見えないが、船のシルエットはガレー船から帆船まで様々だ。

「大きい」

「は、速いです」

　どんどん迫ってくる幽霊船ゴースト・シツプにミーアとルルが怯おびえた声を漏らす。

「マスター、『自在盾フレキシブル・シールド』を出しますかと問います」

「一隻くらいなら、足止めできるわよ」

「大丈夫だよ」

　ナナとアリサがそんな提案をしてきたが、このままでも十分安全圏まで退避できるので、気持ちだけ貰もらっておく。

「ご主人様、私が船尾楼で後詰めを──」

「転落したら危ないからダメ」

　鎧に着替えたリザの言葉にも首を横に振った。

　さきほどのスコールの影響か、幽霊船ゴースト・シツプの出現の影響かは判わからないが、穏やかだった海が波高く荒れている。

　あんな場所に落ちたら、あっという間に溺おぼれてしまうだろう。

　それに──。

「ここからはオレの出番だよ。皆はここで観戦してて」

　オレは皆に笑顔でそう告げて、船尾楼から天駆で飛び立つ。

　船の操船は船首像型ゴーレムに任せておけば大丈夫だろう。




「名前の通りの姿だ──」

　だんだんと幽霊船ゴースト・シツプの姿が露あらわになってきた。

　どうやら、船の型式だけでなく国や時代も一様ではないらしい。

　近付いてよく見えるようになった幽霊船団は、どの船も帆布がボロボロで、中には帆柱が折れたり、船腹に大穴が空いているモノもある。

　どの船も黒い靄のようなものを引いているので、砲弾の直撃を受けた船が炎上しているような錯覚を覚える。

　共通しているのは空に浮かんでいる事と、甲板の上に錆さびたカトラスを持った骸骨スケルトンの水夫や怨霊レイスの船長がいる事だろう。

　実にファンタジーだが、ホラー方面は得意じゃないので遠慮したい。

『オクァベェトゥーガ！』

　風音と雷鳴の向こうから、肌がぞわぞわするような恐ろしい声が響いた。
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　古代語と似た語調の言葉だったが別の言語のようだ。

　オレは素早く「神代語」スキルにポイントを振り、有効化アクテイベートした。

　マップ表示される仲間達の状態が「恐怖」に変わっていた。先ほどの声には黒竜の咆哮のような追加効果があるらしい。

　かわいそうだが、状態異常解除は事態が収拾してからになりそうだ。

『神の浮き島ララキエを狙う強欲な下民よ！　この骸がい骨こつ王おう様の目が黒い内は何人たりとも、ララキエの鍵かぎは渡さぬ！』

　一際大きい幽霊船ゴースト・シツプの船首に立った髭ひげ骨の船長が叫ぶ。

　いやいや、アンタ死んでるだろう？

『誤解するな！　オレ達はララキエの鍵なんかに用はない』

　念のため、ストレージ内のアイテム検索やマップ検索をしてみたが、どちらにも鍵は存在しない。

『盗人は皆そう言うのだ。ララキエ最後の女王の伴はん侶りよたる骸骨王様が直々に成敗してくれる！』

　骸骨王が赤黒い細剣を振ると、幽霊船団が一斉に回頭して船腹を見せた。

『撃てぇえええ！』

　幽霊船ゴースト・シツプがぼうんぼうんと鈍い音と黒い煙を吐き出す。

　こちらに黒い焰ほのおを纏った砲弾が飛んできた。

　自在盾フレキシブル・シールドや船の防御で防げると思うが、わざわざ危険に身を晒さらす必要はないだろう。

　称号を勇者に変え、聖剣クラウソラスをストレージから取り出す。

「《踊れ》、クラウソラス！」

　オレが命じると、聖剣が一三枚の刃やいばに変じて黒い砲弾を迎撃し始めた。

『おのれ、盗人の分際でちょこざいな！　往ゆけ「死者の兵団」よ！　お前達の仲間を死後の世界へ引きずり込むのだ！』

　骸骨王の言葉を聞いて合点がいった。

　幽霊船団の船種が違うのは、骸骨王に殺された人達のなれの果てだからだろう。それに骸がい骨こつ水夫達の服装も、下っ端海賊風の服から海軍風の服まで千差万別だ。

　骸骨王の命令に従った幽霊船ゴースト・シツプが突撃してきた。

　先端に衝ラ角ムが付いている元海賊船が先頭のようだ。

　飛行能力のある亡霊ワイト達が艦載機のように飛び立ち、銃や弓を持った射手骨兵スケルトン・アーチヤー達が一斉に攻撃を始めた。

　──ＰＷＵＯＯＯＯＯＮＷＥＥＥＥＥ。

　骸骨水夫達の怨嗟の声が荒天に響く。意味のある言葉はない。

　オレは少しだけ彼らに黙もく禱とうを捧ささげ、挙げていた手を振り下ろす。

「《踊れ》、クラウソラス──死者に眠りを」

　オレの少し気き障ざな呟つぶやきは嵐に紛れて消えていく。

　放たれた聖剣クラウソラスの刃達は、青い光を曳ひきながらアニメの空対空ミサイルのような動きで飛んでいく。まるで某サーカスの誘導弾だ。

　──ＰＷＵＯＯＯＮＷＥＥ。

　聖剣クラウソラスの一刃が幽霊船ゴースト・シツプの一つに届く。

　幽霊船ゴースト・シツプの黒い靄と聖剣クラウソラスの青い輝きが、ほんの一瞬だけせめぎ合い、瞬く間に青い光に染まる。

　光が消えたそこには幽霊船ゴースト・シツプの姿はなく、白い灰だけが雨と暴風の中に散っていった。

　同様の光景が荒天の空で次々と繰り広げられている。

　一つ二つと幽霊船ゴースト・シツプが乗組員の骸骨達と一緒に、白い灰になって消えていく。

　気のせいだと思うけど、聖剣に滅せられる骸骨達が安らかな笑顔を浮かべているようだった。

『馬ば鹿かな！　我が輩の精兵をこうもたやすく滅するとは！』

　聖剣クラウソラスに消滅させられていく幽霊船団の向こうで骸骨王が叫ぶ。

　なんとなく骸骨王の一人称から、セーリュー市で遭遇した漆黒の上級魔族を思い出した。

『もう少し待っていてくれ、順番だ』

『その忌々しい余裕は──まさか、「狗く頭とう」の眷けん属ぞくか！　神の恩おん寵ちようたる浮き島や浮き城をことごとく墜おとしただけでは飽き足らず、海に隠れたララキエまでをも手にかけようというのだな！』

　よく分からない話を骸骨王が捲まくし立たてる。

『そうはさせん！　いずれララキエは空に戻り、地上にはびこる偽王共を駆逐し、再び世界を掌中に収めるのだ。それこそが、死の床についた妻との約束──』

　なぜか、骸骨王は渦巻く暗雲を睨にらみ付けている。オレに話しているのかと思ったが、ヤツの記憶の中にいる誰だれか他の人に向かって叫んでいるようだ。

『──何を犠牲にしようと、誰を生いけ贄にえにしようと叶かなえてみせる』

　壮大な話だが、話の内容が微妙に物騒だ。

　世界征服を狙ねらう悪なんて、子供向けの物語の中だけにして欲しい。

　そう心の中でぼやくオレの下に、幽霊船ゴースト・シツプの群れを薙なぎ払はらった聖剣が戻ってきた。

　残るは骸骨王の乗る旗艦のみだ。

『そういう野望は生前にやってくれ』

　なんだか嫌な予感がするので、骸骨王と幽霊船ゴースト・シツプにマーカーを付ける。

　できれば会話できる相手とは、殺し合いではなく話し合いで片を付けたいのだが──。

『おのれ、愚民め。神より下賜された魔砲の威力を味わうが良い』

　幽霊船ゴースト・シツプの船首が開いて、巨砲が姿を現した。

　砲口に赤い光の粒子が集まる。

　──相手はこちらを殺す気まんまんのようだ。

　集まった粒子が巨砲の延長線上に赤い光の導線を伸ばす。

　どうやら、あの魔砲も射撃シーケンスは小型魔砲と同じらしい。

『地を這はう下民どもよ、恐怖に震えろ！』

　赤い光の導線を中心にした魔法陣が幾つも生まれていく。

　──発射まで待ってやる義理はない。

　無害な相手なら撃退だけでもいいんだけど、こちらに害意がある神出鬼没な怨霊レイスを放置するのは精神衛生上、好ましくない。

　オレは掌てのひらに取り出した「魔力過剰充じゆう塡てん済みの聖弾」を、魔砲に向けて全力で投とう擲てきする。

　青い閃せん光こうは豪雨を蹴け散ちらして直進し、魔砲ごと幽霊船ゴースト・シツプをあっさりと貫いた。

　幽霊船ゴースト・シツプは幾つもの黒い輪っかを残して消し飛ぶ。

「数発で魔王を倒せる聖弾を使うのは勿もつ体たいなかったかな？」

　あの骸骨王が嵐の原因だったらしく、次第に雨脚が鈍り、雲間が晴れていく。

　暗い海の向こうから、昏くらい声が響いてきた。

『愚民よ──否、幽界へと身を隠した我が輩を傷つけうる悪魔よ！　たとえ貴様が立ちふさがろうと、我が輩は必ずララキエを空に戻してみせる。何を犠牲にしてもだ──』

　やっぱり、こういう類たぐいのヤツは命根性が汚いらしい。

　マーカー一覧に表示されるヤツの現在位置は「幽界」となっている。骸骨王や幽霊船ゴースト・シツプの持っていた「幽界渡り」というスキルの力だろう。

　ヤツの残り体力はゼロに近い。倒される寸前に幽界とやらに逃げたようだ。

　幽霊船ゴースト・シツプの方はマーカーが消えていたので、ちゃんと倒せたらしい。

　オレは声の出所を探る。声が届くなら、どこかに幽界と繫つながるゲートがあるはずだ。

『──いずれ時の彼方かなたであいまみえようぞ』

　骸骨王は一方的に語り終えると、哄こう笑しようを残して完全に気配を消した。

　ゲートを見つける事はできなかったが、危機感知でも捉とらえられたし、次に会った時は問答無用で退治してしまおう。

　やっかいそうな相手との悪縁はさっさと絶ち切らないとね。







　記憶喪失の少女





〝サトゥーです。フェリーや釣り船には乗った事がありますが、さすがに帆船に乗った事はありません。友人の家で帆船の模型を見たときにロープの多さに驚いたものです。〟






「──ララキエ？」

「ああ、幽霊船ゴースト・シツプに乗っていた骸がい骨こつ王おうが言っていたんだよ」

　オレは「恐怖」になっていた仲間達の状態異常を解除してやり、事の顚てん末まつを教えてやる。

「どこかで聞いた名前ね──って、確か青い沈没船の幽霊船長もそんな名前を出していたって言っていたわよね？」

　アリサの言葉に首肯し、オレの推測を述べる。

「魔力無効空間を解除したから、あのノノリエの遺跡に『ララキエの鍵』とやらがないか探しに来たのかもね」

　霊体と魔力の関係は判らないが、なんとなくそれが真相のような気がする。

「それで、持ってるの？」

「いや、ないよ」

　ゲームじゃあるまいし、そんなに都合良くキーアイテムが転がっている訳がない。

「そういえば幽霊船長も鍵がどうとか、棺ひつぎがどうとか言っていなかったっけ？」

　アリサの言った単語に聞き覚えがあったので、記憶をたぐり寄せてみる。

　確か──。




『──ララキエの鍵たる──は奪った。これでもうララキエは──飛び立てぬ。あとは棺を「真実の室」におわす聖上の下にお届けするだけ──』




　──って感じの独り言を呟いていたはずだ。

　そこから推測すると、幽霊船長の陣営が骸骨王からララキエが飛ぶのに必要な「ララキエの鍵」を奪って、同じく奪ったであろう棺を聖上とやらに届けようとしていたって話のようだ。

「遥はるか昔の話みたいだし、もう聖上とやらに届けられた後じゃないかな」

「そうよね～」

　オレの説明を聞いたアリサも同意見だったらしく、ララキエとやらの話はそこで終了した。




「ご主人様！　浜辺に人が！」

　ルルが波打ち際を指差して叫んだ。

　ここからだと顔までは見えないが、白く長い髪の女性らしい。

　毛先が青いのは染めているのだろうか？

「大変！　早く助けないと！」

　──おっと、アリサの言う通りだ。

　余計な事を考える前に、遭難者を助けよう。

　距離は一〇〇メートルもないので、「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして遭難者を回収する。

　甲板に運び込んだ遭難者は、褐色の肌をした美しい女性だった。

　顔色が青く、少し苦しげな感じだ。

　ルルが妖よう精せい鞄かばんから取り出した毛布を掛けてあげている。

「ご主人様、この人！」

「ああ──」

　真剣な様子のアリサに頷うなずき返す。

　──魔乳のカリナ嬢に並ぶほどのスタイルが、同じ時代に二人もいるとは。

「ていっ」

　アリサの小さな拳こぶしがオレの頭に落ちる。

「その顔は解わかってないでしょ」

　アリサが腰に手を当てて、女性の横に膝ひざをついたオレを見下ろす。

「何を」と聞きかけて、すぐにアリサの言いたい事が理解できた。

　──半幽霊ハーフ・ゴースト？

　ＡＲ表示される彼女の種族が「半幽霊ハーフ・ゴースト」になっている。

　人とエルフの間にハーフエルフが生まれないような、遺伝子に厳しいファンタジー世界で、幽霊ゴーストとのハーフだと？

　オレはこの世界の法則を決めた神へ、言い尽くせないほどの割り切れなさを感じていた。

「しかも、記憶喪失みたいね」

　内心の憤りを無表情ポーカーフエイススキルの助けを借りてねじ伏せ、アリサの確認に頷き返す。

　状態が「記憶喪失」になっているせいか備考欄や名前などの多くが空欄になっており、レベル一でスキルが「歌唱」と白文字で表示された横には、グレーの文字でレベル二七、スキル「土魔法」「召喚魔法」「歌唱魔法」「瞑めい想そう」「社交：ララキエ」などとＡＲ表示されていた。

「スキルも一つしかないし、レベルも一みたいだから、種族については突っ込まなくてもいいかな？」

　アリサの呟きに疑問が湧わいたので、メニュー表示をＯＦＦに切り替えて鑑定アナライズスキルで彼女のステータスを確認してみた。

　どうやら、普通の鑑定スキルで見えるのは白文字の方だけらしい。

　ならば、グレー文字で書かれた「ララキエ最後の王女」とか「生け贄の聖女」という称号は見えず、白文字の「記憶喪失者」という称号だけが表示されているのだろう。

　種族固有能力の「魔力吸収：弱」「体力吸収：弱」「幽界渡り」もグレー表示されていた。

　なんとなく、仲間達のスキルが定着する前の表示に似ている。

「どうしたのです、タマ？」

　ポチの声に視線を向けると、帆柱の陰から美女を睨み付けるタマの姿があった。

　尻しつ尾ぽの毛が膨れており、帆柱に爪つめを立てて唸うなっている。

　たぶん、半幽霊ハーフ・ゴーストの美女を警戒しているのだろう。

「サトゥー」

「セクハラ禁止よ！」

　ミーアとアリサが美女の手首を摑つかんでいたオレを咎とがめる。

「脈拍を確認していたんだよ」

　──なんだ？

　美女の手を離す時に違和感があった。

　美女の腕に手を這わすと、触れるか触れないかくらいの位置で何かを感じる。

「むぅ、ぎるてぃ」

「どこが脈拍よ！」

　強制的にオレの手を離そうとする二人を、ナナとルルに預ける。

　──何があるんだ？

　目を凝らしても何も見えない。

　精霊視だと、美女の近くが精霊の空白地帯になっているのが判わかった。

　魔力視だと、普通の人よりかなり多めの魔力が彼女の周囲に放出されているのが見える。

　だが、この感触は魔力じゃない。

　強いて言うなら、「不死の王ノーライフキング」ゼンの影を触った時のような──。





[image: ]「瘴しよう気き視し」スキルを得た。






　美女の周りに黒いオーラのような影が微かすかに見えた。

　精霊を初めて見た時のように、目を凝らすと見えなくて、逆に焦点を外すと見える感じだ。

　オレは「瘴気視」スキルにポイントを振り、有効化アクテイベートした。

　視界がモノクロになり、ネガポジ反転画像のような世界が目の前に広がる。

「──げっ」

　さっきよりも明確に、美女の周りに漫画のかけ網のようなおどろおどろしい瘴気のオーラが見えた。

　背筋を怖おぞ気けが走る。

『……う、ううん』

　瘴気のオーラが美女を締め付けるような動きをすると、美女が苦しげなうめき声を上げた。

　無意識に伸ばしたオレの指が瘴気を摘つまむ。

　瘴気を解ほぐすように動かすと、美女がほんの少しだけ表情を緩めた。

　ぐちゃぐちゃに絡んだ釣り糸を解すように、美女を苦しめる瘴気を解きほぐす。

　──なかなか面倒だ。

　それでも瘴気のもつれしか見えないほど集中すると、どんどん解きほぐす速度が上がっていく。

　手や足の枷かせのような瘴気が少し手て強ごわいが、もっと集中すれば解ほどけそうだ。

　枷から伸びる鎖のような瘴気は途中で切れているようなので、余り気にしなくて良いだろう。

「ああっ！」

　意識の片隅でアリサが奇声を上げるのが聞こえたが、声の調子からして重要な事ではなさそうだったので、そのまま瘴気を解す作業を続けた。

「ふう、完了──って、なんだこれは？」

「マスター、幼生体をお風ふ呂ろに入れて新しい服を着せるべきだと告げます」

　ナナが美女──いや、元美女、現幼女を抱え上げて階下に連れていった。

「何があったんだ？」

「ご主人様が何か指を手繰るような動きを始めてしばらくして、あの女の人がどんどん縮んで──いえ、若返っていったんです」

　オレの質問にルルが答えてくれた。

　瘴気を解くのに集中しすぎて周りが見えていなかったようだ。

「ご主人様、何をやったの？」

　アリサの問い詰めるような視線に、瘴気を解きほぐした事を告げた。

「それで、どうして若返ったの？」

「分からないよ。苦しそうにしていたから、元凶の瘴気を解いてやろうと思っただけだからさ」

　瘴気を解いた事と、美女が就学前くらいの幼女になった因果関係は不明だ。

「呪のろいだったのかしら？」

「ありえるね」

　状態欄には出ていなかったが、あのウゾウゾと蠢うごめく瘴気は尋常じゃなかった。

　少なくとも良いモノだとはとても思えない。

　それに、あの子の称号にあった「生いけ贄にえの聖女」というのも気になる。

　骸骨王の言葉が真実なら、あの子は骸骨王の娘のはずなんだけど、称号やさっきの瘴気を見る限りだと、あの子を生け贄にしてララキエとやらを復活させようとしている気がしてしかたない。

　もしかしたら、あの海底神殿の石棺風の寝台に寝ていたように見えたのは彼女だったのではないだろうか。

　そんな風に思案しているオレに、アリサが次の話題を振った。

「それよりもさ、あの子が持っていた鍵かぎ型の髪飾りが気にならない？」

「そんなのしてたっけ？」

「このオッパイ星人め！　どうせカリナみたいな胸に見とれてたんでしょ！」

　完全に事実だが、オレは最後の抵抗を試みる。

「誤解だよ。瘴気が気になってそれどころじゃなかったんだよ」

　雲間から差し込むこぼれ陽ひが甲板を照らす。

　その柔らかな光の中で聖人君子のように微笑ほほえむと、アリサ以外の仲間達は素直に信じてくれた。

　アリサだけはオレの耳を引き寄せて、「今日は言いくるめられてあげるわ！」と旦だん那なの噓うそを許す妻のようなセリフを吐いた。





◆






「マスター！」

　階下からオレを呼ぶナナの声を、聞き耳スキルが拾ってきた。

「ナナ！」

　オレは縮地を重ね、ナナのいる中央船室へ飛び込んだ。

「なっ──」

　開けられたままの扉を潜くぐると、全裸のナナの姿とナナに手を伸ばした状態の幼女の姿があった。

　オレが入口から入ってきたのに気付いたナナが、身体からだを隠すこともせずにこちらを振り向く。

　たぶん、幼女をお風呂に入れて温めてあげようと思ったのだろう。

「マスター、幼生体から魔力供給を依頼されています。許可しますか」

　こてり、と首を傾かしげて問うナナに羞しゆう恥ちは欠片かけらもない。

「許可しない。それよりも、せめて隠しなさい」

　オレは足下に落ちていたナナの服を拾い上げて押し付ける。

　ＡＲ表示によると、幼女の魔力残量はゼロだった。

「魔力なら、オレのをあげるよ」

　マッサージ台の上で膝立ちになっている幼女に向けて手を伸ばす。

　そういえば、この子も裸だ。

　幼女の髪には、アリサが言っていた鍵型の髪飾りがあった。金色の鍵には色の異なる六つの宝石が嵌はまっている。

　意識が混濁しているのか、焦点があっていないような茫ぼう洋ようとした赤い瞳ひとみをしていた。

　オレが伸ばした手を小さな両手で摑み、オレの人差し指を咥くわえて弱々しい力で吸う。

　ＡＲ表示されるオレの魔Ｍ力Ｐゲージは一ポイント減っては自然回復するという状態を繰り返す。

　種族固有能力欄の「魔力吸収：弱」がグレーアウトしていたし、元から「弱」みたいだから吸引力が低いのだろう。これくらいなら、仲間達に害をなす可能性は低そうだ。
















　魔力を吸い続けると、幼女は少しずつ外見を成長させ、アリサより少し上の外見年齢になった。

　真っ青だった顔色が少し良くなっており、冷え切っていた手も少し温かみを取り戻したようだ。

『きれいな、まりょく』

　満足したのか、神じん代だい語でそう呟つぶやいた少女はオレの指から口を離してマッサージ台に横になり、そのまま眠ってしまった。

　ゆっくりと上下する胸元が少し膨らんでいて微妙な背徳感があったので、ストレージから取り出した布をかけておいてやる。




　振り向くと、ナナを始めとした仲間達の視線がオレに集まっている。

「それでは失礼して──」

「何をする」

　おもむろにオレの手を取ったアリサが指を咥えようとしたので、額を押し戻して意図を問う。

「えへへ～、なんだかあの子が幸せそうに吸ってたから」

　悪びれなく告げるアリサの言葉に、周りの子達がこくこくと頷うなずく。

　年少組やナナはともかく、ルルやリザまで周りに釣られている。

　結局、皆の熱意に負けて、オレは指を差し出すことになってしまった。

　リザ、ルル、ミーアの三人は指先に軽い口付けをし、ポチとタマはペロペロと小動物のように指を舐なめる。

　甲板で幼女に向けて唸っていたタマも今は落ち着いた感じだ。恐らく、あの瘴気を感じて警戒していたのだろう。

「次、わたしね」

「両手はいけないとアリサを窘たしなめます」

「じゃ、右手はナナに譲るわ」

　そんな会話を交わしたナナとアリサの二人が、オレの指をチューブ型アイスのように吸う。

　なんとなくアリサの吸い方はセクハラっぽかったので途中で止やめさせた。「も、もうちょっとだけ！」と言って縋すがってきたが、子供達の教育に悪いので却下した。

「マスター、魔力が出てこないと告げます」

「はいはい」

　オレはナナのリクエストに応こたえ、指先から魔力を流してやった。

「やはり、背中からの方が良いと要請します」

　胸元に服を当てただけのナナが、滑らかな背中をこちらに向ける。

　そういえばしばらく魔力供給をしてあげていなかったので、ナナのリクエスト通りにしてやる事にした。

「ご主人様、この子をお風呂で洗ってあげますね」

「ルル！　幼生体の世話は私がやると告げます」

　ルルの言葉にナナがくるりと振り向き、オレが伸ばした手はタイミング悪く、成長したナナのＦカップに埋もれた。

　ラッキースケベ神の加護を感じながらも、幸せな感触を揉もみしだくことなく手放す。

　さすがに被保護者相手じゃね。

　アリサやミーアが「ぎるてぃ」宣言をしていたが、今のは完全に事故だったので有罪判定を逃れた。

　その背後ではルルから少女を取り上げたナナが、意気揚々と風ふ呂ろ場ばに連れていく姿が見えた。

　少し不安なので、ストッパー役をルルに頼んでおく。

「おや？　さっきの子の服が落ちてませんね」

　リザが脱ぎ散らかされたナナの服を拾い上げながら周囲を見回す。マッサージ台の上にも床にも、少女の服らしきモノはない。

　年少組の子達もいっしょにキョロキョロと洗濯篭かごやマッサージ台の裏を探すが、落ちていなかったようだ。

　他の衣服に紛れたのかとも思ったが、救出した時の少女の服はシルクのような光沢のある特徴的なモノだったので見間違える事はないはずだ。

「確認」

　ミーアが浴室の扉をバーンと開けて中に入っていった。

「きゃっ──もう、ミーアちゃん、お風呂に入る時は扉を開けっ放しにしないでって、いつも言っているでしょ」

「ん、反省」

　ルルはお風呂後のストレッチ用のショートパンツとＴシャツ姿だったので問題ないが、礼儀として浴室から視線を逸そらした。

「中にあるわけじゃなさそうよ」

　アリサが浴室の中に顔を突っ込んで確認してくれた。

「服、どこ？」

「脱がせた服は透けて消えてしまったと報告します」

　聞き耳スキルがミーアとナナの会話を拾ってきた。

　もしかしたら、あの子の服も幽体だったのかもしれない。
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「──いい風だ」

　オレは星明かりの甲板から、淡い光を帯びた島を眺める。

　昼間に弔った人達の眠りが乱されたり、不死の魔物アンデッド化したりしないように、島全体を聖碑と同じ浄化の魔法陣とルーンで括くくったのだ。

　光魔法の「光線レーザー」は威力が強すぎるので、「集光コンデンス」の魔法を反転させた拡散効果で威力を減じてから魔法陣描画に使った。

　初めての大型魔法陣だったが、マップ上に聖碑の魔法陣を重ねながら描いたので誤差はほぼない。

　また、エルフの里で学んだ技術を活用して、魔法陣への魔力供給ラインを島の源泉に繫つないであるので、島内には微弱な浄化作用が常に働くはずだ。

　この海かい龍りゆう諸島を訪れる人が現れる時代には、観光名所の一つとなるかもしれない。

　そんな事を考えながら、メニュー内で開いていた「海底都市ネネリエの秘密」という古文書の続きを読み進める。

　ここには海底都市ネネリエの話だけでなく、古代ララキエ文明の終焉についても書かれてあった。

　──おや？

　レーダーが船内の白い光点の動きを教えてくれる。

　小さな足音がオレの背後で止まった。

『お腹なかが空すいたのかい？』

『まりょく、ください』

『いいよ』

　オレが手を差し伸べると、ぶかぶかのＴシャツを着た幼女がオレの指に口付けして魔力を吸い始める。

　眠る前は少女の姿だったのに、また幼女の姿に戻っていた。

　ただし、あの時と違って、幼女の赤い瞳には意思の輝きが宿っている。

　たどたどしい話し方は、彼女の意識がもうろうとしていたせいかと思ったが、違うようだ。

　しばらく吸わせていると、少しずつ背が伸び身体に丸みを帯びてきた。

　まるで成長記録の早送りを見ているような気分だ。

　ぷはあ、と息継ぎをした少女が呼吸を整えてから『ありがとう、ございます』と礼を告げた。

『どういたしまして、ところで君の名前を聞いていいかな？』

　記憶喪失なのは分かっているが、本人に確認する手順を省略するべきじゃないので聞いてみた。

『なまえ？』

　目を伏せて、記憶を手繰るように眉まゆを寄せる。

『──わかりません』

　悔しそうに唇を嚙かんで、少女は首を横に振った。

　そういえば、彼女の白い髪も魔力供給量によって、長さがボブからロングまで変わるようだ。

『波打ち際に打ち上げられていたから、遭難のショックで記憶が混濁しているのかもね』

　あっさりと信じてもらえると思っていなかったのか、少女が不思議そうな表情でオレを見上げた。

『名前がないと不便だから、思い出すまでの名前が必要だね。なんて名前がいい？』

　ネーミングセンスのないオレが付けたら「ララキエ」の「ララちゃん」か「半幽霊ハーフ・ゴースト」の「ハーちゃん」あたりになってしまいそうだ。

『なまえ──』

　少女が困ったように周囲を見回す。

　その視線が都市岩──ノノリエの遺跡に止まった。

『きれいな、ちんこんのひかり』

　泣き出すかと思ったオレの予想は外れ、少女は都市岩島を優しい瞳で眺めてそう呟いた。

　彼女の視線の先では青い光にライトアップされた都市岩が、荘厳な雰囲気を醸し出している。

『ちんこんのひかり、さいしょをとって──レイ』

　一瞬意味が分からなかったが、神代語の「鎮魂の光」という単語の先頭二文字の発音がレイだったからのようだ。

『よろしくね、レイ。オレはサトゥーだ』

『よろしく、サトゥーさん』

　オレ達は友好の握手を交わし、互いに微笑ほほえみあう。

『たすけて、くれて、ありがとう』

『どういたしまして』

　たどたどしくお礼を言うレイに、貴族風のしぐさで返しておく。

　──そうだ。

　もう一つ聞いておこう。

『ララキエ、って知っているかい？』

『ララキエ──』

　レイがそう呟いて息を吞のむ。

『──かえりたい』

　ほろほろと涙を流しながら、そう呟いた。

　オレはハンカチで彼女の涙を拭ふいてやる。

『わたし、ないてるの？』

　自分の頰ほおを流れる涙を触ったレイが驚く。

　どうやら、泣いている理由までは分からないようだ。

『君にとってララキエは大切なものなんだね』

『はい、たぶん。むねのおく、から、かえりたい、きもちが、あふれて、きます』

　記憶喪失でも消せないほど、レイの望郷の念は強いようだ。

　彼女の小さな手が、縋るようにオレの膝ひざに添えられる。

『そうか──』

　既に滅んだ文明だとは言いにくい。

　古文書には表題の「海底都市ネネリエ」についての話がほとんどだったが、ララキエが大海に没した時に、生き残った住民が南海のどこかの島に隠れ里を作ったという噂うわさも記載されていた。

　少し遠回りになるけど、レイをララキエの末まつ裔えい達に会わせてあげる事はできるかもしれない。

　もちろん、仲間達に相談してからね──。

『あの、サトゥーさん』

　思案するオレの手を引いたレイが見上げてきた。

　なんだか、少し恥ずかしそうだ。

『もうすこし、まりょく、ください』

『いいよ、でもその前に──』

　夜風は冷えるので少女を膝の上に乗せて、タオルケットをかけてやる。

　ついでに、救出してから何も食べていない彼女に、甘い味付けの「栄養補給」の魔法薬を飲ませておく。エルフの里の一部で大人気だったドリンク剤だ。

　ふと、レイの髪の動きに合わせて揺れる鍵かぎ型の髪飾りが目に入った。

『ちょっと、見せて貰もらってもいいかい？』

『ダメ！』

　オレが髪飾りに触れようとしただけで、レイが過剰に反応して両手で髪飾りを隠す。

　彼女が手放した魔法薬の瓶を零こぼれる前にキャッチする。

『これは、ダメ、です』

　掠かすれるような声で、レイが首を横に振る。

『りゆうは、わからない、けど。こころの、おくが、うったえて、きます』

　どうやら、レイにも鍵の意味や触らせてはいけない理由は分からないらしい。

『ごめんごめん、デリカシーが足りなかったね。無理やり取り上げたりはしないから、安心して飲みなさい』

　こくこくと魔法薬を飲み干した彼女から、空になった瓶を受け取り、彼女の望み通り魔力供給をしてやった。
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　──ふよん、ふよよよん。

　右腕を包む柔らかい感触に目を覚ますと、美女──大人の姿に戻ったレイの寝顔が眼前にあった。

　視線を少し下げると、レイがオレの右腕を胸の谷間に抱え込んでいるのが見える。

　そういえば、昨晩はレイを膝の上に乗せて魔力を与えていたんだったっけ。

　夜風でレイが風邪を引かないように出したタオルケットが、申し訳程度に彼女の頭とオレの左手を覆っている。

　なぜか、左手の指が温かいモノに触れている──ヤバイ。

「マスター、幼生体がいなくなっていると告げます！」

　ナナがそう叫びながら、ハッチを開けて甲板に飛び出てきた。

　オレはナナを呼ぼうとして、自分の左腕の緊急事態を思い出した。

　美女を抱きしめていたせいで、寝ている間にナチュラルに彼女の下半身を触っていたようだ。

　オレはするりと左右の手を素敵空間から脱出させ、有罪と判定されないように取り繕う。

「ナナ、こっちだよ！」

「マスター……幼生体が育っていると問い詰めます」

「夜中に魔力供給を頼まれたんだが、ちょっと与えすぎたみたいだ」

　無表情のまま愕がく然ぜんとするナナに、昨夜の事実を伝える。

　一応、自分の魔力残量を確認したところ、最大値まで回復している事が分かった。

　レイの「魔力吸収：弱」の吸収量はオレの自然回復量と同じか少ないくらいのようだ。

　その後、他の子達が集まってきて一騒ぎあったが、レイの着衣に乱れがなかったので事なきを得た。

「──ねぇ、その子、なんだか縮んでない？」

「マスター、もう一息だと告げます」

　先程からレイから流出する魔力を感じていたが、美女モードの時が一番流出量が多く、少女モードあたりから流出量が減っていくようだ。残量ゼロだと幼女モードになるのだろう。

　やがて、少女モードまで縮んだレイが、うっすらと目を開いた。

　仲間達が覗のぞき込んでいるのを見てビクッと震える。

『お、おはよう、ございます』

「ん、おはよ」

　恐る恐るレイがした「神代語」による朝の挨あい拶さつを、ミーアがなんでもない事のように返す。

「サトゥー、指輪」

　ミーアが指に嵌はまった翻訳指輪を、オレや仲間達に見えるように掲げる。

　エルフの里にいる時は、ミーアが皆とお揃そろいにするためだけに嵌めていた指輪だ。

　どうやら、エルフの里で貰った翻訳指輪はレイの使う「神代語」もサポートしているらしい。

「やるわね、ミーア」

　アリサがミーアを褒めると、自分もだと主張するかのようにナナが翻訳指輪の嵌まった指を眼前に翳かざした。

　なるほど、それで最初の時に「幼生体から魔力供給を依頼されています」って言っていたのか。

　てっきり雰囲気でそう判断したんだと思っていたよ。

「そうび～？」

「ポチもお話しするのです」

　仲間達が自分の妖よう精せい鞄かばんから翻訳指輪を取り出して嵌め、口々に自己紹介をした。

　全員の自己紹介が終わると、皆の視線がレイに集まる。

『はじめまして、レイです』

　注目されて、レイが少し恥ずかしそうに言う。

「名前を思い出したの？」

『いいえ、きのう、サトゥーさんに、つけて、いただき、ました』

　ホラー映画のように勢いよく首だけで後ろを振り返ったアリサが、「いつの間に！」と問い詰めたそうな顔をしたので、「ないと不便だからね」と軽い口調で流した。

　それにしても、名付けたのはレイ自身だったはずだ。

　もしかして、憶おぼえていないのだろうか？




「さて、それじゃ、献花したら出発しようか」

　レイも起きた事だし、船を島の反対側にあるノノリエの住人達の墓へと向かわせた。

　島の浄化結界がレイに悪影響を与えるかと思ったが、瘴しよう気きを除去されたレイには何の影響もないようだった。

　それに、よく考えたら船の魔物避よけ結界の方がもっと高威力だったしね。

　島への移動は飛翔靴フライング・ブーツを履いたオレがピストン輸送した。

　サルベージ品の中にあった飛翔靴はサイズ自動補正機能付きで、誰の足にでもフィットするのだが、使いこなすのが難しいようだ。

　普段から天駆で飛んでいるオレにしか使えなかった。

　タマはあと一歩の感じなのでそのうちに使えるようになるだろう。

「葬送曲」

　献花を終え、黙もく禱とうした後にミーアがリュートで優しい曲を奏で始める。

　セーリュー伯爵領の戦場跡で、鼠人族の戦死者達を弔った時を思い出す。

『ねむれ、よいこ、ねむれ、ねむれ──』

　ミーアの曲に合わせて、レイが鎮魂の歌を呟つぶやく。

　なんだか、子守歌のような心を落ち着けてくれる歌だ。

　しばし、鎮魂の歌と曲に耳を傾ける。

「サトゥー、種」

　リュートを妖精鞄に収納したミーアが、日当たりの良い場所を指差す。

「種をあそこに植えようって事かな？」

　ミーアの故郷でハイエルフのアーゼさんからトレントの種を旅先で植えて欲しいと依頼された件だ。

「ん、最良」

　たしかに日当たりも良いし、浄化結界が常に作用していて瘴気も発生しにくい。

　ミーアの言うようにトレントの種を植えるのに適した場所だろう。

「みんな、トレントの種を植えるから手伝って」

「あい～」

「はいなのです！」

　仲間と一緒に、トレントの種を一〇粒ほど植える。

「ご主人様、肥料玉は一個で宜よろしいですか？」

「ああ、少し離して埋めておいて」

　種が入っていた「黄金の果実」は魔法薬の材料用に除去してしまったので、その代わりに発育補助をするための肥料玉を埋めておくのだ。

　これはエルフの園芸員ジーアさんから必要数を受け取ってある。

「幼生体、埋め直す時は土を固めてはいけないと忠告します」

『ごめん、なさい。つちを、さわるのは、はじめて、です』

「ん、経験重要」

　ナナとミーアがレイの面倒を見ているようだ。

　予想以上に馴な染じむのが早い。

「もしかして、あの子の処遇に迷っていない？」

　種を埋め終わったアリサが、歳とし不相応な顔でオレに囁ささやく。

「ああ、ちょっとね」

　レイの「ララキエ最後の王女」という称号や骸骨王の「ララキエ最後の女王の伴はん侶りよ」という言葉から考えて、レイが骸骨王の娘という可能性は高い。

　順当に考えたら、父親である骸骨王にレイを返すのが普通なんだろうけど、レイの持つ「生いけ贄にえの聖女」という称号や狂気を帯びた骸骨王の「必ずララキエを空に戻してみせる。何を犠牲にしてもだ」という言葉がオレにその決断を躊躇ためらわせる。

　骸骨王の妄執の犠牲になる可能性を考えると、レイ自身の記憶が戻るまでは保護してやりたい。

　ただし、沈没船の幽霊船長が言っていた「ララキエの鍵がないと飛び立てない」という言葉とレイの鍵型の髪飾りが妙に符合する。

　ララキエを空に戻したい骸骨王が、レイの髪飾りを狙ねらっているのではないか──そんな心配があるのだ。

　仲間達の安全を考えたら、神出鬼没な骸骨王に狙われる可能性のあるレイを迂う闊かつに保護するのは躊躇われる。

「なるほどね──」

　オレの考えを聞いたアリサが腕を組んでうんうんと頷うなずく。

「浄化結界に守られたこの島ならあの骸がい骨こつも手は出せないと思うけど、ずっと一人だったあの子をこんな所に放置するのは反対よ」

「ずっと一人なんて、どうして分かるんだ？」

「だって、すごく人恋しそうだもの。大抵誰だれかの傍そばにいるし、ナナやミーアが構い倒しても、嫌がるどころか嬉うれしそうにしてる」

　人間観察はアリサの方に一日の長があるらしい。

「ありがとう、アリサ」

　オレは背中を押してくれたアリサに微笑ほほえむ。

「皆みんな、ちょっと相談があるんだ──」

　レイの記憶が戻るまで一緒に旅をするという案は満場一致で採択された。

『ありがとう、ございます、みなさん』

「ちっちっち～？」

「そこは、『みんな』なのです！」

『はい、みんな』

　他人行儀なレイをタマとポチが、顔の前で指を振るポーズで訂正させる。

　舌が上う手まく鳴らせないようで、タマは「ちっち」と口で言っていた。




　なお、件くだんの骸骨王の動向だが──。

　マップのマーカー一覧にある骸骨王のステータスを昨日から監視しているが、オレの攻撃が思ったよりも効果的だったらしく、体Ｈ力Ｐゲージが微々たる速度でしか回復しない。

　スタミナゲージや魔力ゲージはどちらも枯渇したままだ。

　場所も幽界エリアから移動していない。

　当分は定期的に監視しておこう。
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『サトゥーさん、おはよう、ございます』

『おはよう、レイ』

　舷げん側そくに腰掛けて朝焼けを眺めていたら、早起きのレイが姿を現した。幼女の姿だ。

　彼女は飛行する帆船を見ても、特になんのリアクションもなかった。

　ララキエと敵対する幽霊船長が「浮き船」という単語を口にしていたし、彼女の知る船は普通に飛行するのだろう。

『飲むかい？』

『はい、いただきます』

　オレは宝物庫アイテムボツクスを開き、その中から氷入りの黄おう橙とう果実のジュースが入ったグラスをレイに差し出した。

　氷は氷魔法の「氷結フリーズ・ウオーター」でジュースを凍らせたキューブ型のものだ。

『おいし』

　レイはこくこくと喉のどを鳴らして一息にジュースを飲み干し、満足そうな吐息を漏らした。

　寝ている間に汗をかいたせいで、喉が渇いていたのだろう。

『魔力飴あめはいるかい？』

『はい、ください』

　飴をレイに手渡すと、すぐに口の中に入れてころころと転がし始めた。

　この魔力飴はエルフの里で教わった魔力回復薬の一種で、舐なめている間、継続的に魔力が回復する品だ。

　オリジナルの魔力飴は毎分六ポイントの魔力が回復するが、レイが食べているのは彼女用に調合したモノで毎分一ポイント程度しか魔力が回復しない。

　この飴だと全部舐め終わっても、幼女タイプのままなのだ。

　迂闊に成長したり、幼女タイプに戻ったりされると、普通の服が脱げたり破れたりするので、こんなモノを創つくった。

　魔力を与えなければ良いとも思ったのだが、魔力が完全に枯渇した状態だと「餓うえ」を覚えるらしい。

　その状態が続くと出会った日のようにトランス状態で魔力を渇望するようになってしまうため、このような飴を用意した。

　飴を転がしていたレイが海を眺めながら、オレの身体からだに頭を寄せてきた。

『いやな夢でも見たのかい？』

『はい、ゆめで、かげのこが、おいかけて、きました』

　かげのこ──「影の子」かな？

『とても、とても、こわかった、です』

　普通なら夢見が悪かったで済む話だが、レイの場合は何かの予兆のような気もする。

　なるべく、気にかけておくとしよう。




「マスター！　幼生体の独占はいけないと訴えます」

『ナナさん、おはよう』

「おはよう、レイと告げます」

　階下から現れたナナが、開口一番にレイを抱え上げて頰ほおずりする。

　最初のうちは戸惑っていたレイも、ナナの行動に慣れたようだ。

「むぅ、構い過ぎ」

「可愛かわいいは正義なのだと訴えます」

　ナナに続いて姿を見せたミーアが苦言を告げる。

　もっとも、ナナはそれを受け入れる気はないようだ。

『おはよう、ミーア』

「ん、はよ」

　レイがそんなナナに苦笑しながら朝の挨あい拶さつをすると、ミーアも諦あきらめたような視線をナナに向けた後、短く挨拶を返してオレの膝ひざの上に陣取った。

「おはよ～」

「おはようなのです！」

　タマとポチがアリサの両腕を抱えて甲板に現れた。

　夏休み明けの学生のように、ボルエナンの森を出てからのアリサの寝起きは悪い。

「おきろ～？」

「ラジオ体操なのですよ」

「うい～」

　タマとポチが促すが、アリサは眠そうに甲板に座り込んでしまった。

「第一」

　ミーアがそう告げて、リュート用にアレンジしたラジオ体操の曲を奏で始める。

　タマとポチに続いて、ナナの抱擁から脱したレイも、ラジオ体操を始めた。

　どうも、レイはこの体操が気に入ったようだ。

「ご主人様も～？」

「一緒にやるのです」

　できればレイと一緒にラジオ体操を始めたナナのダイナミックな動きを見ていたかったが、タマとポチに誘われて、体操をする側にいく事になった。

　せっかくなので、アリサも抱き起こして参加させる。

「う～、朝が辛つらい～」

　そうぼやくアリサだったが、ラジオ体操の第一が終わる頃ころにはいつもの元気さを取り戻していた。

　ラジオ体操の第二が終わる頃に、美お味いしそうな香りが厨ちゆう房ぼうの煙突から流れてきて、仲間達の健康なお腹なかがきゅるきゅると鳴り出す。

　階下から大きな寸ずん胴どう鍋なべを持ったリザが現れると、皆の注意がそちらに集まる。

「朝ご飯ができましたよ」

　朝食を告げるルルの声に、皆が歓声を上げて走っていく。

「朝の食事は大切だと告げます」

「ん、行く」

『はい』

　その中にはレイの手を引いて走るナナとミーアの姿もあった。
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「ご主人様、座礁した船を発見いたしました」

　船倉で対骸骨王用の魔法道具マジツク・アイテムを作っていたオレの下に、リザが報告に来てくれた。

「分かった、すぐ上に行くよ」

　リザに礼を言って立ち上がる。

　メニューを開いて時間を確認すると、思った以上に時間が経過していた。この時間という事は、そろそろ「海龍諸島」エリアから出る頃合いのはずだ。

　この辺りに次の刻印板を設置しないと、距離的に「帰還転移リターン」の魔法だけで都市岩島まで行けなくなってしまう。

「サトゥー、あれ」

　甲板に出ると、ミーアが前方に見える島を指差す。

　微かすかに見える島の手前の岩礁地帯に帆船らしき影が見えた。

　オレは「望遠」スキルと「遠見クレアボヤンス」スキルの助けを借りてその影の詳細を見つめる。

　三本あるマストはどれも無事だが、船体のそこかしこが凹へこんでいた。酸による攻撃痕あとがほとんどないので、シーサーペントの攻撃は上手く回避したようだ。

「あれって、シガ王国の旗よね？」

「ああ、その下のはオーユゴック公爵領──エムリン子爵家の旗だ」

　行方知れずとなっていた船団最後の一隻は、ここで座礁していたようだ。

　この先のエリアは未探索地帯なので、島の様子が分からない。

　向こうから見られていると説明が面倒なので、船を着水させて普通の船を装って島へと向かった。

　船までの数キロの行程の間に、トビウオのように飛ぶエイや海龍諸島でも見かけたモササウルスのような古海獣の襲撃を受けた。

　空飛ぶエイはリザの銛もりやミーアの弓で対抗できたが、海中から船底を攻撃してくる古海獣には有効打が出せなかったので、オレの「誘導矢リモート・アロー」で始末した。

　水中だと威力が半減するが、元からオーバーキル気味なので問題ない。

　ミーアの精霊魔法スキルがもう少し熟達して、「水精霊創造クリエート・ウンデイーネ」が使えるようになればもう少し戦えるようになるだろう。




「──良かった、生存者がいる」

　エリアが変わってすぐに「全マップ探査」の魔法を使ったところ、けっこう大きな島の反対側に三七人の生存者がいる事が分かった。全員、座礁した船の船員達だ。

「なら、さっそく救助ね」

　アリサの言葉に首肯しかけたが、この小型帆船に三七人もの男達を乗せるのは少々手狭だ。

　あの座礁船を修理して、彼らの運搬に使おう。

「その前に準備をしないとね」

　オレはそう告げて、岩礁地帯の手前で停船した船から飛翔靴を履いて飛び立ち、座礁した船へと移動する。飛翔靴はレイへの言い訳用だ。

「思ったよりもボロボロだ」

　四層構造の下二層に浸水し、海中の船底にも大きな穴が空いている。

　普通に修理しようと思ったら、専用の工作船が必要になりそうだ。

『アリサ、頼む』

『おっけー！』

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサに連絡し、レイの視線を逸そらすミッションを実行して貰もらう。

『いいわよ』

　アリサの返答を受けて、座礁船をストレージに収納し海水を分離する。

　続けて氷結フリーズ・ウオーターで海を凍らせ、その上に座礁船を取り出し、船底の穴を外側から板で塞ふさぐ。この板は海龍諸島で沈没していた同型船から調達した。

　ある程度塞げたところで、古老樹人エルダー・トレントから貰った樹霊珠で板を船体に癒着させる。

　航行が可能になったらそれでいいので、船体の凹みは軽くスルーした。

　修理の終わった船をストレージ経由で安全な海域に降ろし、土台にしていた氷山を回収する。

　続けて、同型船の船倉にあった予備の帆を張って完成だ。なぜか座礁船の内部には予備の帆さえ残っていなかった。

　座礁船──大型キャラック船を「理力の手マジツク・ハンド」で曳えい航こうし、オレ達の船に戻る。

「ただいま」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　出迎えてくれたリザ以外は、主船室でレイを着せ替え人形にして遊んでいるようだ。

「今のうちに準備をしよう」

　オレはそう呟つぶやいて、大型妖よう精せい鞄かばんの一つの口を開く。

『一番から一〇番、起動。各自、一〇歩前進後、リモートモードで待機』

　オレがエルフ語でそう命じると、妖精鞄の入り口から、ブラウニーくらいの大きさの木製リビングドール達が出てきた。他にも偵察用の手乗りガーゴイルが何体かある。

　エルフの工房で作った習作なので、どのリビングドールも動きがぎこちない。

　どれもノームのような小太り体形で、ダボダボの茶色いフード付きクロークを着ている。この暑い地域ではミスマッチだが、一目でリビングドールと分かるよりは良い。

　聖樹石を使わないローコストタイプだが、エルフの秘術を色々と応用しているので盗難に遭うと困るのだ。

『カカシに指令、リビングドール達を船員プリセット通りに制御せよ』

　オレが操船を担当する船首像フイギユアヘツド型ゴーレム「カカシ」に指令すると、リビングドール達が見違えるようにキビキビと動いて船乗りのような作業を始めた。

　カカシは制御装置作りに熟達した後に作ったので高性能なのだ。

　階下からリビングドール達の足音に気付いた仲間達が上がってきた。

　驚く仲間達に、船員の振りをさせるためのダミー要員だと伝える。

　いくら小型ガレオン船でも、子供を含む九人で操船するというのはリアリティーがないからね。
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「マスター、砂浜に人がいると報告します」

「ああ、この船を見て集まっているんだろう」

「ご主人様、砂浜の向こうの林の中にも人を伏せているようです」

　ナナとリザの言葉に首肯する。

　オレは座礁していた大型船に乗って、遭難者達の生活する入り江へとやってきた。

　他の仲間達の乗るガレオン船も一緒だが、海岸から襲撃されないくらいの場所に停船させてある。

　もちろん、派手な魔物避よけの魔法陣はステルスモードにしておいた。

　岩礁のない安全圏で大型船の碇いかりを下ろして、船員達を小舟に乗せて仲間の船に移動させる。この船員達は光魔法の「幻影イリユージヨン」で人族の姿を重ねたリビングドール達だ。

　実際はオレが「理力の手マジツク・ハンド」で操船していたのだが、公には魔法が使えない設定なのでそんな風に偽装してみた。

　乗員の退避が終わった後で、同行していたナナとリザを連れて小舟で上陸する。

「ワシはシガ王国オーユゴック公爵領の貴族。魔物との激戦を経て赤火勲章を授与されし、ジートベルト男爵である！」

　両手剣を杖つえのように砂浜に刺した中年男性が、よく響く声で名乗りを上げた。彼の左胸に飾られた赤い宝石のついた勲章が「赤火勲章」なのだろう。

　オレが貴族服を着ていたので、先に名乗りをあげてくれたようだ。

「男爵閣下は既に名乗られた。次は貴公の番だ！」

　男爵の傍らに控えていた魔法使い風ローブの小男が叫ぶ。

　他にも大きな盾を持った数人の男達が控えており、いつでも男爵達をガードできる場所にいる。元々船の乗員だけあって、重い金属鎧よろいを身につけている者はいないようだ。

「私はシガ王国ムーノ男爵領の貴族。グルリアン市にて下級魔族を退け、蒼そう炎えん勲章を授与されし、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申す」

　せっかくなので、男爵の名乗りに合わせてみた。

　ついでに彼をマネして、ポケット経由で取り出した蒼炎勲章を左胸に飾る。

「──蒼炎勲章、だと」

　男爵が目を剝むいてオレの蒼炎勲章を見た。

　わなわなと震える手が、彼の動揺をよく現している。

　周りの騎士や魔法使い達も騒がしくなった。

　そういえば蒼炎勲章授与の時も、近この衛え騎士で侯爵子息のイパーサ・ロイド卿きようが驚いていたっけ。

　中には「ムーノ男爵領ってあの呪のろわれ領だろ」とか悪口を言っている者もいたが、多くは蒼炎勲章を見て驚いているようだった。

　誰だれもが皆驚きを隠せないようだったが、男爵が一番最初に我に返った。

「ペンドラゴン卿、我らを貴殿の船でオーユゴック公爵の貿易都市スウトアンデルに送ってはくれまいか。我らはエムリン子爵の貿易船団の生き残りなのだ。もちろん、貴公が望むいかなる対価でも用意してみせよう」

「ええ、もちろんです──」

　オレは彼の頼みを快諾する。

　知人の身内を助けるだけなので、対価を要求するつもりはない。

「──漂流していたあの船を見つけたのも、何かの縁でしょう」

「漂流、だと？」

　修理したと言ったら騒ぎが起こりそうだったので、偶然見つけた事にした。

　作り話を信じて貰えるかは微妙だが、本当の事を言ってもやっぱり信じて貰えない気がする。

「はい、エムリン子爵の紋章旗が揚がっていたので、この付近の海域に生存者がいるのではないかと思って捜索しておりました。最後の島に生存者がおられてホッといたしました」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、適当な話をでっち上げる。

　もちろん、マップ内の他の島に人がいないのは事実だ。

　他の島を捜索済みと言っておかないと、無駄な周辺探索に付き合わされちゃうからね。

「では、ペンドラゴン卿、速やかに出港の準備をするゆえ、しばらく待って頂きたい」

　男爵が部下を呼び寄せて、何日で水の用意ができるか確認している。

　彼の部下が「五日、いえ『宝物庫アイテムボツクス』スキル持ちを総動員して三日で用意してみせます」と決死の表情で請け負っていた。

「男爵閣下、僭せん越えつですが船にはスウトアンデルまでの航海に十分な水を搭載しております」

「そ、それは真まことか！」

　驚く男爵に首肯し、具体的な樽たる数を彼の部下である航海士に告げる。

「十分すぎる。それだけあれば、ここが海龍諸島の最果てでもスウトアンデルとの間を往復できる」

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから取り出した海図を広げ、現在位置を告げる。

　この海図は公開用なので、オレがこれまでの航路で設置した刻印板の位置は記されていない。

「な、なんて精巧な地図だ」

「それに島々の水場や、魔物の分布まで書いてあるぞ」

　航海士達がオレの海図を絶賛する。

「これだけの地図が描かけるほど、島々を探索してくれたのか……」

　感激屋の船員が男泣きをしながら、オレに尊敬の念が篭こもった眼まな差ざしを向けてきた。

　ここに来るまでの三〇分ほどで描き上げたモノだとは言えない雰囲気だ。

「男爵閣下、ここからなら、一〇日とかからずにスウトアンデルに到着できます」

　航海士の発言に、男達が抱き合って喜びの雄お叫たけびを上げた。

　林の中に伏せられていた射手達も、隠れている事を忘れて周りの者達と肩を叩たたき合って喜んでいるようだ。

　結局、出港は翌朝に決まった。

　男爵達の拠点に隠されていた品々を船に運び込むだけで日が暮れてしまったのだ。

　今晩は出港を祝う宴うたげをするとの事で、オレは大型船の甲板で男爵と同じテーブルについている。

　リザやナナは先に仲間達の船に戻しておいた。若い水夫達のナナを見る目が欲に満ちていたので避難させておいたのだ。

「■■■　灯明ランプ」

　船首と船尾で焚たかれる誘ゆう蛾が灯とうのような魔物避けのランタンだけでは暗いので、船員の中にいた生活魔法使い達が船のあちこちに魔法の灯あかりを点ともしていた。

「ほう、美う味まそうな香りだ。塩以外の味付けなど、いつぶりだろう」

「ペンドラゴン士爵様が調味料を分けてくださいましたから、今日は腕を揮ふるいました！」

　運ばれてきた料理に、男爵や航海士達が目を細める。

　島で獲とれた魚介が中心との事で男の手料理風の皿が並ぶ。さらには島脱出の祝いにジョッキ入りのエールが、下級船員まで分け隔てなく配られた。

「ペンドラゴン士爵、君の船員は女性もいるようだが、長期の航海では女性を乗せぬ方が良いぞ」

　エールを傾けながら男爵が語る。

「愛あい妾しようや娼しよう婦ふを乗せる船長もいるが、そういう船は船員の反乱が起こる事が多い」

　なるほど、よくある「海の神の怒り」ではなく「船の秩序が乱れやすくなる」って忠告だったか。

「男爵閣下の忠告はありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　オレ達の船の場合は、家族みたいな感じだから問題ない。男はオレしかいないしね。




「碇を上げろ！」

「碇あげぇええ」

「「「碇あげぇええ」」」

　航海士が命じると水夫頭が復唱し、続いて水夫達が大きな巻き上げ機を回す。

　剛力スキル持ちが多いが、それでも大変そうだ。

　普通の船の出港風景を見物したかったので、男爵に無理を言って乗船させて貰っている。なお、オレ達の船は「遠話テレフオン」の魔法で船首像型ゴーレムに指示を出しているので大丈夫だ。

「船首帆柱フオアマスト、帆を張れ」

「ほーはれぇええー」

「「「ほーはれぇええー」」」

　帆柱マストの横桁ヤード上に並んだ水夫達が、命綱もなしに帆セールを縛っていた紐ひもを解ほどいていく。

　風を受けた帆が、船をゆっくりと回頭させる。

「右動索、引け」

「みぎー、どうさくー、ひけぇー」

「「「どうさくー、ひけぇー」」」

　幾人もの水夫達が、顔を真っ赤にして動索──ロープを引っ張る。

　船の回頭が終わると、今度は動索を調整してまっすぐ走るようにしていた。

　舵かじも当然あるのだろうが、動力源はあくまで帆なのだ。

　船首帆柱担当者を少し残し、残りの水夫達は後尾の補助に向かう。標準より水夫の数が少ないので、普通よりも仕事が多いようだ。

　後尾帆柱ミズンマストに到着した水夫達が、縄ばしごをくっつけたようなシュラウドを、素早く器用に登って行く。

「主帆柱メインマスト、帆を張れ」

「ほーはれぇええー」

「「「ほーはれぇええー」」」

　中央の帆が張られると、船の速度が上がっていく。

　役割を終えた主帆柱の水夫達がロープを伝って降りてきて、動索の担当場所へ移動していく。

「後尾帆柱、帆を張れ」

「ほーはれぇええー」

「「「ほーはれぇええー」」」

　後部の帆が張られると、水夫達は一定数を残して甲板に降り、航海士の指示で動索を操作して帆の向きを調整する。

　こういった作業には人力が主で、船に搭載された魔力炉は使用されない。

　魔コ核アを燃やす魔力炉は、普段使いにするにはコストが高すぎるそうだ。

　そういえばドワーフの里でも、魔力炉は燃費が悪いから練魔炭コア・コークスの炉を使っていたっけ。

「ペンドラゴン卿、君の所の水夫は凄すごいな。見事な回頭と流れるように静かな発進はなかなかお目にかかれない」

「恐縮です」

　エルフ達の自動操船ライブラリから拝借したので、男爵に褒められてもあまり誇れない。

「ところで、君の船はなぜシガ王国やムーノ男爵の旗を揚げていないのかね？」

「申し訳ございません。先日の嵐あらしで、旗棒ポールごと飛ばされてしまいまして」

　詐術スキルで男爵の問いに言い訳する。

　所属を示す旗の存在なんて、完全に忘れていたよ。

　航海士にそれとなく雑学的な会話を振って仕入れた情報によると、国旗、領旗、船長旗の三つと軍艦か民間船かを示す旗を揚げる決まりになっているそうだ。

　ムーノ男爵の旗はなんとなく憶おぼえているし、国旗はこの船のを手本にすればいいだろう。

　民間船を示す旗は沈没船から回収した品からある程度分かる。

「船長、潮の流れに乗りました」

「うむ、魔力炉を起動して周辺監視を強化しろ」

　男爵の命令を受けた船員が、伝声管に向かって「魔力炉起動、低出力」と叫ぶ。

　しばらくして、「起動完了」と報告が届き、魔法使いが風魔法の「広域索敵風ロングレンジ・サーチ・ウインド」を使う。どうやら、彼が起動した索敵の魔法を、魔力炉から供給される魔力によって維持するようだ。

　索敵結果は操そう舵だ席前の鏡に順次映し出されるらしい。

　この広域索敵の維持は魔力消費が激しいので、魔力炉が低出力モード時には防御壁と同時使用ができないそうだ。

　なお、現在のストック燃料だと、戦闘用の高出力モードは三〇分が限界らしい。

「う～、漏れる～」

「馬ば鹿か者！　客人の前だぞ！」

　水夫が叱しかられながらも、舷げん側そくにある謎なぞオブジェに向かって駆けていく。

　チャイルドシートのようなでっぱりだ。

　──トイレだったのか！

　小用を済ませた水夫が、こちらにへこへこ頭を下げながら担当部署に戻る。

「今のうちに甲板を磨け！」

　水夫頭に命じられて、下っ端水夫達が海水をくみ上げて甲板にぶちまける。

　殺菌のためなのかもしれないが、かえって甲板が塩で傷みそうだ。

　そう思って「水夫達は甲板に海水を撒まく意味を知っているのでしょうか」と水夫頭に尋ねてみたところ、甲板を濡ぬらして膨張させる事で甲板の隙すき間まをなくし、浸水を防ぐのが目的だと分かった。

　なるほど、理に適かなっている。

　オレ達の船は樹脂でコーティングしてあるので不要な作業だ。エルフの里で産出されるアルアという樹脂を使っている。

　樹家で愛用していたゴブレットの素材に使われていたヤツだ。

　透明で軽く耐熱性にも優れ、アクリルのように落としても割れないので、年少組の食器などにも重宝している。

「給仕もおらぬ簡素な食事で済まんな」

　男爵の誘いで昼食をご一緒させて貰もらう。彼の言葉通り慎つつましやかな感じだった。

　堅く焼き締めた数枚のビスケットに、塩味のみの豆と干し肉のスープ、それからザワークラウト風の漬け物と黄橙果実のドライフルーツのみだ。

　ドライフルーツ以外の食料は都市岩島の海岸に打ち上げられていた食料樽を提供した。彼らが飲んでいるエールの樽も同様だ。

　できれば新品を供給したかったが、オレ達の手持ちには航海に適した保存食がドライフルーツくらいだったので、他に選択肢がなかった。

　もちろん、傷んでいない事は鑑定スキルで確認してある。

「この果実は美味いですね。これは何の果実なんですか？」

「それなら、山樹の黄橙果実を干したモノですよ」

　若い副航海士の質問に答えたところ、周囲の空気が凍った。

「お、黄橙果実？」

「さ、山樹って、あのエルフの森にしか生えていないっていう伝説の？」

　航海士達が口々に問い掛けてくる。

　山樹はムーノ男爵領の巨人の里にも生えていますよ？

「り、料理人！　干し果実を配るのを中止せよ！」

　男爵が慌てた口調で、厨ちゆう房ぼうへの伝声管を開いて命令を発した。

「どうかされましたか？」

「ペ、ペンドラゴン卿きよう、貴公は黄橙果実の価値を分かっているのか？」

　──はて？

　一つ一トンもあるような巨大な果実だから食いでがあるし、非常に美味である事は知っている。

　でも、市場で見かけた事がなくて、相場スキルを使う機会がなかったんだよね。

　なんとなくドライフルーツを見てみると、一切れで銀貨一枚から三枚ほどの値段がついていた。五切れで金貨一枚以上か──希少価値があるにしてもボリすぎだ。

　そんな昼食のついでに、同席している船長や航海士達にダメ元でララキエについての情報を知らないか尋ねてみた。

「ララキエ？　どこかで聞いた気がする」

　男爵がヒゲのない顎あごを擦さすりながら思案顔になる。

「……思い出した。砂糖航路の中程にある魔導王国ララギの祭りで聞いた事がある」

　男爵によると、魔導王国ララギの王族は天空人の末まつ裔えいと言われており、「天想祭」と呼ばれる祭りで公開されるのが「ララキエの箱」と呼ばれる秘宝アーテイフアクトとの事だった。

　たしか、天空人というのはララキエの住人を指す言葉だったはずだ。

　魔導王国ララギにはララキエの末裔がひっそりと暮らしてそうな気がする。

「ありがとうございます、男爵閣下」

「いやいや、多少は役に立てたようで良かった」

　男爵閣下に礼を告げ、暇そうな航海士から砂糖航路や魔導王国ララギの場所を教えて貰う。

　迷宮都市への到着が少し遅くなりそうだが、飛行帆船の全力を出せば寄り道しても一週間程度のロスで済みそうだ。

　そんな話の最中に、運悪く魔物と遭遇した。

「船長！　右う舷げんに『魚雷烏賊トーピード・スキツド』を発見！　まだこっちに気付いていません」

「よし、取とり舵一杯！」

　船の針路が左に逸それる。

　魔物との戦闘は避ける方針のようだ。

　なお、魚雷烏賊トーピード・スキツドはレベル一〇前後だが数が多い。三〇から五〇匹もいるので一斉に来られたら、対処が面倒そうだ。

「魔力炉、出力を上げろ。上がりしだい防御壁を展開！」

　一分ほどして、船が術理魔法系の防御壁に包まれ、少しだけ船の速さが増した。

　たぶん、海中の防御壁が水の抵抗を減らしたのだろう。

「ぜ、前方の島陰に『岩頭跳魚ロツクヘツド・バス』らしき反応を確認！」

　索敵鏡を監視していた船員から、怯おびえの交じった報告が届く。

　マップによると岩頭跳魚ロツクヘツド・バスの数は一〇匹ほど、レベルも一〇台前半しかない。

　怯えるほどの敵だろうか？

「魔力炉最大出力。操船に必要な最低人員を残して、魔力砲の準備にかかれ！　島の右側を抜ける！　準備は左さ舷げんのみで構わん！」

　男爵が大声で船員達に指示を出す。

　オレも甲板の魔力砲を移動させるのを手伝った。

「来ました！」

「ヤツらの岩頭は魔力砲を弾はじくぞ！　頭の中心か胴体を狙ねらえ！」

「「「応！」」」

　なるほど、防御力が頭部に集中したタイプの魔物のようだ。

　船長の「撃てぇええ」という合図で、魔力砲から雷の砲弾が放たれる。海面付近の敵だと雷、氷、岩の三種類が使われるらしい。炎は海賊船などを相手にする時に使うとの事だった。

　砲撃手が足りないので、オレも余っている砲を撃たせて貰った。

　魔力供給量が少なくて威力がショボイ。しかも、一つの魔力炉で多数の魔力砲に魔力を供給しているため再充じゆう塡てん時間が長いようだ。

　回避行動で速度を落とした岩頭跳魚ロツクヘツド・バスが、海中で勢いを付け直す中、一匹だけ回避もせずに突っ込んできたヤツがいる。

　近くまできた岩頭跳魚ロツクヘツド・バスが跳ね上がり、甲板の船員を狙って飛びかかってきた。

　軽自動車くらいの質量がありそうな巨体だ。

　どうも、海の魔物はレベルに比べて巨大なモノが多い。

「うわぁあああ」

　狙われた船員が恐怖のあまり悲鳴を上げる。

　船長が両手剣を鞘から抜くのが見えたが、間に合いそうにない。

　オレはストレージから取り出した重い石いし槍やりを岩頭跳魚ロツクヘツド・バスに投げつける。

　思ったよりも勢いがついていたようで、石槍は岩頭跳魚ロツクヘツド・バスを船首楼の壁に縫い止めてしまった。

「感謝する、ペンドラゴン卿！　第二斉射急げ！」

　男爵は突然オレの手に現れた石槍の事に言及せず、戦闘指揮を優先させた。

　オレは言い訳用の石槍指輪を嵌はめておく。

　公開レベルが三〇もあるので、倒した事自体は問題ないが、突然現れた石槍を気にする者がいないとも限らないからね。

「次の攻撃で決めろ！　砲手良く狙え！　砲撃後、近接戦闘準備」

「「「応！」」」

　船長が乗組員達に指示を出す。

　第一斉射で倒せたのは三割ほどで、このままだと確実に突破されて仲間達が危なくなりそうだ。

　オレは第二射の準備ではなく、反対側の舷側で誰だれも見ていないのを確認してから「誘導矢リモート・アロー」を海中に放った。

　なるべく大回りなコースを選んだので、第二斉射の着弾と同時のタイミングになるだろう。

「全砲門斉射！」

「「「応！」」」

　砲手達は決死の表情で発射レバーを倒す。

　目と鼻の先まで接近した岩頭跳魚ロツクヘツド・バスに魔力砲が放たれた。

　海面に紫電が走り、海中の魔物達が誘導矢リモート・アローに穿うがたれて沈んでいく。

「──ふう、なんとか撃退できたか」

　男爵が一息ついて、戦闘後の指示を出していた。

　甲板の岩頭跳魚ロツクヘツド・バスは魔核除去後、海中に投棄されそうになったので丸ごと貰い受けた。魔核は魔力炉の燃料に買い取りたいという話だったので、向こうの提示額で譲ってある。





◆






「港の水門だ！」

　前方の男爵の船でそんな叫びが上がった。

　あれから七日後、オレ達の船団は無事にスウトアンデルへと辿たどり着ついた。

　岩頭跳魚ロツクヘツド・バスとの戦闘後に自分達の船に戻り、それ以後は航路の話し合い以外では男爵の船にお邪魔していない。

　風ふ呂ろにも入らないのが当然だそうで、船員達の体臭が凄すごかったのだ。

　極力真水を使わないスタイルらしく、調理や洗顔などの生活用水にも海水を使っていた。

　どうりで、オレと航海士の間で水の見積もりが違ったはずだよ。

　視線の先で水門がどんどん近付いてくる。

　──そうだ、一つ注意しておかないと。

『レイ、人前では歌わないようにね』

『はい、サトゥーさん』

　道中の暇つぶしに、ミーアの伴奏でレイや仲間達がよく合唱していたのだが、必ずと言っていいほど、小魚の群れや海鳥が寄ってきていたのだ。

　なかなかファンタジーで良いのだが、人前ですると色々問題が起きそうなんだよね。

　そんな楽しそうな仲間達の横で、オレは道中の間こっそりと船の改装作業を行っていた。

　主に骸骨王の再襲撃に備えて、全員分の携帯用聖碑の作製と船の聖樹石機関を大出力タイプに交換する作業を行っていたのだ。

　後で噴進装置の追加や防御壁の強化もしようと思う。

「へー、大きな水門ね」

「大きな大砲や塔もいっぱいです」

　アリサとルルが水門や大型魔力砲を備えた防衛塔を見て驚いている。

　塔には鳥人の兵士や多くの弓兵や魔法使い達も配備されているらしい。防備は厳重なようだ。

「湾の入り口をあの水門で塞ふさいで、魔物の侵入を防いでいるようだね」

　水門の内外には、公都前の大河で見た魔物避よけの巨大な柱が立てられていた。

　狭い水門の水の流れが河川のように速い。

　湾内に大河の水が流れ込んでいるので、こんな風になってしまうのだろう。

　一応マップで確認したら、排水用の水路や水門は他ほかにもある事が分かった。浅く広く長い水路は海藻の栽培にも利用しているみたいだ。

「ご主人様、港湾警備の船から行って良いと指示がありました」

「ありがとう、リザ。それじゃ、入港しよう」

　男爵の船の先導で、オレ達は簡単な身分証のチェックだけで湾内へ入る事ができた。

　普通は大砲の封印や持ち込み禁止品の確認が済んでからでないと、入れないらしい。

　湾内には魔物がほとんどいないので、たくさんの小船が漁をしている。

『おおきな、ふね、たくさん』

『色んな国の船が入港しているみたいだ』

　レイが湾内に浮かぶたくさんの大型船を指差して呟つぶやく。

　オーユゴック公爵領所属の大型戦列砲艦が数隻に、多数の中型や小型の軍艦が湾内に停泊している。

　これらの船は同じく湾内に停泊する外国船を警戒して配置されているようだ。

　帆付き外輪船のようなサガ帝国船やオール付き帆船のような鼬イタチ帝国船が目立っているが、南方諸島所属の中型船も何隻か入港していた。

　レイ達に船の説明をしていると、獣娘達の方向からキュルキュルと腹時計が鳴った。

「丁度良い時間だし、港に着いたら何か食べようか？」

「にく～？」

「肉が良いのです！」

　オレの発言に、タマとポチがぴょこぴょこ飛び跳ねて主張した。

　船の旅では魚介類が多かったから、獣肉が不足しているようだ。

「それじゃ、美お味いしい肉料理の店に行こう」

　そう発言すると、ミーア以外の全員から肯定の返事があった。

「もちろん、米や野菜料理もね」

「ん、賛成」

　オレの付け加えた一言に、ミーアが笑顔で頷うなずいた。







　貿易都市スウトアンデル





〝サトゥーです。「縁は異なもの味なもの」という言葉があるように、男女に限らず人の出会いは不思議な縁で繫つながっている気がします。特に異世界では──。〟






「ではペンドラゴン卿きよう、年始の王国会議で会おう！　その時は貴公が唸うなるような品を並べて恩に報いようぞ！」

　オーユゴック公爵領の貿易都市スウトアンデルに入港したジートベルト男爵は、オレの手を固く握りしめてそう約束し、太守の城へと馬を走らせていった。

　太守から緊急連絡用の快速船を借りて公都へ急ぐそうだ。

「ゆれゆれ～？」

「なんだか、まだ船に乗っているみたいね」

　タマやアリサが言うように、何日も船に揺られていたせいで、固い地面に違和感を覚える。

「すぐに慣れるよ。それより、用事を済ませてご飯にしよう」

　そう促すと、みんなは急にキビキビと行動を始めた。よっぽど肉料理が恋しいみたいだ。

　オレ達は船の留守番を船首像フイギユアヘツド型ゴーレムと幻影イリユージヨン付きリビングドール達に任せ、港湾施設の中にある商工会議所で倉庫の契約と、出入り商人への発注を依頼した。

　エルフの里で手持ちの調味料や食材を大量放出したので、ここで再補充しておこうと思ったのだ。

　そんな用事を済ませて訪れた肉料理店はなかなかのアタリだった。

　ここのところ海鮮料理が続いて肉が不足していたせいか、ミーアとレイ以外の子達がひたむきに肉に食らいついていた。これからはもう少し肉料理もラインナップに入れるようにしよう。

　お腹なかをさすりながら店を出るみんなの足取りも軽い。

「まんぴく～？」

「やっぱり肉はサイコーだったのです」

「羊のスジ肉が歯は応ごたえ良く、実に美味でした」

　獣娘達が満足そうな吐息を漏らす。

　リザの感想は少しベクトルがおかしいが、満足してくれたようなので良しとしよう。

「えー、子羊のステーキの方が美味しかったじゃん？」

「ソースに深みがあって、とっても勉強になりました」

　アリサとルルも顔の横に音符が表示されそうなくらい楽しげな様子だ。

「幼生体、どうしましたか、と問います」

『だいじょうぶ、まぶしかった、だけ』

　店から出てきたレイがふらつき、ナナがそれを支えてやっている。

　立ちくらみだろうけど、微妙にレイの顔色が悪い気がするので、早めに宿を取っていつでも休憩できるようにしておいた方が良さそうだ。

「ピラフ、美味」

『はい、ぴらふも、さらだも、おいしかった、です』

　最後に店から出てきたミーアの言葉に、レイが首肯する。

　本当にピラフやサラダがお気に入りだったらしく、先程までの雰囲気が消えて元気な口調に戻っている。

「幼生体に同意します。海藻サラダも美味だったと報告します」

　うん、肉料理以外も美味だった。

　ナナの褒めていた海藻サラダは、どうやったらあんな味になるのか謎なぞだった。お持ち帰りで包んで貰もらったので、今度エルフの里に行った時に料理人エルフのネーアさんに解き明かして貰おうと思う。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を使えばすぐに分かるだろうけど、それは反則だよね。




「この街に一泊するのよね？　この後はどうするの？」

「魔法屋に買いたい巻物があるから、露店街を散歩しながら行こう」

　前を歩くアリサが振り向いて聞いてきたので、そう答えた。

　それにしても、自由闊かつ達たつな貿易都市を歩くのは楽しい。

　公都の港通りもそうだったが異国情緒溢あふれる人達でいっぱいだ。

　外国語スキルも色々と手に入ったが、今まで覚えた言葉の方言のようなモノがほとんどだったので、スキルポイントは割り振っていない。

　この港の魔法屋に術理魔法の「翻訳：下級レツサー・トランスレート」の巻物が置いてあるみたいだしね。

　海の旅向きの巻物と一緒に買い求めようと思う。

「それなら、普段使いできそうなアクセサリーが見たい！」

「ん、小物」

　アリサが振り向いてそう宣言し、オレの横を歩くミーアもこくりと頷いた。

　獣娘達やルルは食後にも拘かかわらず、食べ物の屋台を目で追っている。

「それよりも、後ろ向きに歩くのは危ないから止やめなさい」

「は～い──あら？　何かしら？」

　後ろを見ていたアリサが首を傾かしげる。




『姉ねえ様さま、見つけた！』




　ぞわぞわと背筋の寒くなるような声が後ろから響いた。

　妙なエコーがかかった声だ。

　振り向くと、そこには毛先が赤い黒髪ロングの美少女が肩を怒らせて立っていた。

　白い服に溶け込みそうな、ほっそりとした色白の少女だ。レイの少女バージョンに似ている。

　ただし、目が怖い。ネガポジ反転というか、本来白目になる部分が黒く、瞳ひとみにあたる場所が白い。

『レイアーネ姉様、私よ！　父様のお言いつけで迎えに来たの！』

　彼女の視線から考えて、レイアーネというのがレイの本名なのだろう。

　だが、少女の嬉うれしそうな様子とは裏腹に、レイは怯おびえた表情でオレの腕の後ろに隠れた。

『こわい、かげのこ』
















　オレの腕を摑つかむ指が震えている。

　レイが夢に見たのはこの子なのか？

「ぐるる～」

「タマ、どうしたのです？」

　黒髪少女に向かってタマが唸うなり声を上げる。

　レイと初めて会った時の態度にそっくりだ。

　リザとナナがオレの前に出ようとするのを手で制する。

　タマの様子が気になって瘴しよう気き視しを有効にしたところ、凄すさまじい姿が目に飛び込んできた。

　オレの視界に映る少女の姿は悪霊そのものだった。

　黒いオーラのようなモノが彼女に纏まとわり付き、漆黒の瘴気で編んだ鎖のようなモノが蛇のように蠢うごめきながら全身を覆っている。

　手て枷かせや足枷のような瘴気もあり、枷に繫がった太い鎖はいつの間にか周囲に満ちていた霧の中に消えていた。

　これが見えているとしたら、レイが怯えるのも当然だろう。

　神じん代だい語を話しているし、骸がい骨こつ王おうの関係者なのは確実だろうから、この子にもマーカーを付けておいた。

『姉様、聞いて！　行方知れずの紅ぐ蓮れん杖じよう以外の神器は揃そろえたの。あとは紅蓮杖の代わりになる火晶珠の大きな結晶と「箱」、それから姉様の鍵かぎが揃えば、ララキエを空に戻せるの！』

　テンション高く告げる少女が言い切った直後、レイの雰囲気が変わった。

　瞳から輝きが失われ、焦点の合わない瞳で少女を見上げる。

『ララキエは空に戻してはならない。永遠に海の底で眠るのが女王の遺志──』

　レイが別人のように流りゆう暢ちように語り出す。

　なんだか、録音してあったアナウンスを再生しているような口調だ。

『どうしたの？　姉様？』

　ようやくレイの様子に気付いた少女が訝いぶかしげに首を傾げ、レイの前に立ちふさがるオレを見て眉まゆを顰ひそめた。

『やあ、初めまして。君はレイの知り合いかな？』

『どきなさい、下郎。レイアーネ姉様との再会を邪魔しないで』

　気さくに話しかけたオレを無視した少女が、顎あごをしゃくって命じてきた。

　ＡＲ表示される情報によると、彼女の名前はユーネイア。レベルは三〇、種族固有能力に「理術」を持つ。スキルは「死霊魔法」「同調」「回避」「調教」の四つを持っている。

　種族的に考えてレイの肉親ではありえない。たぶん、義理の姉妹、あるいは姉妹として育ったのだろう。

『──どきなさいとさっきから言っているのが聞こえないの？』

　ふと目を上げると、ユーネイアが激げき昂こうしていた。

　どうやら、情報を精査している間に何度もどけと言っていたようだ。

『ああ、済まない。ちょっと考え事をしていて聞こえなかったんだよ』

　オレが素直に謝っても、ユーネイアの怒りは収まらなかったらしい。

『あくまで邪魔をするのね……』

　歯ぎしりする彼女の額に、歯車のような輪郭をした光る魔法陣が浮かび上がる。

　どうやら、オレの選択肢は間違っていたようだ。

　さっきは謝るのではなく、横に避よけるのが正解だったらしい。

　──もちろん、分かっていても選択しないけどさ。

『なら、死になさい！』

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　ユーネイアの声に重なって、どこからか九官鳥のような鳴き声が聞こえてきた。

　オレは訝しく思いながらも、彼女の額から放たれた魔法の散弾を「魔法破壊ブレイク・マジツク」で消し去る。

　少し間を置いて、ユーネイアの影から二〇体近い骨海賊スケルトン・パイレーツが這はい出てきた。

　──彼女の死霊魔法か？

「うわぁあああ」

「化け物だぁあああ」

　未知の外国語を捲まくし立たてるユーネイアを遠巻きに見ていた人達が、彼女の影から出現した骨海賊スケルトン・パイレーツを見て蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

「総員、戦闘準備」

　リザがそう告げると、仲間達が妖よう精せい鞄かばんから各々の武器を取り出す。

　ナナは大盾を優先したようだ。

　骨海賊スケルトン・パイレーツはレベル一〇ほどなので、多少数が多くても仲間達に任せておいていいだろう。

　仲間達が怪け我がをしないように、「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」「魔法防御付与エンチヤント・マジツク・プロテクシヨン」の二つの魔法をかけておく。

「敵はレベル一〇。追加効果に麻ま痺ひを持っているから、武器以外の攻撃にも注意！」

　アリサの叫びに仲間達が肯定の返事をした。

『できれば、話し合いがしたいんだけど？』

『お前を殺して、鍵と姉様を連れ帰るの。それが父様のご命令』

　額に歯車のような魔法陣を生み出しながらユーネイアが宣言する。

　やはり、レイの鍵型の髪飾りは何らかのキーアイテムのようだ。

　それに──命令、ね。

　その時、遅ればせながら、ユーネイアの状態が「憑ひよう依い」になっている事に気付いた。

　あの瘴気は憑依によるモノか。

『今、助けてあげるよ』

　オレはレイをルルに預け、ユーネイアの懐へ縮地で飛び込む。

　彼女が放とうとした「理槍ジヤベリン」は先ほどの魔法の散弾と同様に「魔法破壊ブレイク・マジツク」で消し去った。

『退け、悪霊！』

　オレはストレージから取り出した聖碑に手加減して魔力を注ぐ。

　ユーネイアの種族なら、憑依している悪霊ごと浄化されてしまう事はないはずだ。

　──ＧＨＷＥＧＨＷＥＥＥ。

『キャアァアアアアアアア』

　青い聖光を浴びたユーネイアの影から奇声と黒い靄もやが噴き出し、なぜかユーネイアからも悲鳴が上がった。

　幸い怪我はないようだが、ユーネイアの白い服が緊縛されたように締まっている。

　普通に見ていると妙な背徳感があるので瘴気視に切り替えたところ、その原因が分かった。

　彼女を覆っていた瘴気の渦は払えているものの、彼女の身体からだに纏わり付いていた瘴気の鎖が縮んで彼女を締め上げていた。瘴気の枷は変化がない。

　オレは聖碑を止め、先にユーネイアの瘴気を手作業で除去する方針に変えた。

　無理やり聖碑で瘴気を払ったら、彼女が酷ひどい怪我をしそうだったからだ。

　憑依した相手が出てきたら、都度倒せばいいだろう。

『は、離せ！』

『すぐに楽にしてあげるから、オレに全部任せて』

　ユーネイアの抗議に無茶な要求をして、理術による抵抗を除去するために彼女から魔力を抜く。

『魔力が奪われたくらいで屈するもんか！』

　暴れるユーネイアを「理力の手マジツク・ハンド」で吊つり上あげながら、絡んだ瘴気の鎖を解きほぐす。

『くぅうう──は、離せって言っているでしょ』

　枷から外したかったが、絡み方から見て先に鎖を解く必要があるようだ。

　必死に暴れるユーネイアの抵抗をスルーして作業を継続する。

『こ、この冷血漢めぇええ……くうぁあああ……くぅううああ……ぁん』

　瘴気を解く最中にユーネイアの方から苦く悶もんの声に交じって艶つややかな悲鳴も聞こえたが、きっと気のせいなのでオレは手を止めなかった。

　その間にも、仲間達は手際よく骨海賊スケルトン・パイレーツを倒している。

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　再び、先ほどの九官鳥の声が響く。

「ご主人様、影が！」

　九官鳥の声に続いて、アリサの叫びが耳に届いた。

　左目の瘴気視を解除し、ユーネイアの影に視線を向けるが何もない。

　──いや、鳥の影だ。

　ユーネイアの影の肩の部分に、鳥の影がとまっている。

　彼女の本体には何もとまっていないので、影だけの魔物だろう。

　オレは気合いを入れて鳥の影を踏みつけるが、何の影響もなくユーネイアから飛び立ってしまった。

「後ろ！」

『きゃ』

　アリサの声とレイの悲鳴が同時に聞こえた。

　振り返ると、レイの影から「這い寄る影シヤドウ・ストーカー」が湧わき出てきた。

　トランス状態になっていたレイが元に戻っている。

「えいっ！」

　それをルルが両手に持った魔法銃で撃ち抜く。

　かつて不死の王ノーライフキングゼンが使役していた「這い寄る影シヤドウ・ストーカー」よりも弱いらしく、数発の攻撃で消滅してしまった。

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　九官鳥の声が響き、オレとレイの足下の影が沼地のようになる。これはゼンがミーアを攫さらうのに使った「影渡りシヤドウ・ポータル」の魔法だ。

　だが、一向に足が沈み込む感触がない。

「空間魔法使いの前で、簡単に空間干渉できると思わないでよね！」

　こちらに腕を伸ばしたアリサがニヤリと笑う。

　どうやら、アリサの空間魔法で「影渡りシヤドウ・ポータル」の発動を妨害したようだ。

　だが、影の触手は残っている──。

「えい！」

「とーなのです」

　レイを捕まえようと伸びた影の触手をルルが魔法銃で撃ち抜き、凄すごい速さで飛び込んできたポチが、魔剣で影沼の中央を貫く。

　ポチの魔剣が刺さった影が波打ち、影の触手が膠こう着ちやくしたように動きを止める。

「ずんばらりん～？」

　レイの足首を摑んでいた影の触手をタマの魔剣が切り払う。

「幼生体は渡さないと告げます」

　自由になったレイをナナが掬すくい上げた。

　そして、最後に──。

「ご主人様の魔ま槍そうの前では邪悪な影など物の数ではありません」

　魔刃を纏まとったリザの魔槍が蠢く影を蒸発させた。

　仲間達の成長を誰だれかに自慢したい気分になりながら、オレは足下にある蠢く影の残ざん滓しを「魔法破壊ブレイク・マジツク」で消し去り、ユーネイアに注意を戻す。

　瘴気が半分くらい解けた影響か、ユーネイアのネガポジ反転目が右側だけ普通の青い瞳ひとみに戻っている。

　オレは瘴気視を有効にし、再び瘴気を除去する姿勢になった。

『離せ！』

　ユーネイアが必死に「理力の手マジツク・ハンド」の拘束から逃れようと藻も搔がくが、そのくらいで外れるような柔やわなモノではない。

『くぁああ、チ、チビ！　助けて！』

　自力では無理と判断したユーネイアが悲鳴を上げながら、虚空に助けを求める。

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　その瞬間を待っていたように九官鳥の声が響く。

　だが、その瞬間を待っていたのはヤツだけじゃない。

　ユーネイアの傍そばを離れ、一瞬だけ現れた赤い光点を殴り飛ばす。

　──ＧＨＷＥＧＨＷＥＥＥ。

『チ、チビィイイイイイ！』

　九官鳥の悲鳴にユーネイアが心配そうな声で叫ぶ。

『離せ、この悪魔！　よくもチビを！』

　何も見えないが手て応ごたえはあった。

　現に羽の影が飛び散り、ログにも──。
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　しまった、ムーノ男爵領で戦った下級魔族と同じような能力を持っていたのか。

『この拘束を解け！　チビの仇かたきを討ってやる！』

　ユーネイアは倒されたのが分体だと知らないらしく、さっきよりも一層激しく拘束を解こうと暴れている。

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

『チビ！』

　どこかから聞こえてきた死霊鳥の鳴き声に、ユーネイアが喜びの表情を浮かべた。

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　今度は赤い光点が七箇所で生まれた。

　一斉に襲ってきた死霊鳥を、仲間達と一緒に迎撃する。

「ご主人様、あの子が！」

　アリサの声に視線を戻したが、ユーネイアの姿は既になく、マーカー情報に表示される彼女の現在位置は「幽界」に変わっていた。

　どうやら、オレの意識が逸それて緩んだ「理力の手マジツク・ハンド」の拘束から抜け出したようだ。

『待ってて、姉様！』

　どこからともなくユーネイアの声が聞こえてきた。

　オレは「瘴しよう気き視し」に切り替えて周囲を見回す。

『必ずその黒髪の悪魔から助けてあげるから』

　不本意な呼ばれようだが、今は後回しだ。

　──あった。

　オレは見つけたばかりの微かすかに瘴気の噴き出す場所に貫手を放つ。

『きゃあああ！　来ちゃう！　黒髪の悪魔が来ちゃう！』

　オレの手で広がった幽界へ続くワームホールから、ユーネイアの恐怖に染まった叫びが聞こえた。

　なんだか、悪者になった気分だ。

　少し憮ぶ然ぜんとしながらも、脆もろい入り口をゆっくりと押し広げていく。

『チビ、切って！　早く接続を切って！』

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　九官鳥の鳴き声に重なって、ワームホールの入り口に腐乱死体が出現した。

「──げっ」

　気味の悪さと臭気に思わず身を引いてしまったせいで、幽界への入り口は閉ざされ、その場には蠢うごめく腐乱死体──不死の魔物アンデッドの「動死体ゾンビ」だけが残された。

「幼生体！　マスター、幼生体が気を失ったと報告します。支援を！」

　その声に振り返ると、ナナが気絶したレイを抱き上げていた。

　レイの状態が「昏こん倒とう」になり、瘴気視を有効にした視界には蛇のような瘴気がレイの足に絡みついているのが見えた。

　不死の魔物アンデッド達が持ち込んだ瘴気に侵食されたようだ。

「タマ、ポチ、殲せん滅めつです」

「あいあいさ～」

「任せて、なのです！」

　動死体ゾンビ達の始末は獣娘達に任せ、オレはレイから瘴気を剝はがす作業を行う。

　その作業が終わる頃ころには、獣娘達が動死体ゾンビを倒し切っており、その場には無数の骨と腐乱した肉片が残されていた。

「そこのお前達！　これは何事だ！」

　蹄ひづめの音と共に現れたのは、スウトアンデル市の太守軍の兵士達だった。

　はてさて、どう言い訳したモノか──。
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「ペンドラゴン卿きよう、貴公には感謝してもしたりん」

　連行されたはずの太守の館やかたで、オレは太守本人から下にも置かないほどのもてなしを受けていた。

　仲間達はこの場にいないが、ちゃんと別室で歓待されている。

「まさか、エムリン子爵がスウトアンデル市の太守の任に就いているとは思いもしませんでした」

　公都の上級貴族であるカーク・エムリン子爵と知り合いになったのは、破産しかけた彼から「ルルの実」という果実の商品価値を高める調理法を相談された一件からだ。

　その破産しかけた原因が、ジートベルト男爵達の貿易船団の壊滅だったのだが、エムリン子爵は恨み言やイヤミの一つもなく、純粋に家臣や友人達の無事を喜んでいた。

「うむ、本来なら太守の任が回ってくるのはもう少し先だったのだが、少々予定が早まったのだよ」

　そういえば、スウトアンデルの前太守をしていたボビーノ伯爵は、前当主が魔王信奉集団「自由の翼」を支援していた件で失脚していたっけ。

「それよりもペンドラゴン卿、他人行儀過ぎるぞ。私の事はカークで構わんと言ったはずだ」

　そう言いながらも、エムリン子爵の方はオレの事をサトゥーではなく「ペンドラゴン卿」って呼ぶんだよね。

　──そういう性分なんだろうけどさ。

「貴公は我が家臣達を絶海の孤島から救出してくれた恩人。もっと寛くつろいでくれたまえ」

「正に！　座礁したはずの船に乗ってペンドラゴン卿が現れた時は、神の使徒が現れたのかと思ったほどです」

　エムリン子爵の隣に同席するのは港で別れたジートベルト男爵だ。

　ここにはエムリン子爵の家族も同席している。

　ただし、公都の舞踏会で一緒に踊った次女のリナ嬢はいない。

　なんでも、王都の用事を済ませてムーノ男爵領に戻るカリナ嬢に同行して、ムーノ城に侍女見習いの修行をしに行ったそうだ。

　まだ中学生くらいなのに大したもんだ。

　でも、侍女見習いになるなら、遠いムーノ男爵領ではなくオーユゴック公爵城で良いい気がするんだが……。

　思春期の娘さんだし、親から離れて自分の力だけで頑張りたいと考えたのかもしれない。後でムーノ男爵領に手紙を出す時に、リナ嬢宛あてのも出しておこう。もちろん、カリナ嬢にもね。

「閣下、ジートベルト男爵のご家族がお見えになっています」

　ノックをして入ってきた執事がそう告げると、男爵が落ち着かなげに腰を浮かせた。

「おお、そうか。ジートベルト卿、ここは良いから家族に会ってきたまえ」

「閣下のご厚情に感謝いたします」

　エムリン子爵とオレに黙礼をしたジートベルト男爵が疾風のように退出していった。

　聞き耳スキルが彼と家族の再会を届けてくれる。

　うん、人助けって、いいね。

「カーク様、こちらの品をお納め下さい」

「こ、これは船団の船長達に預けてあった『魔法の鞄マジツク・バツグ』ではないか！」

「漂流船を発見した時に見つけたものです」

　オレが格納鞄ガレージ・バツグから取り出した「魔法の鞄」を見て、エムリン子爵が驚きの声を上げた。

「ジートベルト男爵にお預けしておくべきとも思ったのですが、中身が非常に高価だったのでカーク様に直接お渡しした方が良いかと思いまして──」

　オレが手渡した「魔法の鞄」の中を覗のぞき込んだエムリン子爵が絶句する。

　金貨や銀貨などはほとんど入っていないが、大量の珊さん瑚ご細工や精せい緻ちな魔法工芸品などの品々、他にも高品質な翡ひ翠すいや瑪め瑙のうの巨大な塊、さらに見慣れない宝石の原石などが大量に入っていた。

　ジートベルト男爵は気付いていなかったが、あの船のバラストを除去して他の船に乗っていた魔力砲を積める限り積んである。さすがに魔力炉を複数積むのは無理だった。

「な、なぜだペンドラゴン卿……」

　あれ？　喜んでくれると思ったんだけど、様子が変だ。

「これだけの資産があれば、名誉男爵位どころか永代男爵の位とて買えるはずだ！　なぜ、何の対価も要求せずに私に差し出した？」

「ですが、これはカーク様のモノですよね？」

　──落とし物は持ち主に。

　日本人の基本だよね。

「何を言っているのだ。魔物の領域にある沈没船から得た物や漂流物は、その者に所有権が移る。海賊行為を働いたのならともかく、これらの宝の所有権は君にあるのだ」

　なるほど、迷宮での取得物と同じ扱いだったのか。

　でも、知人の落とした物だと分かっているのに、懐にしまうのはオレの性分に合わない。

「分かりました、お話しいたしましょう」

「──話す？」

　なので、詐術スキルに働いて貰もらおうと思う。

「信じて頂けると思えなかったので黙っていたのですが、これらの鞄かばんや漂流船は海かい龍りゆう諸島で亡くなった船長達の幽霊ゴーストから預かった物なのです」

「な、なんと！」

　海龍諸島で遭難していたオレ達を安全な領域外に導き、最後に、男爵達を救出してエムリン子爵の下へ届けてくれ、と頼まれたという事にした。

　これならエムリン子爵も、すんなりと受け取ってくれるだろう。

「そうであったのか！　なんという忠臣達だ」

「はい、私が彼らに約束すると、安心したように昇天されました」

　そんな事実はないが、あの海域は纏めて浄化したから、概おおむね間違ってはいないはずだ。

　しばらく目め尻じりに涙を浮かべて忠臣達に黙もく禱とうを捧ささげていたエムリン子爵が、目を開いてこちらを見つめる。

「よくぞ伝えてくれた。この恩に報いるためには、いかなるものならば釣り合うだろうか？」

「少々図ずう々ずうしいお願いなのですが──」

　黙っていたら断りにくい縁談を持ち込まれそうだったので、スウトアンデルでの巻物や魔法書の購入権と商業権を要求してみた。

　商業権はどうでも良かったのだが、前者だけだと恩賞として弱かったので、実利的なものも追加したのだ。

「その程度で良いのか？　貴公が望むなら、我が子爵家の一員に迎える事さえ叶かなえられるというのに……」

　──危なかった。

　上の令嬢は婚約者がいたはずだから、まだ成人前のリナ嬢と婚約させられるところだった。

　リナ嬢は良い娘さんだが、中学生になったばかりの子は対象外なのだ。今は想おもい人もいるしね。

「迷宮都市へ向かうなら、王領の貿易都市タルトゥミナから陸路だな。ならば、タルトゥミナあたりで儲もうけが出そうな品を見繕っておこう」

　エムリン子爵はまだ報酬を上乗せする気のようだ。

　その晩は太守主催の舞踏会が開かれ、オレはジートベルト男爵と共に主賓として招かれた。

　エムリン子爵が「親しい友人」としてオレを紹介したために、最初は未婚の女性や未婚の娘がいる貴族達に囲まれたが、リナ嬢の姉君のサポートで上う手まく脱出できた。

　──のだが。

「なんて上品な香りかしら？」

「新緑の若々しい香りに似ているけど、微かに爽さわやかに薫るアロマが素敵ですわね」

　今度は姉君とその友人達に密着されてしまった。

　どうやら、ブラウニー達から手土産に貰った香水が気に入ったらしい。

「こちらのお召し物に使われている布もはじめて見ました」

「翠かわせみ絹きぬのような光沢ですけど、少し違いますね──伝説の妖よう精せい絹のよう」

　地味目の貴族娘が正解を当てた。でも、ちょっと顔が近い。

「シャンデリアの光を受けると、淡い翡翠色の光沢が流れてとても綺き麗れいですわ」

「本当ね、一曲踊って戴いただこうかしら？」

「私で宜よろしければ──」

　リナ嬢の姉君のお願いを快諾し、彼女やその友人達と踊る事となった。

　しばし年若い十代の娘さん達のお相手をこなした後、ようやく解放して貰えた。

「サガ帝国の蒸留酒はいかがかな？」

「ありがとうございます」

　タイミングを見計らっていたように、サガ帝国の商人がオレに話しかけてくる。

　彼をきっかけに、スウトアンデル市の貴族や貿易に訪れていた外国船の船長達と交流できた。

　ララキエについての新情報はなかったものの、天空人の末まつ裔えいだという魔導王国ララギについての話は聞けた。

「かの国の王は代々大変な酒好きなのですよ」

「珍しい酒をくれる者に与えるための『酒士』『酒爵』のような階級を作るくらいですからな」

　彼の言うところによると、酒爵というのは魔導王国ララギで伯爵と同等の貴族として扱われ、酒士は最下級貴族くらいの扱いを受けられるそうだ。

　他国の貴族であっても、授爵している者が多いらしい。その理由は──。

「爵位を受けても、『珍しい酒を見つけたら王に献上する』くらいの義務しかありませんし、『酒爵』であれば交易で有利な商いができますから」

　──との事だった。一種の商業権や交易特権のようなものらしい。

　他にも鼬イタチ人の船長やサガ帝国の船長から、航路の注意点や珍しい料理の話や儲けの出やすい特産品を教えて貰えた。

　もっとも、親切心ではなかったようで──。

「ボルエナンの森への航路ですか？」

「う、うむ、秘密なのは分かっているが、その示唆だけでも良いのだ」

「やはり、海龍諸島から赴くのか？」

　どうやら、ボルエナンの森のエルフ達と交易したいようだ。

「秘密にしろとは言われていないのですが、エルフの秘術によって転移していただいたので、ボルエナンの森に戻る航路は知らないのです」

　陸路なら教えられると告げると、二人が食いついてきたが、「黒竜山脈を越える」と聞いた瞬間に興味を失ってしまったようだ。

　なんだか、一方的に情報を貰う形になってしまったので、港を発たつ前に妖精葡萄酒ブラウニー・ワインや干した黄おう橙とう果実の小こ樽だるなんかを贈っておこう。

　なお、オレ達の代わりに戦闘の後始末をしてくれた太守軍の部隊には、上等なエールを数樽たると高級料理店のデリバリーをお詫わびに手配しておいた。
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「帰んな、貴族のぼっちゃん」

　外洋船の船乗り達が集まるという酒場に一歩足を踏み入れた途端、そんな定番セリフが飛んできた。入り口の近くにいた日に焼けた海の男が言ったようだ。

　ここには情報収集のために来た。

　ララキエ、およびその末裔であるララギ王国の話を船乗り達から聞くためだ。

　ジートベルト男爵やその部下達、それから舞踏会で出会った船長達から大体の話は聞けたが、現地航路から戻ったばかりの船員達からは違った話が聞けるのではないかと思ったのだ。

「ここはガキが来る所じゃないぜ」

「オレ達、海の男が命の洗濯をする場所さ」

　酒場の奥からも、船乗り達からオレを拒否する言葉が投げつけられる。

「船乗りに見えませんか？」

　今日は貴族服ではなく、船乗りらしいシャツとズボン姿なのだが、彼らの目には貴族と映ったようだ。

「当ったりめぇだ。そんなシワ一つないシャツを着て、上品な香水の匂においをさせる船乗りがいるか！」

　オレの襟首を摑つかんだ男が、くんくんと嗅かいで鼻を鳴らす。

　上品な香水っていうのは、エムリン子爵主催の舞踏会に参加していたからだろう。

「何より、日に当たった事も、潮風に吹かれた事もなさそうな肌と髪だ」

「貴族か商人のボンボンだろう？」

　航海中は魔法に守られていて強烈な日差しや潮風とは無縁だったので、彼らの言い分は正しい。

　それにしても、ここまで邪険にされたら情報収集もままならない。

　どうしたものかと思案していると、酒場の一角から、こんな会話が聞こえてきた。

「エールだとぉ？　ラム酒も飲めないヤツが船乗り面するんじゃねぇ！」

「いいだろ、陸おかに上がった時くらい、好きな物を飲んだって！」

　船乗り達がつかみ合いのケンカをしている。

　その二人を見た男がニヤリと笑って目め配くばせした。

「ここには貴族様の好きなワインはないぜ」

「とっとと帰んな」

「それとも、ラム酒を飲み干して男を見せてみるか？」

　目配せを受けた船乗りがニヤニヤした顔で、オレの前にラム酒がなみなみと注がれたカップを置いた。

　強烈なアルコールの匂いがオレの鼻孔を刺激する。

　ラム酒はサトウキビから作られた酒で、アルコール度数が高い──少なくとも地球では。

　オレが咽むせるのを期待した男達が、嫌な嗤わらいを堪こらえてオレを注目する。

「では、お言葉に甘えて──」

　そう告げてカップを口に運ぶ。

　──こいつは凄すごい。

　オレの知っているラム酒とは大違いだ。

　味や香りが痺しびれるように荒々しく、一口ごとに口内を暴れ回る。

　──だが、旨うまい。

　醸造が未熟なのか、原料に使うサトウキビの糖とう蜜みつの甘さが少し残っているので、苦みのある肴さかなに良く合いそうだ。

　くいっ、と残りを一気に飲み干す。

「親おや父じさん、もう一杯頼む！」

　オレがそう店主に叫ぶと、周りの男達の意外そうな視線が集まった。

「カップでいいか？」

「ジョッキで！」

　店主の問いにそう答えると、下品な嗤いとジョッキを机に叩たたき付ける音が酒場を満たした。

「いいぞ、小僧！」

「見習い船員の資格ありだ！」

　どうやら、オレは彼らのお眼鏡に適かなったらしい。

　海の男達と酒を酌み交わし、船について色々な事を教えて貰った。

　残念ながら、ここへ来た目的だったララキエについての情報はなかった。

「伝説の空中都市の話は知らんが、伝説の海賊なら知ってるぜ」

　船乗りの一人が壁を指差してそんな事を呟つぶやいた。

　よく見ると、壁には賞金首の顔が描かれた手配書が貼はられている。ほとんどは厳いかつい海賊達だが、女船長も手配書の列に並んでいた。

　一番古い、色あせた手配書には頭ず蓋がい骨こつが描かれていた。どうやら骸骨王も賞金首らしい。

「けっ、あんな災厄を伝説とか言うな！」

「まったくだ、噂うわさ話ばなしをして寄ってきたらどうする！」

「くわばらくわばら」

　手配書にあった骸骨王は何年かおきに現れるらしく、神出鬼没に島国や貿易船団を襲っては秘宝を略奪するそうだ。

「船乗りだった祖じ父いさんも、そのまた祖父さんから骸骨王の話を聞かされた事があるって言っていたぜ」

　ふむ、その話が本当なら骸骨王はララキエが滅んだ太古の昔から彷徨さまよい続けているという事になる。

　都市岩島の魔法中和罠わなを解除したから現れたのかと思っていたけど、たまたま徘はい徊かいしていた骸骨王と不幸な遭遇をしただけだったのかもしれないね。

「襲われた船乗り達は死んだ後もヤツの幽霊船団で永遠に働かされ続けるってヤツだな」

「人の乗っていない漂流船は骸骨王に襲われた証あかしだからな、もし見かけたら回頭して全力で逃げろよ」

「骸骨王の幽霊船団は曇天と嵐あらしを連れてやってくるから、荒天にも注意しな」

「ばかやろう、嵐はいつでもヤバイだろうが！」

　完全に天災と同じ扱いらしい。

　骸骨王の幽霊船団は壊滅させたし、当分の間は大人しくしていて欲しいものだ。

「そんな顔するなよ、魔導王国ララギの近くに寄らなきゃ、そうそう出会わないさ」

　考え事をしていたせいか、船乗りの一人が励ますような物言いでオレの背をバシッと叩いた。

「そうそう、『天想祭』が開かれる年によく出るらしいしな」

「祭り見物に現れるのですか？」

　オレがそう問うと、酒場に爆笑が渦巻いた。

「面白い貴族の若様だぜ」

「まったく、骸骨王がそんなに楽しいヤツなら、ここまで恐れられていないっての」

　笑いすぎて涙目になった船乗り達がそう言って真相を教えてくれた。

「戦争だよ。骸骨王は幽霊船団が増えたらララギを襲うのさ」

　──戦争？

　変だ。「ララキエ最後の女王の伴はん侶りよ」である骸骨王が、天空人──ララキエの末裔が治める王国を襲うのはなぜだ？

　何か当人達にしか分からない確執でもあるのだろうか？

「だから、そんな顔するなっての。ララギ王国の魔法はすげぇから、一度は見てみな。今まで骸骨王の幽霊船団を撥はね除のけてきたのが理解できるぜ」

　考え込んでいたオレの背を豪快に叩いた船員が、大声で酒のお代わりを注文した。

　そこから天想祭の話に変わり、どんなパレードが行われ、どこの店の娘が可愛かわいいかという話でしばし盛り上がる。

　魔導王国ララギの王族が天空人と呼ばれている事は船乗り達にも知っている者がいたので、きっと特に秘密にはしていないのだろう。

「魔導王国ララギと似たような国なら砂糖航路の端にもあるぞ」

「砂糖航路の端って……あのイシュラリエかよ」

　おっと新しい国の名前だ。

「イシュラリエですか？」

「ああ、海洋国家イシュラリエの王族も空飛ぶ城の末裔って噂だ」

　ベテラン船乗りの言葉をオウム返しにしながら、ストレージの周辺国家情報を検索する。

「やっぱ、男なら一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらわなきゃ」

「イシュラリエの『天てん涙るいの雫しずく』で大金持ちってか？」

　男達がジョッキをぶつけ合って、ガハハと笑う。

「おいおい、イシュラリエはヤバイだろ。あんな山師しか行かないような国を勧めるなよ」

「あの国の近くは海賊が多い上に、弾丸鮪まぐろや怪魚エア・フイツシユが出るからな……」

「やめとけ、やめとけ。シガ八剣様達くらい強かったら美お味いしい国だが、危なすぎてわりにあわん。あんな国に行くのは博ばく打ち打ちか自殺志願者だけだ」

「だけどよ、海龍諸島に宝探しに行くよりは安全だぜ」

「あそこは博打打ちも行かねぇよ」

　検索中で黙っていたオレに、周りの男達が次々とイシュラリエについて知っている事を話してくれた。

　彼らが言っていた「天涙の雫」とはイシュラリエでしか手に入らない最高級の宝石の事らしい。

　特にシガ王国の王都に居を構える門閥貴族達に珍重されていて、非常に高く売れるそうだ。

　──いや、そうじゃない。

　今、気にするべきはそこじゃない。

「マグロがいるんですか？」

「あん？　弾丸鮪の事か？　たま～に出るぞ」

　オレが気合いを篭こめて尋ねると、船長の一人が引き気味に答えてくれた。

　──ぃよしっ！　絶対に行かねばっ！

　その前にマグロを捌さばく包丁を作る必要がある──そうだ、オリハルコンでマグロ包丁を作ろう。

「怪魚エア・フイツシユのヒレを狙った戦列砲艦や快速艇が行くと海底に姿を消しちまうんだよな……」

「でもよ、貿易に戦列砲艦なんか連れていけるわけもねぇしな」

「当たり前だ。イシュラリエの竜砲で一緒に焼かれちまうぜ」

　空力機関の素材になる「怪魚エア・フイツシユのヒレ」も貴重そうだが、オレのストレージには超巨大な七匹分の「大怪魚」の素材が眠っているので興味が湧わかない。

「その顔は本気でイシュラリエに行く気か？」

「ええ、興味が湧いてきました」

　──マグロにだが。

「なら、絹を買っていけ。翠絹は無理だろうが、普通の絹でも公都の何倍でも売れるって話だ」

「ララギなら、ガラス細工だっけ？」

「おうよ、ガラス細工なら何でも売れるが、公都と違って透明なガラスの方が珍重される──船長の受け売りだがな」

　酒を酌み交わしながら、そんな感じの貿易商品に関する話も聞けた。

　特に儲もうける必要はないんだが、ＴＯＤＯメモにガラス細工と絹の買い付けを行うと書いてしまった。「貿易で大儲け」という聞いただけでわくわくするワードの魅力に逆らえなかったんだよね。

　良い気分になったオレは、情報料代わりに店の飲み代を全すべて持つと宣言し、彼らに付き合って夜明けまで飲み明かす事になった。

　昼間に買えなかった巻物や魔法書は、ここに来る前に魔法店に寄って購入してあるので問題ない。

　綺き麗れいなお姉さんのお店は、また今度にしよう。





◆






「それで、夜が明けるまで飲んでたっていうのね？」

「むぅ」

　太守城に戻ったオレはアリサとミーアのお小言を聞き流し、部屋付きメイドさんに出入りの商人を呼ぶように依頼した。

「何か注文するの？」

「それもあるけど、遺族への配達を頼もうと思ってね」

　公都の知り合いやその家臣係累の遺品の場合は直接送り付け、それ以外の公都の人達の分はシーメン子爵家の暇人であるトルマに委託し、身元不明の遺品はテニオン神殿のセーラ経由で公都の博物館に寄贈する事にした。

　公都の博物館なら、外国の人もよく訪れるし、持ち主の一族や学者が見つけるかもしれないからね。オレのストレージに死蔵するよりはよっぽど良いだろう。

　なお、遺品は懇意にしている商人が海賊達の闇市場で手に入れた事にしてある。

「セーラたんやトルマをずいぶん信用しているのね」

「まあね」

　あの二人はタイプこそ違えど、他人の遺品を横領するような事はしないと確信できる。

　トルマはちゃらんぽらんな所があるけど、ヘンに義理堅いからね。

　オーユゴック公爵領以外の貴族の遺品についてはストレージ内に保留して、王都に遊びに行った時にでも信頼できる人に委託したいと思っている。

　王国会議の時期なら、ムーノ男爵の敏腕執政官であるところのニナさんが王都に来るらしいから、彼女に渡してムーノ男爵の人脈強化に使って貰もらうのもいいかもしれない。

　執事から他にないか聞かれたので、昨晩の船長達へ妖精葡萄酒や干した黄橙果実の小こ樽だるを届けて貰った。

　仲間はずれにするのも感じが悪いので、同じ品をエムリン子爵にも贈ろう。

　ついでにお世話になった部屋付きメイドさん達に、手作りのシンプルな焼き菓子をプレゼントしておいた。

　マジメ系の美女が甘い焼き菓子の香りに口元を緩める姿は、実に眼福だった。




「もう発たつのか？　しばらく逗とう留りゆうして身体からだを休めてはどうだ？」

「いえ、昨日の舞踏会で十分に英気を養えましたから」

　オレが暇いとま乞ごいを告げると、エムリン子爵は残念そうにしながらも送り出してくれた。

　しかも、昨日酒場で話題に出ていた絹や翠絹、透明なガラス細工などを大量に持たせてくれたのだ。なんでも、昨日の酒場にジートベルト男爵の部下がいたらしい。

　レイ以外の仲間達は先発していたので、これらの品々は子爵の家臣達が船着き場へと運んでくれた。

　レイは本調子に戻っていないので、オレと一緒に後発だ。

　これはユーネイアの再襲撃に対した用心でもある。

「おっと、忘れていた」

　オレは懐からレイの髪飾りそっくりに作ったダミーを取り出す。

「偽造」スキルと「彫金」スキルで作り出したので、こうして見比べても違いが分からない。

　ちょっとしたギミックも付いているが、そちらは単なるオマケだ。

『レイ、これなんだけど──』

　ダミーの髪飾りを目にしたレイが、光を失った瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。

『──レイ？』

　オレが名を呼んでもレイに反応はない。

　表情のないレイが口を開く。

『ララキエの鍵かぎ──ララキエの心臓を動かすための制御装置』

　レイが流りゆう暢ちようにしゃべり出した。

　ユーネイアと遭遇した時のような口調だ。

『ララキエの女王に代々伝わる王位の証──』

　しゃべり終わると、ゆっくりと瞳に意思の光が戻った。

『大丈夫かい？』

『はい、大丈夫、です』

　いつもの口調に戻ったレイが、目をパチパチさせて呟つぶやく。

　いや、途切れ途切れの話し方は相変わらずだが、ほんの少しだけ発音が流暢になっている。

『何か思い出したのかい？』

　記憶が戻りつつあるのかと思って確認してみた。

『いえ』

　レイがふるふると首を横に振る。

　何かを言っていた記憶はあるが、言った内容までは憶おぼえていないそうだ。

　たぶん、ユーネイアとの遭遇で記憶が刺激されたのだろう。

　今すぐどうこうという話ではなさそうなので本題に戻ろう。

『ユーネイアが君の髪飾りを狙っているみたいだったから、取られても大丈夫なようにニセモノを作ったんだ』

　オレの言葉に、レイが自分の髪に付いたままの鍵型をした髪飾りに触れて確かめる。

『そっくり、です』

　二つの髪飾りを並べたレイが驚きの声を漏らす。

『本物の髪飾りは落とさないように、このポシェットに入れて首に提げておきなさい』

　オレはサルベージ品の魔法の鞄の内部構造を移植した妖よう精せい鞄かばん風ポシェットをレイに手渡す。

　先ほどのレイが口述した情報からも、彼女の髪飾りがララキエ関係者にとって、重要な品なのは間違いなさそうだからね。

『サトゥーさん、ありがとうございます』

『いえいえ、どういたしまして』

　レイのお礼の言葉に答えながら、髪にダミーの髪飾りを着けてやる。

　髪飾りが淡く青い光を帯びてすぐに消えた。

　レイから漏れた潤沢な魔力を拾って浄化の力が働くので、瘴しよう気きに中あてられる事も減ると思う。

　ユーネイアには効果が薄いだろうけど、骸骨王やユーネイアにチビと呼ばれていた死霊鳥への効果はあるはずだ。

　他にも対になる魔法装置と通話できる仕組みも組み込んであるのだが、三〇〇メートルほどしか声が届かない上に魔力消費が多すぎて実用性が低いのでオフにしてある。




　彼女を連れて港に行くと、人ひと混ごみの向こうで出港準備をする仲間達の姿が見えた。

「マスター、積み荷は搭載済みだと報告します」

「ご主人様、こちらが目録となります」

　先発していた前衛陣が、賃貸倉庫に届いていた品を船に積み込んでおいてくれたようだ。

「ちゃんと値切っておいたわよ」

「ご主人様、掘り出し物があったので、お言いつけ通り購入してあります」

「サトゥー」

　支払いに行っていたアリサ、ルル、ミーアの三人が、商工会議所から戻ってきた。

　ミーアが人混みの間を流れるように走ってきて、オレの腰にぽふんと抱きつく。

「むぅ」

　レイと繫つないだ手を見たミーアが頰ほおを膨らませ、グリグリと頭を擦こすりつけてきた。

　どうやら、嫉しつ妬としているらしい。

「ミーア」

　名前を呼んでミーアに空いている手を差し出すと、「ん」と良い笑顔で頷うなずいてオレの手を取った。

　そのあと、その姿を見た皆と手を繫いで甲板を何周もしたのは言うまでもないだろう。




　オレは見送りに来てくれたエムリン子爵一家やジートベルト男爵達に手を振って、スウトアンデルを出港した。

　隣のガニーカ侯爵領との境まで、守備軍の戦列砲艦で護衛すると言われたが、さすがに公私混同が過ぎるのでお断りした。

　厚意は嬉うれしいけど、護衛が一緒だと飛行モードになれないんだよね。







　砂糖航路





〝サトゥーです。世界の三大発明とも呼ばれる羅針盤ですが、その仕組みについて知っている人は案外少数派なのではないでしょうか？　仕組みを教えて貰った時、意外に簡単で驚いたものです。〟






「次はどこに向かうの？」

「しばらく西進してから、南南西にあるイシュラリエに向かう。その後、ララギを目指すつもりだ」

　オレはメニュー内にマップと海図を表示しながら、セーラー服姿のアリサの質問に答える。

　学校の制服ではなく、水兵さんの衣装的な白いセーラーだ。

「遠くにあるララギが後回しなのは分かるけど、どうして最初からイシュラリエに向かわないの？」

「たんなる欺ぎ瞞まん行動だよ」

　初めに西進するのはガニーカ侯爵領の領都を目指していると周囲に印象づけるためだ。

　そのため、オーユゴック公爵領とガニーカ侯爵領の領境を抜けた少し先で、進路を変えて一直線にイシュラリエへと向かう。

「それに、いきなり南南西に向かったら、利に聡さとい人達が勘違いして追いかけてきそうだしね」

　実際、距離を開けてオレ達の船を追いかけてくる快速船が、何隻かマップに映っている。

　鼬イタチ人の船団やサガ帝国の船団が放った追跡部隊だろう。

「普通の航路をのんびり行ったら、どれだけ掛かるか分からないから、彼らが諦あきらめるまでだけどさ」

　普通は東西に長いガニーカ侯爵領の西端付近にある半島から、飛び石状にある島々を経由して魔導王国ララギに立ち寄り、そこから北東にあるイシュラリエに向かうルートを取る。

　オレが選んだ航路だと、距離が近い代わりに、安全な停泊地がほとんどないし、魔物の密度が濃いのだ。

　それは逆に人目につきにくいという事になる。

　飛行帆船の性能を十二分に使うには、この航路が最適なのだ。

「アリサ～？」

「味見がルルなのです」

　アリサとお揃そろいのセーラーを着たタマとポチに呼ばれて、アリサが船室に向かった。

　ポチの言動が怪しかったので、きっと何か肉料理の試作だろう。

　オレが呼ばれなかったという事は、ルルが実験的な創作料理を作っているって事だから、呼ばれるまで顔を出すのは止やめておく。

『サトゥーさん』

『ああ、レイか』

　年少組と同じくセーラー服を着たレイが、甲板で巻物を使うオレの所に興味深そうな顔で寄ってきた。

　出港前のようにトランス状態になって情報を口述する事はなかったが、たまに頭痛と共にフラッシュバックのように断片的なシーンが脳裏に浮かぶ事があると言っていた。

　たぶん、記憶が戻りつつあるのだろう。

　無理に思い出そうとすると痛みが襲うようなので、自然に思い出すまで待つ方針にしている。

　そのうちに、レイを姉と慕うユーネイアや昔の記憶も思い出せると思う。

　もっとも、記憶を取り戻すのがレイの幸せに繫がるのかは少し疑問だ。

　これまでに得た情報から考えて、レイの過去が幸せ一杯とはとても思えない。

　レイの鍵型の髪飾りがララキエの心臓を動かすための制御装置であり、親である可能性が高い骸がい骨こつ王おうに狙ねらわれている事、それに「生いけ贄にえの聖女」という称号や骸骨王の「何を犠牲にしても」なんて発言がいただけない。

　ヤツは自分の娘を犠牲にしてでも「ララキエを空に戻す」つもりだろう。

　沈没船の幽霊船長が言っていた「棺ひつぎ」が不明だが、それは魔導王国ララギにある「ララキエの箱」を指すんじゃないかと思う。

　ユーネイアも「箱」とレイの鍵が揃えばララキエを空に戻せるって言っていたし、それなら骸骨王がララキエの末まつ裔えいの国であるララギを定期的に襲うのも頷ける。

　オレはマップのマーカー一覧をチラリと見て、骸骨王が幽界で大人しくしているのを確認した。

　鍵を持つレイが一緒にいる以上、骸骨王やユーネイアは必ずまた襲撃してくるだろうから、こうして定期的に骸骨王の動向を確認するようにしている。

『何を、している、ですか？』

『前に買った巻物を確認していたんだよ』

　なお、スウトアンデル市で買った巻物は──。

　照明を作る術理魔法の「魔灯マナ・ライト」。

　船旅に必ひつ須すと言われる「水生成クリエート・ウオーター」「海水濾過シーウオーター・トウ・ピユアウオーター」。

　様々な言語を相互翻訳してくれる中級術理魔法の「翻訳：下級レツサー・トランスレート」。

　水中活動の補助をする水魔法の「水中呼吸ウオーター・ブレツシング」「水圧軽減レジスト・ウオーター・プレツシヤー」。

　海戦の防御に活躍する「水壁ウオーター・ウオール」。

　攻撃用というよりも、攪かく乱らん戦に向いた「大波ビツグ・ウエーブ」。サーファーにも喜ばれそうだ。

　水中限定で「誘導矢リモート・アロー」のようにロックオンした対象を追いかけて命中する銛もりを生み出す水魔法の「追尾銛リモート・ハープーン」。

　──の九つだ。

　魔灯マナ・ライト以外の巻物はボッタクリ価格だったが、きっと値段以上に役に立ってくれるだろう。

　順番に巻物を使うオレを、レイは飽きる様子もなく最後まで眺めていた。

　彼女を骸骨王に渡さないのは当然としても、イシュラリエやララギに寄っても記憶が戻らなかったら、このまま一緒に迷宮都市に連れていくのもいいかもしれない。

　もちろん、記憶が戻っても「一緒に行こう」って誘うつもりだけどさ。




「からから～？」

「ポチはもっと早く回せるのですよ？」

　タマとポチがリボルバーのシリンダーみたいな砲塔ラックの試作品で遊んでいる。

　それはそうやって遊ぶモノじゃないんだが、二人の楽しそうな様子を見ていると止めることもできない。

「あれって、ガトリング砲？」

「魔砲用のラックだよ。発射のタイムラグを抑えるついでに連射できないか考え中なんだ」

　アリサの問いに答える。

　たぶん出番はないと思うけど、オレがいない状況で仲間達が襲われた時に備えて、飛行帆船に抵抗手段を追加しようと考えたモノだ。

　実用化まではまだまだ時間が掛かりそうだけど、この航海が終わる頃ころまでには形にしたい。

　さっきまで試作品で遊んでいたタマとポチが、興味を移して陸地を指差す。

「わん～？」

「わんわん、なのです！」

　二人が指差す先には街や漁村を擁する湾の入り口が見える。

　今はスウトアンデル出港から半日ほど過ぎた頃だが、次の湾までは遠いので今日はここに停泊する予定だ。

　ここにもスウトアンデルと同様に、湾の入り口に水門がある。

　魔物避よけの柱が何本も立っている所は同じだが、水門は都市の外門にあるような巻き上げ機を使った原始的なものだった。

　さすがに武装は少なく、魔力砲ではなく普通の投石機カタパルトや大弩バリスタが並べられていた。

「マスター、小舟が接近すると報告します」

「港湾局の人みたいだね」

　ヨット風の小舟はすぐにオレ達の船に並び、乗船許可を求めてきたので、縄ばしごを降ろしてやる。

「港湾局、徴税課の者です。入湾料の徴収に参りました」

　オレ達の船は貴族旗が揚がっているので、役人も丁寧な口調と態度だ。

　貴族は入市税が免除されたのに、入湾料は徴収されるらしい。

　やはり、貿易が可能な外洋船は別枠なのだろう。

「お勤めご苦労様です」

　オレは彼を労ねぎらいながら、言われた通りの金額を支払う。

　ここの入湾料は船の排水量だけで決まるらしく、特に積み荷の確認などもなく解放されたので、そのまま湾内へと船を進める。

　余り大きな湾じゃないが、湾内には街が一つと漁村がたくさん存在しているようだ。




　その日は港町を訪れ、仲間達と一緒に街を散策する事にした。

「とれそ～？」

「ちっちゃな魚が一杯なのです」

「サビキがあったら一杯釣れそうね」

　港の桟橋から海中を眺めた仲間達が、海中を群れて泳ぐ小魚を見つめて楽しそうにしている。

「ご主人様、サビキはないわよね？」

「さすがにないよ」

　エルフの里で渓流釣りした時の竿さおや糸はあるけど、サビキの仕掛けはない。

「まあ、そうよね──」

「すぐに作ってあげるから待ってて」

「──へ？」

　変顔をするアリサをスルーして、ストレージ内の適当な素材からサビキを作っていく。

　反射の素材になりそうなカラフルなモノは色々とあるので、わりと簡単だ。

「はい、完成」

　オレは完成したサビキを釣つり竿ざおに装着し、海水にゆっくりと入れる。

　あっという間に、小魚がサビキに飛びついていく。

　これなら集魚用のコマセは必要なさそうだ。

「いれぐい～？」

「いっぱい群がっているのです！」

『すごい、です』

　タマ、ポチ、レイの三人が興奮した様子で、サビキに鈴なりになった小魚を見て喜ぶ。

　オレは釣り竿を年少組に手渡し、次のサビキを作り始める。

「五匹～？」

「ポチは六本全部の針で釣り上げるのです──ああっ！　逃げちゃダメなのです！」

「なかなか、奥が深い釣りですね」

　獣娘達はそれぞれ個性の出る釣り方を楽しんでいる。

「やっぱ、サビキは良く釣れるわ」

「アリサ、引いてる！　引いてるわ！」

「早く上げないと逃げられるわよ」

　珍しく興奮気味のルルと落ち着いたアリサの様子がいつもと逆で面白い。

『とっても、楽しい、です』

「ん、愉快」

　レイとミーアが鼻歌を歌いながらサビキをしていると、明らかに魚影が濃くなった。

　どうやら、鼻歌でも魚が寄ってくるようだ。

「小魚は魚の幼生体？」

「あれは成体だよ。大きな魚とは別の種類だね」

「マスター、助言を感謝すると告げます」

　ナナが何やら葛かつ藤とうしていたので、正しい知識を分け与える。

「おい、なんだか凄すごいぞ」

「どこかの魔法使い様じゃないか？」

「魚の魔法使いってか？」

「そいつぁ、すげぇ」

　どうやら、地元民の興味を引いてしまったようだ。

「一緒に釣ってみるかい？」

　仲間達がサビキを絡ませた時用に作っていた予備を地元の子供に使わせてやる。

「うわっ、すげぇ！　一杯釣れる！」

「魔法使い様！　俺おれにも貸してよ」

「いいとも」

　楽しいことは共有する主義なので、そんな感じでサビキの布教活動をしてみた。

　バケツ数杯分ほど釣った頃には、結構なお祭り騒ぎになっていた。

　もしかしたら、釣れたての小魚をその場で天ぷらや唐揚げにしていたせいかもしれない。

　街の守護まで見物に来るほどだったので、迷惑料代わりに、守護の男爵にはサビキの見本をプレゼントしてある。

「ペンドラゴン卿きよう、貴公は『奇跡の料理人』でありながら、『奇跡の釣り人』でもあったのだな。このサビキは我が男爵家の家宝にさせて貰もらおう！」

　男爵がそんな事を言ったせいかは分からないが、オレの称号欄に「釣り名人」「太公望」などが増えていた。

　夕日も没する寸前だったので、サビキに夢中な男爵や街の人達をその場に残し、オレ達は見物客から教えて貰った街一番の海鮮レストランへと向かった。




「満腹満腹～」

「もう、アリサったら──」

　お腹なかをさすりながら店を出るアリサをルルが窘たしなめている。

「なかなかアタリの店だったね」

　地元の名産というエビとカニのフルコースが素晴らしかった。

「パンに塗って食べるエビと貝柱のディップが絶品だったよ」

　スウトアンデルとさほど距離が離れていないのに、思ったよりも調理法やメニューが違って面白い。

「はい。焼きガニが非常に歯は応ごたえが良く、美味でした」

「エビのが美お味いし～？」

　リザとタマの二人はいつものように甲殻類を殻ごと食べて給仕を驚かせていた。

　レストランの個室を借りておいて良かったよ。

「ポチは山や羊ぎ肉が美味しかったのです」

　コースの途中でなぜか山羊肉のしぐれ煮のような料理が入っていた。

　恐らく箸はし休やすめ的な何かだったのだろう。

「肉は別腹～？」

「そうです。肉は常に美味で当然です」

　ポチの発言にタマとリザが肉の美味しさを語り出した。

　やはり、獣娘達にとって肉は別格のようだ。

「カニ肉入りパエリヤが美味だったと告げます」

「ん、最高」

『とっても、美味しかった、です』

　ナナ、ミーア、レイの三人は海鮮パエリヤがお気に入りだったようだ。

　ミーアは海鮮部分を他の子達に押し付けていたが、味付けには満足そうな感じだった。

「──ご主人様、アレって何かしら？」

　広場に出たところで、アリサがどことなく呆あきれた調子の声で呟つぶやき、広場の中央にあるモニュメントを指差した。

「携帯ゲーム機を模した岩？」

『竜帰岩、ララキエを我が物顔で闊かつ歩ぽする竜を退去させるために開発された魔法装置。莫ばく大だいな魔力を流しながら突起部分を押す事で、平板の幻術回路が映像を表示する』

　オレが思わず呟くと、トランス状態になったレイが答えてくれた。

　どうやら、思ったよりもララキエ由来のモノは世界各地にありそうな感じだ。

「こっちにゲーム機岩の説明があるわよ」

　モニュメントの前にある石版には、シガ王国建国以前からここにある平和と豊漁のシンボルだと書かれてある。

　少し魔力を流して確認したが、竜帰岩の魔法回路サーキツトは経年劣化で壊れているらしく、まったく起動する様子はなかった。

　しばらく竜帰岩の前で談笑してから、宿への道を歩き出す。

「まだ尾行してる？」

「ああ、本職の斥候を連れてきているみたいだね」

　耳打ちするアリサに、レーダーで得た情報を伝える。

　上う手まく気配を消しているが、オレやタマにはバレバレだ。ポチも何かの気配を感じているようだが、斥候の使う隠形系スキルを見破るには至っていないらしい。

　深夜まで宿を監視していたようだが、オレが隠形系スキルを使って宿を抜け出したのにはまったく気がついていないようだった。

　オレは追跡がない事をマップで確認してから、帰還転移リターン用の刻印板をルート上に配置する作業を行う。

　歓楽街にも顔を出してみたかったが、今日の所はまっすぐ宿に帰った。




　日のある内は普通の船の振りをした航海を行い、夜には湾内の都市や街に停泊するといった同じような日々を二日ほど繰り返す。

　そんな単調な行動を取っていたお陰か、領境に到着する頃にはサガ帝国の船がスウトアンデル方面に引き返していった。

　領境付近は大陸からそう離れていない距離に大小様々な島があり、岩礁も多いため、沖を大回りしない限り狭い海路を進む事になる。

　そのせいで、朝から他の船との遭遇率が高かった。

「なんだか瀬戸内海みたいね」

「確かに波が穏やかだし、小さな島も多いね」

　アリサの言葉に首肯し、オレは領境を越えたのを機に「全マップ探査」の魔法を使った。

　地図で分かっていたが、ガニーカ侯爵領は本当に東西に長い領地だ。こちらは南北だが、地球で言うと南米のチリのような地形だというと分かり易やすいだろうか？

　北にある忠臣山脈と海に挟まれた細長い陸地が領土となっており、主な人口は湾毎ごとにある都市や街に集中しているらしい。漁村のほとんども湾の中にあるようだ。

　比較し辛づらいが、面積的にはオーユゴック公爵領より狭く、ムーノ男爵領よりも広いくらいだと思う。人口はオーユゴック公爵領の半分以下しかいない。

　そんな風にマップを確認している間にも、事件は起こっているようだ──。

「せんと～？」

「ご主人様！　船がいじめられているのです！」

　見張り台から、タマとポチが報告してきた。

　顔に「助けてあげて」と書いてあるような必死な様子で前方を指差す。

　どうやら、領境を縄張りにする海賊が中型商船を襲っているようだ。

　海賊側は排水量二〇〇トン級のガレー船が三隻で、中型商船の帆を狙ねらって小さな火弾や火矢を射かけている。

　商船に随伴していた小型の護衛艦は既に海賊に制圧されてしまったらしい。

　そんな事を考えている間にも、オレ達の船は海賊に追われる商船に近付いている。

「ご主人様、武装完了いたしました」

　オレが調べている間に、仲間達は甲板で鎧よろいに着替えていたようだ。

　出遅れたタマとポチが着替えるのをルルとナナが手伝ってやっている。

「それじゃ、海賊退治と行こうか」

　オレは船の防御壁を最大にし、海賊に向かって船を進めた。

　船長のレベル二六は別格としても、海賊達は平均レベル一〇で地上の兵士達よりも強めだ。

　たぶん、魔物との遭遇頻度が高いのだろう。

「ミーア、行くよ」

「ん」

　船首からミーアと二人で弓を射る。

　沈没船で見つけた魔法弓の中から、非殺用のスタン矢を選択して射かける。

「な、なんて射程だ」

「こっちも射かけろ！」

「む、無理です」

「なんだと！　こっちは風上だろう！」

　そんな海賊達の声を聞き耳スキルが拾ってきた。

「矢避よけの守りも素通りしてきます」

「手の空いてるヤツは盾を翳かざして防げ！」

　必死な海賊の声を無視して、そのまま射続けて向こうの射手を減らす。

「海賊船だ！　領軍に助けを求めてくれ！」

「やつらはオレ達に任せて、そのまま次の港まで行け！」

　中型商船から風魔法の補助を得た叫びが届いたので、オレも拡声スキルの助けを借りて叫び返す。

　すれ違う中型商船から、引き返せという忠告が届いたが、今から回頭しても海賊船に追いつかれて餌え食じきになるだけだ。

　中型商船に向かっていた攻撃がこちらをターゲットに変えた。

「くそう、当たらねぇ」

「矢が、矢が逸それます！」

「矢避けの守りだ！　火ひ杖づえで狙え！」

「なんで向こうの攻撃だけ当たるんだよ！」

　海賊達のぼやきと共に火弾が飛んでくるが、オレ達の船の防御壁が楽々とそれらを防いだ。

　骸骨王用に換装した大出力型聖樹石機関と並列増設した防御壁発生装置が良い仕事をしている。

「火杖の火弾が弾はじかれた？」

「中級の防御壁だ！　向こうには中級術理魔法使いがいるぞ！」

「理槍ジヤベリンが来る！　群青亀の盾を出せ！　普通の盾だと貫かれるぞ！」

　海賊達が三人がかりで大きな群青色の盾を構えた。魔物の部位を使った装備らしい。

「ナナ！　せっかくだから、リクエストに答えてやろう」

「マスターの指令を受託」

　オレの指示でナナが理槍ジヤベリンを放ったが、群青亀の盾とやらは見事にナナの理槍ジヤベリンを防いでみせた。

「行くわよ、ルル」

「うん、頑張る」

「一緒」

　射程に入ったアリサとルルが火杖で攻撃する。さらに横に並んだミーアも矢を射た。

　だが、ナナの理槍ジヤベリンと同様に海賊達の群青亀の盾に防がれてしまった。

「よし！　やれるぞ！」

　海賊達の士気が回復しそうだったので、牽けん制せいに魔法の矢マジツク・アローを五本ほどと短気絶弾シヨート・スタンを左右の船に数発ずつ撃ち込んでやる。

　魔法については臨時雇いの魔法使いがいたと言えばいいし、後々オレが実力を隠している事が疑われる事はないだろう。

「ば、馬ば鹿かな！　群青亀の盾を貫く理槍ジヤベリンだと？　上級術理魔法使いがいるのかっ！」

「船長！　他の船がやられました！　向こうは上級の風魔法使いもいるようです」

「ちっ、商船のフリをした海賊狩りの軍艦か！」

　なんだか、海賊達が勘違いをしている。

　それにしても、海賊達の船は防御壁が薄い。大型船でないと魔力炉を積めないから、乗船している魔法使いが防御壁を張っているのだろう。

　オレの短気絶弾シヨート・スタンで左右の海賊船が船体に大穴を開けて沈み始めた。海賊達が三々五々に海に飛び込んで岸を目指す。

　そんな海賊達に、海中にいた小さな魔物が襲いかかった。弱肉強食を地で行っている。

　魔物の攻撃力は低いようで、しばらく放置しても死ぬ事はなさそうだ。

　オレは脳裏から海賊達の悲鳴をシャットアウトして、戦闘中の海賊達に意識を向けた。

「なんだか逃げないザコ海賊がいるわね」

「違う～？」

「鎖に繫つながれているのです」

　どうやら、ガレー船の漕こぎ手達は奴隷のようだ。

　彼らまで溺おぼれたらかわいそうなので、「理力の手マジツク・ハンド」を最大まで伸ばして船が沈まないように支える。

「カカシ、このまま敵旗艦に突撃。船首防御壁を鋭角化させろ」

　オレが船首像フイギユアへツド型ゴーレムのカカシに指示を出すと、了解を意味する汽笛がピーッと鳴った。

　ここ数日の無ぶ聊りようを慰めるために作ったカカシからの返信機構はなかなか良い感じだ。やっぱりリアクションがあるといいね。

「移乗攻撃ね！　リザさん、見せ場よ！」

「承知、近接戦準備」

　アリサの声に短く答え、リザが他の前衛陣に命じる。

「船長、やつら突っ込んできます」

「海賊に衝ラ角ム突撃をしてくるたあ、肝の据わったヤツラだぜ」

「イッカクの角から作った衝ラ角ムの威力を見せつけてやる」

　海賊達も逃げ出さずに正面突撃を選んだようだ。

「総員、耐閃せん光こう耐ショック防御！」

　アリサが仲間達に向かって叫び、船首楼のシェルターに潜り込んで目をつぶった。

　有名なアニメのパロディだろうけど、耐ショックはともかく耐閃光はいらないと思う。

　衝撃と共にめりめりと木の裂ける音が響く。

　仲間達が吹き飛ばされそうになっていたが、オレの理力の手マジツク・ハンドで押さえて事なきを得た。

　もちろん、魔法のサポートのない海賊達は甲板を転がり、何人かは海に投げ出されていたようだ。

「総員抜刀！　海賊を蹂じゆう躙りんなさい」

「あいあいさ～」

「らじゃなのです」

「薄汚い海の汚物よ、自分を恥じて藻も屑くずとなりなさいと告げます」

　獣娘達と共に海賊船に乗り込んだナナが、「挑発」スキルを乗せた罵ば倒とうを海賊達に叩たたき付ける。

　海賊達が甲板に転がりながらも罵倒に反応し、カトラスを抜いてナナを襲う。

「ムダだと告げます」

　大盾に加え、自在盾フレキシブル・シールドで守られたナナの防御を突破するのは至難の業だ。

　しかも、ナナは一人ではない。

「油断大敵～？」

「足下がお留守なのです」

　タマとポチが低い姿勢で海賊達の足下をちょろちょろと駆け回り、その足首を「鋭斬シヤープネス」の効果を発生させた魔剣で切り裂いていく。

「うわ、魔物が足下にいるぞ！」

「違う、魔剣持ちのガキどもだ」

「くそう、ちょこまかと走り回りやがって！」

　海賊達が動揺を露あらわにしながら悪態をつく。

　彼らを翻ほん弄ろうするタマとポチだが、波の揺れのせいで、幾度か海賊達からの攻撃を受けていた。

　もっとも、オレが掛けた「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」の魔法を突破する攻撃はなかったようだ。もし突破されていても、クジラ皮の防具が待っているんだけどさ。

「どいつもこいつも数人のメスガキ共に何やってやがる！」

　一人だけレベルが高い海賊の船長が、幅広のカトラスとマンゴーシュ風の盾剣を手に前線に出てきた。

　その船長に対たい峙じしたのは、ナナの近くで海賊達を蹂躙していたリザだ。

　赤い光跡を曳ひきながら飛び込んだリザの魔ま槍そうを、船長が盾剣で受け流し、反対側のカトラスで斬きり付ける。

「無駄だと告げます！」

　ナナがカトラスを自在盾フレキシブル・シールドで防ぎながら挑発スキルを乗せて叫び、船長に大盾を叩き付けた。

「ちっ、さっきの術理魔法使いが前線に出てきてやがるのか！」

　バックステップでナナの大盾を避けた船長の足下を、タマとポチが左右から斬り付ける。

　どうやら、ザコ海賊は退治し終わったようだ。

「けっ、喰くらうかよ」

　船長が足下に倒れるザコ海賊を、ポチとタマに向けて順に蹴けり飛ばす。

「危ないのです。もう少しで斬っちゃう所だったのです」

　ポチがザコ海賊を一刀両断しかけて、剣と動きを止める。

「なんくるないさ～？」

　タマの方は飛んできたザコ海賊をするりと避けて、斜め後ろから船長の足を浅く斬り裂く事に成功した。

「ぐお、この卑ひ怯きよう者め！」

　カトラスを大振りして、タマを追い払った船長が悪態をつく。

「海賊に言われたくありませんね」

「リザに同意と告げます」

　リザの魔槍と前衛陣の魔剣が船長を同時攻撃する。

　足を怪け我がしているにも拘かかわらず、船長は四人の攻撃を防ぎきった。レベル差のお陰か、多対一の戦闘に慣れているかのどちらかだろう。

「しつこいわね──霍乱空間ジヤミング・フイールド」

　アリサの空間魔法を受けた船長が、平衡感覚を乱されてよろめく。

「今」

「はい！」

　ミーアの弓とルルの魔法銃が、隙すきだらけの船長の両肩を射貫き、カトラスと盾剣を取り落とした船長を前衛陣が叩きのめした。




　海賊達を捕縛したオレ達は、沈む寸前のガレー船に溢あふれるほどの人を乗せて最寄りの港へと向かった。

　入港時に一ひと悶もん着ちやくあったが、救出した奴隷達の中に港町の名士が交ざっていたので事なきを得た。

「それでは本当に対価もなしに奴隷達を解放されるのですか？」

「ええ、彼らは海賊達に捕まっていた被害者ですから」

　港町の役人の確認に首肯する。

　海賊達に多額の賞金がかかっていたし、レベルが比較的高いので犯罪奴隷としての売却代金も結構な額になる。

　それに彼らが持っていた何本かの火杖はなかなかの値段が付くのだ。

「ペンドラゴン士爵、これから海賊の本拠を叩きに行くが、卿も参加するかね？」

「いいえ、それは閣下にお任せ致します」

　武装した守護の男爵が、部下を引き連れて出ていった。

　海賊の本拠は彼らが溜ため込んだお宝が期待できるので、オレに声を掛けたのだろう。

　その日は奴隷から解放した名士の屋敷でもてなされた。

　ファンタジー風コンパニオンなお姉さん達もいっぱい呼んでくれたのだが、アリサとミーアの鉄壁コンビのガードで、まったくお近付きになれなかった。

　なお、解放した奴隷達のその後だが、救出した名士が発起人となった新しい交易商会に就職したらしい。

　彼らの新しい門出を祝って、海賊から奪った例のガレー船は彼らに進呈しておいた。

　それに感激した新商会長が、商会の旗をオレの家紋を真ま似ねて「槍やりのようなペンに巻き付くシーサーペント」にし、商会名もその旗から筆ふで巻まき龍りゆう商会と命名していたようだ。
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「さて、そろそろ南に進路を向けようか」

　翌日、鼬イタチ帝国の尾行船もスウトアンデル方向に引き返していくのを確認した。

　越領してまでオレ達を追跡する気はなかったようだ。

　半日ほど南寄りの航路で西進し、周囲に耳目がなくなったところで、飛行モードに変えて南に進路を向けた。

「やっぱ、浮遊船モードの方がいいわね」

「ん、快適」

　揺れのなくなった船で、アリサとミーアが嬉うれしそうにしている。

「この先のイシュラリエに大トロが待っているのよね？」

「ああ、そうだよ」

　もちろん、待っているのはマグロだが、わざわざ訂正する事はないだろう。

　すぐに大トロに変わるだろうしね。

　人の目がないのを良いことに、全速力で海上を駆け抜け、オレ達の船は瞬く間にガニーカ侯爵領のエリアを抜け、魔物の領域へと入った。

「いない……」

　なぜか噂うわさのマグロがマップ検索に引っかかってこなかった。

「もっと先なのかしらね」

「そうだな」

　アリサの呟つぶやきに首肯する。

　大丈夫、いないならいるところまで行けば良いのだから。

　オレのマップからは逃げられないからね。

「退屈」

　ミーアが呟く横では、ナナがレイにシガ国語を教えている。

「幼生体、リピートアフターミーだと告げます」

「よせたい」

「唇の動きをよく見て欲しいと訴えます。幼生体、です」

「よーせたい」

　教える単語に偏りがあるが、酷ひどい時はミーアが介入するから大丈夫だろう。

「平和ね～」

「ん」

　そんな二人を眺めていたアリサが気け怠だるそうに呟いて甲板の上に並べたクッションに寝転び、ミーアもその横に転がった。

「平和なのは良いことですよ」

「そうだね」

　微笑ほほえみながら告げるルルの言葉に首肯する。

　甲板に四よつん這ばいになって警戒していたタマが、不思議そうな顔でこちらを見たので、他言無用の手信号を送った。

　海底から襲いかかろうとしていたレベル五二の烏賊型海魔スキツド・クラーケンやその眷けん属ぞくらしき魚雷烏賊トーピード・スキツドの群れは、タマ以外に気付かれる事なく、新しい水魔法「追尾銛リモート・ハープーン」の餌え食じきとなった。

　死し骸がいを回収するために「理力の手マジツク・ハンド」が届く距離まで引きつけたのだが、真下からの接近だったので誰だれも気がつかなかったのだろう。

　この「追尾銛リモート・ハープーン」は魔法の矢マジツク・アローと同様に一二〇本同時に放てるので、レベル五〇くらいの敵なら余裕で始末できそうだ。

　残念ながら、烏賊型海魔スキツド・クラーケンは食材としてはイマイチだった。変なアンモニア臭が強くてどんな調理法でも消せなかったのだ。防具素材やインクなどの用途には有用なので、そちらの方面で使おうと思う。

　一方で、魚雷烏賊トーピード・スキツドは普通に美お味いしかったため、今日のお昼はイカ尽くしとなった。

「美味です」

「ふらい、うみゃ～？」

「茹ゆでリングも、くにゅくにゅして美味しいのです」

　イカフライや茹でてから照り焼きにしたイカを獣娘達が美味しそうに食べる。

「刺身もいいけど、やっぱ、いかそうめんよね」

「うん、美う味まい。新鮮だから、ぷるぷるしてる」

「はい、とても、『美味しい』、です」

　いつもは刺身を食べるのはオレとアリサだけなのだが、今日はレイも参加していた。

「幼生体、お腹なかを壊すと忠告します」

「ん、寄生虫、危険」

　ナナとミーアが生ものをレイから遠ざけようと奮闘している。

　当然ながら、寄生虫や卵がないのは確認済みだ。

　マグロが手に入ったら寿す司しを作ろうと心に決め、午後はマグロ包丁の準備に取りかかった。




「サトゥーさん、これは、『オリハルコン』、ちがう？」

　シガ国語を練習しながら問い掛けるレイに首肯する。

『そうだよ、オリハルコンだ』

　オレは前部甲板を立ち入り禁止にして、エルフ式の錬成装置を立ち上げてオリハルコンのインゴットを作っている。

『──オリハルコン、神々とエルフ達にしか作れない神秘の金属。ララキエ王朝でも幾度も錬成を試み、決してなしえなかった錬成最奥の秘術』

　久々にレイがトランス状態になって語る。

　しばし待つと、レイの瞳ひとみに焦点が戻ってきた。

『また、何かを、語っていました、か？』

『ああ、オリハルコンの説明をしてくれていた』

『記憶の片隅に、少し、残っています。オリハルコンは、人には作れない、金属』

　おっと、少し記憶喪失が改善しつつあるようだ。

『サトゥーさん、あなたは何──いえ、何でも、ありません』

　レイはまだ何か言いたそうだったが、そのまま口を閉ざしてナナ達の方へ去っていった。

　何が言いたかったのかは気になるが、むりやり聞き出すような事でもないので、オレはマグロ包丁作製の続きを行う。

　魔法回路も搭載しないシンプルな包丁なので、さほど手間はかからなかった。




「ここにもいないのか……」

　黄金のマグロ包丁を完成させて、満を持して次のエリアに入ったのに、こちらにもマグロはいなかった。

　イシュラリエまで行かないと出会えないのかもしれない。

　代わりにこんなのが出た──。

「うっはー、ネッシーよ！　リアルネッシーじゃない。ピュイとか鳴かないかしら？」

　海面を割って現れたのは、首長竜にそっくりな古海獣だ。海かい龍りゆう諸島で見かけたモササウルスもどきと同じジャンルの魔物だ。

　ＵＭＡとして有名な部類だから気持ちは解わからなくもないが、それを鑑かんがみてもアリサのテンションがおかしい。

　それに、鳴き声が「ピュイ」っていうのはどこから出てきたんだろう？

「蒲かば焼やきよ！　我が胃袋の前にひれ伏す事を推奨します！」

　ナナにとって首や胴体の長い生き物は、蒲焼きにする食材のような認識らしい。

　──ＨＵＲＯＯＯＯＵＮＮ！

　ナナの挑発に食いついた首長竜が、空気を震わせるような激しい咆ほう哮こうを上げる。

「あ、あんなのピュイ吉じゃない」

　元ネタはよく分からないが、何か首長竜と交流するハートフルな物語を思い出しているようだ。

　アリサが目め尻じりに涙を浮かべてハンカチを引き裂いている。

　小芝居なのは判わかるが、歯を痛めそうだったのでやんわりと取り上げておいた。

「……■■　水縛ウオータ・ホールド」

「今です！」

「くびかり～？」

「とー、なのです！」

　首長竜はミーアの水魔法で縛られ、動きを止めたところを獣娘達に討ち取られていた。レベルも二〇ほどだったし、見た目ほど強くなかったらしい。

　なお、食材としてはシーサーペントよりも癖のある感じで少し固めだったが、味の濃い料理に使えば問題ない感じだった。




「花の島」

「はなのしま、『綺き麗れい』、です」

「ミーアと幼生体に同意します」

　首長竜との遭遇から二時間ほど南進したところで、南国風の花が咲き乱れる島に遭遇した。

　なお、レイは神じん代だい語交じりのシガ国語で話しているようだ。

「ご主人様、上陸したい！」

「いいけど、虚空服着用だよ？」

　オレの発言にアリサが首を傾かしげて「どういう事よ」と問う。

「あの花は全部毒草なんだよ」

　ＡＲ表示された情報によると、主に動物向けの神経毒や睡眠毒が多い。

　魔法薬の材料になるので、「気体操作エア・コントロール」で毒が流れて来ないように注意しながら接近し、「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして適当な数を採取する。

「綺麗なものには毒があるのね」

　島を離れる時に、アリサが妙なしなを作りながらそんな事を言っていた。

　そういうセリフは大人な外見になってから言って欲しい。

　なお、見張り台で居眠りしていたタマとポチは、リザに叱しかられていた。

　どうりで、第一発見者がミーアだったはずだ。

　島を迂う回かいしていると、島の中央で朽ちた金属フレームが花々に埋もれていた。

『ビァーキィ後期型浮き船、ララキエで最も多く建造された傑作船──』

　トランス状態になったレイの言葉からすると、あの遺跡はララキエ時代の浮き船のようだ。

　マップや「遠見クレアボヤンス」の魔法で確認したが、遺跡の中にめぼしいモノもなかったので、そのままスルーする事にした。




「何かしら、砂？」

「火山灰みたいだね」

　花の島を見つけた翌日、風に乗って火山灰が飛んでいるのにアリサが気付いた。

　魔法による気体操作エア・コントロールがあるので、甲板には降り積もらない。どうやら、エリアの中心付近にある火山島から流れてくるようだ。

　一つ前の魔物の領域と違い、こちらのエリアには人の住む集落が幾つかあった。

　人の行き来の少なそうな南の島を訪問するのも楽しそうだが、オレは先にやる事がある。

　出かける準備をしていると、アリサが心配そうな顔を向けた。

「──危ない事はしないでよ？」

「大丈夫だよ。ちょっと刻印板の設置ついでに採取してくるだけだからさ」

　オレはアリサに軽い口調で告げる。

　火山島といえば、硫黄や火ひ石いしが大量ゲットできるボーナスステージみたいなものだからね。

　安全圏まで船を移動させてから、オレは飛翔靴フライング・ブーツで船を離れ、十分に距離を取ってから閃せん駆くで一〇キロほど離れた火山まで移動してみた。

「うん、大気圏内で長距離移動はヤバイ」

　オレは吹き飛んだシャツを新しい物と交換し、生活魔法の「消臭デオドラント」で焦げ臭さを消し去る。

　縮地と同じく、魔法的手段で移動するから大丈夫かと思ったが、距離が長すぎるとそれなりに空気の影響を受けるらしい。慣性は移動後に消えるのに不思議な話だ。

「お、噴火した」

　オレは風防キヤノピーの魔法で火山灰や噴煙から身を守り、自在盾フレキシブル・シールドを翳かざして火山弾を防ぐ。

「やっぱ、火系の魔物が多いね」

　地上から火球フアイア・ボールを吐く真っ赤な蛙かえるや暗赤色の炎を纏まとった人魂のような魔物達が襲ってきたので、術理魔法の「誘導矢リモート・アロー」で纏めて始末しておく。

　エルフの里で得た知識によると、こいつらの死骸はそれなりにレアな素材らしいので、面倒のない範囲で回収しよう。

　火口の中央には赤く光る溶岩があり、火口周辺のひび割れから黄色い硫黄が顔を覗のぞかせていた。

「硫黄や火山灰はタップリ採取できたけど、火石が全然見当たらない……」

　少しぼやきながらマップを検索してみたところ、溶岩の中に大量の火石がある事が判った。微量だが、上位素材の火晶珠の欠片かけらもあるようだ。

　溶岩の中には、この領域の主である「炎獣」という種族のレベル八二の魔物も生息している。この魔物には珍しく固有名があり、「炎王」と表示されていた。

　火炎ブレスを得意とし、物理攻撃を半減させる種族特性があるようだ。火系、光系の攻撃は無効らしい。

　オレは魔法欄から中級攻撃魔法の「爆縮インプロージヨン」を準備する。

　炎を消すのは爆風が一番だって何かの本に書いてあったしね。

　──ＷＹＡＮＮＧＹＷＡＡＡＡＡＡＷＮ。

　溶岩を割って、炎王が現れた。

「ティラノだとぉおおお！」

　なぜか、有名恐竜のティラノサウルスにしか見えない姿だ。

　驚いて思わず全力で横っ面を蹴け飛とばしてしまい、その流れで無防備に晒さらされた首を反射的に爆縮インプロージヨンで吹き飛ばして倒してしまった。

　巻き込まれないように爆縮インプロージヨンの焦点を炎王の背後に設定したせいで、首なし死骸になったようだ。

　レベル差があったので簡単に倒せたが、体長七〇メートル以上もあるうえに、空も飛んでいたので、割と強敵だったのかもしれない。

　朱色から紅色のグラデーションの肌をした炎王の死骸をストレージに回収し、溶岩の中に伸ばした「理力の手マジツク・ハンド」で、巨岩サイズの火石や火晶珠の欠片を採取する。

　採取を終えてホクホク顔で視線を上げたところ、火口の一角に隠れていた人工の建造物が目に入った。

「──なんだろう？」

　オレが天駆で近寄ると神殿風の建造物である事が分かった。

　前に都市岩島で見た海底神殿そっくりの造りだ。

　手荒く破壊されていたが、人が入るくらいのスペースはあるようなので、神殿の中に足を踏み入れる。

「固定化の魔法がないにしては、劣化や風化が少ないね」

　思ったよりも神殿が破壊されたのは最近らしい。

　神殿の奥には何かの封印装置のような物があり、機能を停止していた。

　どうも、この装置で先ほどの炎王を封印していたようだ。

　炎王はフェニックスのような復活系の種族固有能力やスキルは持っていなかったし、装置はこのまま放置しても大丈夫だろう。

　オレは火山噴火が起こっても大丈夫そうな場所に刻印板を設置してから、溶けたブーツや服を着替えて仲間達の所に帰った。
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　進路上にあった島の一つに立ち寄ってみたところ──。

「ぱいなっぷ～？」

「バナナが最高なのです」

「キウイやマンゴーもあるのね」

　たっぷりの南国フルーツと出会う事ができた。

　ミーアを見た島の長が非常に友好的だったのだ。

　島の周囲には魔物もおらず実に平和な場所だった。

　その理由は──。

『魔払碑──被支配地域に配られたララキエ製の魔物避よけ魔法装置』

　──とレイが語る円えん錐すい形の魔法装置のお陰らしい。

　この島の人はレイと同じような褐色の肌をした人族が多く、黒い瞳と黒い髪をしている。赤系の一枚の布を肩から垂らしたような服を着ている人が多い。

　それだけだと女性は片方の胸が晒される事になるので、白い胸帯を別に巻いていた。

　ほとんどの人が細い木片を糸で繫つないだようなアクセサリーを手足や首に飾っている。飾りの豪華さで村での地位が分かるようだ。

『こんなに分けて戴いただいて良かったのですか？』

『かまわぬ、エルフ様への献上品だ』

　船長が話すのはウジャ島語という、シガ国語よりもサガ帝国語に似た感じの音韻をした島独自の言語だった。

　スキルは手に入ったが、この島の固有言語のようなので、「翻訳：下級レツサー・トランスレート」の魔法で会話を通訳している。

　もしかしたら、ララキエの末まつ裔えいかと思ったけど、まったく関係ないようだ。

『それに、我らも異国の酒や見た事のない食い物を分けて貰もらった』

　男性には透き通ったシガ酒や苦みのあるエールが歓迎された。この島の地酒がフルーツを発酵させた甘い濁り酒だから、違うものが珍しかったのだろう。

　食べ物はヒュドラ肉の唐揚げやクジラ肉──大怪魚トヴケゼェーラのステーキだ。

　その返礼として、村の人達も「滅多に食べないご馳ち走そう」というウミガメのスープを振る舞ってくれた。スッポンほどではないが、夜を持て余しそうな味だった。

『サトゥー、これ飲む』

　高校生くらいの可愛かわいらしい村長の娘さんが、食後に何やら黒い液体の入ったカップを持ってきた。

　彼女の胸帯は他の子達の半分くらいの幅しかないので、布からはみ出た部分がなかなかボリューム豊富で魅惑的だ。

　相手が高校生くらいの子供でなかったら、思わず口説いてしまったに違いない。

『これは、「ココア」ですか？』

　──苦い。口の中に粉っぽい苦みが広がる。

　ここのココアは砂糖や粉乳が入っていないらしい。

『ここあ？　これは「愛の滴」。飲んだ二人は一緒に愛を確かめ合って、子供を授けて貰うの』

　オレの質問に、村長の娘が熱い口調と視線でオレに迫る。

　だが、そんな行為を、アリサとミーアの鉄壁ペアが見逃すはずもなく──。

「おおっと、地元のラバさんなんてダメよ！」

「ん、禁止」

　アリサの言う「ラバさん」はよく知らない単語だ。

　きっと昭和的な死語なのだろう。

『強い希まれ人びとが子種贈るのはあたりまえ。村の娘達の中で私が選ばれた』

　村人の中に人物鑑定スキルを持つ者がいたらしい。

　これまでの人里と同様に、レイには認識阻害の魔法道具マジツク・アイテムを装備させているので問題ないだろう。ナナには「人成りの護符アミユレツト・オブ・ヒユーマン」があるしね。

「そんな民俗学系の漫画に出てきそうな設定は却下よ！」

　アリサがよく分からない理屈で村の風習を否定する。

『サトゥーは「愛の滴」飲んだ』

　オレが口を付けたカップを指差して村長の娘が訴える。

　これを飲むのは求婚の承諾を表すのかな？

　オレはカップの口を手で塞ふさぎ、掌てのひら越しにストレージから砂糖とミルクを足して、「理力の糸マジツク・ストリング」でかき混ぜる。

『味見してみるかい？』

『あれ？　さっき確かに飲んだはず』

　元と同じ量に戻ったカップを見て、木ぼく訥とつな村長の娘が首を傾げる。

　村長の娘はカップから漂う甘い香りに惹ひかれ、そのまま口を付けた。

『甘くて美お味いしい。サトゥー何をした？』

『神様の奇跡だよ。きっと愛を育はぐくむのは早いって言っているんだ』

　オレは詐術スキルの助けを借りて、村長の娘を煙けむに巻く。

『……そうか、分かった』

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、甘いココアの魅力に負けて飲み干した後、そう告げて村人達の所に去っていった。

　彼女には悪いけど、伴はん侶りよは村人の中から探して欲しい。




『エルフ様、旅路が健やかである事をお祈りします』

「ん、歓待感謝」

　翌朝、出立するオレ達を島中の人間が見送りに来た。

　村長の言葉にミーアが短く答えると、周りの村人達は平伏してその言葉をありがたがっていた。

『サトゥー殿、この海域には「火吹き島」と呼ばれる呪のろわれた島がある。そこには海をも燃やすという恐ろしい炎獣が封印されていると村に伝わっておるのだ』

　村長が真しん摯しな表情でオレに告げる。

　そんなに深刻な顔をされると、炎獣──炎王を既に退治したとは言いづらい。

『もし、海上に噴煙が見えたら、舵かじを切って速やかに離れよ』

『ご忠告感謝します』

　村長の言葉に首肯し、島を後にした。

　オレ達はカカオが自生する幾つもの無人島を巡り、チョコレート作りに必要な材料や南国フルーツを大量確保して回った。

　もちろん、採取し尽くすようなマナーの悪い事はしてはいない。

　刻印板を設置済みなので、何度でも採取に来られるからね。







　海洋国家イシュラリエ





〝サトゥーです。海洋国家と聞くと、なぜか太平洋に浮かぶ人工島を思い描いてしまいます。おそらくＳＦ系の物語で、印象深い海洋国家があったのでしょう。〟






「あれがイシュラリエ？」

　アリサが前方の島に見える建造物を指差す。

　火山島の次のエリアに、この「イシュラリエ王国」があった。

　四国ほどの大きな島を中心に、大小数百の島々からなる島国のようだ。一番大きな島は中央部に湖のような内海を持ち、その内海の中央にイシュラリエの王都がある。

　都市核シテイ・コアの力で気候を調整しているらしく、この辺りは亜熱帯風だった直前のエリアと違って初夏の気候だった。

「そうみたいだね」

　マップを確認しながら、アリサの言葉に生返事をする。

　アリサが見つけたのはドーナツ型の島の外縁にある集落のようだ。

　海を含めた広さはオーユゴック公爵領くらいだが、人口は少なく公爵領と比べて一割程度しかない。人口のほとんどは大きな島に集まっているようだ。

　噂うわさ通り王国海域内の海賊は凄すごく多いのだが、標準の航路から外れていたせいで一隻も遭遇しなかった。

「魔物はあんまり出なかったわね」

「そりゃ、魔物の領域の方が多いさ」

　海産物が色々手に入ったし、緑水晶の身体からだをしたタツの落とし子や、空飛ぶサメみたいな怪魚エア・フイツシユのヒレなんかは良い値段で取引されそうだ。

　もっとも、売る予定はないけどさ。

「やっぱそうよね。それでさ、わたしの大トロはどうなったの？」

　アリサが食欲に満ちた問いを口にする。

　気持ちは分かるが、検索しているのはマグロだ。

「それがこのエリアにもいないみたいだ」

　回遊範囲が広いのか、どこにも見当たらなかった。

「マスター、小型飛空艇が来たと報告します」

　ナナの指差す方に視線を向けると、風ふ呂ろ桶おけにトンボの翅はねを付けたような飛行物体が近付いてくるのが見えた。乗っているのはゴーグルを付けたダルマヒゲの男だ。

『貴公きつさんらは海賊きやーぞくや否や！』





[image: ]「イシュラリエ語」スキルを得た。






　この国の言葉は古代語に近い発音のようだ。

　ララキエの末裔なら神じん代だい語の亜種を使うと思ったのだが……。

　とりあえず調査のためにも、スキルにポイントを割り振って有効化アクテイベートしておこう。「翻訳：下級レツサー・トランスレート」の魔法だと文字までは読めないんだよね。

「問う！　貴公、海賊、否！」

　オレが返答しないでいると、ダルマヒゲの男は片言のシガ国語で問い直してきた。

『こちらはシガ王国の交易船だ！　イシュラリエ王都への入港を希望する』

　オレがそう告げると、僅わずかな問答の末、内海へと通じる唯一のゲートへと案内してくれた。

「おっき～」

「凄く凄いのです」

　ゲートの崖がけ上にはドーム型の砦とりでがあり、巨大な魔砲が二門設置してあった。

『──トトリエ第八世代型魔砲。竜砲とも呼ばれ、ララキエ王朝でも最高の攻撃力を発揮した。この竜砲によってトトリエの魔砲技術は世界最高だともてはやされたが、嫉しつ妬とにかられたララキエの技術者が元老院を巻き込み、トトリエ王族を反逆者に仕立て上げ、浮き城ごと墜落刑へと処した。竜砲は逃亡した王子が持ち去った後、行方不明となり、歴史から消え去った──』

　レイがトランス状態で、神代語の長文を捲まくし立たてた。

「幼生体は博識だと褒めます」

「え？　ナナさん？」

　ナナに抱き上げられて我に返ったレイが、戸惑いの言葉を漏らした。

　驚いた時もシガ国語が出るくらい馴な染じんだようだ。ナナとの学習だけじゃなく、他の子達との交流も影響しているのかもね。




　オレ達の船は崖の間の狭い水路を抜け、内海へと向かう。

「なんだか、左右からのし掛かられるようで怖いですね」

「大丈夫ですよ、ルル。いざという時はご主人様が守って下さいます」

　普段なら自分達が守ると言いそうなリザだが、崖崩れのような自然災害クラスだとオレに振るようだ。

　もちろん、崖崩れでも津波でも守ってあげるけどさ。

「兵隊さん～？」

「いっぱいいるのです」

　タマとポチが見つけたのは、崖の壁面を抉えぐって作られた防衛用の駐屯地のようだ。

　年少組が兵士達に手を振ると、向こうも気さくに手を振り返してくれていた。

　船は内海に出て、そのまま中央の島へと向かう。

「内海はすいぶん快適ね」

　アリサが呟つぶやく通り、春くらいの気温だし、波も薙ないでいて船の揺れも少ない。

　内海には沢山の小さな漁船が浮かび、南国風のカラフルな魚を獲とっている。

「まきまき～？」

「渦巻きの街なのです」

「ん、巻き貝」

　タマ、ポチ、ミーアがイシュラリエの王都がある島を見上げてそんな感想を漏らした。

　貝殻の外側を削り落としたような多層の街だ。

　むしろ、ファンタジー世界よりはＳＦなんかに出てきそうな印象を受ける。

　黙っていたアリサが、「来るかしら？」と呟いたタイミングで、レイの瞳ひとみが焦点を失う。

『トトリエ様式の建造物──渦巻き構造は浮き島トトリエの特徴』

　レイがトランス状態になって解説してくれるが、今度の解説は短かった。

　先ほどの竜砲といい、この島の住人はララキエ王朝時代のトトリエという国の末まつ裔えいみたいだ。

　たぶん、属国みたいな感じの国だったのだろう。

「おっきな船～？」

「オールと帆が付いてて強そうなのです！」

　港の一角には軍艦専用のドックがあり、そこには大型戦列砲艦五隻と中小の軍艦が四〇隻ほど入港していた。

　ポチが言うように、この国の軍艦は櫂かい付き帆船のようだ。

　小国の軍隊とは思えない規模だと思うが、魔物が跋ばつ扈こする海域で国を維持しようと思ったらこの程度は必要なのだろう。

　大型艦のほとんどは木製だったが、中央の旗艦だけはミスリル合金製で、他の四隻よりも一回り大きい。

　なんだかボロボロで、戦闘帰りのような雰囲気だ。

『炎獣が──』

　気になるワードが軍港の方から風に乗って届いたので、「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」の空間魔法を使ってみた。「聞き耳」スキルだと、遠すぎてそれ以上拾えなかったんだよね。

『艦長！　早馬は走らせた。それより部下の話は本当か？』

『事実だ。火吹き島の封印が解かれ、炎獣が復活していた。上陸部隊は全滅、他の艦も我らを逃がすために炎獣に挑んで……』

『いったい何者が炎獣を復活など──』

『骸がい骨こつ王おうだ』

『──何？』

『近隣の島の者が、空飛ぶ幽霊船ゴースト・シツプを見たと言っておった』

『なんと！　ならば、きゃつの狙ねらいはイシュラリエの竜砲か！』

『うむ、炎獣をけしかけ、我が国を炎に沈めたところを襲うつもりだろう』

『ララギを落とすために、迂う遠えんな事だ』

　──なるほどね。

　知らない内に骸骨王の陰謀を打ち砕いていたみたいだ。

　オレはマップを開いて骸骨王とユーネイアの動向を確認する。

　骸骨王の方は朝見たときと変わらず幽界にいるが、ユーネイアは海魔領域という見知らぬエリアにいるのが分かった。

　活動を再開しはじめたようだし、そろそろ警戒を強めた方が良さそうだ。





◆






『トトリエ離宮、宮殿型浮き船。王子が逃亡に用いた年代の物に酷似』

　イシュラリエに到着した翌日、オレはレイを連れてイシュラリエ王城へと訪れていた。

「その娘は大丈夫かね？」

「ええ、少し独り言が多いだけです」

　オレ達が王城へ訪れる事になった原因である貿易省の役人が、レイを気味悪そうに見下ろす。

　イシュラリエに到着したオレ達の船がシガ王国の所属と知った彼が、シガ王国産の絹を求めて交渉に訪れたのだ。

「王女殿下の成人の儀式に使う絹が必要なのだ！」

　そう告げる彼の弱みにつけ込んで、絹を献上する代わりにイシュラリエ王への謁見を交換条件に持ちかけた。

　よっぽどせっぱつまっていたらしく、翌日には謁見が叶かない、こうして訪れているわけだ。

　もちろん、わざわざ王族に接触するのはレイの記憶を刺激して、記憶喪失が治らないか試すためである。

『ネネリエ紋様。浮き島ネネリエ発祥の彫刻。ララキエ王朝では広く使われていた』

　トランス状態のレイの呟きを耳にしながら、王宮の建物をよく見てみる。

　幾本もの柱はアーチ状の構造物を介してその上の柱を支える反復構造になっており、ドーム状の荘厳な空間を作り上げていた。

　ヨーロッパ旅行の時に見かけた様式そっくりだ。なんとかソフィア大聖堂という場所に似ているかな？

「イシュラリエ王の所では呟かないように口を押さえておきますから、大丈夫ですよ」

　心配そうな役人に微笑ほほえみ返し、案内の女官の後ろを追う。

　東ローマ帝国風の男性用衣装と異なり、女性は短いベストのような上着と巻きスカートの組み合わせの上から布を纏まとっているので、前を歩かれるとちらちらと背中の曲線が見えていて素敵だ。

　正面から見ると、お臍へそのあたりが露出している。

　東ローマ帝国風とアラビアンナイト風な衣装を合わせたような感じだ。

　広大なドームを進むと、中央奥に玉座が設しつらえてあった。

　オレ達の歩く場所よりも二段ほど高くなっている。

　レイがドームを見上げて解説してくれていたが、謁見が近いので軽い衝撃を与えて強制的にトランス状態を解除させた。

　気のせいかトランス状態と通常状態への変化がスムーズになってきた気がする。

「そなたが我が娘のために布を献上したいという商人か？」

　玉座に立て膝ひざで座っていたイシュラリエ王がオレを見下ろして尋ねてきた。もちろん、イシュラリエ語だ。

　壮年のイシュラリエ王はちょい悪オヤジ風で、いかにも若い頃ころは遊んでいましたという雰囲気を醸し出していた。

　彼の王冠は帯状の金糸を織った布に「天てん涙るいの雫しずく」をふんだんに使ったモノで、シガ王国の王冠とはまた違った趣がある。

　天涙の雫はキラキラと照明を反射する真球の宝石で、シガ王国の貴族達に珍重されるのがよく分かる──あれ？　これアルアだ。

　ＡＲ表示には「天涙の雫：アルア樹脂」と書かれてある。鑑定アナライズスキルだと、普通に「天涙の雫」とだけ表示されていた。

　アルアはエルフの里で手に入れた素材で、船の甲板コーティングやタマやポチが愛用している割れないカップやお皿に重宝している。

　オレはマップ検索して、アルア樹脂の元になる樹木があるか探してみた。

　無人の島の一つに生えているようだ。

　たぶん、王家で独占して「天涙の雫」を生産しているのだろう。

　オレは好奇心が満たされたので、注意を眼前のイシュラリエ王に戻す。

「はじめまして、イシュラリエ王。私はシガ王国ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　直接問い掛けられたら直答しても良いそうなので、オレは自己紹介をして貴族の礼をする。

　ムーノ男爵領の新人貴族講習で教えて貰もらった「他国の王」への礼の仕方を憶おぼえていて良かった。

「商人ではなく貴族だったか。許せ」

　イシュラリエ王は鷹おう揚ように頷うなずくと、オレに先を促した。

　どうやら、急な謁見申請だったせいで、ちゃんと伝わっていなかったようだ。

「こちらが、シガ王国よりお持ちした翠かわせみ絹きぬでございます」

「翠絹だと！」

　イシュラリエ王や横の役人だけでなく、周りの貴族達も驚きの声を上げた。

　一国の王が驚くほどの品でもないと思うんだが……。

「魔導王国ララギの馬ば鹿かげた関税を抜けてくるとは、酒爵の地位でも持っておるのか？」

　なんでも、魔導王国ララギがイシュラリエへの嫌がらせに、自国を通過する船の翠絹に本体価格の一〇〇倍もの関税を掛けているそうだ。

　魔導王国ララギの名産である朱絹を売りつけ、「天涙の雫」を有利な条件で買い付けるためにやっているらしい。

　イシュラリエ王国の人の話なので、話半分で聞いておこう。

「翠絹──しかも、これほどの最上級品を献上物に持ってきたという事は、『天涙の雫』の交易権を望むか──良かろう」

　役人や王の傍らに控える大臣達から悲鳴に近いどよめきが起こる。

「その前に少し話がある。ついて参れ」

　イシュラリエ王がそう告げて軽快に玉座から立ち上がると、オレについてくるように告げて、玉座の後ろにある王族専用の通路へと入っていった。

　役人は後ろで止められていたが、レイはちゃんと同行している。




『水天球──風かぜ石いしと水みず石いしを使った恒常的に水球を浮かべる魔法装置』

　通路の途中に飾られていたオブジェを見て、トランス状態になったレイが呟く。

　この専用通路は暗殺をまったく警戒していないようなオープンな廊下で、柱の間から城館や城下町が見下ろせる。

『博識な娘だ。ララギ王家の縁の者か？』

　どうやら、イシュラリエ王は神代語が話せるらしい。

「分かりません。記憶喪失で遭難していたところを助けたのです」

『ほう、若いのに神代語が解わかるか……王子の家庭教師でもやらぬか？　名誉士爵よりはマシな爵位をやるぞ』

　どこまで本気か判わからないイシュラリエ王の提案をやんわりと断ると、彼はそれに固執せずに興味をレイに移した。

『あれが何か判るか？』

　イシュラリエ王が王城の天てつ辺ぺんにある謎なぞオブジェを指差す。

『天てん護ご光こう蓋がい、神々が天空人に与えた守りの力』

『そうだ、天護光蓋と竜砲を備えるイシュラリエには骸骨王も手を出せん』

　ここで炎獣ではなく骸骨王の名前を出した意味が少し気になる。

　骸骨王の名を聞いてトランス状態から戻ったレイが何か言いたそうにしていた。

　だが、最後まで何も口にする事はなかった。




「──王子の護衛ですか？」

「そうだ、もうすぐララギの『天想祭』があるのは知っておろう？　親善のために王子を派遣するのが習わしとなっておるのだ」

　イシュラリエ王の私室に招かれたオレ達は、彼から意外な依頼をされていた。

　たぶん、炎獣の襲撃を警戒して、王子を隣国に逃がそうと考えているのだろう。

　それでも、初対面の相手に大切な子供を預けるのは少し警戒心が足りない。

「なぜ、私のような他国の者に依頼されるのでしょう？　イシュラリエには大陸にまで知れ渡った立派な海軍があるではありませんか」

「軍には炎──いや、なんでもない」

　イシュラリエ王が炎獣の事を口にしようとして口くち篭ごもった。

「先ほどの話はなかった事にして欲しい。代わりに先触れの使者を運んでくれ。小型船でも従者のおらぬ使者の一人くらいなら運べよう？」

　どう見ても、使者に化けた王子様フラグなんですけど。

「報酬はこれだ」

　イシュラリエ王がテーブルの上に置いたのは「天涙の雫」が詰まった巾きん着ちやくだった。

　どう見ても使者一人を運ぶ対価ではない。

「使者一人を運ぶには多すぎると──」

「その分、急ぎだ。一日で準備させる。明後日あさつてまでにはイシュラリエを発たて」

　オレの言葉に被かぶせるように、イシュラリエ王が要求を告げる。

　なるほど、普通の船なら出港準備をするのが精一杯で、積み荷を売るヒマも買うヒマもない。

　損失補ほ塡てんと迷惑料も込みだと言いたいようだ。

「承知いたしました。微力を尽くします」

　自分の子供が可愛かわいいのはどこの世界も一緒だね。

　王子様には魔導王国ララギのお祭り見物でもして羽を伸ばして貰えばいいだろう。

「そうか！　引き受けてくれるか！　城内に部屋を与える。今夜と明日あしたの晩ばん餐さんにも顔を出せ」

　そう告げると、イシュラリエ王はオレ達を下がらせた。

　ララキエについて少し聞きたかったのだが、それは晩餐の席で良いだろう。





◆






「ご主人様！　こっちこっち！」

　空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサに呼ばれたオレは城下町の商店街へとやってきていた。

　どうやら、裏路地にある貝殻細工店に用があるらしい。

　看板にはゲームブックで女神をしていそうな「リーブラ」という店名が書かれてあった。この国の単語で「ブラ」は細工店を示すので、「リー細工店」という意味合いなのだろう。

「どう！　凄すごいでしょ！」

「ああ、確かに、これは凄いね。工芸品っていうよりは芸術品って言った方が良さそうだ」

　精せい緻ちな加工を施した貝細工の一つを眺めていると意外な事が判わかった。

　相場が安すぎる。大物こそ銀貨の値段が付いていたが、それ以外のほとんどはどれも銅貨一枚だ。

「これは幾らだい？」

「どれも、三銅貨ですよ」

　店主は普通に相場の三倍を要求してきたが問題ない。

　本来ならここから相場まで値切るのだろうが、これを値切るのは優れた技術への冒ぼう瀆とくだと思う。

「ね！　安いでしょ」

「そうだな」

　アリサの言葉に首肯する。これだけの細工なら、少なくとも金貨一枚は行くはずだ。

　特に一番の大物である真珠と貝殻の王冠は、ぜひとも鰭ひれ人ひと──人魚の美女に被らせてみたい。きっと海底王国の女王様のように見えるに違いない。

「これなら交易品にいけそうじゃない？」

　なるほど、それでオレを呼んだのか。

　アリサ達には一人金貨一枚分の小遣いを与えてあるので、このくらいの小物なら好きに買えるはずだしね。

　王都や迷宮都市の貴族達への贈り物に丁度良いし、ここはアリサの提案に乗っておこう。

　交易で大おお儲もうけというシチュエーションには憧あこがれるしね。

「そういう訳で在庫があるなら買い付けたいんだけど？」

「は、はい。そちらのお嬢様に言われて倉庫を調べてきました」

　店主によると、在庫は三〇〇個ほどあるものの、店頭にあるような芸術品クラスの品は一五個ほどしかないとの事だった。

「シガ王国の貨幣しかないんだけど、それでもいいかな？」

「ええ、もちろんです。シガ王国の銅貨は混ぜ物が少ないから、商人も手数料なしで交換してくれますから」

　イシュラリエ銅貨はシガ王国の銅貨の三分の一ほどの大きさしかないので、店主の最初の値段告知は相場通りだった事が判った。

　どちらにせよ、そのままだと安すぎるので、ちょっと上乗せしておこう。

「貴族様、宜よろしかったら、私の友人の店も見て戴いただけないでしょうか？」

　支払いを終えた所で、店主がそんな事を言い出したので、仲間達を引き連れて、真珠細工、珊さん瑚ご細工の店も回って、交易品を増やす事になった。

　なお、真珠細工店はライブラ、珊瑚細工店はトリブラという名前だ。

　どちらのお店も芸術性が高く、貝細工店に負けない良品が揃そろっていた。特に珊瑚細工は在庫が豊富で、アクセサリーからインテリアまで幅広いラインナップだったので、たっぷり大人買いした。

　シガ王国の内陸部では珊瑚や真珠は貴重品だからね。
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「サバーン・イシュ──」

　自己紹介の途中で、垂れ目のイケメン王子がイシュラリエ王から肘ひじ打ちを喰くらっていた。

　たぶん、偽名ではなく王子の名前を言おうとしたのだろう。

　晩餐会に訪れたのはオレだけで、他の子達は与えられた部屋でご馳ち走そうを食べているはずだ。

　オレは晩餐会前に、イシュラリエ王から運送予定の使者という建前の王子と引き合わされていた。

「サバイシュと言う。ララギまでの旅路をよしなに頼む」

　王族口調でそう告げる王子に、イシュラリエ王が苦い顔をしている。

　オレは「気付いていませんよ」という雰囲気を出しながら、サバイシュに自己紹介をしておいた。

　しばしの会話の後に、国王にララキエについて聞いてみた。

「ララキエに興味があるのか？」

「はい、ララキエについて研究しておりまして」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、適当な理由をでっち上げる。

　さすがに、半幽霊ハーフ・ゴーストのレイを故郷に帰すためだと正直に告げても信じて貰えないからね。

「宝探しなら止やめておけ」

　オレンジ色のカクテルが入ったゴブレットを口に運びながら、イシュラリエ王が諭すように告げる。

「かのフルー帝国でさえ、ララキエの宝を求めて失敗したのだ」

　よく分からないので、イシュラリエ王が話の先を語るのを待つ。

「我が国の古文書に載っておる。かの帝国が魔王と戦うために神代の兵器を求め、ララギの東に大艦隊を出した」

　マップを開いて位置関係を確認する。

　魔導王国ララギが現在いるイシュラリエの南西だから、この国の南東方向かな？

「海かい龍りゆう諸島との間にある『海魔領域』で、『海王の落とし子』達に為なす術すべなく敗れたと、ただ一隻だけ帰ってきた船の艦長が証言を残している」

　港にあったミスリル合金製の軍艦は、その時のフルー帝国の生き残りから奪った物らしい。

「『落とし子』どものお陰で、欲深い帝国艦隊は滅び、我が国の自治も竜砲も奪われずに済んだのだ」

　たまには魔物も役に立つ、と言ってイシュラリエ王が楽しそうに笑う。

　彼によると、「海王の落とし子」というのは「海魔領域」に生息する多種多様な蛸型海魔オクトパス・クラーケンの総称らしい。

「ララキエが沈んでいるのが、だだっぴろい『海魔領域』なのは間違いないと言われているが、あんな場所に行くのは自殺志願者だけだ。止めておけ、止めておけ」

　そう告げると、イシュラリエ王は王子を伴って、晩餐会場へと入っていった。

　なお、晩餐は魚料理が多く、特に巨大魚の煮付けは信じられないほど美味だった。

　残念ながら、刺身はなかったが、どの料理も熟練の技が冴さえていて舌を楽しませてくれる。

　そんな風にイシュラリエでのんびりできたのもこの日までで、翌日の未明には王の意向で慌ただしく出港する事になってしまった。
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「──ペンドラゴン卿きよう、私はもうダメだ」

　サバーン王子がオレの腕の中で、泣き言を囁ささやいている。

　出港してほどなく、サバーン王子が船酔いでダウンしてしまったのだ。

　船室の入り口から、アリサの「サトゥー×サバイシュね！　色白ショタと褐色垂れ目もアリだわ」とかいう変な発言を聞き流し、脱力する王子を支える。

「大げさですよ。船酔いの薬ならありますから」

「すまぬが、私は船酔いの薬が効かぬのだ」

　それにしても、海洋国家の王子が船に弱いというのも珍しい。

「では、眠くなるお薬を差し上げましょう」

「助かる。眠っている内にララギへ着く事を期待する」

　継続性の高い睡眠魔法薬を飲ませた王子を、船首楼にある客室のベッドに横たえる。

　王子が航海中に眠っていてくれるなら、飛行モードも使えて楽だ。

「──アリサ」

　さっきから腐った瞳ひとみでぐふぐふ言っていたアリサの頭をポカリと叩たたいて、船室の外に出る。

　護衛と見送りの船は外門までしか付いてこなかった。

　おそらく、イシュラリエの軍艦は炎獣に備えるのだろう。




「ご主人様、また海賊です！」

「今度は小型ガレー船が三隻か」

　イシュラリエを出発して半日が過ぎた。スウトアンデル市の酒場で聞いたように、イシュラリエと魔導王国ララギを結ぶ航路には海賊が多い。

　海賊を捕縛しても、イシュラリエや魔導王国ララギまで運ぶのが面倒だったので、罪科の軽い海賊達は追い払い、重犯罪者だらけの海賊は海賊船を沈める方向で処理する事にしている。

　ガレー船は島陰から襲ってくる事が多いので、海賊達は近くの島に泳ぎ着いていた。

　もっとも、魔物の棲すむ無人島で生き延びられるかどうかは、彼らの努力と運次第だろう。

　襲ってきた海賊船の中には魚や亀の巨大な魔物の背に船のような構造物を載せた変わり種もあったが、特に区別せずに処理した。もちろん、土台の魚や亀は食材コースだ。

「どっち？」

「重い方だ」

　アリサの質問に海賊達の罪科について答え、先制攻撃の魔法を使う。

　奴隷はいないようなので、オレは遠慮なく水壁ウオーター・ウオールの魔法で海賊船を転覆させ、露出した船底を短気絶弾シヨート・スタンで砕いて沈めるというルーチンワークをこなした。

「マスター、航路変更を進言します」

「そうだな」

　ナナの言葉に首肯しマップを開く。

　そろそろイシュラリエのマップ外に出るようだ。

　そのままエリアが変わるのを待ち、「全マップ探査」の魔法で「魔導王国ララギ」を調べる。

　エリアの広さはイシュラリエと同じくらい、人口はイシュラリエの三割増しといった所だろう。王都のある島はかなり大きくて北海道ほどの面積がある。

　イシュラリエと同様に人族が中心の国で、亜人種はほとんどいない。僅わずかに辺境の島に、海かい棲せいの亜人が暮らしているくらいだ。

　イシュラリエにはあれほどいた海賊も、魔導王国ララギ方面にはほとんどいない。

　イシュラリエと、反対側の砂糖航路と魔導王国ララギを結ぶ海域にだけ存在しているようだ。

　この魔導王国ララギはイシュラリエよりも暑い気候に都市核を調整しているらしく、ララギの王都方面に近付くほどに気温が上がっている気がする。

「アリサ、いたぞ」

「ほえ？」

　オレの唐突な一言にアリサが気の抜けた返事をする。

「マグロがいた」

「ど、どこに?!」

「ララギの東南東の海域に数匹いる。たぶん、そっちが生息域なんだろう」

　オレはアリサに話しながら、弾丸鮪まぐろにマーカーを付けた。




　──これで、もう絶対に逃がさない。




「ちょっと遠いから、ララギでの用事を済ませてから向かおう」

　アリサと見つめ合い、どちらからともなく笑い出した。

　山葵わさびのストックもツマ用の大根もあるし、酢飯用の白米や酢も準備万端だから、あとはマグロがくればバッチリだ。
















　それまでの間に酢飯やにぎりの練習をしておかないとね。
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「あっちに帆船なのです」

　最初にその船を発見したのは、展望台で監視任務についていたポチだ。

　そのポチの言葉に、シュラウドに足を絡めて「ぐで～」と伸びていたタマが、耳をピクピク震わせる。

　タマがシャカシャカとシュラウドを登り、展望台にいるポチから遠とお見み筒づつを受け取って船を眺めた。

「誰もいない～？」

　タマが呟つぶやいた通り、前方から来る船は無人だった。

　マップで確認してみると、航路上に四集団二八隻の船が無人で漂流していた。

　いくつかの船は座礁しているようだが、それにしても多い。

　無人なのが、不可解だ。

　マップを見る限り、魔物も潜んでいない。

「何かしらね？」

　さっきのタマと同様に、暑い気候でぐったりとしたアリサが手でひさしを作って前方の船を見つめる。

「むぅ？」

「マスター、幼生体の髪飾りが光っていると告げます」

　ミーアとナナが淡い青い光を帯びたレイの髪飾りの事を報告してくれた。

「サトゥーさん」

「大丈夫だよ、瘴しよう気きを浄化しているみたいだ」

　不安そうなレイにそう告げて、オレは瘴気視を有効にする。

　──うげっ。

　前方から接近する無人漂流船は、真っ黒に塗りつぶされたような瘴気に覆われている。

　瘴気のオーラは触手のように無人漂流船の周りに伸び、その一本がオレ達の船にも届いていた。

　船を覆う尋常ではない瘴気から、犯人が人外なのは確定と言えるだろう。

　スウトアンデルの酒場で聞いた骸骨王の「漂流船」の逸話から考えて、骸骨王は幽霊船団の再構築に乗り出したのかもしれない。

　とりあえず、考察を突き詰める前に漂流船の方を先に調査しよう。

　そのためにも──。

「すぐに瘴気を払うから待ってて」

　オレは普段は漏らさないようにしている精霊光を全開にし、周辺の瘴気を払う。オレの極彩色の精霊光に触れた瘴気が蒸発するように消えていく。

　エルフの里で精霊光は瘴気を払うと教えて貰もらったのだが、こうして目の当たりにするとなかなか凄すごい。

「ちょっと、向こうの船を見てくるよ」

「き、気を付けてよ！」

　心配そうなアリサの声に手を振って返し、無人漂流船を浄化しつつ船内を探索する。

　船内の魔力炉は稼働状態のまま、さらに食事中のテーブルや煮詰まって焦げ付いた鍋なべを見るに、どうも不測の事態が突然発生したようだ。

　料理の傷み方から見て、船から人がいなくなったのは一両日以内といったところだろう。

　無人漂流船で有名なメアリー・セレスト号事件のように、積み荷はそのままで船員達だけがいなくなっていた。

　船長室にあった書類から、この船がシガ王国の交易船団の旗艦である事が判った。ビスタール公爵という人の船団らしい。

　聞き覚えのない名前だったので、貴族の情報を満載したトルマメモを確認してみる。

　そこにはシガ王国の三公爵の一人で、オーユゴック公爵の政敵と書かれてあった。彼の領地はシガ王国の北西にあり、小王国諸国を挟んでサガ帝国へと向かい合う位置にあるらしい。

　ビスタール公爵についての興味を満たしたところで、探索の続きを行う。

　船長室の金庫の中には魔法の品や交易用の金貨が収納されたままになっており、普通の海賊の仕業ではない事が窺うかがえる。




「あと三隻？」

　前方に姿を現した無人漂流船を見ながらアリサが尋ねてきた。

「いや、この二五隻目で最後だ」

　オレ達は最初の遭遇から一時間ほど、飛行モードで漂流船を回収して回っており、これが最後の一隻となる。

　残り三隻はオレが回収する前に、海の魔物に沈められてしまっていた。

　もちろん、残ざん骸がいや積み荷は可能な限り回収してある。

　こんなに短い時間に三隻も沈むような海域で二五隻も回収できたって事は、予想以上に近い場所で骸骨王達が行動していたという事なんだろう。

　今までは朝晩の二回だけしか動向を確認していなかったけど、毎時一回くらいはマーカー一覧を確認するようにした方が良さそうだ。

「やっぱり、骸骨王の仕業なのかしらね」

「たぶんね」

　スウトアンデルの酒場で「襲われた船乗り達は死んだ後もヤツの幽霊船団で永遠に働かされ続ける」や「人の乗っていない漂流船は骸骨王に襲われた証あかし」という話があった。

　骸骨王は船員達の命を奪った上で、亡者として新たな船員の列に加えたのだろう。

　オレは理力の手マジツク・ハンドを伸ばして、無人漂流船をストレージに収納する。

　ストレージ内だと、無人漂流船をフォルダのように開いて、瘴気を船内にあるアイテムとして移動できるので便利だったのだ。

「消え、ました」

「ばにしゅ～？」

「ろすと、なのです」

　最初は無人漂流船が消えるのを見て驚いていたレイも、今では慣れた感じだ。

　タマやポチと一緒に、船が消えて小さく渦巻く海を面白そうに眺めている。

「幼生体、あまり身を乗り出すと落ちると告げます」

「ん、危険」

「はい、ごめんなさい」

　ナナとミーアが注意すると、レイは素直に従って手て摺すりから身体からだを降ろした。

「タマは～？」

「ポチは危なくないのです？」

「もちろん、危ないですよ。落ちる前に甲板に戻りなさい」

　放置されて寂しそうに呟くタマとポチの頭を、リザがコツンと叩いて優しく叱しかる。

「あい～？」

「はいなのです」

　叱られたのに、タマとポチが嬉うれしそうな顔で、ぴょこんと跳ねて甲板へ飛び降りた。




「ご主人様！　人がいます！」

　ライフル型をした狙そ撃げき用魔法銃のスコープを覗のぞいていたルルが、珍しく大きな声で叫んだ。

　この魔法銃は沈没船から発掘した小型魔砲の回路を流用してみた。

　威力はオリジナルの小型魔砲の一割もないが、個人が携行できる武器としてはなかなかのモノになったと思う。

　蒼そう貨かを使った魔力バッテリーも装備したので、ルルの魔力でも射撃できる。

「あっ！　沈みました！」

　おっと、悠長にしている場合じゃなかったようだ。

　オレは船を飛び立ち、「透視スルーアイ」と「理力の手マジツク・ハンド」の魔法を使って漂流者を海中から拾い上げる。

　瘴気に中あてられて意識を失っているようだったので、治療を施して客室の一つに寝かしつけた。

　船が襲われた時の様子を確認したかったのだが、思ったよりも衰弱が激しいので、彼から事情聴取ができるのは魔導王国ララギに到着してからになりそうだ。

「ふ～ん、シガ王国の貴族か」

「ああ、アシネン侯爵家の次男みたいだね」

　トルマメモによると、アシネン侯爵家は王都の門閥貴族の中でも結構な勢力を持つようだ。

　しかも、現当主である彼の父親は、オレ達が訪れる予定の迷宮都市セリビーラの太守をしている。

　なかなかの奇縁だね。

「それじゃ、進路をララギに向けよう。途中で何カ所か海賊のアジトの近くを通るから、今のうちに武装しておいて」

「承知致しました」

　オレのリクエストにリザが首肯し、仲間達を連れて階下へ降りていった。

「サトゥー、さん」

「なんだい？」

　甲板に残ったレイが、深刻な表情でオレに声を掛けた。

「なんだか、胸の奥が、ざわざわ、します」

　もしかして、骸骨王やユーネイアの襲撃を察知したのかと思ってマップを検索してみたが、そういった兆候はない。

　せいぜい、魔導王国ララギの沖数キロの海中にレベル五〇ほどの蛸型海魔オクトパス・クラーケンが移動しているくらいだ。

　このくらいの魔物なら、どの海域にも一匹くらいはいたので特筆するほどの事でもない。

　念のため警戒していたものの、海賊退治を終えて魔導王国ララギに到着しても、レイの不安が顕現する事はなかった。

　きっと、気のせいだったのだろう。




　東京湾ほどもある大きな湾の最奥に、魔導王国ララギの都がある。

　湾の入り口はシガ王国と違い、物理的な水門ではなく、魔法的な不可視の結界が張られていた。エルフ達の故郷を護まもる「ボルエナンの森の結界」に近い感じだ。魔導王国というだけはあるね。

「ななめ～？」

「傾いているのです？」

　タマとポチが傾斜した魔導王国ララギの都を見上げて、身体ごと首を傾かしげた。

　もしかして、水平に見えるか試しているのだろうか？

『ララキエ北端出城ララギ、陸おか人びとへの懲罰を担当する戦闘用の浮き城』

　トランス状態になったレイが、都を見上げて語る。

　白色の建造物が沢山見える。中央にある巨大な円えん錐すい状の建物が王城なのだろう。天てつ辺ぺんにはイシュラリエ王城にもあった天護光蓋らしき謎なぞオブジェがある。

　王城周辺の建造物は背が高いものが多いが、外縁部は二階建てや平屋が中心のようだ。

　都市が全体的に傾いているのは、たぶん地上に不時着した時の名残だろう。

「なんだか、甘い匂においが、します」

「お菓子の香りだと告げます」

「ん、砂糖」

　トランス状態から戻ったレイが、風に乗って届く甘い香りに目を細める。

　この魔導王国ララギは砂糖航路の中でも、一番の砂糖の生産地だからだろう。王都の中にも砂糖の精製所があるようだ。

　どんなお菓子があるかナナやミーアと話すレイの横顔には、海賊退治前に見せた不安そうな様子は残っていなかった。







　魔導王国ララギ





〝サトゥーです。ファンタジーで酒好きの筆頭というとドワーフですが、異世界の船乗り達も負けていないようです。陽気な船乗り達とジョッキで飲み交わすラム酒は格別な味がします。〟






「後ろの船はガバト商会の『曇天丸』か？　なぜ、その船をシガ王国の貴族である貴公が連れているのだ？」

　港湾局の職員が、オレ達の船の後ろにあった大型商船を見て眉まゆを顰ひそめた。

　なお、彼の話すララギ語のスキルは既にゲットしてある。イシュラリエ語に近い感じの言葉だ。

「こちらの船は無人で漂流していた所を回収いたしました。船内には──」

「局長！　船内に怪しい風体の男達が満載されております」

　オレが言うよりも早く僚船に移乗した職員が叫び声を上げた。

「──途中の海域で襲ってきた海賊達を積んであります」

　合計で九隻の海賊船と三箇所の拠点から回収した者達だ。

　なお、海賊に攫さらわれていた被害者達は、オレ達の船の甲板に分けてある。

　そういった事を港湾局の応接室で局長氏や職員達に説明し、報奨金の受け取りや海賊達の売却同意書にサインして手続きを終えた。

　海賊達にはガレー船の漕こぎ手という新しい永久就職先が待っているようだ。

　書類を持った港湾局職員と入れ替わりに、リザとナナが入ってきた。

「ご主人様、港湾局の職員の紹介で借り上げた宿に、海賊からの救助者と侯爵令息を収容いたしました」

「ありがとう、リザ」

　ララギ王都に知り合いのいる者達は既に帰らせてある。

　それ以外の者のうち、帰る場所のある者は路銀を与え、帰る場所のない者については当面の生活費を与えて、その後は自活して貰おうと思う。

　これらの費用は海賊やアジトの宝物の売却益から捻ねん出しゆつする予定だ。

　なお、海賊退治の報奨金は仲間達の貯金フォルダへ入れてある。

　書類作成が終わり、軽く伸びをしたところに、部屋をノックしてルルが現れた。

「ご主人様、お客様です」

　そんなルルを押しのけるようにして、一人の初老男性が部屋に飛び込んできた。

「こちらにサバーン殿下がいらっしゃるというのは本当か！」

　どうやら、イシュラリエの大使が現れたようだ。

「ええ、サバイシュ殿なら、あちらのソファーで寛くつろいでおられますよ」

　バレバレだが、オレが運んだのはイシュラリエ王の使者サバイシュなので、建前を通した。

　もっとも、大使はまったく頓とん着ちやくしていないようだったが。

「殿下！」

「うむ、出迎え大儀である」

　同じく隠す気が欠片かけらもないサバーン王子が鷹おう揚ように答えた。

　大使と何やら話していた王子がこちらを振り向いて口を開いた。

「では、サトゥー、行こう」

「どこにでしょう？」

　関係者に王子を渡したら終了だと思ったんだが、何か手続きがいるのかな？

「父上から聞いている。ララギ王から古代ララキエ王朝の話を聞きたいのだろう？　父が絶賛していた博識な娘も連れてきて良いぞ」

　なるほど、サプライズ報酬という訳か。

　オレはサバーン王子とイシュラリエ王に感謝して、その厚意に甘えさせて貰もらう事にした。




「久しいな、サバーン王子」

「ララギ王もご壮健で何より」

　トランス状態になりっぱなしのレイの口を塞ふさぎながら、ララギ王とサバーン王子の会話に耳を傾ける。

　ララギ王は海賊と言った方が似合っていそうな厳いかつい顔立ちをした壮年男性だ。

　東ローマ風だったイシュラリエの服装と異なり、暑い魔導王国ララギでは南国風の衣装が主流だ。男性も女性も肌の露出が多く、透けて見える薄い布を重ね着するのが流行らしい。

　赤系の衣装が多いのはララギ産の朱絹をふんだんに使っているからだろう。

「して、サバーン王子。後ろの二人が何者か、そろそろ教えてはくれまいか？」

「こちらの二人はシガ王国の貴族にして、古代ララキエ王朝の研究者でございます」

　王子の説明に、ララギ王が不快そうに表情を険しくした。

『研究者にしては若過ぎる』

『はじめまして、ララギ王。私はシガ王国ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します』

　ララギ王に反論するのもどうかと思ったので、オレは彼と同じ神じん代だい語で自己紹介をして「他国の王」への礼をする。

『ほう、研究者を名乗るだけはある』

　険の取れた表情で、ララギ王が面白そうに呟つぶやいた。

　そうだ、今のうちに献上品を渡しておこう。

　ここの王様は珍しい酒を持ってきた者に「酒士」「酒爵」のような称号を与えて厚遇するそうなので、空気を読んで献上品には酒器などではなくダイレクトに美酒を選んだ。

　オレとしては爵位自体はどうでも良く、美酒に気をよくした国王がララキエの話をしてくれるのを期待している。

　オレが合図すると、王城の使用人達が献上品の箱が載ったワゴンを国王の前に運んでくれた。

「こちらはララギ王への謁見を賜ったお礼でございます」

「ふん、また代わり映えのせぬシガ酒か、『王桜』か『白霊山』のどちらかだろう」

　興きよう醒ざめといった雰囲気で箱を開けさせたララギ王が眉を曇らせる。

「ワインと赤い粒の浮かんだ清酒、それに琥こ珀はく色いろのは麦の蒸留酒か？」

「それぞれ、『妖精葡萄酒ブラウニー・ワイン』、『レプラコーンの血潮』、『スプリガンの秘宝』と呼ばれる妖よう精せい族のお酒です」

「な、なんだと！　これが有名な『幻の妖精葡萄酒』か！　こちらの二種類も名前だけは聞いた事がある伝説の酒ではないか！」

　なかなか好感触だ。

「す、するとこちらの小瓶は『樹人の雫しずく』か！」

「いえ、小瓶は違います」

　テンションの上がっていたララギ王が、オレの否定の言葉に少しクールダウンした。

「そ、そうか、さすがに実在するかも定かではない『樹人の雫』ではなかったか。では最後のはなんだ？　よもや、つまらぬ酒ではあるまい？」

「はい、そちらの小瓶は竜泉酒という──」

「竜泉酒だとっ！！！」

　オレの言葉の途中で、ララギ王が取り乱して立ち上がった。

　彼の取り乱した様子に、思わず一歩後ろに引いてしまう。

「こ、これが成竜以上の竜にしか作れぬという、神話に出てくる酒か！」

　おおう、ついに神話の領域に突入したらしい。

「ま、待て、まさか騙かたりではなかろうな。鑑定士を呼べ！　今すぐだ！」

　ララギ王が大声で叫ぶのに合わせたように、通用口から一人の老人が転げるように入ってきた。

　どうやら先に彼の家臣が呼んでいたようだ。

「この小瓶を鑑定しろ！」

「し、しばしお待ちを」

　落ち着きのないララギ王に怯おびえながらも、鑑定士の老人は小瓶の中身が「黒竜の竜泉酒」だと認定してくれた。

「どうやって、これほどの酒を」

「はい、サガ帝国の勇者様と黒竜を退ける任務に出向いたおりに、竜泉酒を湛たたえる泉を見つけましてございます。泉はすぐに枯れてしまいましたが、先に汲くみ上あげてあった小瓶を勇者さまより分けて戴いただいたのです」

　あの時の竜泉酒は公都地下に住むオークのガ・ホウ達にプレゼントしてなくなってしまったが、今回の酒も同じ黒竜ヘイロンが作った「竜泉酒」なので問題ないだろう。

「これは酒仙と名高いララギ王に献上するべきと思い、こうしてお持ち致しました次第にございます」

　詐術スキルが暴走気味で、少しおべんちゃらが過ぎたようだ。

　念のため、オーユゴック公爵に貰った「オーユゴック公爵領退竜勲章」を見せて納得して貰った。

「まさか、本物の退竜者と会えるとは思わなかったぞ」

　ララギ王がヒーローを見る少年の瞳ひとみでそう告げる。

　実際に黒竜を退けたのはサガ帝国の勇者ハヤトだと言ったのだが、竜泉酒でテンションＭＡＸになった彼は聞く耳を持ってくれなかった。

「うむ、貴公には酒爵では足りぬ、酒侯の位を授けよう！　これからも良い酒があったら献上するが良い！」

　ララギ王の宣言に、周りの大臣達が驚きの声を上げた。

「酒侯など三〇〇年ぶりではないか？」

「だが、三種の妖精酒に加え、伝説の竜泉酒まで献上したのだ。酒爵では足りぬと言う王の言葉も納得いく」

「まさにまさに！　酒侯こそが相応ふさわしい」

「ああ、ほんの一滴で良いから、竜泉酒を味わってみたいものだ」

　どうやら、この国は大臣達まで吞のん兵べ衛えらしい。

　酒侯というのは聞いた事がないけど、酒爵の上の地位のようだ。

　これらの特殊な爵位は普通の貴族と違って、基本的に酒を献上する義務くらいしかない代わりに、国政に参加する資格はなく、権利は王城に自由に出入りする事と交易時の免税特権くらいしかないとの事だった。

「これほどの銘酒の対価に爵位だけでは足りぬ。何か欲しい物はあるか？　王女を嫁に欲しいというのなら、継承権の低い第二六王女あたりなら構わぬぞ」

　いやいや、そういうのはいいから。

　それにしても、二六人も王女がいるのは凄すごい。奥さんが一体何人いるのか気になる。

「では、古代ララキエ王朝のお話を聞かせて戴けないでしょうか？」

　オレは嫁取り話をスルーして、献上品で横道に逸それた話を本題に戻した。

　空気のような扱いだったサバーン王子が、オレの横でほっと吐息を漏らす。

「よかろう、ペンドラゴン卿きよう。ララキエの話が聞きたいなら語ってやろう。ララギ王は代々ララキエの歴史を語る伝承者でもあるのだからな」

　オレの望みは上機嫌のララギ王に快諾され、オレ達は別室に案内されて、彼からララキエの話を聞かせて貰える事になった。

　同席しているのはオレとレイ、それから幾人かの護衛や楽士に加えて、魔導王国ララギの王太子である。

　役目を果たしてくれたサバーン王子は、長旅の疲れを口実に謁見の間から辞去していた。マップ情報によるとララギ王の娘と会っているようだ。奇遇な事に、先ほど話に出た第二六王女らしい。

　そんな事を考えている間にララギ王の準備が終わったようで、厳かな雰囲気で語り出した。

　ララギ王の語る言葉は神代語のようだ。

『今より二万と八千年前、神々の恩おん寵ちようを受けた王が浮き島ララキエを与えられた』

　おお、ずいぶんと昔の話だったらしい。

『神々に選ばれしララキエの民は地上の蒙もう昧まいな者達を導く役目を与えられ、人々から「天空人」と崇あがめられ讃たたえられん』

　冒頭から選民思想たっぷりな出だしだが、その後も奮っていた。

『ララキエに反旗を翻す愚かな民人には、神に成り代わり『天罰砲』を用いて浄化し、良き民をその地へと導きぬ』

　いやいや、正しい事のように謳うたってるけど、敵対する国を滅ぼして植民地化しただけだよね？

　なんていうかツッコミどころが多い。

　渋いララギ王の朗々とした語り口調と、伴奏する楽士達の荘厳な曲に騙だまされそうになるが、ララキエは神々から与えられた力を背景にした、かなりヤバイ国家だったようだ。

　それにたしか──。

　天罰砲というと海かい龍りゆう諸島沖に沈んでいたアダマンタイト合金製の装甲さえ軽々と切り裂く、強力なものだったはず。

　そんなモノを向けられたら、都市核シテイ・コアの力で守られた領主や王の城だって危なそうだ。

『──黄金の時も果実のように落ちる時が訪れぬ』

　おっと、新章突入かな？

『魔神に導かれし、狗く頭とうの魔王が地の果てに現れ、神にまつろわぬ邪悪な信徒を増やさん』

　狗頭の魔王か──よく耳にする名前だ。

　ムーノ男爵の城で聞いた話によると、邪神とも言われる最強の魔王だという話だったはず。

　確かオーユゴック公爵領の地下で「黄金の猪いのしし王おう」もその名前を口にしていたし、骸がい骨こつ王おうも怨えん嗟さの声を向けていた。

　なんだか、このまま話を聞いていたら、「狗頭の魔王」と戦う未来が待っていそうで嫌な感じだ。

『邪悪なる狗頭の魔王、敬けい虔けんなる神官巫み女こを執しつ拗ように狙ねらい、世界の神殿全すべてを焼き払う』

　やっぱり魔王だけあって、圧政から民衆を救うような正義の味方ではなかったらしい。

　このフレーズの後に、生々しい虐殺の様子が語られていたが、ちょっとグロすぎるので、全て聞き流した。こういう昔語りはもう少しソフトにして欲しいね。

『天空人に「邪神」と呼ばれし「狗頭の魔王」、邪悪なる信徒に「浮き城」を墜おとす邪法を授けん。さらに眷けん属ぞくたる海王、炎王、空王、陸王を信徒に授け、暴虐の限りを尽くす』

　あの火山島で倒したのが、狗頭の眷属だったのか。

　もしかして、ララキエの沈む「海魔領域」には他の三種類の眷属も眠っていたりするんだろうか？

　全部倒したら、狗頭登場なんていうゲーム的なギミックは止やめて欲しいね。

　その後も長々とララギ王の語りは続いたが、簡単に纏まとめると狗頭は一柱の神に打ち倒され、炎王と陸王は神の使徒により封印、空王は天竜に追われて空の彼方かなたに逃げ去り、そして──。

『神の浮き島ララキエは、最後の女王の献身により、海王を海の底へと封印せしめん』

　──と結ばれて終わった。

　良かった、この流れなら、狗頭登場はなさそうだ。

　それにしても、天罰砲を持つララキエが海王を封印するに留とどめたということは、アダマンタイト合金を軽々と引き裂く天罰砲でさえも、海王を倒しきれなかったという事なのか……。

　海王に出会ったら自重なしに、オーバーキル上等で高出力の攻撃を叩たたき込こむ事にしよう。

　なお、この魔導王国ララギの王族や市民は、ララキエから脱出した人々の末まつ裔えいとの事だった。




「父上、素晴らしい語りでした」

「この語りは疲れる。『命の水』を持て！」

　息子の称賛に悪い気はしないらしく、上機嫌で女官に飲み物を持ってこさせる。

　彼の言う「命の水」とはラム酒の銘柄らしい。

　ラム酒の少し甘いアルコールの香りが部屋に広がる。

　どうやら、彼はホットで飲むのが好きなようだ。

「どうだ、ペンドラゴン卿──」

　ララギ王が言葉の途中で止め、女官の一人に布を持ってくるように告げた。

　彼の視線を追うと、オレの横に座っていたレイが、トランス状態の顔で滂ぼう沱だの涙を流していた。

　女官の一人が手渡してくれた布で、レイの涙を拭ふいてやる。

「サトゥーさん、なんだか、とっても、悲しいです」

　記憶が戻ったわけではなさそうだが、ララギ王の語りで感情だけがフィードバックしたようだ。

　レイのただならぬ様子に、その日はお開きとなり、オレ達は王の私室を辞去する事となった。

　ただし、去り際にララギ王から、こんなお誘いがあった。

「ペンドラゴン卿、三日後の『天想祭』には必ず来い。伝説の竜泉酒と出会わせてくれた礼に、王族にしか参列できぬ奥の院で『箱』を間近に見せてやろう」

「はい、是非！」

　思わぬサプライズに、少し礼を失した答え方をしてしまったが、ララギ王は気にした様子もなく頷うなずいてくれた。

　彼の言う「箱」とは、海龍諸島で助けたジートベルト男爵の言っていた「ララキエの箱」の事だろう。

　秘祭の参加にワクワクしながらも、オレは事件の予感を覚えていた。
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　オレは疲れて眠ってしまったレイを背負って王城の回廊を歩きながら、今まで見聞きした情報を整理する。

　色々と昔話が聞けたが、オレが気にするべき新情報としては、古代ララキエ王朝が神の力を背景にやりたい放題していたヤバめの国だったって事と、「最後の女王」の献身によって、海王を海の底へと封印したって事くらいだ。

　とりあえず、骸骨王の目的が「ララキエを空に戻す」事なのは確定として、空に戻すのに必要なのが「箱」と「鍵かぎ」、火晶珠の結晶の三つだったはず。

　鍵はレイの持つ鍵型の髪飾りとして、あとは箱と火晶珠の結晶か──。

　恐らく「箱」はララギにある「ララキエの箱」の事だろう。

　幽霊船長が言っていた「棺ひつぎ」の事かもしれないけど、手掛かりのない話まで考慮にいれると推測の邪魔になるので、ここでは忘れる事にする。

　次にオレは火晶珠の欠片かけらを手に入れた火山島を思い起こした。

「そういえば、骸骨王は狗頭と敵対しているはずなのに、どうして狗頭の眷属である炎王を解放したんだろう？」

　イシュラリエの軍人はイシュラリエの竜砲を奪うために炎王を解放したと考えていたし、竜砲の中に火晶珠の結晶が使われているのかもしれない。

　マップで定期的に確認しているが、イシュラリエに骸骨王が攻め込んだような被害はなさそうだ。

　──という事は今の所、残り三つのキーアイテムはどれも骸骨王の手には渡っていない事になる。

　あの無人漂流船を作り出したのが、オレの予想通り骸骨王だとして、攻めるのはイシュラリエかララギのどちらかだろう。

　どちらかというと、天想祭のあるララギを先に攻める気がする。

　たぶん、最初に骸骨王が狙うのは「ララキエの箱」である可能性が高い。

　それでも、一応アリサ達にはレイの鍵型の髪飾りが狙われている事と、普段身に着けているのがニセモノだという事を教えておこうと思う。

　ダミーを奪われないために、仲間達が怪け我がをしたら後悔してもしきれないからね。

　続いてオレは考察を進める。

「仮にその三つが骸骨王に奪われたとして問題はなんだろう？」

　オレは独り言を呟つぶやきながら思案する。

　骸骨王の望み通りララキエが空に飛んだとして、封印されていた「海王」が解放される事と骸骨王の手にアダマンタイト合金さえ切り裂く天罰砲を持つ「浮き島ララキエ」が渡るくらいだ。

　軽く世界の危機な気もするが、どちらも力業でなんとかなる。

　その結論に達したオレはホッと肩の力を抜く。

「海なら周辺被害もないだろうし、全力でやっても大丈夫だろう」

　オレは夕焼け空に輝く一番星を見上げて、そっと呟いた。
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「「「かんぱーい！」」」

　王城での謁見を終えて戻った宿では、なにやら宴会が開かれていた。

　乾杯の音頭を取っているのは、漂流していたところを救助したアシネン侯爵次男のレイリー氏のようだ。

　衰弱して寝込んでいたとは思えないほど元気にジョッキを傾けている。

　そんな彼の横顔にある漫画のような紅葉腫ばれが目を引いた。

　たぶん、給仕のお姉さんにセクハラ的な事をしてビンタされたのだろう。

　仲間達は宴会に参加せず、宿の最上階の部屋にいるようなので、レイを休ませるためにも宴会場には寄らずにそのまま階段を上がった。

「ただいま」

「おかり～」

「なのです！」

　部屋の扉を開けると、タマとポチが凄い勢いで飛びついてきた。

　いつもと違う様子に部屋を見回すと、重苦しい雰囲気に満ちている。

　どうやら、タマとポチはこの雰囲気が嫌だったようだ。

「ご主人様！　ちょっと、聞いてよ！」

「むぅ、貴族男死刑」

　アリサとミーアの鉄壁コンビが憤慨した様子で迫ってくる。

　タマとポチはその剣幕を怖がって、オレの後ろに隠れてしまった。

「とりあえず、落ち着いて。タマとポチが怖がっているよ」

「あ……ごめん」

「謝罪」

　オレの一言でそれに気付いた二人が、クールダウンした。

　落ち着いた所で理由を聞いたところ、酔ったレイリー氏──いや、レイリーの野郎がナナを抱き寄せて、おっぱいを無遠慮に揉もんだらしい。

「ちょ、ちょっとご主人様？」

「なんだい？」

　セクハラ野郎に天てん誅ちゆうを下しに行こうとしたところを、アリサに止められた。

「凄すごく怖い顔よ？」

　ふと見回すと、タマが耳をペタンとさせ、ポチが尻しつ尾ぽを足の間に隠して涙目になっていた。

　いかんいかん、これじゃ、さっきのアリサを叱しかれないね。

　オレは深呼吸して、気持ちを落ち着ける。

「ちゃんと、報復はしたから大丈夫よ」

　アリサに続いて他の子達も口々に言う。

「びんた～？」

「ナナがバチーンって叩いたのです！」

「なかなか、腰の入った良い攻撃でした」

「往復ビンタでも良かったと思います」

　獣娘達に続いてルルも過激な発言をした。彼女もセクハラ野郎は嫌いなようだ。

　最後に平然とした顔のナナが口を開く。

「私のおっぱいはマスターのモノだと宣言します」

　それは素敵な宣言だが、誤解を招くので訂正して欲しい。

　アリサとミーアの鉄壁コンビの怒気はともかく、ルルの悲しそうな顔は胸に痛いからね。

　さて、報復済みと聞いても、このまま放置するのは良くないだろう。

　セクハラ野郎にはちゃんと釘くぎを刺しておかないとね。




「士爵様、こちらです！」

　オレの顔を見つけて叫んだのは、海賊のアジトで助けた青年だ。

「へー、彼がペンドラゴン士爵か。恩人殿、俺の横に！」

　手招きするセクハラ野郎の横に向かう。

「やー、君のお陰で海の藻も屑くずにならずに済んだ！　君には感謝してもしたりない。うちの親はシガ王国でも結構偉いからさ、きっと名誉准男爵くらいの地位は貰もらえるぜ」

　酔っ払ったセクハラ野郎が機嫌良さそうに喋しやべる。

「目が覚めたら海の上だし、周りは船の残ざん骸がいで一杯だったしさ。生きた心地がしなかったよ」

　言葉が途切れたところで苦情を言おうと口を開くが、彼のお喋りの方が早かった。

「そうそう、君には謝らないといけない。先ほど美しいご婦人を口説いたんだが、ペンドラゴン卿きようの細君だとは知らなくてね。無遠慮に彼女に言い寄ってしまって、すまなかった」

　先に謝られると、苦情が言いにくい。

　しかも、自分の頰ほおを指して「手痛い反撃を受けてしまったよ」と笑われてしまうと余計にね。

　貴族相手の傷害になるから、彼が訴えた場合、ナナが罪に問われてしまう。

「言葉以外の謝罪はシガ王国に戻ってからでいいかな？　今は手元不如意でね」

「ナナや仲間達に手を出さないと誓って戴いただけるなら、言葉以外の謝罪は不要です」

　それでも、一応、釘を刺しておこう。

「そうか、それならアシネン侯爵家の家名と王祖ヤマトに誓おう。レイリー・アシネンは今後二度とペンドラゴン卿の関係者に不ふ埒らちな行いはしない」

　セクハラ野郎ことレイリー氏が神妙な顔で胸に手を当てて宣言した。

　ムーノ男爵領の新人貴族講習では、家名と王祖ヤマトの名を出した誓いは一番信用できるという話だったので、彼の言葉は信じても良いだろう。

　反省しているようだし、この件はこれで終わりにした。

　もっとも、同じ事を繰り返したら、どこかの無人島で一人寂しく余生を過ごして貰う事になるけどね。

「──甲板で霧の海を眺めていたら、急に意識が遠のいて海に投げ出されたのさ。だから、どうやって船が沈められたかは知らないんだよ」

　遭難した時の話を聞いた時の彼の答えはこんな感じだった。

　恐らく、大量の瘴しよう気きを浴びて気を失って海に落ちたお陰で難を逃れたのだろう。

　彼はレベル一二しかない上に、スキルは「礼儀作法」「交渉」「物品鑑定」だけで、戦闘系のモノが全くない。

　そんな彼が漂流中に海の魔物に襲われなかったのはかなり運が良い。

　そんな強運のレイリー氏が、隣に座っていた男性に促されてオレに問い掛けてきた。

「ときに、ペンドラゴン卿。王城へ行っていたと聞いたのだが、もしかして酒爵の地位を得るために行ったのか？」

「いいえ、酒爵の地位は得ておりません。イシュラリエの要人を王城にお連れしただけです」

　オレが得たのは酒爵じゃなくて、酒侯だったからね。

　オレの言葉を聞いたレイリー氏と横の男性があからさまに落胆した。

「そうか……エルフを連れた君なら、幻の妖精葡萄酒あたりを献上して、酒爵の地位を得てくれているんじゃないかと期待していたんだが……」

「酒爵の地位に何かあるのですか？」

　どうしてそこまで酒爵の地位を気にするのか分からなかったので尋ねてみた。

「何を言っているんだ？　酒爵の地位があれば、あの忌々しい関税を二割まで減じられるではないか！　そうすれば、シガ王国の絹をイシュラリエに持ち込み、彼かの地の『天てん涙るいの雫しずく』をシガ王国で好きなだけ売うり捌さばける」

　そういえばイシュラリエ王国でも、絹の関税が高いと言っていたっけ。

「ペンドラゴン卿から船を借りて、行く当てのない連中を率いて交易でもと思ったんだが、酒爵の地位がないならそれも難しそうだ」

「船ですか？」

「ああ、『曇天丸』とか言う大型帆船があるだろ？　ガバト商会の連中が難癖を付けに来たが、きちんと追い払っておいたぞ」

　ああ、海賊の運搬に使った漂流船の事か。

　所有権はオレにあるらしいが、元の持ち主であるガバト商会が誠意を持って交渉に来たら返すつもりだった船だ。

　レイリー氏達の話によると、荒くれ者を率いて脅し取ろうとしたらしい。

「いやー、あの子達は強いね。海賊を倒した時の手際もすごかったらしいじゃないか」

　ガバト商会の長を言いくるめたのはレイリー氏だったそうだが、荒くれ者達はオレの仲間達が撃退したとの事だ。

　荒くれ者やガバト商会の人間は、宿の者が手配した衛兵に連行されていったらしい。

「俺の持つ酒士の爵位じゃ、交易が可能になるだけで、関税はほとんど変わらないんだ。秘蔵の『王桜』と『白霊山』を貢いだのに酒士なんてあんまりだと思わないか？」

「仕方ありませんよ、ララギ王は辛口のシガ酒があまりお好きではありませんからね」

　レイリー氏の嘆きを隣に座る男が慰める。

　ララギ王が言っていた銘柄は、レイリー氏が以前持ち込んだものだったようだ。

「命を救って戴いた士爵様に、ずうずうしいお願いなのですが、どうか新商会に出資していただけないでしょうか？」

　横にいた男性からも、そんなお願いをされた。

　海賊達の下から救出した行く当てのない人達を放置して、新たな海賊や犯罪者になったら寝覚めが悪いし、ストレージ内には使い道のない金が溢あふれている。

　この辺りで出資の一つもしてみるのもいいかもしれない。

「では、事業計画書を用意して戴けますか？」

「──事業計画書ですか？」

「はい、どのような航路でどのような商品をどれだけ扱うのか、経費の概算と利益の予想です」

　もちろん、不良債権化したら面白くないので、成功の見積もりくらいは立てて欲しいからね。

　見切り発車でＧＯサインを出すのは、最大の失敗フラグだからさ。

「わ、分かりました。『曇天丸』に詳しい者に積載量と速力を確認して、事業計画を書きます」

「ええ、期待しています」

　最初は戸惑っていた男性も、途中からはやる気に満ちた視線をオレに返してくれた。

　その辺りに興味のなさそうなレイリー氏は、「任せたぞ」と男性の肩を叩たたき、丸投げする気まんまんのようだった。

　彼の立てる事業計画によっては、出資金以外に交易船を追加しても良いし、彼らの内の誰だれかが酒爵の地位を得られるように、妖精葡萄酒を一本提供しても良いしね。
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「ふう、いい汗かいた」

「お疲れ様、アリサ」

　汗で光るアリサの額をハンカチで拭ぬぐってやる。

　交易所でのガラス細工売却ではアリサが大活躍してくれた。

「アリサのお陰で良い値で売れたよ」

「えへへ～、たまにはアリサちゃんの実ジツ力リキを見せないとね」

　オレに褒められて鼻高々なアリサの手を引いて皆の所に戻る。

　長くなりそうだったし、魔導王国ララギは暑いので近くの木陰で涼んで貰っていたのだ。

「すごい人だかりだね」

「はい、氷目当てみたいです」

　避暑用に置いた氷柱つららに人が集まったらしい。

　中には同じ衣装を着た少年少女も多く、ＡＲ表示によるとララギ魔法学校の学生という事が分かった。

　そういえば「魔導王国」だったっけ。

　滞在中にアリサやミーアを連れて、魔法学校や公立図書館なんかにも訪問するとしよう。

「かき氷の屋台でもやったら、大繁盛しそうよね」

「まったくだ」

　アリサの言葉に首肯し、皆の準備が終わった事を確認する。

「それじゃ行こうか」

　オレはそう告げて仲間達を促す。

「ちょっと、待ってくれ！　氷柱はこのままでいいのか？」

「ええ、そのまま皆さんで涼むのに使って下さい」

　氷柱を囲んでいた一人の質問にそう答えたところ、木陰を作る木の葉っぱが落ちそうな大歓声が人々から溢れた──暑いもんね。




「あまうま」

「ぬがーは甘くて強いのです」

「ん、美お味いし」

「すごく、甘いです」

　年少組は砂糖精製時の副産物である糖とう蜜みつのお菓子を食べて、あまりの甘さに驚いている。

　オレも歯が浮きそうになるくらい甘いお菓子は久々だ。

「指で掬すくうんじゃなくて、こっちの焼き菓子を浸して食べるみたいですよ」

　ルルが言うように、本来はナッツ入りの焼き菓子をシロップ状の糖蜜に付けて食べるようだ。

「美味です」

「マスター、甘味測定器が変調をきたしています。調整を希望します」

　リザは普通の反応だったが、ナナが口元を震わせてオレに迫ってきた。

　それだけ甘さが衝撃的だったのだろう。

　オレ達が見学した砂糖工場では、一般的な黒砂糖や糖蜜だけでなく、氷砂糖や真っ白に加工した上白糖まで商品ラインナップに入っていた。

　前者は広く交易に供されるようだが、後者は高価な上に生産量が少ないため、ほとんどが国内の貴族達の所で消費されてしまうらしい。

「ペンドラゴン酒侯様のご依頼でしたら、氷砂糖や白砂糖もご都合を付けますがいかがでしょう？」

「それは嬉うれしいですね。では港に倉庫を借りてあるので、そこに運んでおいて下さい」

　なぜかオレの酒侯授爵を知っていた砂糖工場のオーナーがそう提案してくれたので、素直に乗る事にした。もちろん、魔導王国ララギで安価な黒砂糖や糖蜜は大おお樽だる単位で大人買いしてある。

「そ、それでですね、酒侯様。実は──」

　オーナー氏の願いは意外な内容だった。

「『伝説の酒が飲みたい』ではなく、『どんな味か教えて欲しい』ですか？」

　妖精葡萄酒関係の話だとは想像していたが、お願いが少し予想の斜め上を突き抜けていた。

「はい、酒侯様ならお飲みになった事があるかと思いまして」

「百聞は一見にしかずとも言いますし、私の分を一口差し上げましょう」

　控えめな彼の様子に思わずほだされて、魔法薬用の小瓶に移した妖精葡萄酒を彼に差し出す。

「これはまさか！」

「他の方には内緒ですよ？」

　しばし、小瓶の口から漏れる香りにうっとりと目を細めたオーナーが、手を震わせながら小瓶の口に触れないように瓶を傾け、妖精葡萄酒を口内に流し込む。

　うっとりとするオーナーの幸せそうな顔を見ると、本当に酒が好きなのだと分かる。

　小瓶全すべてを飲み干さず、約束通り一口で終わらせたオーナーが、小瓶の蓋ふたをしてオレに返してきた。

「素晴らしいワインでした。私の貧弱な語ご彙いでは、この芳ほう醇じゆんなワインの片へん鱗りんすら語る事はできません」

　オーナーが感動に身を震わせながら、感想を呟つぶやく。

　オレは彼の差し戻した小瓶を掌てのひらで押し返す。

「それはあなたに差し上げたものですよ」

「よ、宜よろしいのですか？」

「はい、これをくれたブラウニー達も、酒を愛してくれる人が飲んでくれれば本望でしょうから」

　オレがそう言うと、オーナーが涙を流して喜んだ。

　あと二口しか残っていないワインに、そこまで喜ばれると恐縮してしまう。

　いつまでも礼を告げる彼に手を振り、オレ達は砂糖工場を後にした。

　翌日、港の倉庫に約束の砂糖に加え、ラム酒の樽やビーフジャーキーの樽が大量に運び込まれていた。

　砂糖工場のオーナーが経営する酒蔵や牧場からの品をオマケしてくれたようだ。

　絞り終わったサトウキビ滓かすで育てたララギ牛は大変美味らしい。

　宿の方にもララギ牛の良い肉を届けてくれていたので、その日はステーキ＆ハンバーグ祭りとなった。

　砂糖をまぶして下した拵ごしらえするというララギ風ステーキに驚かされたが、甘いソースと共に食べるステーキは非常に柔らかで、思わずお代わりを頼むほど美味だった。

　なお、義理堅いオーナー氏には感謝の手紙と、『レプラコーンの血潮』と『スプリガンの秘宝』の入った小瓶を贈っておこうと思う。
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「これが『箱』ですか？」

「そうだ。そちらの娘も、もう少し近くで見るが良い」

　砂糖工場見学から二日が経たち、オレ達はララギ王城内にある礼拝堂のような「奥の院」で、「箱」こと「ララキエの箱」を見せて貰もらっていた。

　オレのＡＲ表示では「ララキエ上級職員用整備端末」と表示されている。

　秘宝アーテイフアクトのようなモノだと思い込んでいたのだが、ちょっと違ったようだ。

　骸骨王の狙ねらいは、この「箱」ではなく、別の何かなのかもしれない。

「白い、箱です」

　どうやら、レイの記憶は刺激されないようで、いつものようにトランス状態にはならなかった。

　レイの気のない様子に、ララギ王は面白くなさそうな顔をしている。

「ペンドラゴン卿きよう、魔力を流してみろ」

「宜しいのですか？」

「構わん、表面が光るだけだ」

　ララギ王に言われるままに、一ＭＰにも満たない微量な魔力を流す。

『本製品は上級職員のみが使用可能です。上級職員は認識番号を告げて下さい』

　箱から聞こえてくる音声に思わずびっくりしてしまったが、その驚きはオレだけではなかったようだ。

「な、なんだこの声は？　『上級職員』とはなんだ?!」

「わ、分かりません」

　国王や王太子が戸惑いの声を上げ、他の王族の間からもざわめきが巻き起こる。

『ラ‐１０９０６０９‐レイ──』

　箱からの声を聞いてトランス状態になったレイが、認識番号を言いかけたが、途中で止める事に成功した。

　この「箱」はただの整備ツールだと思うけど、王族が起動できないものを動かしたりしたら、レイが拘束されないとも限らないからね。

　オレは言葉を繰り返す箱から、素早く魔力を抜いて沈黙させた。

「ふう、危なかった。ララギ王、この『箱』には王族以外を排除する機構があるようです。セキュリティーが働いて、危うく秘宝を失う所でした」

「『せきゅりてぃ』というのはなんだ？」

「盗難防止の自壊機構のことです」

　訝いぶかしげなララギ王に、「詐術」スキルででっちあげた話を語り聞かせる。

　スキルレベル最大の力は凄すさまじく、彼はその眉まゆ唾つばな言葉を信じてくれたようだ。

　そんな小さなトラブルがあったものの、永く続けられている儀式だけあって、奥の院での儀式も滞りなく終わり、「箱」は神み輿こしに載せられてララギ王都のメインストリートをパレードするようだ。

　念のため、「箱」にもマーカーを付けておこう。

　大勢の護衛がついているとはいえ、骸骨王やユーネイアが現れる可能性が高そうだからね。




　──そんな心の声が聞こえたわけではないと思うのだが、事件は起こった。




「陛下！　岬の監視塔より報告です！」

　バルコニーで民衆に手を振っていたララギ王の下に、伝令の兵士が駆け込んできた。

「話せ」

「東方の海上に巨大な海かい棲せいの魔物が現れましてございます」

「種類は？」

　王の問いに伝令の兵士が口ごもる。

「どうした？」

「か、『海王の落とし子』と思われる蛸型海魔オクトパス・クラーケンでございます」

　マップを確認すると、蛸型海魔オクトパス・クラーケンの傍そばにはユーネイアの乗る小型幽霊船ゴースト・シツプも同行しているらしい。蛸型海魔オクトパス・クラーケンはユーネイアと同様に憑ひよう依い状態にある。

　恐らく、ユーネイアの死霊鳥チビと同じような魔物で操っているのだろう。

「城の魔砲を準備せよ。祭りを中止し、民は地下避ひ難なん壕ごうへ」

「「「承知致しました」」」

　王の命令に家臣達が行動を開始する。

「た、大変です！」

「落ち着け！　何が起こった！」

「西の空に幽霊船団が出現しました」

　伝令の報告にマップを確認すると、西方に三〇隻近い幽霊船ゴースト・シツプが出現していた。

　だが、そこには骸骨王がいない。

「どちらも、陽動ですね」

「当然だ。このようなあからさまな手を使うのが、あの空洞頭のいつもの策だ。南北のどちらかからヤツは来る」

　ララギ王の自信のある発言通り、骸骨王は北方の海中から接近し、陽動らしきアンデッド怪魚エア・フイツシユの団体が南から向かってきている。

　どれか一つなら、この国の軍隊でも勝てると思うけど、ララギ王の持つ都市核の端末横にＡＲ表示される魔力量からして、全てを撃退できるほど魔砲や天てん護ご光こう蓋がいに魔力を供給できるとも思えない。

　オレも勇者ナナシになって排除に協力するべきだろう。

　でも、その前に幾つか確認しないと──。

「空洞頭のいつもの策と仰おつしやるからには、ララギ王には襲撃者の見当が付かれているのでしょうか？」

　オレの質問にララギ王が首肯する。

「『ララキエ最後の女王』の伴はん侶りよを詐称する汚らわしい不死の魔物アンデッドが狙うのは、この王城の奥にある浮き島時代の『主機関』遺跡だと言い伝わっている」

　──あれ？

　骸骨王の狙いは「箱」じゃないのか？

「直接言葉を交わされたのですか？」

「ふん、そんな蛮勇を持つのは先々代の国王一人だ」

　神代語が話せるなら骸骨王と交渉くらいしてそうだと思ったんだが、そういう訳でもないようだ。

　おそらく厄災の一種だと思われているのだろう。

「僭せん越えつですが『箱』を王城にお戻しになった方が宜しいのではないでしょうか？」

「ペンドラゴン卿は心配性だな」

　オレがそう言うと、国王が険しい顔に笑みを浮かべた。

「案ずるな、既に『箱』を戻すように指示は出した。それに不死の魔物アンデッドなどに、神に与えられた天護光蓋の聖なる守りを超える事など決してできぬ。無理に突破しようとすれば、浄化され灰になるのが関の山よ」

　なんだ、それなら骸骨王に「箱」を奪われる心配はなさそうだ。

　オレはホッと一息ついてから、忙しそうなララギ王をこれ以上邪魔しないために暇いとま乞ごいをする。

「ララギ王、このような時ですので、御前を失礼させて戴いただきます」

「うむ、貴公も地下避難壕へ早く移動せよ」

　ララギ王はこちらを一いち瞥べつもせずに許可をくれた。

　彼の目は湾の結界を突破した「海王の落とし子」に向いている。

「行こう、レイ」

「は、はい、サトゥーさん」

　オレはレイの手を引いて、仲間達が待つ広場へと向かった。




「う、海から海王が来るぞ！」

「大丈夫だ！　王様がなんとかしてくれる！」

「陛下よりの御触れだ！　魔物を撃退し終わるまで地下壕へ避難しろ！」

　港の沖に姿を見せた蛸型海魔オクトパス・クラーケンに街の人達が怯おびえているが、国王への信頼と迅速な避難指示のお陰でパニックにはなっていないようだ。

　王城の天護光蓋がキラキラと光り、王城と城下町を淡く光るドームで包む。

　蛸型海魔オクトパス・クラーケンの投げる岩が光るドームに命中して表面に光の波紋が生まれ、鐘が鳴るような音が響く。

　この鐘のような音には人々の心を落ち着ける追加効果があるらしい。

　人がいなくなった通りを駆け、仲間達の待つ場所へと辿たどり着ついた。

「リザ！　全員揃そろっているか？」

「はい、ご主人様。戦闘準備も万端です」

　リザが気合いに満ちた声で答えるが、今回は敵が強すぎる。

「悪いが全員地下壕に避難だ」

　オレはそう告げながら、仲間達に護身用の魔法道具マジツク・アイテムを色々と手渡す。

『女王の指輪──ララキエの女王が持つ護身用の魔導具』

　黄玉トパーズの指輪を掌に載せたレイが、トランス状態になって呟いた。

　なかなか曰いわくありげな品だったらしい。

　時間があまりないので、レイや指輪の事は仲間達に任せよう。

「アリサ、この刻印板を預ける。何かあったら、『遠話テレフオン』でオレを呼べ」

「おっけー！」

　アリサの「遠話テレフオン」だと到達距離が短いので、万が一の場合に一度だけ彼女のユニークスキルである「全力全開」を使っても良いという許可を与えておいた。

　出かける前に、昨晩に続いてもう一度、レイの髪飾りを狙って骸骨王やユーネイアが現れるかもしれないと、アリサとリザの二人に言い含めておく。

　骸骨王やユーネイアは天護光蓋のドームの外だから、そう簡単には入ってこられないだろうけどけどね。

　さて、勇者の時間と行こうか──。
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　敵は東西南北の四箇所。

　東の蛸型海魔オクトパス・クラーケン。レベル五一で水魔法に水耐性、そして再生スキルを持つ。それとユーネイアの乗る小型幽霊船ゴースト・シツプ。

　西の幽霊船団二八隻。レベル三〇から四五ほどで、各船六〇体ほどの骨兵を搭載。

　南の一〇〇体を超えるアンデッド怪魚エア・フイツシユの群れ。レベル三〇ほどだ。

　そして、北の骸骨王。

「危険度では西の幽霊船団が一番ヤバそうだけど、オレが向かう先は一択だ」

　オレは路地裏で勇者ナナシへと変身し、北の海中を進む骸骨王の所へ向かった。

　やっぱり、元凶を最初に叩たたかないとね。




「ちょっと場所が悪い──」

　スキューバダイビングしたくなるような青い海と美しい珊さん瑚ご礁しようの間を、骸骨王の幽霊船ゴースト・シツプが進むのが見えた。

　ここから魔法で攻撃したら、オーバーキル分であの綺き麗れいな珊瑚礁まで破壊してしまう。

　オレはストレージから聖剣クラウソラスを取り出し、魔力を流して一三枚の刃やいばに変じさせる。

「まさか──珊瑚が魔物化している？」

　幽霊船ゴースト・シツプが通り過ぎた海の珊瑚がメキメキと巨大化し、海上に怪しい触手を蠢うごめかせる。

　珊瑚の魔物というより、イソギンチャクみたいな感じだ。

「《踊れ》、クラウソラス」

　オレが聖句を唱えると、聖剣クラウソラスが青い光を曳ひきながら、獲物を狙ねらう海鳥のような動きで、海中の幽霊船ゴースト・シツプに襲いかかる。

　聖剣クラウソラスの聖なる力に、幽霊船ゴースト・シツプは抵抗もできずに黒い染みとなって消えた。

　オレは結果を確認するために、ログとマップに視線を走らせる。

「──逃げ足の速い」

　骸骨王が幽界に逃げ込んでいる。

　あのタイミングで撃ち漏らすとは思わなかった。

　珊瑚破壊を躊ちゆう躇ちよした隙すきに、逃げ出し始めていたのかもしれない。

　ちょっと失敗したが、前回同様に結構なダメージを与えたし、当分復帰はないだろう。

　オレは魔物化してしまった触手珊瑚を「追尾銛リモート・ハープーン」の水魔法で倒し、次の戦場へと向かった。

　今度のターゲットは、ユーネイア率いる東の蛸型海魔オクトパス・クラーケンだ。

「チビの操る子に魔砲なんか効かないわ！」

　ボートのような一人用幽霊船ゴースト・シツプの上で、ユーネイアが得意そうに叫んでいる。

　彼女や蛸型海魔オクトパス・クラーケンの前には分厚い海水の巨壁が生まれ、王城や砲塔の魔砲から放たれた深紅の砲弾を受け止めている。

　火花や爆炎が海上に咲き、吹き飛ばされた海水壁が散って虹にじを作り出す。

　海水壁は魔砲二発を受け止めると崩壊してしまうようだが、蛸型海魔オクトパス・クラーケンは絶え間なく新しい壁を作る事で対処しているようだ。

「攻撃が止まったわ！　チビ、反撃よ！」

　──ＳＨＷＮＥＳＨＷＮＥＥＥ。

　──ＴＷＡＷＷＷＡＡＡＡＡＡＫＹＷＯＯＯＯＯ。

　ユーネイアが命じると、九官鳥のような声とホラ貝を吹いたような重低音の咆ほう哮こうが重なって聞こえた。

　大質量の海水槍やりが蛸型海魔オクトパス・クラーケンの触手の先に生まれる。

　戦列砲艦でも一撃で沈みそうなサイズだ。

「天護光蓋で、この攻撃を何発耐えられるかしら？」

　くふふと笑うユーネイアには悪いが、ただの一発も届く事はない。

　オレは集束レーザーで蛸型海魔オクトパス・クラーケンを防御魔法ごとあっけなく両断し、大質量槍を魔法破壊ブレイク・マジツクで消し去る。

　集束レーザーで急速加熱された海水が水蒸気爆発を起こし、大量の海水と爆風を空へと噴き上げた。

　それにしても、明らかにオーバーキルだ。これなら、普通の「光線レーザー」数本で良かったね。

　ユーネイアの乗る小型幽霊船ゴースト・シツプは木の葉のように爆風で翻ほん弄ろうされていたが、オレが助けるよりも早く幽界へと消えてしまった。親子揃そろって逃げ足が速い。

　海上に小さめの津波が生まれたので、海水の雨の中を飛ひ翔しようし、網状に伸ばした「理力の手マジツク・ハンド」で大波を構成する海水をストレージに回収した。

　これなら結構なサイズの津波でも大丈夫そうだ。

　オレは後始末を終えて、次の戦場へと向かう。




「もしかして、漂流船の船員達かな？」

　幽霊船団の先頭を進む幽霊船ゴースト・シツプは「曇天丸」にそっくりだ。

　それに幽霊船ゴースト・シツプの乗組員達の構成が、無人漂流船に乗り込んでいたはずの者達と一致する。

　オレは聖剣クラウソラスにたっぷりの魔力を流して、再び一三枚の刃に変じさせた。

　──ＰＷＵＯＯＯＯＯＮＷＥＥＥＥＥ。

　骸がい骨こつ水夫達の怨えん嗟さの声が晴天に響く。その声には深い悲しみと望郷の念が篭こもっているようだ。

　オレは彼らに黙もく禱とうを捧ささげ、聖句を唱えた。

「《踊れ》、クラウソラス」

　青い光跡を曳いて、聖剣クラウソラスが幽霊船ゴースト・シツプと骸骨水夫達を浄化していく。

　ときおり幽霊船ゴースト・シツプの方から魔砲の砲弾が飛んできたが、全て自在盾フレキシブル・シールドで受け止めて素早く「魔力強奪マナドレイン」を使い、消費した魔力の回復に利用させて貰もらった。

　シャランッと涼やかな音と共に戻ってきた聖剣クラウソラスを、オレの傍らに滞空させる。

　オレはそのまま聖剣クラウソラスを連れて、南のアンデッド怪魚エア・フイツシユの団体を殲せん滅めつした。

　死し骸がいの回収を始めようとしたところに、アリサからの「遠話テレフオン」が入る。

『ご主人様！　戻って』

『分かった！』

　オレは詳細を問い返すヒマさえ惜しんでメニューを操作し、仲間達の所に帰還転移リターンした。
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『──姉様、どうして私を拒絶するの？』

　転移して戻ると、幽界に逃げたはずのユーネイアが、大部屋の向こうでレイを護まもる仲間達と対たい峙じしていた。

　どうやら、こっちが本命だったらしい。

『ねぇ、どうして？』

　ユーネイアの足下にはレイのダミーの髪飾りが転がり、自分の手を見つめて昏くらい声でレイを問い詰める。

　おそらく、レイから取り上げたダミーの髪飾りの浄化機能が働いたのだろう。

　オレは繫つないだままの「遠話テレフオン」でアリサに到着を報しらせ、いつでも介入できる位置に移動して、レイとユーネイアの会話に耳をそばだてた。

『こ、怖いの──』

『どうして……ねぇ、どうして、姉様が私を怖がるの！　たった二人きりの姉妹なのに』

　レイの拒絶に、ユーネイアが激げき昂こうする。

　ユーネイアの感情に反応して瘴しよう気きの渦が巻き上がり、レイを更に怯えさせた。

『お、憶おぼえてないの』

『どういう、事？』

「幼生体は記憶喪失だと告げます」

　ユーネイアの問いに答えたのはナナだ。

『そ、そんな……』

　ユーネイアの顔に戸惑いや悲しみ、そして怒りや憎しみの感情が目まぐるしく現れては消えた。

　感情に翻弄されるユーネイアが、自分の胸を搔かき抱いだくようにして顔を伏せた。

　自分の腕を摑つかむ指が、彼女の心の内を表すように震えている。

『……姉様はズルイ、ズルイ、ズルイ！』

『ずるい？』

　がばっと顔を上げたユーネイアが吼ほえるように不満をレイに叩き付けた。

　レイは突然の言葉にどう反応して良いか分からない様子だ。

『私が姉様の代わりに縛鎖の呪じゆ詛そに苛さいなまれている間、全すべてを忘れて安穏としていたなんて！』

　縛鎖の呪詛、というのはユーネイアを縛っていた瘴気の枷かせや鎖の事だろう。

　正常に戻したはずのユーネイアの右側の瞳ひとみが、再び左目と同じネガポジ反転目に戻りかけている。

「落ち着きなさい！　私達のチートなご主人様なら、あんたの呪のろいも絶対に解いてくれるから！」

　アリサがユーネイアを説得する。

　信頼してくれるのは嬉うれしいが「チート」は余計だ。

　他に人はいないようなので、オレは勇者ナナシの変装を解き、彼女達の前に姿を現す。

『く、黒髪の悪魔！』

　オレの顔を見たユーネイアが、化け物を見たような顔で絶叫した。

　さすがに、ちょっと傷ついてしまいそうだ。

『こ、こっちに来ないで！　姉様、また来るわ』

　ユーネイアの瘴気を解くために捕まえようと縮地を発動した直後に、彼女の足下から気味の悪い動ゾ死ン体ビが湧き上がってきた。

　──げっ?!

　気味の悪さに思わず足を止めたタイミングで、四方八方の影から死霊鳥が襲ってくる。

　不気味な動ゾ死ン体ビならともかく、死霊鳥を排除するのに躊躇ためらいはない。

　どうも全ての死霊鳥は分体だったらしく、拳こぶしを叩き付けると脆もろく影の羽を散らせて消えてしまった。

　影の羽が舞い散る部屋から、ユーネイアの姿が消えている。

『姉様！　次までに、私の事を思い出して！　絶対よ！』

　どこからともなく、エコーがかかったようなユーネイアの声が聞こえてくる。

　前回で学習したのか、声の場所に幽界へのワームホールはないようだ。

　たぶん、いくつもの影を介して声を送り込んでいたのだろう。

　なお、動ゾ死ン体ビの始末はリザ達が瞬く間に終わらせた。

「レイ、怪け我がはないかい？」

「はい、ありません」

「幼生体、髪飾りを回収したと告げます」

　ナナがダミーの髪飾りをレイの髪に挿してやっている。

「サトゥー！」

「ご主人様、大変よ！」

　ミーアとアリサの声に振り返ると、地面に転がったレイの妖よう精せい鞄かばん風ポシェットの蓋ふたが開いて中身が零こぼれていた。

「中にレイの髪飾りがないの！」

　マップのマーカー一覧を見ると、レイの髪飾りが幽界に移動していた。

　レイの鞄は他の子達のと違って使用者制限がないので、ユーネイアか死霊鳥に奪われてしまったようだ。

　まずいな……。

　マーカー一覧の中にある「ララキエの箱」もまた、幽界に移動していた。

　どうやら、戦術では勝利したが、戦略では後手に回ってしまったらしい。

　ちょっと悔しいが、オレ達が最優先する事は「骸骨王からレイを護る」事なので、良しとしよう。





◆






「ペンドラゴン卿きようか……」

　王城に訪れたオレはララギ王に面会していた。

　なんだか、僅わずかな間にずいぶん老けた印象がある。

「骸骨王に『箱』が盗まれた──世界が終わる」

　──大げさな。

「イシュラリエ王の書簡に、炎王の封印が解かれたとあった。しかも、それをなしたのは骸骨王だという」

　絶望を体現したような低く響く声でララギ王が言葉を紡ぐ。

「狗く頭とうとその眷けん属ぞくを恐れる骸骨王が封印を解く愚を犯してまで、封印の要たる炎輝剣を持ち去ったのなら、それはララキエを空に返す算段がついたからに相違ない」

　ララギ王は確信を持って言う。

　確かユーネイアも初めて会った時に──。

『あとは紅ぐ蓮れん杖じようの代わりになる火晶珠の大きな結晶と「箱」、それから姉様の鍵かぎが揃そろえば、ララキエを空に戻せるの！』

　──って言っていたっけ。

　オレの持つ紅蓮杖の宝玉に代わるのが、炎王の封印に使われていた炎輝剣なのだろう。

　炎の魔物を封印するアイテムが火系統の炎輝剣なのに違和感を覚えるが、彼がこの場で噓うそを吐つく意味もない。

「幻の『封塔島』に属性石を捧げ、ララキエが空に飛び立てば、狗頭の眷属の中でも最強の海王が蘇よみがえる」

　おっと新しいワードだ。

「海と陸に狗頭の眷属が跋ばつ扈こし、空には天罰砲を備えた『浮き島』ララキエを駆る骸骨王だ」

　そこまで語って、今にも死にそうな顔でララギ王が顔を上げる。

「──もはや地上に安息の地はない」

「そんな事はありませんよ」

　ララギ王を放置したら、このまま心労で死にそうだったので、そんな一言を口にしてしまった。

「気休めはよせ。これほどの災厄を一体何者が払えるというのだ」

　神様ならできそうだけど、こっちの神様は災厄を神託スキルで教えてくれるだけで、実際の問題解決は人々に丸投げなんだよね。

「悪者退治と言えば勇者様です」

「勇者？　サガ帝国の勇者か？」

　ララギ王の瞳に僅かな希望の光が点ともった。

　勇者という単語には、なかなかのネームバリューがあるようだ。

「先ほどこの国を救った勇者様をご覧になっていませんでしたか？」

「あの空を駆ける謎なぞの人影の事か？」

　しまった、もう少し姿をアピールすれば良かった。

「はい、あの方はシガ王国に現れた大怪魚トヴケゼェーラの群れを瞬く間に倒してしまった勇者様です」

「あ、あの大怪魚トヴケゼェーラを?!」

　驚くララギ王に首肯し、そのまま話を続ける。

「私がシガ王国を発たつ少し前に、骸骨王がシガ王国の港湾都市を襲う事件がありましたから、この地で骸骨王の襲撃を待ち構えていたのでしょう」

　今日も詐術スキルは絶好調だ。

「あの方ならば、きっと骸骨王の陰謀を叩たたき潰つぶしてくださいますよ」

　オレがにっこり笑ってそう告げると、ララギ王の瞳にあった昏い陰は完全に払ふつ拭しよくされた。

「そうとなれば、こんな所で沈んでいる場合ではないな。民の不安を払拭せねば」

　ララギ王はそう空元気を振りまいて、骸骨王襲撃で混乱した城下町の平定に立ち上がってくれた。もう、後は任せておいて大丈夫だろう。

　オレはララギ王から「封塔島」の情報を得てから、王城を後にした。

　レイリー氏への出資話の続きは後日行うと告げて、当面の活動資金だけを押し付けておく。

　事業計画もまだみたいだったし、ララキエの件が片付いたら必ずこの国に寄ろう。




「マスター、出港準備は万全だと告げます」

　船の甲板でそう告げるナナに頷うなずき返し、船首像フイギユアヘツド型ゴーレム「カカシ」に出港を指示する。

　骸骨王が向かった可能性の高い「封塔島」は「海魔領域」のいずこかにあるという。

　オレ達はララキエ復活を目もく論ろむ骸骨王の計画を阻止するために、「封塔島」を目指して魔導王国ララギを後にした。







　ララキエ航路





〝サトゥーです。未知の大海原への航海というのは海洋冒険の筆頭だと思うのです。たとえ、それが攻略本のようなマップ付きであっても──。〟






「ご主人様！　前方に鳥山です！」

　マスト上の見張り台からリザの声が聞こえた。

「ついに来たわね」

「ああ、必ず一太刀で仕留める」

　不敵な笑顔のアリサに、同じような表情で答えた。

　オレの手にあるオリハルコン製の黄金の刃やいばも、出番が待ち遠しいようだ。

「それじゃ、行ってくる」

「がんばれ～？」

「頑張ってなのです！」

　オレは仲間達に見送られながら、甲板を飛び立った。

　鳥山の向こう、海面を割ってヤツは姿を現す。




　──こいっ！




　海水をまき散らし、オレの予想よりも遥はるかに大きな姿で空を舞う。

「はぁああああああああああ！」

　閃せん駆くで一瞬の内にヤツの眼前まで移動し、上段に振りかぶった黄金の刃を裂れつ帛ぱくの気合いでヤツの頭に斬きり付けた。

　分子さえ斬り裂くような鋭利な一撃がヤツの身体からだを両断し、その余波が背後の海を二つに割る。

　ヤツは斬られた事にすら気付かずにそのまま飛び去ろうとしたが、空中で姿勢を変えようとした瞬間に二つに裂けて絶命した。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で素早く摑みストレージに収納する。




　──よし！　大トロ確保だ！




　思わずガッツポーズしそうになったが、それにはまだ早い。

「ご主人様、後ろです！」

　ルルの言葉に振り返るまでもなく、海鳥を狙った弾丸鮪まぐろの群れが接近している事は知っている。

　オレはオリハルコン製のマグロ包丁を構え直すと、体長一〇メートルもある弾丸鮪の群れに飛び込んだ。




「あー蕩とろけるぅ～」

「すごく、美お味いしいです」

　山葵わさび醬じよう油ゆで大トロの刺身を食べ始めたアリサとレイに続いてオレも箸はしを伸ばす。

　寿す司しもいいが、どうしても先に刺身が食べたくなったのだ。

　ルル、タマ、ポチの三人は興味津々だが、リザに止められて様子見をしている。

　さて、念願の大トロを一口。

　文字通り口の中で大トロの脂が溶け、マグロの旨うまみが舌の上に広がっていく。

　日本にいた頃ころも大トロを食べた事があったが、これは次元が違う。

　遥かに風味豊かで、たった一切れで満足しそうな濃厚さなのに、次の一口が止まらない。

　──美う味まい。美味すぎる。

　山葵醬油も何種類か用意したので、一番合うヤツを見つけようと思っていたのに、最初の醬油だけで一皿分の刺身を食べきってしまった。

「ああ、満足」

「はい、すごくすごく、美味しかったです」

　アリサとレイが満足そうな吐息を漏らす。

「にゅ～？」

「ポ、ポチも食べてみたいのです」

　リザに抱えられてジタバタしていたタマとポチが、涎よだれを垂らしながら空になった皿を見つめる。

「いけません、生の魚は高い確率でお腹なかを壊します」

「お腹が痛くなってもいいから、食べてみたいのです」

「タマも～？」

「わ、わたしも、腹痛を覚悟しています」

　ポチとタマの訴えをリザが止めたが、今度ばかりはポチ、タマ、ルルの三人も意志が固いようだ。

「大丈夫だよ、リザ。生の魚で怖い寄生虫やその卵は、完全に排除しているからさ」

「ご主人様──分かりました。三人の意志は固いようですし、私が先に実験台になります」

　リザが決死の顔でそんな発言をした。

　自己犠牲精神豊富なのはいいが、既にオレ達が食べた後だから実験台は必要ないよ。

　でも、せっかくの機会なので、リザにも刺身を食べて貰もらおうと思う。

　マグロの刺身を並べ直した皿から、恐る恐る大トロを箸で持ち上げたリザが目をつぶって一気に口に入れた。

「こ、これは──」

　目を見開くリザを尻しり目めに、他の子達も箸やフォークを刺身に伸ばす。

「なまうま～？」

「とろりとふわりとくにゅっと美味しいのです」

「凄すごいです、ご主人様！　マグロさんは凄く美味しいです！」

　タマ、ポチ、ルルが口々に称賛し、次の刺身に取りかかる。

「──美味です」

　リザがうっとりと頰ほおに手を付けて呟つぶやいた。

　彼女の味覚にも合ったようだ。

「ご主人様があれほど取り乱すのも分かります」

　リザが続けてそんな事を言っていた。

　──そんなに取り乱してないよね？

　そう尋ねようとアリサの方を向いたら、スイッと目を逸そらされた……解せぬ。

「ナナさんも、食べてみて？」

「幼生体の頼みならば仕方ありません」

「ミーアさんも」

「むぅ、拒否」

　レイの可愛かわいいお願いにナナが堕おちていたが、脂っこいモノが嫌いなミーアは口の前に指でバツを作って断っていた。

「美味ですが、焼いた方が美味しいと告げます」

「たしかに、マグロのステーキも美味しいかもね」

　こんなに鮮度の高いマグロを焼くのは、日本人としての本能が拒絶するが、何かの本で美味しいと書いてあったので、ナナのリクエストに応こたえて焼いてみる事にした。

「ああ、勿もつ体たいない」

「でも、美味しそうな香りよ？」

　アリサの嘆きは分かるが、ルルの言うように食欲を誘う香りだ。

　その威力はタマとポチを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　二人は炭火焼きの網の傍そばで目を閉じて鼻をスンスンさせながら、涎をだらだら零こぼしている。

　完成品を切り分け、タマとポチに一番に差し出す。

「わ～い」

「いただきます、なのです」

　二人がマグロステーキをフォークに刺して口に運ぶ。

「とれびあ～ん？」

「ハンバーグ先生と同じくらい強いのです！」

　一瞬で全開笑顔になったタマとポチが、握りしめた両手をぶんぶん振りながら告げる。

　腕だけでは足りないのか、その場でジタバタと足踏みまでする始末だ。

　気のせいか、目め尻じりに涙まで浮いている。

「マスター、やはりマグロは生よりも焼いた方が美味しいと主張します」

「確かに、焼いたのも、美味しいです。でも、わたしは、お刺身の方が、美味しいと、思います」

　ナナはマグロステーキに満足のようだ。

　レイはナナの意見に同意しつつも、自分の好みを主張している。

　刺身仲間がいるのは良いことだ。

「うう、悔しいけど美味しい」

　アリサがマグロステーキを頰張りながら、悔しそうに呟く。

「美味です。牛肉に似た感じですね」

「とっても美味しいです」

　リザとルルは普通に美味しかったようだ。

「サトゥー」

　一人だけ参加できないミーアがグリグリと頭を擦こすりつけてきたので、寿司の前にミーア用の一皿を作ろうと思う。

　いなり寿司を気に入ってくれるといいんだけどね。





◆






「はあ、美味しかった」

　他の子達と一緒に後片付けをしていたアリサが、船首楼に腰掛けるオレの横に座った。

「片付けは終わったのかい？」

「もっちのロンよ。それで進路は決まったの？」

　オレは光魔法の「幻影イリユージヨン」を使って、魔導王国ララギの隣にあった「海魔領域」のマップ情報を表示してやる。

「ここがオレ達の現在位置、それでこっちの四つが『封塔島』」

　骸がい骨こつ王おうはここに紅ぐ蓮れん杖じようの宝珠と同種の宝珠を捧ささげて、ララキエを浮上させようとしているはずだ。

　ゲームっぽいギミックだが、強引な手段を取っていいなら、現実世界で阻止する方法はいくつもある。島ごと跡形もなく消し飛ばしてしまうとかね。

　もっとも、今回はそういう手段を取る気はない。

「縮尺はどのくらいなの？」

「だいたい一センチが一五キロほどだ」

「すっごく離れてるじゃない！　全部回ろうと思ったら何日かかるのよ！」

　アリサが驚いて立ち上がる。

　結構大きな声だったが防ぼう諜ちよう用の「密談空間シークレツト・フイールド」の魔法を使っていたので、他の子達が気にした様子はない。

　確かに遠いが、いざとなったら服を犠牲に閃駆で飛べば、すぐに行ける。

「今向かっているのはココだ」

「四つの島の中心？　でも、何もないじゃない？」

　アリサが不思議そうに首を傾かしげたので、目的地を拡大してやる。

「これは島？」

「そうだ。四つを順番に回ってもいいが、距離が離れすぎているからね。中央の島なら何かありそうだろ？」

「そうね、それに何もなくても、四つの島のどれかで事件が起こっても同じくらいで駆けつけられるし──いいんじゃない？」

　オレの狙ねらいを読んだアリサが、しばし思案した後に妥当だと頷うなずいてくれた。

「あれ？　この地図って上が北よね？　進路がズレてない？」

「ちょっと寄り道する所があるんだよ」

　刻印板を設置する島に寄りながら向かうので、割とジグザグなコースだが、それを加味しても南にズレている。

「ここに用があるんだ」

「何かあるの？」

「ロック鳥が住む島さ」

「ちょっとー、こんな時にも観光？」

　アリサは呆あきれた顔で非難したが、オレは首を横に振った。

「違うよ。その島に『空王』っていうヤツがいるんだ」

　浮き島ララキエと敵対していた「狗く頭とうの魔王」の眷けん属ぞくだって話だし、骸骨王との対決中に余計な横よこ槍やりを入れられたら堪たまらない。

　ただでさえ逃げ足の速い骸骨王に、これ以上逃亡幇ほう助じよ要素を増やしたくないんだよね。





◆






「これがロック鳥か──」

　両翼を伸ばすと、巣にしている島と同じサイズがある。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＥＥＷＮ！

　咆ほう哮こうと共に重爆撃機のような巨体が空を舞った。おそらく、風魔法で補助しているのだろう。

　レベル八七と「炎王」よりも少し強めだ。種族が「ロック鳥」で固有名が「空王」というらしい。

　オレは聖剣クラウソラスに魔力を流して刃やいばを延長し、更に刃の延長線上に聖刃を生み出して、空王を斬れるくらいの長さまで拡張する。

　──ＰＹＷＥＥＥＥＥＥＷＮ！

　空王が放った真空の刃を含む颶ぐ風ふうを、同じ風魔法の「大気砲エア・カノン」で吹き散らしてやる。

　気のせいか、空王の目に驚きが浮かんでいる気がする。

　急接近する空王が放った空対空ミサイルのような圧縮空気の砲弾を避よけ、すれ違いざまに青く輝く刃で、空王の太い首を落とした。

「よしっ！　鳥肉ゲット！」

　美味いかどうかは分からないが、不足しがちな鳥肉が大量ゲットできたのは素直に嬉うれしい。

　これでリザの好きな焼き鳥がたくさん作ってやれる。

　オレは巨体をストレージに回収し、島の中央にある巣に向かう。

　巣には民家ほどもある二〇個ほどの卵と大量の骨、そして財宝の山が残されている。

　ロック鳥はカラスみたいに光り物が好きらしく、巨大な卵と同サイズのエメラルドやサファイアの原石なんかも飾られていた。

　骨のほとんどは魔物や魚の物だったが、人骨も少なからず含まれていた。巣の構成物は船の残ざん骸がいらしい。

　オレは宝と卵、そして人骨を回収して船に戻る。

　人骨は後で海葬の予定だ。

「大きな、鳥さん、でした」

　かなり離れていたはずだけど、ここからも見えたようだ。

　対象物である島までは見えていないので、具体的な大きさまでは誰だれも気付いていないらしい。

「ああ、ロック鳥っていうらしいね」

　レイの記憶を刺激するなら「空王」の名前を出した方がいいんだろうけど、故郷滅亡の悪い記憶しか蘇よみがえりそうにないので、固有名は告げなかった。

　なお、夕飯の食材となったロック鳥の肉は、少々固かったが実に野趣溢あふれる美味しさだった事を記しておく。




「サトゥーさん」

　食後の定位置となった船首楼で水平線の彼方かなたに沈む夕日を見つめていたら、レイがやってきた。

「あの子の事で、相談があります」

「ユーネイアの事だね。いいよ──」

　相談相手ならアリサの方が良いような気もするけど、せっかくのレイのご指名だし、たらい回しにせずにちゃんと聞こう。

「サトゥーさんなら、あの子の枷かせを、解けますか？」

「ああ、解けるよ」

　オレの答えを聞いたレイが、ほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

　最初に出会った時も死霊鳥の邪魔さえ入らなければ、瘴しよう気きの枷を外すことができたはずだ。

　レイと出会った時に、彼女の手足にあった瘴気の枷を解いた事もあるしね。

「なら、お願い、します。あの子の枷を、解いてあげて、ください」

「いいとも」

　間髪を容いれずに請け合うと、レイが嬉しそうな笑みを浮かべた。

　ユーネイアの事を怖がってばかりだったけど、レイも彼女の事を気にしているようだ。

「レイもユーネイアの事が心配なんだね」

「はい、あの子は怖いし、思い出せないけど、私の事を、姉と言って、慕ってくれて、います」

　なるほど、人好きなレイらしい言葉だ。

「もうすぐ、ララキエ、なんですね」

　レイが進路の先を見つめて呟く。

「ララキエに、行けば、私の記憶も、戻るの、でしょうか？」

「その可能性は高いね。でも、そんなに思い詰めた顔をしなくてもいいよ」

　不安そうな顔をするレイの頭にポンッと手を乗せてグリグリと撫なでる。

「サ、サトゥーさん？」

「ああ、ごめんごめん」

　ついタマやポチにするみたいなスキンシップをしてしまった。

「大丈夫だよ、記憶が戻っても戻らなくてもレイはレイだ。オレ達の仲間である事に変わりはないさ」

「……はい」

　オレがそう言うと、うっすらと目尻に涙を浮かべたレイが、嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　会話はそこで終わり、オレはレイと一緒に沈み往く夕日を堪たん能のうした。

　船首楼の階段から凄すごい顔で覗のぞくアリサとミーアが、ちょっとだけ怖かったけどね。





◆






「あれが目的地ですか？　と問います」

「そうだよ」

　ナナが前方に見えてきた島を指差すと、他の子達も操そう舵だ席に集まってきた。

　前方に見えるのは亜熱帯風の木々に覆われた小さな山と入り江があるだけの普通の島だ。

　ここに辿たどり着つくまでの間に、結構な頻度で蛸型海魔オクトパス・クラーケンやイッカクというカジキマグロもどきなどを始めとした魔物の襲撃を受けたが、仲間達に危険なレベルの魔物は海中で始末したので、オレ以外にとっては代わり映えのない航路だったようだ。

「なら、あそこがララキエなのかしら？」

　アリサが軽い口調でレイに尋ねた。

「──判わからない、です」

「無理に思い出そうとしなくていいよ。封塔島から等位置にあるだけで、ここがララキエの一部かどうか判らないしね」

　悲しそうに首を横に振るレイをそうフォローし、船を入り江に向ける。

「うず～？」

「ぐるぐるなのです」

　タマとポチの二人が、マストの上の物見台から興味深そうに告げる。

　前方の島は船の侵入を阻むように流動する渦が島を囲んでおり、海中には鋭い岩礁がいくつも隠されていた。

　マップや偵察用の手乗りガーゴイルに確認させたが、渦の上空に怪しい防衛装置や結界のようなモノは存在しないようだ。

「砂の嵐あらしならぬ、渦に守られた島か……やっぱり、ポセイドンが出るのかしら？」

　ポセイドンというとギリシャ神話の海の神様だけど、アリサの事だからきっと昔のアニメか漫画のネタに違いない。

　オレ達の船は空を飛んで軽々と渦を越え、入り江へと進入する。

「ウミガメ～？」

「あれはきっと美お味いしいヤツなのです！」

　透明度の高い海中を、群青色の甲羅をしたウミガメが優雅に泳ぐのが見えた。

　リザが銛もりを投げていたが、残念ながら逃げられたようだ。

　オレは島に異変が起きないかに集中していたので、ウミガメ漁には参加していない。

「平和ね」

「ああ、そうだな」

　船を海辺に停泊させても、特にリアクションはなかった。島は至って静かなモノだ。

　海や砂の中から謎なぞオブジェが現れるくらいはして欲しかったが、これは日本のフィクションに毒されすぎというヤツだろう。

「綺き麗れいな砂浜ですね」

　楽園と呼べそうな島を眺めたルルが感嘆の吐息を漏らす。

　一枚の絵に収めたいほどの美しさだ。

「貝やエビがたくさんいそうです」

「南国フルーツが期待できる、と進言します」

　リザとナナは食欲優先のようだ。

　島の範囲に絞ってマップ検索してみる。

　渦の内側に魔物はおらず、普通の動物やレアな幻獣が住んでいる島らしい。

　ここから見える椰や子しの実はもちろんの事、島の奥にはバナナやマンゴーのような果物が生なっている。

　何か異変が起こるまでは、のんびりとバカンスに興じるとしよう。




「まずは安全なキャンプ地よね」

　小舟で上陸したオレ達は、満潮時に水没しない砂浜に簡易キャンプを設置する。

　防水シートの上に置いた魔法道具マジツク・アイテムに魔力を流し込むと、ポンッと音がして布とフレームが広がり、あっという間にテントが出現した。全員で立って入れるような大型のやつだ。

　魔力で伸び縮みする繊維や形状記憶合金の魔力版みたいな素材があったので、エルフの里にいるときに自作してみた。

　ストレージから生活用品の揃そろったバンガローも出せるが、初日はキャンプ風にした方が楽しいだろうしね。

「それじゃ、みんな着替えるわよ！」

「あいあいさ～？」

「らじゃなのです！」

　アリサの号令にタマとポチがシュタッのポーズで応こたえ、他の子達も三人を追いかけてテントへと入っていく。

　ミーアとナナがオレの手を引いて一緒にテントへ連れていこうとしたが、それだとわざわざテントを立てた意味がないので、入り口の手前で解放して貰もらった。

　皆が着替えをしている間に、オレは変身の域まで高まった早着替えスキルで膝ひざ丈たけの海パンへとチェンジする。

　アリサはブーメランのようなビキニ型の水着をオレに着せたがっていたが、さすがに水泳競技者やスポーツクラブ以外では見かけないので拒否した。

　オレに自分の肉体美を誇るような趣味はないのだ。

「ご主人様、見て～？」

「ポチも見て欲しいのです」

　最初にテントから飛び出てきたのはタマとポチだ。

　勢いよく撥はね上げた入り口の布の向こうで、ルルの白い肌が見えた気がしたが、ここは見なかった事にしよう。

　タマは桃色のセパレートの水着、ポチもタマと同型の黄色い水着だ。タマはスカートタイプ、ポチはショートパンツタイプになっている。

「二人とも可愛かわいいよ」

　オレがそう褒めると、二人がモジモジと身をくねらせる。

「ご主人様、私は二人を連れて海産物の採取に向かおうと思います」

　紅色のセパレート水着で現れたリザが、陸りく海う栗にのトゲで作った銛を片手にキリッとした表情で許可を求めてきた。

　胸元のボリュームが少ないのをカバーするために、水着の胸部中央に薔ば薇ら模様の飾りが付いている。

「それじゃ、幾つか安全用の魔法をかけておくけど、それを過信しないようにね」

「承知致しました」

「あい！」

「はいなのです！　大物を期待してて欲しいのです！」

　三人ならきっと美味しそうな獲物を獲とってきてくれるだろう。

　できれば普通に海水浴を楽しんで欲しかったが、楽しみ方は人それぞれだし、食後にでもアリサが遊びに誘うだろう。

「サトゥー」

　白と水色の縞しま々しまビキニ姿で現れたミーアが、テントの前でくるりと一回転して見せてくれる。

　いつもツインテールにしている髪も、綺麗に編み込んでいて新鮮な感じだ。

「マスター、私と幼生体も見て欲しいと告げます」

　鉄壁ペアの陰謀か、ナナはビキニではなくワンピース風の地味なヤツを着ていた。

　もっとも、二人の狙ねらいは完全に裏目に出ている。なぜなら、地味な水着のせいで余計にエロさが増しているからだ。調整槽でサイズアップしたナナの胸の勝利だろう。

「サトゥーさん、どうですか？」

　ナナの陰から顔を見せたレイが、少し躊躇ためらってから姿を現す。

　レイはアリサの予備を借りたらしく、ミーアとお揃いのデザインのビキニだった。

「三人ともとっても可愛いよ。よく似合っている」

　オレが褒めると三人が嬉うれしそうに微笑む。

「ご主人様お待たせしました」

　そして、三人の後ろから現れたのは白と黒のモノキニの上に薄桃色のカーディガンを羽織ったルルだ。

　カーディガンのせいで背中や肩のラインが隠れているが、開いたカーディガンの間から可愛いおへそや胸の谷間が覗いていて、背徳的な魅力に溢れている。

「すみません、皆の髪を編むのに時間が掛かっちゃって」

　そういえばナナとレイの二人も、ミーアと同じ編み込みの髪型になっていた。

　どうやら、ルルが三人の髪型を整えてあげたようだ。本人は面倒だったのか、長い黒髪を三つ編みにするだけで済ませたらしい。

「すごくよく似合っているよ」

「あ、ありがとうございます、ご主人様」

　照れて赤くなるルルは可愛いけど、両腕をすぼめて下を向くと胸元が危ないので注意して欲しい。

「じゃ、じゃーん！」

　口で効果音を出しながら、白い水着のアリサが現れた。

「真打ちはやっぱ、最後に現れないとね！」

　……アリサ。

「どうしたの？　もしかしてアリサちゃんの魅力にメロメロ？」

　白い旧型スクール水着で現れたアリサに呆あきれて絶句していたら、一八〇度真逆の解釈をしたようだ。ご丁寧に胸元には平仮名で「ありさ」と書いてある。

　ラノベやアニメでは定番の水着だが、コスプレ以外で着ている者を見たのは初めてだ。

　オレはポーズを取るアリサから、ツイッと視線を逸そらし皆に声を掛ける。

「さて、海水浴でもしておいで、その間にバーベキューの準備でもしているよ」

「えー、一緒に泳ぎましょうよ」

「ご主人様、準備なら私が」

　このままだとルルも遊ばずに準備をしそうなので、皆で海水浴と洒落しやれ込んだ。

「うっみぃだぁああああああああ！」

　アリサが大声で叫びながら海にダッシュする。

「ん、海」

「紛れもなく海だと告げます」

「はい、海です」

　ミーアとレイの手を摑つかんだナナがアリサの後ろを追いかけていく。
















　周りを見ていないようなマイペース過ぎる印象があるナナだけど、ちゃんと歩幅の狭い二人に合わせているようだ。

「え、あの？　海だー」

　オレに促されて、恥ずかしがりながら小さく言うルルを連れて海に向かう。

　ルルの無粋なカーディガンはオレのストレージへ回収しておいた。




「──ふぃ～、遊んだわね」

「ん、堪たん能のう」

　アリサとミーアがオレを砂に埋めて満足げに呟つぶやく。

　ルルとレイはとっくにギブアップして、ビーチパラソルの下で休憩中だ。

「マスター、小さくて可愛い貝を沢山採ったと報告します」

　ナナが採取袋の中を見せてくれる。

　砂から抜け出して袋を覗のぞき込むと、本人の報告通り色とりどりの小さな貝で一杯だった。

「後で貝殻のアクセサリーでも作ろうか」

「私にも作れますか、と問います」

「もちろんさ、皆で作ろう」

　ナナ以外の子達も興味がありそうだったので、食後に貝殻アクセサリー講座でも開こう。

「えもの～」

「いっぱい獲ってきたのです」

「魚とエビ、それから大型の貝を見つけたので獲ってきました」

　リザが獲物入れ用の妖よう精せい鞄かばんを開いて中を見せてくれる。

　熱帯魚風の魚やイシダイ、伊い勢せエビ風のエビが人数分、それに牡か蠣きやサザエのような貝、さらにビーナスでも入っていそうな巨大な真珠貝まであった。

「ミーア、貝は任せるよ」

「ん」

　旅の間に作った水魔法「砂吐き：貝クリーン・クラム」で、貝の砂を速やかに除去して貰う。

　幾度も貝を爆発させながら完成させた労作だ。

「ふーん、ウミガメは獲れなかったのね」

「ムリムリ～？」

「海の中のウミガメさんはとってもスピーディーだったのです」

　アリサの言葉にタマとポチが残念そうに首を横に振る。

「ご主人様、こちらの貝は開いてしまって宜よろしいですか？」

「ああ、頼むよ。貝柱の力が強いから、隙すき間まを開けるのはオレがやろう」

　間違ってリザの腕が挟まれたら危ない。

　軽く引っ張ると簡単に隙間ができたので、リザが貝の中に短剣を差し込んで、よどみない動作で貝柱を切っていく。

　がんばって貝が殻を閉じようとするが、オレの力に拮きつ抗こうできるはずもない。

「うわ～、でっかい真珠ね」

　確かにデカイ。

　ソフトボールくらいありそうだ。

「ご主人様、この貝殻って透明じゃない？」

「本当だね。さっきまで普通の貝だったのに」

　なぜか、巨大真珠貝が透明になっていた。

「魔力を流すと、不透明というか色が付くみたいだね」

　たぶん、この能力で海底で擬態していたのだろう。

　結構頑丈だし、使い道によっては面白い事ができそうで、クリエーター魂が刺激される。

　オレがそんな事を考えている間に、他の子達は小さな貝を開いていたようだ。

「マスター、真珠の幼生体を見つけたと報告します」

「へー、ピンク色の真珠なんてあるのね」

「こっちのは黒真珠です」

　この海岸近くに生息する二枚貝は真珠が入っているモノが多いらしい。

　数珠じゆずつなぎのネックレスにするには数が足りないから、皆に一粒真珠のネックレスかイヤリングでも作ってやろう。

　海岸に打ち上げられた珊さん瑚ごもあるし、食後の貝殻アクセサリー講座はバラエティ豊かになりそうだ。

　さて、肝心のお昼ご飯だが──。

「うっはっ！　めちゃめちゃ海水浴仕様じゃない！」

　今日はカレー、焼きソバ、ラーメン、イカ焼きという海の家ラインナップにしてみた。

　焼きソバと塩ラーメンは新メニューだ。

「具のないカレーに伸びたラーメンじゃないんだ」

　アリサが海の家っぽくないと文句を言うが、わざわざ不ま味ずく作る気はない。

　文句を言いつつも、ラーメンをずぞぞと啜すするアリサの顔は満足げだ。

「ん、美味」

　ミーアも野菜たっぷりの塩ラーメンを気に入ってくれたようだ。

「肉入りで美お味いしいのです」

「それは焼豚っていうのよ、チャーシューとも言うわね」

「ちゃーしゅーめん～？」

　タマの発音が少し変だったが、他の子達もラーメンを気に入ったようだ。麵めん類るいは箸はしで食べにくいのか、フォークを使っていた。

　なぜか、焼きソバはイマイチ不人気だったので、もう少し精進しようと思う。

「ラーメンって熱いけど美味しいですね」

「他にも色々な種類があるから、もう少し寒い所に行ったら色々作ってみよう」

「はい！」

　間違っても、この炎天下で豚骨ラーメンのスープをぐつぐつ煮るのは嫌だ。

　空調エアコンの魔法があるけど、これは気分的な問題だからね。

「辛くて、美味しい、です」

「カレーは三日目が美味しいと報告します」

　レイとナナの二人は仲良くカレーを食べているようだ。

「美味です。カレーと海鮮フライは良く合うのですね」

　リザはエビフライと白身フライをトッピングしたカレーを、美味しそうに食べていた。

　昼からはかき氷で涼を取った後、貝殻アクセサリー講座を経て、無人島の定番であるツリーハウス作りに費やした。





◆






「花火～？」

「パチパチなのです！」

　タマとポチがキャンプファイヤー前の砂浜で、クルクルとステップを踏む。

　彼女達の両手には「幻花火フアイアワークス・イリユージヨン」の効果を付与した短たん杖じようが握られている。

　この短杖は「幻花火フアイアワークス・イリユージヨン」を知ったベリウナン氏族のハイエルフさんが作ってくれたモノだ。光系の魔法道具作製は苦手だと言っていたのに、けっこう短期間で作ってくれた。

　作製に魔法の補助が必要なので、今のオレには複製できない貴重品だ。

「幼生体、こうやって遊ぶと告げます」

「すごく、綺き麗れい、です」

　ナナがレイに「幻花火フアイアワークス・イリユージヨン」の短杖の使い方をレクチャーしていた。

「なんだか──引き込まれそうですね」

「ええ、実に味わい深い花火です」

　ルルとリザは試作した線香花火に夢中らしい。

　こちらは普通に火薬を使ってある。

「キャンプファイヤーって、なんだかリア充みたいよね」

「そうか？　学校の行事でやらないか？」

　アリサのリクエストでオクラホマミキサーを踊る。伴奏はミーアだ。

　これは二人だけで踊るようなモノじゃないと思う。

「むぅ、交代」

　ミーア以外は楽器が弾けないので、アリサの口演奏でミーアと踊る。

「幼生体？」

　ナナの訝いぶかしげな声に視線を向けると、レイの瞳ひとみから光が消え、茫ぼう洋ようとした表情でキャンプファイヤーを見つめていた。

『──火』

　レイが小さく呟く。

「にゅ！」

「来るのです！」

　タマとポチが花火の短杖から手を離し、地面に四よつん這ばいになって警告する。

　──次の瞬間、地面が揺れた。

　同時に島の奥で鳥が一斉に飛び立ち、獣が吠ほえ声を上げた。

「地震かしら？」

「この辺は海底火山もないはずなんだけどね」

　マップを開きながら、魔物の光点の動きを確認してみたが、特に目立った兆候はない。骸骨王やユーネイアのマーカーも確認したが現在位置は幽界のままだ。

「なら、四島の方を見てみるか──」

　オレは空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動し、「封塔島」の様子を確認してみた。

　島の一つに塔のようなモノが生まれ、赤い光を漏らしている。他の三つは変化なしだ。

　──いよいよ動き出したか。

「何かの凶兆でしょうか？」

「大丈夫だよ」

　間近で聞こえたリザの呟きに、軽い口調で答えて安心させる。

　視界を覆っていたメニュー表示を全すべて最小化すると、仲間達が怯おびえた表情で抱きついてきた。

　こっちは地震が少ないから、震度三くらいでも恐ろしいのだろう。

　明らかに便乗のアリサには軽いデコピンをお見舞いし、皆が落ち着いたところで今日は就寝する事にした。

　今から「封塔島」に向かう事も考えたが、その案は止やめておく。

　オレが出かけている間にレイを攫さらいに骸骨王が現れたら厄介だし、骸骨王の後手に回るのがしゃくなだけで、ララキエが復活してから海王や天罰砲を破壊した方が楽ちんだったりする。

　もちろん、なるべく復活前に阻止するつもりだけどさ。
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「明日あしたは南国フルーツ探索をしましょう！」

「ん、同意」

「アリサ、スイカ割りを希望します」

「じゃ、昼からスイカ割りで」

　不安な様子だった仲間達も、アリサのお陰もあって、すぐにいつもの調子に戻ったようだ。

　南国風にバナナの葉っぱのベッドに寝転んで就眠となっても、お喋しやべりが止まらない様子だったが、月が静かに夜空に昇る頃ころにはすやすやと眠りについていた。遊び疲れていたのだろう。




　そして、深夜──。

　何かに呼ばれるように目が覚めた。

　暗視スキルのもたらす視界の中に違和感がある。

　──レイがいない。

　レーダーに映るレイは島の中央にある山に向かっているようだ。

　オレは皆を起こさないように注意してベッドから抜け出し、夜の散歩に出かけたレイを追いかけた。

　夜行性の生き物たちの眠りを誘う鳴き声が熱帯雨林に響き、ざわざわと葉擦れの音が風に乗る。

「見えた」

　天駆で木々の上から追いかけたので、すぐに追いついた。

　ふらふらと歩くレイは夢遊病患者のようだ。

　そのまま背後頭上の空中から見守る。

　山の中腹にある岩場でレイが小さな手を伸ばすと、岩の上に歯車のような魔法陣が浮かび、魔導王国ララギで見た「箱」と同じような神じん代だい語の音声が闇やみ夜よに響いた。

『緊急通路は上級職員のみが解放可能です。上級職員は認識番号を告げて下さい』

『ラ―１０９０６０９―レイアーネ・トゥーワ・ララキエ』

　トランス状態のレイが認識番号を呟つぶやく。

　そういえば、こっちの世界でミドルネームがある人は初めてかもしれない。

『認識番号を確認。偽装を解除します』

　岩が砂のように崩れ、小さな塔がその場に姿を現した。

　塔の上部にはララキエの紋章が刻まれた水晶球が嵌はまっている。

『女王レイアーネの帰還をララキエ中央制御核セントラル・コアは歓迎致します──警告、女王レイアーネに悪意ある干渉を確認。セキュリティースキャンを行います』

　塔の上部にある水晶球が明滅してそう告げる。

『──女、王？』

　そう呟いたレイが脱力して、その場に昏こん倒とうした。

「レイ！」

　名を呼んで駆け寄るオレを警戒した中央制御核が、レイの周囲に防御結界を作り出す。

「邪魔だ」

　オレが腕を振ると、手て応ごたえなく光の細片となって砕けて消える。

『女王レイアーネに害をなすモノを発見。スキャンを中断し、排除を実行──』

　レイを抱き上げ、塔の攻撃に備えて「自在盾フレキシブル・シールド」を生み出す。

『──実行を中断。条項エの三により、エルフの使者を害する事ができません』

　どうやら、オレが腰から下げていた「ボルエナンの静せい鈴りん」に反応したようだ。

『エルフの使者に告げる。速やかに我らの女王を返却せよ。女王レイアーネには記憶改ざんの形跡があり、中央制御室にて、速やかに修復する必要がある』

『オレは彼女の同行者だ。中央制御核なら、島に着いてからのオレ達を監視していたんだろ？　それなら、オレ達が彼女を害さない事は判わかるはずだ』

　なんだか、水晶球の点滅が電池切れ寸前の電化製品のような瞬き方をし始めた。

『……同行を了承。現在、ララキエは省魔力モードのため、女王レイアーネを安全に中央制御室へ案内できない。使者には女王レイアーネを中央制御室へ、エスコート、願ぅ──』

　それだけ告げると、水晶球は沈黙した。

　なんだか、最後は発音が変だったし、本当に魔力切れが近いのかもね。

　オレは入り口の扉をこじ開け、別マップになっていた内部で全マップ探査を実行する。

　──どうやら、ここがララキエの入り口らしい。

　マップ名が「ララキエ：遺跡」と表示されている。

　これでレイをララキエに送り返すミッションはほとんど達成したようなものだが、記憶を完全に取り戻すには中央制御室とやらへ連れていく必要があるようだ。

　ここは中央制御室へ送り届けるまではミッション継続と思った方が良いだろう。

　さて、横道に逸それてしまったが、マップの確認に戻ろう。

　思ったよりも広く、東京都が丸ごと入るくらいもある。遺跡内部には誰だれもおらず、魔物やゴーレム類もまったくいないようだった。

　中央制御室は名前通り、この広大な遺跡の中央部最奥にあるようだ。

　オレはメニューの時計を確認する。

「もうすぐ朝か」

　オレは天駆でキャンプ地へと帰還し、レイを寝床に横たえてから朝食の準備を始めた。

　内部に危険はないようだし、中央制御室訪問は仲間達と一緒に探検気分でお邪魔する事にしよう。
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「うっわ～、この螺ら旋せん階段、長っ」

　外光が届かない階段の奥を見下ろしたアリサが、驚きの叫びを上げた。

「■　■……■　魔光玉創造クリエート・ウイスプ」

　ミーアが精霊魔法で生み出した光球を一〇メートルほど先行させ、理術の「魔灯マナ・ライト」を発動したナナが先頭を行く。

　中央を進むルルが持っているのは魔灯マナ・ライトと同名の魔法のランタンだ。これはクハノウ伯爵領で魔女の弟子イネニマアナが餞せん別べつにくれたものだ。

　オレも巻物で覚えた「魔灯マナ・ライト」を使えるのだが、オレの「魔灯マナ・ライト」は明るすぎて探検気分が白けそうなので自重している。

　なお、事態が急変した時に備えて、飛行帆船はストレージに収納してきた。

「……いくらなんでも長すぎでしょ」

　単調な移動に飽きたアリサがぼやく。

　後衛陣とレイは早々に疲れて歩けなくなったので、オレの出す「自走する板フローテイング・ボード」に腰掛けて移動している。

　ルルやミーアはまだ大丈夫そうだったが、二人乗せるのも四人乗せるのも同じなので一緒に乗せて移動速度をペースアップしておいた。

「もうちょっと～？」

「石の音が二つ数える前に鳴ったから、すぐなのです」

　タマがポケットから出した小石を螺旋階段中央の空洞に落として音の反響までの時間で距離を測っている。

　重力加速度や計算式は知らないと思うけど、経験則で大体の高さを知っているようだ。

「ん、ホール」

　ミーアが光球を更に先行させて、螺旋階段の下にあるホールへと到着させた。

　ホールは出口が一つあるだけで、特に何もない場所だ。

　トタタタタッとタマとポチが出口の方に駆け下りていく。

「とびら～？」

「開けてもいいのです？」

　タマとポチが両開きの扉の前で振り返る。

　レーダーに敵影はないし、罠わな発見スキルや危機感知スキルにも反応がないから大丈夫だろう。

「いいとも」

　オレが許可を与えると、タマとポチが身体からだを押し付けるようにして重い扉を開いた。

　扉の向こうから光が差し込んでくる。

「すごい～？」

「凄すごく、凄いのです！」

　扉の向こうに転がり出たタマとポチが、ぶんぶんと手招きする。

　興味を引かれて出口の向こうにあった広場に飛び出すと、そこには思いもよらない光景が広がっていた。

「ご主人様、海が頭上にあります！」

「マスター、海を通して太陽が見えると報告します」

　マジメなリザと意外に常識的なナナが空を見上げて報告してきた。

　二人の言うように、何の支えもなく海が天井になっているように見える。恐らく海との間に、透明度の高い樹脂か術理系の魔法を用いた天井があるのだろう。
















　天井の向こうでは水族館のようにカラフルな海の生き物達の群れが、リズミカルに海と空の間を泳いでいる。

　ここはララキエの中央居住区のようだ。

　あまりに広く、向こうの端が霞かすんでしまって見えない。

「綺き麗れいですね──」

「綺麗だわ！　とっても綺麗なの。精霊達が踊るのと同じくらいなの、本当よ？」

「天井が落ちてきそうで、少し怖いですね」

　ルルが感嘆の吐息を漏らし、ミーアが興奮した様子で長文を捲まくし立たて、リザが心配そうに見上げた。

　アリサは──

「ぐぬぬ、まるでリア充の集まりそうな水族館みたいだわ……」

　そっとしておこう。何か嫌な思い出を想起したようだ。

『神の奇跡による超高効率魔法柔障壁。ララキエを高空の冷風や気圧低下から守るための仕組み。ララキエの浮き船以外は通過不能』

　トランス状態になったレイが天井の正体を教えてくれた。

　ＡＲ表示される内容とは少し違うが、特に問題ないのでそのまま訂正せずに聞き流す。

「向こうの塔が中央制御室なのかしら？」

『天の塔。女王が神々と交信する聖なる場所。女王と王族の離宮でもある』

　二人が話題にしているのは居住区中央の太い塔の事だろう。

　オリハルコン製の塔が黄金色に輝いている。




　そのまま広場を進むと、格子のような床の隙すき間まから風が吹き上がっていた。

　ルルやミーアのスカートが悪戯いたずらな風に巻き上げられ、純白やシマシマが視界に映る。

『──風』

　レイの呟きに思い当たる事があったので、オレは自分の勘を頼りに「遠見クレアボヤンス」の魔法で三箇所の「封塔島」を確認した。

　その内の一つに塔が現れ、緑色の光が漏れているのが見えた。

　やはり、骸骨王やユーネイアの姿はない──。

「揺れた──今度は弱いわね、震度二くらいかしら？」

「そのくらいだね」

　今回は揺れが少なかったせいか、仲間達も抱きつくほど怯おびえてはいない。

　ルルやリザがオレの服を摘つまみ、年少組がオレの手を握っているくらいだ。

「マスター、人がいますと報告します」

　広場の端は崖がけのようになっており、ララキエの町並みが見える。

　ナナの指差す先には確かにたくさんの人影がある。

　──だが。

「何かおかしくない？」

　人影の向こうが透けて見えるし、人影は若者ばかりで、子供も老人も中年すらいない。

『ララキエの幸福人──業深く苦しみの多い肉体を捨て、精神体となって未み来らい永えい劫ごうに幸福の中で生きる人々。浄じよう昇しよう霊れい廟びようで人々は半幽霊ハーフ・ゴーストへと生まれ変わり、肉体が朽ちるのと同時に霊体すら捨てて真の精神体となる』

　半幽霊ハーフ・ゴーストっていうのはハーフじゃなくて、人と霊体の中間状態って意味だったらしい。

　それにしても、世界を支配し栄華を極めた人達が永遠の若さを求めるのは、どの世界も一緒みたいだ。

「へー、遠くの銀河でネジにされるよりはマシだけど、精神体だけの存在になって何か楽しいのかしらね」

『彼らはもう幸福しか感じられない。人の心は脆ぜい弱じやく。肉体を失えば記憶は薄れ、霊体を失えば感情すら薄れる。今の彼らは過去の残ざん滓し。ララキエの中央制御核によるバックアップが途切れれば、ひっそりと消え去る運命』

　レイが能面のような表情のままで、はらはらと涙を流す。

　なるほど、どうりでオレのＡＲ表示には「ララキエの亡霊」と不死の魔物アンデッド扱いで表示されているはずだ。

　涙を流すレイの顔を、ナナとミーアがハンカチで拭ふいてやっている。

　オレ達はなんとなく、半透明の人影に黙もく禱とうしてその場を後にした。

　途中で通り抜けた「浄昇霊廟」はエルフ達の睡眠槽に似ていたが、中のエルフが健康そうだった睡眠槽と違い、霊廟のガラス筒の中の人々は干ひ涸からびてミイラのようになっていた。




　途中で壊れた上水道から噴き出した水が通路を水没させていたが、水魔法の「水中呼吸ウオーター・ブレツシング」と「水圧軽減レジスト・ウオーター・プレツシヤー」を使って、そのまま直進した。

『──水』

　小さな口から泡あぶくを漏らしながら、レイが呟く。

　早い。もう三つ目の封塔島が解かれたらしい。

　続く地震で排水孔が開いたのか、急激な流れが生まれたので「理力の手マジツク・ハンド」で皆を摑つかまえて、目的の場所へと抜けた。

「びっくりした～？」

「流されちゃうかと思ったのです」

　皆の濡ぬれた服を生活魔法の「乾燥ドライ」で応急処置し、中央制御室への移動を急ぐ。

　なるべく、最後の封印が解ける前に、レイの記憶を元に戻してやりたい。




　中央制御室への広大な通路の両脇に黒い巨板のような石柱が並ぶ。

　ここは巨人達が歩けるほど通路が広い。

　左右の石柱には壁画が描かれているようだ。

「うわっ、なかなか光と闇やみのコントラストの濃い壁画ね」

　前半はララキエが世界を支配し、地上の人々の犠牲の上で繁栄する様子が描かれていた。

「でも、地上の人達も搾取されるだけじゃなかったみたいだよ」

　後半から少しずつ反逆戦争の様子に変わり、最後は狗く頭とうの魔王が世界を破滅させる物語に変わっている。

「──なんだ？」

　その一つが気になって、思わず足を止めてしまった。

「どうなさいましたか、ご主人様」

「タコと女の子？」

　アリサが壁画の内容を端的に呟つぶやく。

　その壁画は崖の上から、蛸型海魔オクトパス・クラーケンのいる海に生いけ贄にえを投げ込んでいる様子だった。

『生け贄の聖女。劣勢となった戦況を覆すため、支配の術式を身に刻んだ乙女達が、「海王の落とし子」に捧ささげられた』

　たしか、レイの称号にも「生け贄の聖女」というのがあったはずだ。

　この絵は彼女の過去を示しているのだろうか？

『生け贄の聖女は常に双子か姉妹。片方の娘の「支配」で捕まえた「落とし子」を、もう片方の娘に刻まれた「操作」で操る』

　よく見ると、絵の中の乙女達は漆黒の鎖を付けられて、釣り餌えのように投げ込まれている。

　敗戦前の国はなりふり構わないエピソードが多いけど、見ていて胸がムカムカしてくるよ。

　隣の壁画には操った「落とし子」で津波を起こして、敵の船や港町を滅ぼす図が描かれていた。

『支配した「落とし子」によって、劣勢だった戦いを押し戻したものの、狗頭の四天王の参戦で勝敗は決した。海王を支配しようという試みは失敗し、女王の妹は命を落とし、女王もまた魂を引き裂かれて「棺ひつぎ」の中で永遠の眠りについた』

　続く何枚かの絵では、ララキエらしき島で同サイズの海王を海底に沈める姿が描かれている。

　誇張だと思うけど、島サイズの大ダコと戦うのは遠慮したいね。

　残りの六枚の絵には、炎王や陸王が封印される姿と狗頭の最後が描かれているようだ。

「のっぺらぼう？　この円えん錐すい巨人は何かしら？」

『神の使徒。空王を蹴け散ちらし、炎王を輝炎剣で封じ、陸王を迷宮に縛り付けた』

　これが神の使徒か──。

　レイは「蹴散らし」と一方的に使徒が強かったような発言をしていたが、壁画では魔王の眷けん属ぞく一体につき使徒十数体が囲んで倒すような図になっていた。

　この辺りはララキエが海中に没した後に描かれたのだろう。

「隣のは七本の光柱に囲まれた狼おおかみと人？」

『狗頭を封じるために降臨された神々の姿。一柱の神が人の姿をお取りになり、狗頭をお倒しになった』

　──あれ？　数がおかしくないか？

　魔王を作り出したはずの魔神が参戦する事はないだろうし、もしかしたら竜神も参戦していたのかな？

　パリオン神に勇者召喚の魔法を教えるくらいだし、仲は悪くないはずだ。

　それに、バトルジャンキーな竜神なら自分から飛び込んでいきそうな感じもするしね。





◆






『お待ちしておりました、女王レイアーネ』

　中央制御室の前に来ると、扉の上の珠たまが光り、中央制御核の声が聞こえた。

『エルフおよびエルフの使者よ。女王レイアーネのエスコートを感謝する』

　オレ達は扉の中に招き入れられる。

「マスター！　幼生体が消えたと報告します」

『どういうことだ！』

　ナナの報告に、中央制御核をどなりつけると、暗い部屋の一角のシャッターが開き、スポットライトで照らされた。

　そこには赤い魔法陣の中でレイが浮かんでいる。

『セキュリティースキャン完了。女王レイアーネの記憶野に改ざんの形跡を発見しました。バックアップからの復元を推奨します』

　──パソコンかっ、というツッコミがのど元まで上がってきたが自重した。

『……わすれたく、ない』

『対象は改変された記憶のみとなります。それ以後の記憶に変化はありません』

　おおっと、ララキエの技術はなかなか凄いらしい。

『やって、ください』

『承知致しました。復元を実行します』

　レイの周りに幾重もの歯車形の魔法陣が現れ、先ほどのスキャンと同じ光の往復が半時間ほど続いた。

『終了いたしました。女王レイアーネ、ご気分はいかがですか』

『ありがとう。まだ記憶が少し混濁しているけど、色々と思い出せた』

　レイがトランス状態の間のように流りゆう暢ちようにしゃべる。

　姿は幼女のままだが、いつもより落ち着いた雰囲気だ。

　ＡＲ表示される彼女の名前がレイアーネ・トゥーワ・ララキエに変わり、グレーアウトしていた彼女のレベルやスキルも白で表示された。

「サトゥーさん、思い出しました。私は──」

　レイの言葉の途中で、ひときわ大きな地震が起こった。

「きゃああああああ」

　ルルの悲鳴が一番大きかったが、震度五クラスだとオレも余り余裕はない。

　今のレベルなら天井が落ちてきても床が抜けても大丈夫だと分かっていても、怖い物は怖いのだ。

『女王レイアーネに報告。女王塔より非常事態宣言が通告されました。宣言が撤回されるまで、中央制御核はスレイブモードに移行し、女王塔の指令が優先されます。この報告が女王レイアーネの意図しないモノであれば、女王塔にある制御端末から中止してください』

　どこかのパスワード変更確認メールのような発言をして中央制御核が沈黙した。

「ご、ご主人様、この揺れ方おかしいわ！　地震の揺れ方じゃない」

　アリサの言うように、地震と言うよりは大型船舶の機関部の揺れを増幅したような感じだ。

　ここだと何が起こっているか分からないので、ララキエの展望広場に設置した刻印板の場所に「帰還転移リターン」した。

「ご主人様、天井をご覧下さい」

「海が流れている？」

　リザの言葉に天井を見上げる。

「そら～？」

「太陽が眩まぶしいのです」

『ララキエが浮上している？　そ、そんな──母様達を犠牲にして封印した「海王」を、父様が解放してしまったなんて』

　レイが愕がく然ぜんとした顔で呟く。

　どうやら、ララキエが海面に浮上したようだ。

　──ん？　浮上？

　これだけの大質量が海面に急浮上したら──。

「サトゥー」

「マスター！」

　ミーアとナナの視線の先では、歯車形の魔法陣が広がり、そこから人影が現れた。

　現れたのは予想通り、ユーネイアだ。

『──迎えに来たわ、姉様！』

　古風な感じの巫み女こ服姿で現れたユーネイアが、挑むような笑顔でレイに話しかける。

　公都のテニオン神殿で見かけた儀礼用の巫女服からテニオン神の聖印を外し、もっと仰々しくした感じの衣装だ。

『あなたは、ユーネイア、なのね？』

　レイが確認するように尋ねる。

『そうよ！　思い出してくれたのね、姉様！』

　ユーネイアの方はレイの意図などお構いなしに、首肯してそう答えた。

『一緒に行きましょう、姉様。父様が待ってるわ！』

　レイがなぜか悲しそうな視線をユーネイアに向ける。

　悲しいというか哀れんでいるような視線だ。

「サトゥーさん、私、行ってきます」

　ユーネイアの言葉に答えずに、レイがオレを振り向いてシガ国語で言葉を紡ぐ。

「父様の妄執を終わらせて、世界に混乱をもたらさないために、そしてララキエの悲しい民の墓所を守るために」

「それが君の願いなのかい？」

「はい、全てを救うには私が行くしかありません」

　レイが殉教者のような透明な笑顔で告げる。

「幼生体！　私も一緒に行くと告げます！」

　ナナがそう言うと他の子達も異口同音で同行を望む。

「ナナさん、今までありがとう。皆さんも、素性の定かでない私と仲良くしてくれて感謝しています」

　レイがキッパリとナナ達の申し出を拒否した。

『行きましょう、姉様』

　ユーネイアがレイの手を取る。

「レイ！　君が救う全すべてに、君は含まれているのか?!」

　オレの最後の問いにレイは答えず、薄幸そうな笑みを残して幽界に消える。

　そして、二人を示す光点が女王塔の最上階に再出現した。骸骨王もそこにいるようだ。




『──排出指令、実行』

　中央制御核の声が聞こえた次の瞬間には、皆でキャンプファイヤーをした中央島の砂浜にいた。

　いや、今や入り江は水たまりになりはて、中央島はララキエ都市部外縁の高山の一角へとその姿を変えている。

　どうやら、ここはララキエ都市部の西端だったようだ。

　山の向こう側に、天てん護ご光こう蓋がいの作り出した輝くドームが見えている。

「ご主人様！」

　アリサの軽いパンチがオレの腹を襲う。

「あそこはレイを抱きしめて、引き留めるところでしょうがっ！」

「ん、基本」

「マスター」

　憤慨した様子の鉄壁ペアと無表情のナナがオレに詰め寄ってきた。

　もちろん、分かっているとも。

「一緒に行かなかったのは先にする事があったからだよ」

「レイより優先しないといけない事って何よ」

「津波だよ」

　そう、このまま放置したら、急浮上したララキエによって発生した津波が、沿岸諸国を襲う。

　そして、多くの人が想像するより、津波は速い。

「すぐに片付けて、レイも助けてくるから、皆は船に乗ってララキエから離れていてくれ」

　オレはそう言いながら飛行帆船をストレージから取り出し、ルルの持つ大型妖よう精せい鞄かばんから船首像フイギユアヘツド型ゴーレムのコアパーツを取り出して、船首像にセットする。

　起動後のゴーレムは生き物扱いらしく、ストレージに収納できないのだ。

「むぅ、救助行く」

「マスター、幼生体の救助部隊参加を希望します」

　ミーアとナナの二人が鼻息荒く、自分たちで助けに行くと主張した。

「助けいこ～？」

「ポチも助けに行きたいのです」

「ご主人様、私からもお願いします」

「私も助けてあげたいです」

　獣娘達とルルも同意のようだ。

　皆に向かってサムズアップするアリサの意見は聞くまでもないだろう。

「アリサ、船の防御は完かん璧ぺきだが、可能な限り戦闘は避けろ」

「わーってるわよ！　時間稼ぎに徹するわ！」

「今から９０秒でいい。それまでに戻る」

「おっけー！」

　オレはアリサに船の権限を移譲し、幾つかのコマンドワードを伝える。

　暇な航海中に追加した兵装と推進器の起動キーだ。

「い、いつの間にそんなに改造したのよ」

　アリサの呆あきれたような質問に軽口で答える。

「こんな事もあろうかと、ってヤツさ」

　前にアリサが言っていたセリフを拝借し、帆船から飛び立つ。

　オレはマップを開いて環状に広がる津波を確認し、最外縁から順番に回収するコースに決めた。

　飛び石のような刻印板を設置した島を「帰還転移リターン」でショートカットし、津波の環わの外側に出る。

　水平線の彼方かなたから迫ってくる津波が見えた。

　オレは天駆ではなく、閃せん駆くを選んで津波に向かって突撃する。

　今は衣服や火傷やけどよりも、時間を最優先しないといけない。




　アリサ達が何かをやらかす前に──。







　浮き島ララキエ





〝レイです。楽しい日々を送る間は、それがどんな宝石にも負けないほど貴重だと気付く事ができないのかもしれません。あの優しい日々の記憶が私の心を温めてくれるのです。〟






　幼い頃ころ、私はララキエこそが地上で一番幸せな場所だと思っていた。

　優しい父様と尊敬できる母様、それに母様そっくりの柔和な叔母様に愛され、使用人のホムンクルス達や優れた魔導機械達に尽くされて何不自由なく暮らしていたのだ。

　女王塔から見下ろす町並みは平和で、年に一度のパレードの日にも人々から笑顔が消えることはなかった。

　音楽と芸術に満たされ、日々の生活を彩り豊かに飾ってくれている。

　そんな平和で満ち足りた生活に陰りが生じたのはいつの日だろう。

「──この国は腐っている。あんたらの贅ぜい沢たくな食料や豪華な衣服を購あがなうために、地上のニンゲンは塗炭の苦しみの中で酷使されているのさ」

　そう私に告げたのは、ララキエの自然公園で倒れていた紫髪の少年だった。

　瘦やせこけてボロボロの飛行服を身に纏まといながらも、その瞳ひとみだけは煌こう々こうと意志の輝きに満ちていた。

　大おお怪け我がをしていた彼を匿かくまい治療したのは、彼の語るララキエの外の話が知りたかったから。

「ねぇ、クロウ。あなたはララキエを滅ぼしたいの？」

「違う。俺がやりたいのは神々の支配からニンゲン達を解き放つ事だ」

　私の問いにクロウが紫髪を揺らして首を横に振る。

「支配？　それは加護と言うのよ？」

「支配だよ、レイアーネ。俺達は神々の経営する牧場の家畜に過ぎない。君達ララキエ人は牧童──いや、もしかしたら味を良くするために品種改良された特別な──」

　クロウの神を侮辱する言葉に耐えきれず、私は彼の頰ほおを叩たたいてしまった。

　なのに、彼は幼い子供を見るような優しい瞳で微笑ほほえんだあと、独り言のように呟つぶやく。

「レイアーネ、俺は人々に与えたいんだ──自分の人生を自由に生きる事ができる世界を」

　彼との交流はその日が最後だった。

　次の日、訪れた隠れ家は土台を残して消滅しており、その周囲には砕かれた魔導機械や戦闘用のゴーレムの破片が転がるばかりだった。

　──あの翌年だっただろうか？

　狗く頭とうの魔王が果ての大陸で反ララキエの旗を揚げ、ララキエとの終わりのない戦いに突入したのは……。

　戦乱の日々の中、魔王に呼応して地上の王国もララキエから離反し、戦乱の渦中にあったララキエからは人々の笑いが消えていった。

　長い戦いの日々にも終わりはやってくる。

　神々の恩おん寵ちようによって狗頭の魔王や多くの眷けん属ぞくは封ぜられ、最後に残った海王はララキエの女王である母様と叔母様が弱体化させ、ララキエを重しにして父様と二人で海の底に封印した。

　父様に連れられてララキエから脱出する時に、母様や叔母様の名を呼んで泣き叫んだ覚えがある。

　でも、私と父様の乗った浮き船も追いかけてきた邪教徒達に捕まり、父様と引き離された私は邪悪な魔法装置の部品として孤島の海底神殿に連れていかれた。

　もっとも、その先は憶おぼえていない。私の記憶はそこで途絶えているから──。




　次の記憶にあるのは、ナナさんの抱擁とサトゥーさんの優しい笑顔だ。

　私は幸せだったサトゥーさんやナナさん達との思い出を胸に、ユーネイアと名乗る少女の後を追って回廊を進む。

　そして、その回廊の果てにある場所で、私は父様と再会した。

『よくぞ戻ったレイアーネ。いささか小さくなったか？』

　骸がい骨こつとなりはてた父様が告げる。

　私の横で子犬のように父様からの言葉を待つ少女には、褒め言葉どころか労ねぎらいさえなかった。

　ここは浮き島ララキエの中心にある女王塔の展望台。

　天井も柱もなく、ララキエの全てが一望できる。

『父様もすっかり面変わりなさいましたね』

　最後に見た父様は、半幽霊ハーフ・ゴーストの普通の男性だった。

　視界の隅で、浮き島ララキエの縁から伸び上がる巨木のような触手が見える。

『どうして、海王の封印を解いてしまったのですか？』

　母様の意志を継いで、私と共に海王を封じたのは父様だというのに。

『どうして、だと？』

　なのに、父様は私の言葉に激げき昂こうし、言葉を荒らげた。

『ララキエ最後の女王たる我が妻、そしてお前の母の言葉を忘れたか！　「ララキエを空に返して」、それが彼女の悲願だったというのに』

　──違う。

『海王の制御に失敗して魂を砕かれた母様に、そんな遺言を残す時間はありませんでした』

『なん、だと？』

　海王は脆ぜい弱じやくな人の手で御せるような存在ではなかったのだ。

『お忘れですか、母様の遺書には自分が失敗したら、ララキエを重しにして海王を封印して欲しいと書かれてありましたよ』

　遺書を最初に読んだのは私ではなく父様だった。

『ばかな！　彼女は確かに「ララキエを空に返して」と──』

『父様に、そんな虚言を吹き込んだのは誰だれですか？』

　恐らく父様を醜悪な不死の魔物アンデッドに変えた存在。

　──魔王、あるいは上級魔族。

　視界の隅で、沈黙していたユーネイアがハッとした表情で顔を上げた。

『と、父様、前に父様の所に来ていた黄色い外がい套とうの人は？　デスデス変な語尾の人！』

『やかましい！　まがい物のデク人形の出る幕ではないわ！』

　父様に突き飛ばされたホムンクルスの少女を抱き止める。

　誰からも愛されない彼女を、せめて私くらいは愛してあげよう。

　この命尽きるまでの短い間だけでも。

『その人は何者？　そもそも人なの？』

『我が朋ほう友ゆうになんたる言いぐさ！　黄衣の大魔術師殿はララキエの呪じゆ法ほうを更に発展させ、我が目の前で、かの大怪魚トヴケゼェーラさえも支配してみせたのだ！』

　大怪魚トヴケゼェーラ？　北海を支配する空の悪魔を？

　あの竜達でさえ手を出さないような大怪魚を倒すどころか、支配するなんてありえない。

『幻術ではなかったのですか？』

『信じられぬのも無理はない』

　でも、それが事実なら、その人に海王を退治して貰もらえば良かったのではないだろうか？

　そう思って尋ねてみたが、虚を突かれたような顔を見せたあと、噓うそを誤ご魔ま化かす子供のように激昂されてしまった。

『それでは朋友の風下に立たされてしまうではないか！　友とは常に同格であらねばならないのだ！』

　父様がマントをバサリと払って叫ぶ。

　直後に、轟ごう音おんと激震が私達を襲った。

『きゃっ』

　驚き悲鳴を上げる少女を抱き寄せる。

『姉様、あれ！』

　空を護まもる天てん護ご光こう蓋がいの輝くドームを、海王の八本の触手が殴打している。

　浮き島の縁からは巨大な眼球が覗のぞいていた。昆虫のような複眼だ。

『──海王』

　その瞳に浮かぶのは紛れもない憎悪。

　永えい劫ごうにも等しい時を海中に封じられた、怒りと憎しみが渦巻いている。

『良いぞ、今ならどんな毒どく餌えでも吞のみ込みそうだ』

　父様の言う毒餌とはこの少女と私の事だろう。

　狂気を瞳に浮かべた父様が、海王を見下ろして哄こう笑しようする。

『ユーネイアに支配の呪毒を、レイアーネに制御の術式を刻め』

　父様の無慈悲な宣言に、少女が青い顔で頷うなずき、魔法陣を刻むために巫み女こ服を脱ぎ捨てる。

『私は海王を釣る餌、姉様は海王を従える楔くさび──そう決まっているのよね、父様』

　自分に言い聞かせるように少女が頷き、震える瞳で父様を見つめる。

　だが、父様はそんな少女を振り向きもしない。

『父様、ダメです』

『なんだと？』

『ユーネイアでは支配できません。私が行きます』

『だ、大丈夫、私が支配してみせる！　だって、私は姉様の妹だもの』

　少女が必死で食い下がる。

　でも、それはできない。父様がやろうとしているのは、かつて母様とユーネイア叔母様が試みて無残に失敗したのと全く同じ。

　少しくらいの術式の改良で変わるような相手じゃない。

　それに餌として海王に吞み込まれる役は必ず命を落とす。そんな役目をこの子に押し付けるわけにはいかない。

『同じではダメなのです。私を信じて下さい』

『姉様』

　海王を制御するなんて、絶対に成功するはずがない。

　私と少女の足下に歯車形の魔法陣が現れた。

『良かろう、信じよう』

　父様の冷徹な言葉に躊躇ためらいはない。

　あの優しかった父様はもういないのだ。

　女王塔から潤沢な魔力が供給され、省魔力状態の幼い姿から本来の姿へと戻る。

　サトゥーさんの甘く優しい魔力供給と違って、魂を殴られるような激しい勢いと無遠慮さだ。

『《刻め》』

　私が幽体でできた服を脱ぎ捨てると、父様が熱に浮かされたように命じる。

　足下から這はい上がってきた呪しゆが、耐えられないような不快感と一緒に肌の上を蠢うごめく。

『く、くぁああ』

　私の横で同じように呪に纏まとわり付かれた少女が苦く悶もんの声を漏らす。

『《刻め》』

　父様がもう一度呟くと、今度は肌の上の呪が術式へと変化して刻まれていく。

　──っくぅうう。

　先ほどの不快感が児戯に思えるほど激しい憤ふん怒ぬと絶望が流れ込んでくる。

　視界が歪ゆがみ、モノクロに色あせていく。

　ダメ、このままでは呪毒に吞み込まれてしまう。

　──幼生体。

　不意にナナさんの声が耳の奥に蘇よみがえった。

　ほんの少しだけ、心が軽くなった気がする。

『ま、負けない』

　私はナナさんやミーア達との温かな思い出を糧に、呪毒がもたらす憤怒と絶望に抗あらがう。

『待っていろ、海王！　我が新たなる配下よ！』

　父様の哄笑が女王塔に響いた。

　海王が浮き島の上に全身を現し、その重量で島が傾く。

　昏くらく歪む視界に映るその姿が、母様達の最期を想起させる。

　──あの時に私は見た。

　支配は確かに一度成功していた。

　でも、支配は長くは保もたず、ユーネイア叔母様は海王に吞み込まれて消滅してしまった。

　ならば、支配した一瞬にこそ勝機はある。海王自身に自分の魔コ核アを抉えぐり出させ、自滅させればいい。

　海王さえ倒せば、後はサトゥーさんがなんとかしてくれる。

　あの不思議な人なら、きっと父様の呪じゆ詛そを解いて、叔母様と同じ名前のユーネイアと呼ばれる少女も幸せにしてくれるはずだ。

　ごめんなさい、サトゥーさん、これが私の選択です。

『よくぞ耐えた、レイアーネ！　次で最後だ！　《楔を刻め》』

　父様の言葉の直後、濁流のような呪毒が流れ込んできた。

　──ダメ、これは人には耐えられない。

　温かな思い出が濁流に汚され、私の心も呪毒の波に吞まれて消えていく──。




「ちょおおおおっいとぉおお、まぁああったぁあああああああああ!!」

　聞き覚えのある声に、昏く霞かすむ視線を動かす。

　天護光蓋の向こうに空飛ぶ帆船が見えた。

　あれはアリサ？

「幼生体よ！　私は来たと告げます！」

「ん、迎え」

　ナナさん？　それにミーアまで。

　呪毒に負けそうだった心が温かみを取り戻し、白黒だった景色が色彩を取り戻す。

『ふん、どうやって声を届けているのか知らぬが、猪ちよ口こ才ざいな事よ』

　声はサトゥーさんがくれた髪飾りから聞こえる。

　天護光蓋の輝くドームと飛行帆船の防御壁がぶつかって、青と白の火花を飛び散らせている。

『神が与えたもうた天護光蓋を破る事などできぬ』

　父様が飛行帆船を見上げながら告げる。

「ご主人様のチートバリアーを舐なめるなぁああああああ!!」

「アリサ、螺ら旋せんモードを希望します」

「いよっしゃー！　ドリルパワーを見せてやるわ！」

　飛行帆船の前にあった防御壁がぐるぐると回転し始める。

「リザさん、アフターバーナーいっちゃって！」

「承知、後部噴進増幅装置作動」

　飛行帆船の後ろに見えていた噴煙が、ひときわ激しさを増した。

「今なら言える！　バリアーに勝てるのはバリ──」

　アリサの言葉の途中で、海王が水と氷の巨きよ槍そうを天護光蓋にぶつけてきた。

　飛行帆船は天護光蓋で砕けた水槍の余波を受けて、木の葉のように流されていってしまう。

『愚かな』

　──いいえ、あの子達のお陰で私は最後まで正気を保てた。

『終わったようだな？』

『はい、父様』

　私は腕を振って、身体の周りに幽体で衣装を作り出す。

　八柱の神々を奉じる巫女の正装に身を包む。
















　よろめきながら立ち上がるユーネイアに手を貸し、彼女の足下に落ちていた服を着せてやる。

『行け、レイアーネ』

　展望台から延びた細い桟橋に足を踏み出す。桟橋の先端は天護光蓋の外まで延びていた。

　十分な幅があるのに、高さに怯おびえた私の足は竦すくみそうになる。

　呪術で繫つながれたユーネイアが後ろをついてきた。

　──ＴＷＡＡＡＡＫＺＷＯＯＯＯＯＯＷＮ。

　心臓を抉り取るような恐ろしい音が身体を震わせる。

　後ろでユーネイアが腰を抜かして倒れる音が聞こえた。

　桟橋の先には大木のような海王の触手が待ち構えている。触手の先端は幾重にも割れて、イソギンチャクのように蠢いていた。

「やらせはせん！　やらせはせんぞぉおおおおおおおおおお！」

「五連装魔砲、発射準備完了！　撃ちます！」

　アリサの叫びに続いて、ルルの緊張した声が聞こえた。

　耳が痛くなるような連続音が響き、幾つもの紅色の砲弾が海王の触手の表面で弾はじけ、その身を抉る。

　──ＴＷＡＡＡＡＫＺＷＯＯＯＯＯＯＷＮ。

　海王の咆ほう哮こうが響き渡った。

　魔砲は確かに海王をも傷つけうる。

　でも、魔力消費が大きくて何度も撃てない。小さな飛行帆船の砲なら今ので打ち止め。

「タマ、ポチ！」

「こうかんだほう～？」

「ポチの早業を見せてやるのです！」

　上空を旋回する飛行帆船の甲板で、リザさん達が砲に取り付いて作業を始めるのが見えた。

「聖樹石機関の蒼そう貨か交換が完了したと告げます」

「ルル！　こちらも魔砲砲身交換完了です！」

　ナナさんやリザさん達の声が聞こえる。

「ん、チャージ完了」

「次弾砲撃！」

　先ほどと同じ砲弾の雨が触手に降り注ぐ。

　海王の触手の一本が千切れ飛んだ。

『──凄すごい』

　その快挙に思わず称賛の言葉が口をついて出た。

「やったぁああああああああ！　ガンガン行くわよ！」

　アリサの言葉に浮かんだ笑みが、視界の隅に映った海王の本体を見て凍り付いた。

『アリサ！　逃げてぇえええええ！』

「──へっ？」

　空を覆うような巨大な魔法陣が、海王の上空に生まれていた。

　次の瞬間、大地を裂くような巨大な水の鎚つちがアリサ達のいた空間に打ち付けられた。

『……アリサ、ナナさん』

　ああ、あれだけの大質量を受けて無事なはずがない。

　もしも、あの飛行帆船がオリハルコンや世界樹の枝で作られていたなら、本体は無事かもしれない。だけど、それでも、中にいる人は間違いなく挽ひき肉にくのように潰つぶれてしまう。

　あっけない友達の死に、私の瞳ひとみからとめどもなく涙が流れ落ちる。

　アリサ、ナナさん、ミーア……、私は順番に友の名を心に刻み、悲しみに沈む心を奮い立たせようとした。

　でも、ダメ──悲しみが深すぎて立ち上がれない。




「いやー、死ぬかと思ったわ」




　──えっ？

「死ぬかと思った、じゃない！」

　アリサの声に続いて、ポカリと叩たたく音とサトゥーさんの叱しかる声が聞こえた。

　顔を上げた私の視界に、見慣れた帆が飛び込んでくる。

　帆はみるみる上方へと昇っていき、私の座り込んだ桟橋の前に飛行帆船が姿を現した。

「まったく、帰還転移リターンで戻った直後に船ごと再転移するとは思わなかったよ」

　飛行帆船の甲板でアリサの頭をくしゃくしゃにしていたサトゥーさんが、こちらを振り向く。

　黒い穏やかな瞳が私を捉とらえた。

　私を見てほっと息をついた彼が、穏やかに微笑ほほえむ。

『お待たせ、レイ』

　身体からだがふわりと持ち上げられる。

　私の身体は風に乗る綿毛のように空を舞い、彼の立つ飛行帆船の甲板へと運ばれた。

『心配させちゃったみたいだね』

　日常を体現するような軽い声に耐えきれなくなって、飛び込んだ彼の胸で子供のように泣いてしまった。

　でも、その涙は決して冷たくはない。

　天気の最中に降る雨のように、温かく私の心を満たしてくれた。







　決着





〝サトゥーです。故人の遺言を守るのは尊いですが、それに生きている人達が呪じゆ縛ばくされてしまうのは違うと思うのです。自分たちが幸せであってこそ、ではないでしょうか？〟






『レイアーネ！　自分の役目を忘れたか！』

　眼下から聞こえる骸がい骨こつ王おうの声に、大人姿のレイの笑顔が凍り付く。

『──役目？』

『ええ、海王を支配して、内側から自壊させるんです』

『自分を犠牲にして？』

　レイは答えないが、この様子なら間違いないだろう。

「大丈夫～？」

「後はご主人様にお任せなのです」

　タマとポチの二人が道化のようにポーズを決める。

　悲しそうなレイの気配を感じて、慰めようとしているのだろう。

「ん、大丈夫」

「幼生体──いいえ、レイ。マスターを信じて欲しいと訴えます」

『ミーア、ナナさん──でも、海王は普通じゃないんです』

　仲間達の訴えに、レイが頑かたくなに首を横に振った。

「普通じゃないって、大怪魚や成竜よりも強いって事？」

　アリサがなんとなく投げやりに聞く。

『──同じくらいです』

「ならば、問題ありません」

「そうですね」

　レイの言葉にリザとルルが答えると、レイの顔にようやく疑問が浮かんだようだ。

『本当になんとかなるんですか？』

『もちろんさ。皆が頑張って説得しているから、終わるのを待っていたんだよ』

　恐る恐る尋ねるレイに首肯する。

　現に光魔法の「集光コンデンス」は既にオレの傍らに待機している。

　最初に考えていた「流星雨」は二次被害が酷ひどそうなので自重した。

『この愚か者共め！　神の恩おん寵ちようを受けた天空人の「浮き島」ララキエでも勝てなかった邪悪なる「海王」に、たかが小舟一隻で勝てると思うか！』

　骸骨王のまき散らす「恐怖」に、仲間達が身体を硬直させる。

『勝てるさ』

　オレは軽く肩を竦め、さっきから天てん護ご光こう蓋がいによる光のドームを無遠慮に叩く「海王」の方を振り向く。

　天護光蓋の防御壁はさっきの落水攻撃でも無事だったらしい。

「海王終了のお知らせだ」

　オレはレーザーの余波で仲間達を傷つけないように船から離れ、魔法欄から「光線レーザー」を選ぶ。

「先に逝っている炎王や空王と一緒に冥めい界かいで仲良くやってくれ」

　やや斜め下、浮き島の外縁をかすめるように出した一二〇本のレーザーを、集光コンデンスで一本に集約する。

　一瞬で光のドームを貫いた集束レーザーを、そのまままっすぐ上に斬り上げた。

『光の剣』

　そんな雅みやびな名前で集束レーザーを呼んだのは、骸骨王の傍そばに戻っていたユーネイアだ。

　集束レーザーはオゾン臭と目を焼くような強烈な輝きを残して、海王とドームを真っ二つに両断した。

　二つに割れた海王がゆっくりと海上に向けて落ちていく。

　ドームの隙すき間まから降ってきた海王の力ない触手を「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんで、そのまま「海王」を丸ごとストレージに直行させた。

　ここまで大きいと、死し骸がいが倒れるだけで二次被害が発生するからね。

『はい、終了』

　そう宣言しても、レイは呆ほうけたように口を開いたままだ。

　よく見たら、リザとタマ以外の仲間達も同じような反応をしている。

　そういえばリザ以外の仲間達の前で、本気の戦闘をしたのは初めてだったかもしれない。タマが驚いていないのは不思議だけど、いつもマイペースなタマらしいから気にしないでおこう。

『ありがとうございます、サトゥーさん。これで母様達の仇かたきが討てました』

　オレが甲板に戻ると、レイがそう言って抱きついてきた。

　さすがに鉄壁ペアからの「ぎるてぃ」宣言はない。

『……なぜだ』

　地獄の底から聞こえるような恨みの篭こもった声が聞こえてくる。

『なぜだ、なぜだなぜだなぜだ!!』

　声の主は両腕をわなわなと震わせる骸骨王だった。

『なぜ、お前のような規格外な存在がこの場にいる！』

『──成り行きかな？』

　素直にそう答えたのに、骸骨王から吹き付けてくる怒気がアップした。

『なぜ、我が妻レイアーネが身を捧ささげる時にいなかったのだ!!』

　オレがレイに視線を向けると「母様の事です」と返ってきた。

　ややこしい話だが、レイの母親もレイアーネという名前らしい。

『ララキエが海に没した二万年前にはオレはまだ生まれていなかったからね』

　二万年前って言ったら、縄文時代よりも前くらいじゃないかな？

　それにもしその時代にオレがいたとしても、勝手放題していたララキエの滅亡を助けたかと問われると首を傾かしげざるを得ない。

　もちろん、生いけ贄にえの女王姉妹は助けただろうけどさ。

『ユーネイア、レイアーネを「操作」してヤツを殺せ』

　ぐぬぬ、と唸うなっていた骸骨王が傍らにいたユーネイアに小さく命じるのを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　抱きしめた姿勢のままだったレイが、オレの首を絞める。

『サ、サトゥーさん、身体が勝手に──』

　レイが焦って抵抗しようとしているようだが、彼女の指は彼女の意思に反して動いているようだ。

　レイの身体を見下ろすと立派な谷間が──もとい、瘴しよう気きによる怪しげな術式で縛られているのが分かった。

　瘴気視を使用すると視界がモノクロになるのが欠点だね。

『──ダメ、指が私の言う事を聞いてくれない』

　レイが悲痛な顔で悔しそうに呟つぶやく。

『大丈夫だよ、レイ』

　声が出しにくいので、「遠話テレフオン」の魔法でレイに伝える。

「ご、ご主人様！」

　心配する仲間達に、『大丈夫』と「遠話テレフオン」で伝え、そのままレイの身体の上に手を滑らせて瘴気を剝はがしていく。

　気管が塞ふさがっていて呼吸ができないが、ストレージから肺に直接酸素を供給できるようなので問題ない。

『バカな！　我が術式を解こうというのか?!』

　骸骨王がこちらの意図に気付いたようだ。

　モノクロの視界の隅で、骸骨王が騒ぎ立てる。

『させん！　させてなるものか！　ユーネイア、贄の術式を発動させろ！　レイアーネごと、あの悪魔を滅ぼすのだ！』

『……ね、姉様を？』

　姉を犠牲にしろという骸骨王の命令に、ユーネイアが戸惑いの顔を見せた。

『何をしているユーネイア！　我が輩の命令が聞こえなかったのか！』

　骸骨王の叱しつ責せきに、ユーネイアが首を竦すくめて縮こまる。

　その揺れる瞳には叱責への怯おびえ、姉を慕う気持ち、理不尽な命令への戸惑い、といったものが去来しているのだろう。

　ユーネイアが泣きそうな顔で骸骨王とレイを交互に見た後、うつむいて沈黙する。

『何をしている！　この愚ぐ図ずめ！』

　骸骨王に打ちよう擲ちやくされたユーネイアが、ゆっくりと顔を上げる。

　弱々しい瞳でレイを見つめたユーネイアが、引き結んだ唇を嚙かんで瞳に意志の輝きを点ともす。

『……い、嫌』

　蚊の鳴くような声でユーネイアが拒絶の言葉を告げる。

　オレの首を絞めるレイが泣きそうな顔で『ユーネイア』と呟いた。

　心の中でレイと一緒にユーネイアの決断を称賛しながら、瘴気を剝がす作業に全力で集中する。

　視界が完全に瘴気一色に染まり、外の様子が見えなくなった。

『なんだと？』

『姉様を無意味に死なせるのは、嫌』

『この役立たずめが！』

　ユーネイアを殴る音と仲間達が怒る声、そして火ひ杖づえや雷かみなり杖づえの発動音が聞こえてきた。

　どうやら、仲間達がユーネイアを殴った骸骨王に攻撃しているようだ。

　オレは念のため、船首像フイギユアヘツド型ゴーレムのカカシに防御壁を強化するように「信号」の魔法で伝えておく。

　そして、瘴気を剝がしている内に、以前の瘴気とは少し違う事に気がついた。

　前回は瘴気同士が癒着したり、知恵の輪のように絡んでいたりしたのに、今回は魔法陣のように理路整然としている。これなら、思ったよりも短時間で剝がせそうだ。

　オレは職人芸のような素早さで、レイの瘴気による術式を解いた。

　首を絞めていたレイの手がゆっくりと外れていく。
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　オレがいったいいつ祈禱したのか知りたいが、色々スキルを得られたようだ。

　いつもなら、最初にレイの瘴気を剝がした時に手に入ったはずなので、やはり今回の瘴気は前回までとは少し違ったようだ。

　二つのスキルは便利そうなので、直すぐさまスキルポイントを割り振って有効化アクテイベートしておく。




　視界を元に戻すと、骸骨王が驚きよう愕がくしたような表情でこちらを見ていた。

　何もしてこないと思ったら、魔法の詠唱中だったらしい。

『……　■■■■■■■　怨霊騎士召喚サモン・レイス・ナイト』

　骸骨王の周りに六騎の怨霊騎士レイス・ナイトが現れた。

　騎手と騎馬双方の足が透けていて、いかにも空を飛びそうな感じだ。

　この怨霊騎士レイス・ナイト達はレベル四五もある。

　恐らく、骸骨王の切り札なのだろう。

「誘導矢リモート・アローでいいかな？」

　オレは最大数で生み出した誘導矢リモート・アローを、二〇本ずつ怨霊騎士レイス・ナイトに向けて放った。

　怨霊騎士レイス・ナイト達が一斉に飛び立ち、空対空ミサイルから逃げる戦闘機のような激しい機動でララキエの空を飛び回る。

　あれだけの速度で動けるなら、空を飛べない人達にはけっこうな脅威になっていたのかもしれないね。

『バ、バカな！　上級術理魔法最強の「理槍乱舞マルチプル・ジヤベリン」だとっ！　それになんだあのバカげた理槍ジヤベリンの数は！　レベル三〇の貴様がなぜ、これほどの術理魔法を使う!!』

　一つまた一つと誘導矢リモート・アローをくらって散っていく怨霊騎士レイス・ナイトの様子を見ていた骸骨王が、理不尽だと吼ほえる。

　きっと下級攻撃魔法の「誘導矢リモート・アロー」だと言っても信じてくれないだろう。

『まだだ！　こうなれば木で偶く人形の中にある王妹の欠片かけらを贄に「神の従僕」を召喚してくれる！』

『と、父様』

　ユーネイアの髪を摑んで持ち上げた骸骨王が、彼女の胸に骨だらけの指を向ける。

　髪から生命力を吸い上げているのか、ユーネイアの体力と魔力のゲージが凄すごい勢いで減っている。

『──ユーネイアァアアアアア！』

　レイの悲痛な叫びが女王塔に木霊こだました。

　黒く輝く骸骨王の手刀が勢いを付けて、ユーネイアの胸に突き立てられる。

『はい、そこまで』

　閃せん駆くで懐に飛び込んだオレの手が、ユーネイアの胸と骸骨王の手刀の間に入り込んでいた。

　掌てのひらに魔刃を発生させていたので、オレの手も傷付いてはいない。

『な、なんだと』

　ユーネイアの髪を摑む骸骨王の腕を砕き、オレに反応しきれずにいる無防備な胴体に手加減した蹴けりをぶち込む。

　骸骨王が床の上を二転三転して転がっていき、柱の一つに激突して止まった。

『あ、悪魔が私を？』

　ユーネイアの中では、危機を救った今でも「黒髪の悪魔」らしい。

『サトゥーって、名前で呼んでくれないか？』

　オレは「呪詛解除」の助けを借りて、ユーネイアを縛っていた術式を素早く剝がす。

　スキルがない頃ころと違って、非常にスムーズだ。

『はい、完了』

　瘴気が綺き麗れいに剝がれたユーネイアからゆっくりと手を離す。

『──おっと危ない』

　よろめいたユーネイアを慌てて抱き留める。

　瘴気を取り去ったのに、ユーネイアの顔色が悪いままだ。状態が「衰弱」になっている。

　たぶん、さっき髪から生命力を吸収されていたせいだろう。

『呪詛の黒鎖よ！　ヤツラを引き裂き無限地獄に引き摺ずり込め！』

　骸骨王が何かのアイテムを片手に叫ぶと、足下の影から漆黒の瘴気が噴き上がり、もの凄い数の黒い鎖となってオレ達を襲ってきた。

　ストレージから取り出した聖剣クラウソラスに魔力を流しながら、オレの傍に来た黒鎖を一薙なぎで蒸発させる。

「《踊れ》クラウソラス、船を護まもれ」

　オレの手から離れた聖剣クラウソラスが、飛行帆船へ向かう黒鎖を青い輝きで浄化していく。

　うん、聖剣クラウソラスが便利すぎる。

『聖剣を手放したのが運の尽きだぞ！』

　勝利を確信したかのような愉悦に満ちた声で骸骨王が叫び、その足下から追加の黒鎖が触手のように襲いかかってきた。

『もう、ダメ』

『大丈夫だよ、絶対に護ってあげるから』

　腕の中で震えるユーネイアに優しく囁ささやく。

　魔力を流した蹴りを先頭の黒鎖に放つと、まるでオレの足を忌避するように動きを止めた。

　──もしかして。

『退け！　黒鎖』

　そう宣言して腕を振ると、黒鎖が一斉に骸骨王の方に戻っていった。

　恐らく「呪詛返し」スキルの効果だろう。

『バ、バカな！　なぜ我が術式が我を傷つける！』

　黒鎖が骸骨王を守る影の防御壁を突破し、彼の骨をも砕く。

『こ、このままでは滅びてしまう。ユーネイアよ、愛いとしき娘よ、こちらに来い』

　満まん身しん創そう痍いで生き延びた骸骨王が、猫なで声でユーネイアを呼ぶ。

　オレの腕の中から出ようとするユーネイアだったが、確実に罠わななので、オレは腕を解かなかった。

『お前の命を吸えば再生できるのだ。地下工房にはお前と同型のホムンクルスの生命核ライフ・コアが残っている。いつでも新しいユーネイアは生み出せる。だから、お前の命を我に寄よ越こせ』

　なんて、勝手な言いぐさだ。

　それでも親子の情があるのか、ユーネイアは涙をとめどもなく流しながら、骸骨王に腕を伸ばす。

　その時、オレ達の横を石の砲弾が通り過ぎた。

『バカな！』
















　石の砲弾は骸骨王の肋ろつ骨こつを砕き、中央で暗赤色に光る魔コ核アにめり込んだ。

『レイ、アーネ──なぜ、この身を撃った』

　振り返ると、魔法を放った体勢のまま涙を流すレイの姿があった。

　どうやら、今の砲弾はレイの持つ黄玉トパーズの指輪によるモノだったらしい。

『母様の遺言です。父様が人の道を違たがえたら、正してやって欲しいと』

　骸骨王が末端から砕け、細かな灰になって散っていく。

『偉大なる天空人の王配、永遠の命を持つ不死の我が身が、……このような………最期……を』

　頭骨が灰となって散り、骸骨王の頭に載っていた王冠がからりと乾いた音を立てて床に転がった。

『さようなら、父様。でも、私もすぐに……』

　消えゆく骸骨王を見送りながら、レイが不穏な呟きを漏らす。

　後半の呟きは微かすかで、聞き耳スキルのあるオレ以外には届かなかったようだ。

『ありがとう、サトゥーさん。ありがとう、みんな』

　振り向いたレイは、不自然なほどの笑顔でオレ達に礼を告げる。

『サトゥーさん、私を女王塔へ』

　レイの頼みに応こたえ、彼女を「理力の手マジツク・ハンド」で運ぶ。

『海王も滅び、大海を騒がせていた父様は昇天しました。あとは私がララキエを海溝の底に沈め、誰だれの手にも渡らないようにララキエの自壊装置を作動させれば、世界の危機は消え去ります』

　レイが殉教者のように微笑ほほえむ。

『ユーネイアの事をお願いします。この子は父様に利用されていただけ。全すべての罪は私とこの浮き島ララキエが引き受けます』

『ね、姉様……置いていかないで……私も連れていって』

　ユーネイアが訴えながら伸ばす手を、レイが優しく包み込む。

『いいえ、あなたはサトゥーさんと行きなさい。あなたには未来があるんだから』

　レイの言葉に、ユーネイアが泣きながら首を横に振って拒否する。

　これが物語なら、こういう悲しい結末もありかもしれない。

　だが、それを良しとしない者は、オレ以外にもこの場にいるようだ。




「アリサちゃん、キィイイイイイイイイイック!!」

　アリサのへたくそなケリが、レイのお尻しりにポコンッと命中する。

　なお、アリサを連れてきたのはオレだ。何か言いたそうだったので、仲間達を「理力の手マジツク・ハンド」でこちらに運んだ。

『えっ？　アリサ？』

「まーたく、これだから無菌室育ちのお姫様は困るのよ！」

『でも、アリサ』

　アリサの剣幕に、レイがたじろぐ。

「デモもストもないと、アリサの代わりに告げます」

『ナナさん』

「ん、短慮」

『ミーアまで』

　ナナとミーアが参戦し、タマとポチは「頑張れ」と書かれた扇子を両手に持ってアリサ達を応援している。たぶん、扇子を用意したのはアリサだろう。

　ルルとリザはユーネイアを介抱するための簡易ベッドを用意してくれているようだ。

　オレはユーネイアをリザに預け、アリサの説得を見守る。

「なーんで、問題が全て片づいたのに、最後が自爆なのよ」

『だって、ララキエがこの場に残れば、きっと誰かが悪用しようとするわ』

「それとアンタが一緒に死ぬのは別問題でしょ」

　アリサの言う通りなので、二人の会話を見守る。

『……アリサ達も石板の記録を見たでしょ？　私達、天空人は陸の人達に許されないような暴政をしいたのよ。私達ララキエの王族は罪を償うべきだわ』

　当時の為政者でもないレイが罪を背負う必要はないと思う。

　それに罪を償うべき相手も生き残っていない。

　アリサもそう感じたらしく、レイの言葉に肩を竦すくめて反論した。

「二万年も前の話でしょ？　エルフだって代替わりしてるんだから、そんな昔の事はハイエルフ達くらいしか憶おぼえてないわよ」

『でも──』

　罪の意識に囚とらわれたレイには、アリサの説得も届かないようだ。

　レイの手を引いたアリサが、オレにレイを押し付ける。

「ご主人様！　抱きしめて」

　よく分からないが、アリサのリクエストに応えてレイを優しく抱きしめる。

『え、アリサ？　サ、サトゥーさん、離して』

「ご主人様、もっと強く！」

　大人姿のレイはスタイル抜群だから、ちょっと照れてしまう。

『あ、あん、サトゥー、さん』

　さっきまで、赤い顔でもがいていたレイが、少しずつ顔を伏せて大人しくなった。

「落ち着いたみたいね──」

　なるほど、説得《物理》ってやつか。

「──やっぱファザコンにはスキンシップよね」

　アリサの呟つぶやきの後半は小さかったので、レイの耳には届いていないと思う。

「ここでララキエと一緒に滅んでも満たされるのはアンタの自己満足だけよ。誰一人喜ばないし、誰一人幸せになれない。マイナスもいいトコ」

『アリサ……』

　アリサのきつめの一言に、レイが悲しそうに目を伏せる。

『そうだよ、レイ。世界にはまだまだ楽しいことが待っているんだから、一緒に楽しもう』

　レイの顔を上に向けさせて、オレもなるべく優しく聞こえるように囁く。

『それに君が死んだら、ユーネイアも後を追ってしまうよ』

『うん、姉様のいない世界なんて、いらない』

『ユーネイア』

　オレは抱きしめていたレイをユーネイアの傍らに連れていく。

『一緒に、生きよう、姉様』

『ユーネイア』

　半身を起こしたユーネイアにレイが抱きつく。

「私も一緒だと告げます」

「ん、一緒」

　ナナとミーアが二人の上から抱きしめると、他の子達も一緒に二人を温かく囲む。

「おしくらまんじゅ～？」

「押されて泣いたらダメなのです」

　一部、流れが分かっていなかったが、ユーネイアとレイが泣きながら笑顔を見せてくれたので良しとしよう。







　エピローグ





〝サトゥーです。世界の危機というものは思ったよりも身近にあるのかもしれません。でも、できればそういうのはスーパーヒーローにでも任せて、平和な世界で安穏とした日々を送りたいモノです。〟






「ご主人様、とろぴかるジュースをお持ちしました」

「ありがとう、ルル」

　木陰で休んでいるところに、カットフルーツが刺さったグラスを持ったルルが現れた。

　南の島に相応ふさわしく大胆な水着姿だが、滞在して半月も経たつと慣れるのか、ルルも平然とした感じだ。

　オレにグラスを渡したルルが、海岸でスイカ割りをする仲間達の所に戻る。

　ここは最初に訪れたララキエの中央島だ。

　オレはルルが来る前に話していた相手との通話を再開する。

『サトゥー、それでもうエルフ達の手伝いはいらないの？』

　話す相手はボルエナンの森のハイエルフであるアーゼさんだ。

　普通の「遠話テレフオン」は都市内くらいしか届かないそうなのだが、オレの場合は遥はるか遠方のボルエナンの森まで余裕で届く。

『はい、その節は結界の敷設をありがとうございました』

『いいの！　サトゥーはボルエナンでいっぱい尽くしてくれたじゃない』

　あの事件後すぐにララキエを元通り沈め、封塔島の塔から属性宝玉や輝炎剣を取り出して、元通りの偽装状態に戻したのだが、そのままだとレイが心配していたように悪意ある第三者に再度利用されそうだった。

　なので、それを阻止するために、ボルエナンのエルフ達に頼んで「彷徨いの海ワンダリング・オーシヤン」という魔法で進入不能な結界を張って貰もらったのだ。

　久々に連絡を取るのが協力依頼だという事に引け目を感じていたのだが、アーゼさんやエルフ達はそんな事を気にも留めずに結界を張ってくれた。

　お礼に一度ボルエナンの森に「帰還転移リターン」し、弾丸鮪まぐろ尽くしでもてなしてある。意外に刺身や寿す司しも受け入れられた。エルフ達は懐が深い。

　なお、ボルエナンに行ったついでに、カカオからチョコレートを作るのを料理人エルフのネーアさんに依頼してある。自分でも作ってみたのだが、作り方が間違っているらしく、あまり美お味いしくならなかったのだ。

　また、丁度良かったので、結界敷設の途上にあったララキエ周辺の島々にトレントの種を植えておいた。おかげでノルマはほとんど残っていない。

『今度はいつ遊びに来てくれるの？　えーっと、その、ネーアも「ちょこれえと」の事で質問があるって言っていたし、キーヤもサトゥーが持ってきた魔法装置の事で相談したいって──』

　もじもじと本当に言いたいことを言えないでいるような、もどかしい雰囲気が「遠話テレフオン」の向こうから伝わってくる。

『待っているのはネーアさんとキーヤさんだけですか？』

　オレはちょっとしたイタズラ心から、寂しそうな口調でアーゼさんに尋ねてみた。

『もちろん、ルーアやヒーヤも会いたがっていると思う──それに、私も』

　──よしっ！

　オレは心の中でガッツポーズを決めながらも、なるべくがっついた感じにならないように注意して答える。

『アーゼさんが望んでくれるなら、毎日だって遊びに行きますよ』

『ありがとう、サトゥー。でも、毎日は大変だから、たまにでいいの。でも、できたら「遠話テレフオン」は、あまり日をおかずにしてくれると嬉うれしい、かな、って』

　ああ、もう、可愛かわい過ぎて今からボルエナンまで押し倒しに行きたくなる。

『ええ、いつでも──』

『マスター・サトゥー！　特訓で魔力を使いすぎたから魔力を補充して！　水着を脱げばいいのかしら？』

　砂浜を走ってきてオレにダイブしてきたのは、すっかり馴な染じんで明るくなったユーネイアだ。

　オレにベタベタと甘える様子からは、オレを「黒髪の悪魔」と呼んでいた頃ころの片へん鱗りんも窺うかがえない。

　ビキニのブラを外そうとする彼女の手を押さえて止める。

「いや、水着は着たままでいいよ」

『サトゥー？　水着って、着たままって』

『いえ、アーゼさん、誤解です』

「ユーネイア！　マスターは私のマスターです。マスターの事を気安くマスターと呼ぶのは危険が禁止で独占だと告げます」

『えー、独り占めはダメって姉様も言っていたわよ？　マスター・サトゥー、そんな事より、魔力供給を早くぅ～』

「マスター！　ユーネイアばかり魔力供給するのはズルイと訴えます。私にも魔力供給を希望します」

　ワンピースの水着を着たナナが肩かた紐ひもを摑つかんで一気にお腹なかまで引き下ろした。

　こちらを向いたままだったので、豊かな双丘がリズミカルに踊るのが見えた。

『うわー、大人な姉様ほどじゃないけど、ナナも大きいわね』

　ユーネイアがナナの胸を子供のように無遠慮に揉もむ。

「私の胸はマスターのモノだと宣言します」

「ナナ、とりあえず、胸はしまいなさい。魔力供給はタオルで隠してから──」

『サ、サトゥー、む、胸が。え、しまうって、出てるの？　サトゥー？』

　しまった、こちらの会話を中途半端に遠話テレフオンが拾ってしまうので、アーゼさんがプチ・パニックを起こしている。

「悪い子はいねが～～」

「むぅ、破廉恥」

　騒ぎを聞きつけてアリサとミーアがやってきた。

『ユーネイア、あまりサトゥーさんを困らせてはダメよ？』

『姉様！』

　二人の後ろからやってきたレイがユーネイアを窘たしなめる。

　省魔力モードの幼女姿に戻っているので、なんとなく微笑ほほえましい光景だ。

「ちょ、ちょっとレイ！　ナチュラルにご主人様の膝ひざの間に座ってるんじゃないわよ！」

「ん、独占禁止」

「それじゃ、こっちに寄るわね」

　レイが右足の方に移動すると、アリサとミーアが左足の上に無理やり座ろうとしてきた。

「タマも座る～？」

「ポチも座りたいのです」

「二人とも、あまりご主人様を煩わせてはいけませんよ？」

　獣娘達も参戦し、最後にルルが控えめにオレの背中を指でそっと撫なでた。

　ちょっとくすぐったい。

『サトゥーさん、アーゼ様は森魔法で眠らせてベッドに寝かせてきました』

『ありがとうございます、ルーアさん。明日あしたの朝にでも樹家に顔を出して、アーゼさんに釈明します』

『はい、お願いします』

　アーゼさんがパニックの末に目を回してしまったので、アーゼさんの世話役をしている巫み女こエルフのルーアさんに「遠話テレフオン」をつなぎ直して、後を任せた。

　このカオスな状況を言葉だけで説明するのは無理だからね。

　そんな会話をしている間にも、仲間達は新しい物に興味を引かれて海岸の方に駆けていったようだ。

「サトゥーさん、お話があります──」

　一人だけ残っていたレイが、真剣な表情でオレにそう告げた。





◆






「本当に、島に残るのかい？」

　諸もろ々もろを片付け終わり、ララキエ内部の観光を済ませたオレ達に島を発たつ時がやってきた。

「はい、半幽霊ハーフ・ゴーストは瘴しよう気きの濃い迷宮や迷宮都市では生活できません。それに人の多いところも瘴気は濃いですから」

『マスター・サトゥーと別れるのは辛つらいけど、私のいる場所は姉様の横だから』

　オレ達はレイの家の前で別れの言葉を交わしていた。

　こんな無人島に二人を置き去りにしたくなかったのだが、二人の意志は固いようだ。

　あの日、レイから島に残ることを告げられたあと、仲間達と一緒に翻意させようと頑張ったのだが、アリサ達の熱血説得もナナの泣き落としも通じなかった。

　せめてものサポートとして、聖樹石機関付きの内装や上下水道を敷設した住居や、リビングドール達の耕す畑などを用意してある。

「分かった。転移魔法もあるし、ボルエナンの森に顔を出す時に寄るようにするよ」

「はい、サトゥーさん達が遊びに来てくれるのを楽しみにしています」

『いつでも遊びに来てね、マスター・サトゥー』

　レイとユーネイアがオレの頰ほおに触れるだけのキスをしてくれる。

「幼生体──いいえ、レイ。また会いに来ると告げます」

「ナナさん、私の事を大切にしてくれてありがとう」

　ナナとレイがひしっと抱き合う。

「アーゼから」

　ミーアがアーゼさんから預かったという「ボルエナンの静せい鈴りん」を手渡した。

　これはエルフの庇ひ護ご下にあることを示す品なので、エルフを神聖視する人や妖よう精せい族から親切にして貰えるらしい。

「ありがとう、ミーア」

　レイが腕を伸ばして静鈴を受け取り、そのままミーアの首に腕を絡めて、ナナと一緒に抱きしめた。幼女の短い手なので半分も届いていなかったが、それを指摘するのは野暮というモノだろう。

　もちろん、レイだけでなくユーネイアも、他の子達とも別れを惜しんでいた。

　そして──。

「ありがとう、アリサ。あなたがいたから、私はここでみんなと一緒に笑っていられるの」

「えへへ、そんなに褒められると照れてしまいますな～」

　褒められ慣れないアリサが、耐えきれずに茶化した感じになっていて締まらない。

「アリサ、ちゃんと答えてあげなさい」

「ルル──わ、分かったわよ」

　それでも、姉のルルに促されて居住まいを正した。

「レイ！　わたしはあんたの後押しをしただけ。あんたが今いるのはあんた自身の決断の結果よ！　自分の決断を誇りなさい。わたしへの感謝は最初の一回だけで十分よ」

　なんとも男前な感じの言葉に、レイが目め尻じりに涙を浮かべながらララキエの最上級の礼を行った。

　レイを呼ぶ二人称代名詞が「あんた」になっている所にテレが残っていた気がするが、そこをつっこむのは止やめておいた。





◆






　こうしてレイとユーネイアの島──ラクエン島を後にしたオレ達は、砂糖航路を迷宮都市へと進路を向けた。

　もっとも、まっすぐに迷宮都市に向かったわけではない。

「ペンドラゴン酒侯！　聞いてくれ！　『箱』が戻ったぞ！　貴公の言っていた勇者ナナシ殿が『箱』を取り戻してくれたのだ！」

　挨あい拶さつに寄ったララギ王城で、小躍りしそうなララギ王からそんな話を聞いた。

　この「箱」はララキエを沈めた直後に、勇者ナナシの格好で真っ先に返しに来ておいたのだ。

　だって、「箱」が盗まれた時のララギ王は、今にも死にそうな顔をしていたからね。
















「それはおめでとうございます」

「ペンドラゴン酒侯がナナシ殿に口添えしてくれたのだろう？」

「いえ、私は何も──」

「相変わらず奥ゆかしい男だ！　貴公の酒侯授爵の儀式は三日三晩の宴うたげをやるぞ！　大臣！　城下町の酒を買い占めろ！　宴の間はその酒を民に無償で振る舞え！」

　上機嫌のララギ王の発言に、王城にいた大臣達も大喜びで準備に駆けだした。

　本来ならストッパーになるべき財務大臣も一緒になって、余分に捻ねん出しゆつできる資金がないか部下に尋ねている。微妙に先行き不安な国だ。

　オレは宿にいる仲間達に、五日ほどこの国に滞在し、城内に宛てがわれた部屋に全員で移動する旨を伝えに戻った。

「ご主人様、セクハラっちからプレゼンしたいってオファーがあったわよ」

「分かった。ちょっと行ってくる」

　皆に移動準備をするように告げ、商会発足用に借りたらしき店舗を訪れた。

「ペンドラゴン卿きよう！　聞いたぞ！　酒侯授爵の事を黙っているなんて、水くさいじゃないか！」

　出迎えてくれたレイリー・アシネン侯爵令息が、満面の笑みでオレを出迎えてくれた。

　彼の後ろからは目の下に濃い隈くまを作った男性と青年が出てくる。この二人は「曇天丸」を利用した交易の事業計画書作成を担当している。

「酒侯様、ご覧下さい。これが私達の考えた事業計画です」

「拝見致します」

　おおっ、思ったよりも綿密に、それから分かり易やすく書かれている。

　最初の数字に訂正線が引かれ、二つ目の数字が書かれてある場所が多い。どうやら、訂正線で消された方が元々の数字で、新しい数字の方はオレの酒侯の位による免税特権を利用した数値らしい。

　すばらしい事に、修正前の数字でも黒字で交易できる計算になっていた。

　ただし、後者の場合、船が一隻なのがネックになっているようだ。あと二隻から三隻あれば、もっと安全に安定した交易が行えるだろう。

　なので、少しストレージの整理も兼ねて、提案してみた──。

「これなら問題なく出資できます。明日か明後日あさつてくらいに、港にあと二隻帆船が届く予定なのですが、商会で使ってみますか？」

「ふ、船ですか？」

「ええ、旅先で中型商船が叩たたき売うられていたので買ってみました。このララギで売却しようと思っていたのですが、この計画ならここで使った方が良いかと思いまして」

「ぜ、ぜひ、この商会に回して下さい！　返済計画は明後日までに立てますから」

「はい、期待しています」

　そう言って立ち上がろうとしたオレを、レイリー氏が止めた。

　商会の名前にオレの名前を使わなくていいのかという質問だった。

「別に使わなくて構いません。酒侯の船である事を示すために私の旗を揚げる必要はありますが、商会の名前は皆さんで決めるべきです」

　オレはあくまでオーナーではなく株主的な立場でいようと思う。

「分かった、それなら商会の名前は『筆ふで槍やり竜りゆう商会』とする。ガニーカ侯爵領の『筆ふで巻まき龍りゆう商会』のマネのようだが、どちらもペンドラゴン卿の息がかかった商会と分かり易くていいだろ？」

　キメ顔で告げるレイリー氏に、「素敵な名前ですね」と告げ、その名前を了承する。

　彼が後ろ手に持つ名前候補の二番以降が、オレの名前の一部を使った感じになっていたのが見えたので、無難な方を選択した。

　そうそう、計画の見直しついでに、南方諸島から珍しい食材や素材を集める事を条件にして、出資額の増加を申し出てある。

　レイリー氏の横にいた二人が嬉うれしさと仕事が増えた絶望が混ざった不思議な歓声を上げていた。




　そして、酒侯授爵式典から続く、悪夢のような三日三晩の酒宴も終わり──。

「ペンドラゴン卿、貴公の酒の強さはこの国の伝説として語り継がれるべき快挙だ。一〇〇人の酒豪を打ち負かした記念に、このメダリオンを授けよう。砂糖航路内であれば、どの国、どの都市でも貴公に尽力してくれるであろう」

「ありがとうございます、国王陛下」

「うむ、貴公の旅路の安全と良き酒に出会える幸運を祈る」

　この国らしい別れの挨拶をララギ王と交わし、オレ達は魔導王国ララギを出発した。

　旅路は概おおむね順調で、砂糖航路を順番に巡って色々な小国や港湾都市で名産や名物に舌鼓を打ち、時には事件や騒動に巻き込まれながらも、全員無事にシガ王国圏内に戻ってくる事ができた。

　往路で通ったガニーカ侯爵領を掠かすめ、その隣にあるウケウ伯爵領の港へと入港し、山を越えて半島の反対側にあるキリク伯爵領の港へと向かう。

　この半島は大きいので、この道を使ってショートカットする旅人は多いらしい。

　なお、ウケウ伯爵領に着いた時点で普通の小舟に乗り換えており、飛行帆船はストレージへと収納してある。

　ウケウ伯爵領とキリク伯爵領はどちらも、漁業が中心の鄙ひなびた感じがする小領のようだ。

　似ているだけあって、領主達の仲が悪いそうだが、通過するだけのオレ達にはあまり関係のない話だ。

「ご主人様、ここからはどの船に乗るの？」

「大丈夫だよ、ちゃんと当てはあるから」

　船乗り達は女性を船に乗せたがらないが、それには例外がある。

　オレは港から外れた寂れた場所にある店舗へと足を踏み入れた。

「こんにちは」

「娼しよう館かんなら港の反対側の色町だ。迷子なら回れ右して海岸沿いを戻れば、港の中心に出る」

　お帰りはあちらとばかりに、体格の良い女船長さんが告げる。

「いえ、貿易都市タルトゥミナまで船客八名を運んで欲しいのです」

「本気で言ってるのか──なるほど、船客ってのはそっちの嬢ちゃん達も含むわけだね？　いいだろう、あたしの『鬼女漕こぎ丸』で運んでやろうじゃないか！」

　こうしてオレ達は彼女が船長を務めるガレー船で、貿易都市タルトゥミナに向かう事になった。

「いくぞ！　お前達」

「「「ハイヨー！」」」

　女船長のガレー船「鬼女漕ぎ丸」は名前の通り、漕ぎ手が全員体格の良い女性達ばかりだった。

　若い娘さんも多く、上は胸帯だけという半裸の格好なので、目のやり場に困る。

　目を逸そらそうにも、客席は漕ぎ手と向かい合わせなのだ。

「あたしらの胸で良かったら、好きなだけ眺めな！」

「その代わり、港に着いたら美う味まいエールを奢おごってくれよな！」

「あたしは安物でもいいから、ラム酒がいい！」

「エールやラム酒でよければ幾らでも奢りますよ」

　豪快に笑う漕ぎ手の女性達に、オレは笑顔で請け負った。

　船乗りは酒好きが多いらしく、彼女達の漕ぐ速度はさっきよりも上がっている。

「若様、タルトゥミナ湾が見えてきたよ。ここの湾内は混み混みだから、ちょっと湾内を遠回りするけどいいかい？」

「ええ、航路はお任せします」

　女船長の言うように、シガ王国の海外貿易の要所だけあって、色々な国の大型交易船が停泊しており、その間を小型の船が目まぐるしく行き来している。

　到着した港も、これまでの砂糖航路の国々やスウトアンデルの港より遥はるかに賑にぎやかだった。




「若様！　後できっと参加してくれよ！」

「ええ、宿を取ったら足を運ばせて戴いただきます」

　入港後、酒場の一軒を借り切り、女船長達にラム酒飲み放題と食べ放題をセットで提供した。

　オレ達は港の商工会議所で教えて貰もらった、亜人でも歓迎してくれるという宿に向かう。

　商工会議所の人達は初めは雑な感じの対応だったのだが、ララギ王に貰ったメダリオンを見せたら急に態度を豹ひよう変へんさせて親切になった。

「ララギの朱絹やイシュラリエの『天てん涙るいの雫しずく』があんな値段で売れるなんてびっくりね」

「ああ、朱絹は原価の七倍だったし、『天涙の雫』に至っては三〇倍だったからね」

　興奮するアリサとそんな話をしている内に宿に着いたので、宿泊の手続きを済ませてオレは女船長達の待つ酒場へと向かった。

　仲間達には宿自慢のオーミィ牛のフルコースを手配してある。

　近道になる治安の悪い通りを足早に進むと、闘技場の近くに出た。

「太守様！　こんな時に闘技場に足を運んだ事が奥様に露見したら、大変な事になりますぞ」

「バカモノ！　レーテルがキリク伯爵領まで足を延ばしている今しか、若者達の肉体美を楽しむ好機はなかろう！」

　そんな男色的な会話をしているのはいかにも高位貴族然とした中年男性と執事風の衣装を着た老人だった。周りには銀色に輝く鎧よろいを着た美形騎士が四人ほど護衛している。

　彼らが進もうとする先には二人の衛兵が警備しており、その一人が進み出て声を掛けた。

「申し訳ございません、高貴なるお方。こちらの通路は下々の者が使う穢けがれた道。高貴なる方に穢れが移っては一大事でございます──」

「下郎が、我が道を塞ふさぐとは何事か！」

　警備員の一人が貴族の前で頭こうべを垂れて、異常なほど丁寧な口調で関係者以外お断りと遠回しに告げていたが貴族は聞く耳を持たず、手に持っていた錫しやく杖じようで警備員を打ちつけ、無理やり押し通ろうとする。

　それを見て黙っていられなかったのか、もう一人のがさつそうな警備員が荒々しい口調で仲間を庇かばった。

「おい、貴族様！　こっちは剣奴隷の控え室への通路だ。剣闘士見物なら表の入り口から入ってくれ！」

「なんと無礼なやつめ。こやつに身の程を知らせてやれ」

　棒しか持たない警備員二人に、剣を抜いた四人の騎士達が斬きりかかる。

　──マジか！

　真っ赤な血しぶきが飛び散り、あっという間に警備員達が地面に転がった。

　そういえば、この国で上級貴族に無礼を働いたら、良くて奴隷落ち、相手が悪いとその場で手討ちにされても文句が言えないんだったっけ。民主主義が懐かしいよ。

「始末しておけ」

　侯爵は無慈悲にそう告げて、執事と二人の騎士を連れて通路をノシノシ歩いていった。

　残った騎士が警備員に止とどめを刺そうとするのが見えたので、オレは介入する事にした。

「これはこれは騎士様。こいつらが何かご無礼でも？」

　ここで見捨てて、相手が目の前で殺されたら、間違いなく夢に見そうだからね。

「この無礼者共の顔見知りか？」

「はい、口の利き方を知らない不勉強な者共のせいで、お手数をお掛けしてもうしわけありません」

　オレは金貨数枚の入った小袋を騎士に握らせる。

「ふん、良かろう」

　小袋の重さと中身が金貨なのを確認した騎士が満足そうにそう呟つぶやいて主あるじを追っていった。

　オレは二人の警備員に体力回復の魔法薬を飲ませ、騒ぎを聞きつけてやってきた闘技場の職員に二人を預けてその場を去った。

「魔人薬の現物はこれだけか？」

「屍しかばね薬ならもっとあるぜ？」

「そちらは間に合っている。来月はどの程度用意できる？」

「そいつぁルダマンの旦だん那な次第さ」

「迷賊風情がつけあがりおって」

　今度は違法薬物の取引か……この貿易都市タルトゥミナはなかなか荒すさんでいるようだ。

「あんまりくすねるとソーケルのヤツにバレるから、小遣い稼ぎはほどほどにってね」

　チンピラ風の男が何やら内情的な事を呟いているのを聞き耳スキルが拾ってきたが、あまり興味がなかったので、男達の名前と罪状を書いた手紙を衛兵の詰め所に投げ込んでおいた。

　犯罪者の取り締まりは本職に任せるのが楽でいい。

　その日は肉感的な女性達に囲まれて朝まで飲む羽目になった。

　なかなかサバトな感じだったが、色々と柔らかかったので良しとしよう。




「ギ～？」

「ダリーなのです！」

　翌々日、ボルエナンの森から「帰還転移リターン」で連れてきた馬車馬のギーとダリーの鼻面に、タマとポチが飛びついて喜んだ。

　リザとナナも久々に走竜の背に乗れて上機嫌な感じだ。

　自作の飛空艇で迷宮都市までショートカットする事もできたが、せっかくなのでオレ達は迷宮都市までの馬車の旅を楽しむ事にした。

　新型の魔導馬車に付けた電動自転車のようなアシスト機能の確認もしたいしね。

　道中は魔物や盗賊もさほど登場せず、わりとのんびりとした旅路だ。

　途中に寄った分岐都市ケルトンは、貿易都市タルトゥミナ、王都、迷宮都市セリビーラの三大都市の中央にある陸上貿易の交差点だけあって、物流の多さも人混みの凄すごさもなかなかのモノだった。

　分岐都市ケルトンと迷宮都市セリビーラの中間にあるフルサウという小都市を越えた辺りから、徐々に村の数が減り、次第に荒地が目立ち始めてきた。

　街道沿いにある村も、どんどん間隔が伸びていき、それまでの村と比べると明らかに土地が瘦やせている印象を受けた。

「あの山の向こうが迷宮都市なの？」

　ルルと並んで御者台に座るアリサが、御者台裏のハッチを開けてオレに尋ねた。

「そうだよ、もうすぐだ」

　やがて、馬車は山を登り切り、迷宮都市セリビーラのある広い盆地が見えた。

　盆地の手前半分はサボテン風のベリアという植物がポツポツ生えるだけで、砂漠と言っても良さそうな荒れ地が広がっている。

　彼方かなたに霞かすむ迷宮都市の向こうには迷宮の入り口がある丘、そしてその丘から盆地の向こうにある山脈までの間には植物系の魔物が広範囲に分布していた。

　なお、山脈の向こうには広大な砂漠があるそうだ。

「ようやく辿たどり着ついたわね！」

「あい～」

「ポチ達の戦いはここから始まるのです」

　アリサの言葉にタマとポチが答える。

　そういう打ち切りフラグみたいな発言は止やめて欲しい。

「そろそろ行こう。ここから迷宮都市までは村もないし、休憩所も雨露がしのげるだけで、井戸のない場所も多いみたいだよ」

「おーっけー！　れっつらごー！」

　アリサの昭和なかけ声を受けて、馬車は迷宮都市への坂道を下り始めた。

　オレは仲間達と一緒に、これから迷宮都市で待っている出会いと名産品に期待を膨らませる。

　きっと、楽しい冒険が待っているに違いない。







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　このたびは「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第九巻をお手にとっていただき、誠にありがとうございます！

　帯で既に告知されているかもしれませんが──。




　アニメ化企画進行中です。




　編集長を交えた打ち合わせで聞かされた時は、「ドラマＣＤ化じゃなくて?!」と内心で驚きつつ、驚きすぎて「そうですか」と無感動な感じに答えたのを憶えています。

　内心小躍りしつつ、イマイチ実感がなかったので、本巻のページ数増量をお願いしたりしながら頭を冷やしていました。

　このままつらつらとアニメ化について語りたいのですが、今回は本編に取られてあとがきのページ数が少ないので、各種告知に移らせて戴いただきます。アニメ化についてはカドカワＢＯＯＫＳの公式サイトに順次掲載予定なので、そちらをご覧戴けると幸いです。

　告知その１、ゲーム化します。カドカワＢＯＯＫＳ１周年記念キャンペーンの応募者全員プレゼントで貰もらえるとの事です。応募締め切りが一二月一五日までなのでご注意ください。

　告知その２、カドカワＢＯＯＫＳの公式サイトで行われているアンケートですが、回答者には本作のショートストーリー「秋の森」などが読めるサービスもあるので、ぜひご参加ください。

　告知その３、あやめぐむさんによる本作のコミカライズ版四巻も同時発売です。小説版とは違った見所満載なので、小説版と一緒にご購入戴けると幸いです。




　ページ数が残り少ないですが、本巻の見所を！

　完全書き下ろしの九巻は南の海での物語。表紙に登場している白い髪の幼女を助ける為に、サトゥーや仲間達が恐ろしい魔物、凶悪な海賊や世界転覆を謀る古代の亡霊を相手に大活躍します。とくにラストは必見ですよ！

　もちろん、デスマらしく海の幸に舌鼓を打ったり、気の良い船乗り達と酒を酌み交わしたり、といった日常シーンもたっぷりと入っています。

　ちょっとエピソードを増やしすぎたので、いつもよりも二割ほどページ数が増加しています。文字数で言うと一八万文字くらいで、いつもより四万文字多い感じになってしまいました。




　最後に恒例の謝辞を！　担当のＨ氏、Ｋ氏、新担当のＡさん、そしてｓｈｒｉさん、その他この本の出版や流通販売に関わった全ての方、そして応援してくださっている読者の皆様に感謝を！

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！

　では次巻、迷宮編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー　電子特別お試し版　（著：千月さかき　イラスト：東西）
















　交通事故で意識を失ったナギは、目覚めた異世界で勇者になれと迫られてしまう。だが、勇者の待遇は超絶ブラック……。異世界でも仕事漬けなんて嫌なナギは王城を飛び出した！

　王国の厚遇を捨てたナギに残されていたのは、自分や自分の〝持ち物〟のスキルを組み替えて、強化する力だけ。身一つで街をさすらうさ中、子犬のような少女・セシル──何やら訳ありの血筋ゆえに奴隷に身を落としたらしい──と出逢ったことで、思いがけず異世界での２人旅がはじまって……。








プロローグ






　彼女の銀色の髪が、細い身体からだにからみついてる。

　長い耳──エルフ耳が、小さく震えてる。

「わたしは……ナギさまのものです」

　固いベッドに腰掛けた彼女は、僕の目をまっすぐに見返して、つぶやいた。

　うん。わかってる。

　答える代わりに僕は、彼女の細い首に巻き付いてる首輪に触れた。

　銀色の金具を、ちりん、と鳴らすと、彼女はくすぐったそうに、身を縮こまらせる。

　僕は彼女の隣に座り、小さな身体を抱いてる。彼女が着てる薄っぺらな奴隷服を通して、熱い体温が伝わってくる。速すぎる鼓動も。むきだしの肩をつたう汗も。

　軽く抱いてるだけなのに、彼女の褐色の肌が火照っていく。

　……でも、暗くてよくわからないな。

　宿屋には、小さなランプがあるだけ。

　薄いガラスの筒の中で、あわい光の玉が揺れている。

　それは僕と彼女の顔をぼんやり照らすのが精一杯だ。

「セシル、魔力で光を強くできる？」

「……ナギ……さま？」

「ふたりともはじめてだし、うまくいかなかったら大変なことになるから、セシルのすべてが、僕によく見えるように」

「はい……ごしゅじん、さま……」

　セシルは細い指で、ランプに触れた。

　光の玉が、ガラスの筒の中いっぱいに広がる。

　ベッドに置いたランプが、セシルのすべてを照らし出す。

　よし。これで、はっきりと見える。

　褐色の、やわらかそうなほっぺた。

　ここが異世界だってすぐにわかる、赤色の神秘的な瞳ひとみ。

　膝ひざに乗せた両手も、ゆらゆらと揺れてる両脚も。

　どこも華きや奢しやで、たよりなくて、下手に力を入れたらこわれちゃうんじゃないかって心配になる。

　セシルは僕がこれからしようとしていることがわかってるみたいに、綺き麗れいな手の指を、軽く握って、開いて、握って……その繰り返し。

　セシルはちっちゃい。身長は１５０センチもないんじゃないかな。

　薄い布の奥で、小さな胸が上下してる。

　スカートがめくれあがってるせいで、脚の付け根まで見えそうだ。

「ゆっくりと、やるから」

　セシルを落ち着かせるように、僕は言った。

「はじめてだから、セシルをこわさないように、ゆっくり」
















「お願いします」

　決意したように、拳こぶしをぎゅ、と握りしめ、セシルは言った。

「ナギさまの手で、新しいわたしに変えてください」

「よく言った。それでこそ、僕の奴隷だ」

「ナギさま……」

　僕はセシルの左胸に手を当てる。見た目はちっちゃいけど、やわらかい。

　そっと乗せた僕の手のひらを押し返してくる。

　僕は集中する。セシルの中から、彼女も知らない自分の使い方を引っ張り出すイメージだ。

　奴隷のセシルと、ご主人様の僕。

　これは僕たちのはじめての共同作業だ。

「いくよ、セシル」

「はい、ナギさま」

　セシルの吐息を感じながら、僕は宣言する。




「発動──『能力再構築スキル・ストラクチヤー』」










　どうして僕が奴隷少女のセシルと旅をすることになったかというと──

　すべてのはじまりは、今から数時間前のことだった。









第１話「異世界で王様に嫌われて学校の生徒とケンカしてゴーストに気に入られる」








　学校に行く途中で、乗ってたバスが事故った。

　正確にはバスがまるごと空中に投げ出された。

　……ここ通学路だよな。崖がけなんかなかったよな……？

　疲れてるのかな。

　昨日も日付が変わるまでバイトしてたから。

　いくら生活が苦しいからって、中間テストの前日に12時間もバイトを入れるのはよくないよな。僕がシフトを入れたわけじゃなくて、気がついたら３日連続で入れられてたんだけど。無視すると家どころか学校に電話が来るから。

　バスは垂直落下を続けてる。

　これが、死の直前の時間は長く感じる──ってやつか……。

　そっか、これで死ぬのか。あんまりいいことなかったなー。

　せめて学校を卒業して、まともな社会人ってのを経験してからにしたかったな。

　でもまぁ、しょうがないか。

　そうして、僕が覚悟を決めたとき──




　視界が真っ白になった。




　気がつくと、僕たちは光り輝く大広間に立ってた。

　床には長い絨じゆう毯たんが敷いてあって、その先には金色の玉座があった。

　バスは消えてる。落下の衝撃もない。僕を含めて乗客は全員、玉座の前に並んでる。

　なにこれ。

「ようこそ。導かれし者たちよ」

「この世界は魔王の侵攻にさらされている」

「だからあなたたちが召喚された」

　玉座に座った王様っぽい人と、ローブを着た魔法使いっぽい人が、交互に喋しやべってる。

　……異世界召喚。

　本とかで読んだことはあるけど、実際にあるんだ。

　でも、別に感動しないな。

　小さい頃から、家の都合で転校を繰り返してきたせいかな。環境が変わるのは慣れてるからか。

　それとも、王様と魔法使いの目つきから、嫌な予感を感じるせいかな。

「どうか、異世界からの勇者よ」

「選ばれた者たちよ」

「「今まさに暗黒に包まれようとしている世界を救ってはくれないだろうか。我々は君たちの力を必要としているのだ──」」

　ふたりとも、僕がよく知ってる、ブラックなバイトの雇い主の目をしてる。

　問答無用で呼びつけて、無理矢理仕事を押しつける。

　おまけに具体的な話はなにもない。

　……鳥肌が立つ。逃げ出したくなる。

　なのに王様っぽい人たちは、高らかに声を張り上げてる。

　勝手に話を進めようとしてる。

　やばい。こいつらやばい。

「異世界人にのみ与えられる特別なスキルで魔王を倒し、この世界を救って欲しい」

「魔王を滅ぼしたその時、元の世界へ戻る道も開けよう」




「敵の規模は？　人間側の戦力は？」




　僕は思わず口走ってた。




「報酬は？　最初にこの国の通貨で４００アルシャくれるって話だけど、この世界の貨幣価値はどうなっている？　４００アルシャで一般家庭の人たちは何年暮らせる？　定期的な報酬はあるのか？　それは成果による？　それとも固定給与？」




「今から転移魔法で辺境の砦とりでに送るって言うけど、それっておかしくないか？　こっちはこの世界のことをなにも知らないのに？　文化体系や食料事情とかもわからないし、そもそも前線に送られちゃったら一般の生活になじむこともできない。逆らって放り出されることを考えたら、そっちの命令に従うしかなくなる。それってどうなの？」




「いや、魔王を倒したら元の世界に戻すと『契約』するとかそういう話じゃなくて。武器も装備も与えるってそういうことじゃなくて。我々を信じてくれってそういうことでもなくて！　選ばれた勇者とかそういうことが問題なんじゃないって。僕の言いたいのは雇用形態と労働内容についての話で──」










　追い出された。













「ちょっと待ってくれないか」

　衛兵に急せかされて王宮の廊下を歩いていたら、後ろで声がした。

　振り返ると、僕と一緒に召喚された生徒がふたり、立っていた。

　眼鏡をかけた男子と、ポニーテールの女子。

　男子は髪を綺き麗れいに整えてまじめそう。女子はいかにも体育会系、って感じだ。

「国王陛下には許可をいただいた。彼と少し話をさせてくれないか」

　眼鏡の男子が言った。

　衛兵が廊下の向こうを見た。玉座の間に通じる扉の前で、別の衛兵がうなずく。

　衛兵たちは槍やりを下ろして僕から離れた。

　生徒ふたりは、その間に僕の前にやってくる。

「……なんのつもりだよ」

　僕は聞いた。

　できるだけ早くここから離れたいってのに、今更なんの用があるんだろう。

「僕は追い出された身だ。関わらない方がいいと思うけど」

「まずは自己紹介させてくれないか。俺はヤマゾエ。君と同じ学園の生徒会長をしている。こっちは幼なじみで副会長のタキモトだ。君は？」

「ソウマ。ソウマ＝ナギだよ」

　僕は短く答えた。

　衛兵は……やっぱり、こっちを見てるな。

　できるだけ王様関係に個人情報を知られたくなかったんだけどな……。

　この場合は仕方ないか。無視して走り出したら、衛兵に警戒されるし、最悪、後ろから刺されるかもしれない。

「君を引き留めに来たんだ。私たちと一緒に勇者になって、この世界を救わないか？」

　ヤマゾエは穏やかな笑みを浮かべて、言った。

　すごいな生徒会長。王様に追い出された奴にまで親切にしてくれるのか。

　じゃあ、こっちもその気持ちには応えなきゃいけないな。

「断る。僕と王様の間で、もう話はついてるんだ」

　僕は王様の依頼からブラックな気配を感じた。

　王様は、僕みたいにめんどくさい奴はいらないと言った。

　だから僕は、素直に追い出されることにした。

　その方が、生き残る可能性が高いって思った。王様の依頼は本能的に無理だった。

　だけど、他人がどう考えるかは別の話だ。

　僕が絶対に正しいなんて保証はない。もしかしたら、王様の依頼は元の世界でもびっくりなホワイト企業的なものかもしれない。残った方がラッキーだった、って可能性だってある。

「あんたたちが勇者をやりたいなら、やればいい。邪魔はしないし否定もしない」

「そんなさみしいことを言わないでくれ」

　ヤマゾエは僕に向かって手を差し出した。

　副会長のタキモトは、そんな彼をうっとりした目で見てる。ああ、そういう関係か。

「俺たちのグループを中心に、みんなはまとまりつつある。あとは、君だけなんだ」

「まとまりつつあるならそれでいいだろ。僕は行かない」

　僕は衛兵の方を見た。彼らはこっちを遠巻きにしてる。

　うかつなこと言って、敵視されても困るからなぁ。

　ここは当たり障りのないことを言っておこう。

「さっきも言ったけど、敵とこっちの戦力、戦闘条件。ここから辺境までの地理とか物価とか、雇用条件とか労働条件──とにかく詳しい情報がわからない以上、国王陛下の依頼は受けられない。というか、受けるかどうかの判断だってできないんだ。少なくとも、僕は」

「不満があるのはわかるよ……だけど」

　ヤマゾエは差し出した格好のまま止まった手を、ぐっ、と握った。

「だけど俺たちは運命に認められ、王様に信頼された勇者だろ？　世界を救うという重要な仕事を任された存在だろ？　その信頼と期待に応えないでどうするんだよ!?　他人をさしおいて勇者に選ばれた俺たちには、使命を果たす義務があるんじゃないのか!?」

　廊下いっぱいに響く叫び声とともに、ヤマゾエは天井に向かって拳を突き上げた。

　後ろにいるタキモトは感動したみたいにうなずいてる。

　寒気がした。こいつら、やばい。

　前にやったブラックバイトの同僚にもこんな奴がいたんだ。上司の訓示に合わせて雄お叫たけびをあげて、まわりの仲間を休みなしの殺人的シフトに巻き込んだ奴が。『期待に応える』が口癖で、２週間後にゾンビみたいな顔になって辞めてったけど。

　わかってるのか、この二人。今の状況が。

　王様はこの世界のことをなにも知らない僕たちを呼び出して、辺境に送るから魔王軍と戦えって言ってんだよ？　でもって今のところ、僕にもヤマゾエたちにも必要な情報はなにひとつ教えてくれてないんだよ？

　でもヤマゾエは希望に満ちた顔で、

「そもそも雇用条件や労働条件を、仕事をしないうちから聞くなんて失礼だろう？　そういうことはまず成果を上げて、信頼を勝ち取ってから聞くべきだと思わないか？」

　……ごめん。なに言ってるのかわかりません。

「成果ってなんだよ」

「それは王様に聞いてみないと」

「聞いてみろよ。大事なことだろ？」

「だからそれはあるていど成果を上げてから──」

「ループしてる!?」

　頭が痛くなってきた。

　なのにヤマゾエの後ろでは、タキモトが彼に熱い視線を送ってる。

　え、本ま気じで？　今の話を聞いて、おかしいとか思わないの？

「聞いて、ソウマくん。王様は『選ばれし者たち』として、私たちを召喚したんだよ？」

「うん。それで？」

「王様はこの国で一番偉い人で、つまり国で一番大きい会社の社長みたいなものなんだよ？」

「……うん。それから？」

「そんな人を疑うなんてどうかしてるよ。ちゃんと私たちのことも考えてくれてるに決まってるじゃない。だって、私たちは『選ばれし者』なんだから！」

　……あ、なんとなく、わかった。

　この二人、僕の話なんか聞いてないんだな。

　僕はただ、具体的な話がなくて、期待値だけで人を動かそうとする職場は危険だって言ってるだけなのに。王様が労働条件をきちんと話して、辺境までの地図でも見せてくれれば済む話なのに、それもない。だから信用できない。それだけだってのに。

　だんだん腹が立ってきた。

　どうしてこいつらは、そんな状況に僕まで巻き込もうとするんだ？

「君がどうしてそこまで警戒してるのかわからないな」

「王様の依頼がブラックだからですがなにか？」

「ああ、そっか、君は召喚されて自分が変わったことを、よくわかってないのか……」

　ヤマゾエが小声になる。

　衛兵たちを警戒してるのか、僕に顔を近づけてくる。

　女子生徒──タキモトが衛兵の視線をさえぎる位置に移動する。

「──お、おい。ちょっと!?」

　やめろ。なに考えてんだ。

　これじゃ僕たち異世界人が、「衛兵たちに聞かせたくない話」してるのがまるわかりじゃないか。

　この世界の多数派を警戒させてどうする!?

「……いいか、よく聞いてくれ」

　でもヤマゾエは気づかない。

　にやりと笑って、とてもいいアイディアを思いついたように、僕に語りかける。

「……俺たちにはこの世界の人間にはない、特殊なスキルがあるって話だ。いざとなったら全員でこの世界の軍隊を制圧することだってできる。恐れることなんかなにもないじゃないか」

　…………は？

　いま、なんて、言った。

　こいつ、いま、なにを。

「──ふ、ふざけんなあああああああああああっ!!」

　僕は思わずヤマゾエの胸ぐらをつかんだ。

　だめだ。

　こいつとは組めない。

　半径１キロ以内に近づきたくない。会話もしたくない。

　元の世界から来たみんながこいつに同意してるなら、遠く離れて二度と出会いたくない！

「くだらねぇこと言ってるんじゃねぇ！　僕はお前たちの仲間になんかならない！　滅びるなら他人を巻き込まずに勝手に滅べ！　失うせろ──二度と僕に近づくな!!」

「──な？」

　僕の剣幕に驚いたのか、ヤマゾエが王宮の廊下に尻しり餅もちをついて、目を見開く。

　本当に気づいてないのか？　こいつ。

　今、どこで、自分がなにを言ったのか。

　異世界召喚された僕たちには特殊なスキルがある──それは王様が言った通りだろう。

　そしてそれがこの世界にあるものより強力だってのも確かだ。そうじゃなかったら、王様が僕たちを召喚する理由がない。

　ああ、可能だろうよ。

　特殊なスキル──チートスキルを全員で使えば、この世界の軍隊を制圧することだって。

　だけど、なんで今それをここで口にする!?

　王宮で！　一番監視が厳重なところで！　衛兵が遠巻きにしてる今!!

　どうして、聞かれたらこの国全部を敵に回すようなセリフを声に出す!?

　離れてるから衛兵には聞こえない？　そんなのわかるか！

　聴覚が優れてる種族だったら？　読唇術が使えたら？　なにかのスキルを持っていたら？

　こっちに向こうの能力スキルはわからない。

　でも、僕たちにチートスキルがあるってことだけは、王様にはわかってる。

　だから、王様だって僕たちを警戒してるし、対抗手段くらい準備してるはずなんだ。

　だってそうだろ？　王様は僕たちを辺境の戦場に転移させる準備までしてた。説明だって手慣れた感じだった。まるで、前にも同じことをしたことがあるみたいに。

　もしも僕たちよりも前にこの世界に召喚された勇者がいるなら、王様は僕たちが敵に回ったときの対策だって取ってるはずだ。そんなの、少し考えればわかる話だろ!?

　……冗談じゃない。

　この世界の人間に危険視されたくなくて、必死で「無能」オーラを振りまいてたってのに。その方が、自由になって生き延びるのに一番いいって思ったから。なのに──。

「僕は勇者にはならない。なれないんだ。そんな強いスキルはない！　役立たずだから逃げた。それでいいだろ！　とっとと勇者仲間のところに戻れ！」

　だから、こいつとは組めない。

　召喚された連中がみんな、こいつらの仲間なら、一緒にはやれない。

「ちょっと、それってひどくない？」

　呆ぼう然ぜんとしてるヤマゾエの後ろから、タキモトが声をあげた。

　ポニーテールの髪を揺らして、僕とヤマゾエの間に割って入る。

「会長は君のこと心配してるんだよ？　異世界でひとりぼっちになったら死んじゃうよ？」

「たぶん、一人でいた方が生存確率は高いと思う」

　こんなあぶなっかしい連中と一緒にいるよりは。絶対に。

「協力した方が絶対にいいって。バスに乗ってたみんな、私たちの友だちなんだよ？　紹介してあげるよ？　みんな勇者をやるってことで、全員納得してるし、燃えてるんだよ」

　そっか。そこまでしっかりまとまってるのか。

　じゃあ、僕が説得してもだめかな。

　ブラックバイトを繰り返してた経験から、王様の依頼には相当危険なにおいがするって。

　そういうこと、言っても。

「あのさ、生徒会のひと」

「…………？」

「多少チートスキルがあったってさ、世界のルールを知ってる奴らの方が強いんだよ」

　わかれよ。

　勇者だって、なにも知らない現い在まは最弱なんだよ。

　勇者を召喚することに慣れてて、対策をしてるはずの集団には敵かなわないんだよ。

「あ、ああ。そ、そうなのか、ふーん」

　でもヤマゾエは生返事。やっぱり、僕の言葉なんか聞いてない。

　……こいつら本当に、選ばれた勇者をやりたいんだな……。

「時間です。勇者さま」

　がちゃん、と、衛兵が僕と会長たちの間に、槍を突き出した。

「国王陛下と勇者さまのお慈悲は理解しています。けれど、もう十分でしょう」

「勇者でも救えない者はいるのです」

「世界の危機は一刻を争うのです。どうぞ、陛下の元へ。他の勇者が待っています」

　口々に、衛兵たちは言う。

　会長たちは、なにかに殴られたように、はっとなった。

「……そうだな。残念だが、俺たちは世界を救わなきゃいけない」

「会長……」

　ヤマゾエががっくりと肩を落とし、タキモトがそれを抱き留める。

　……芝居がかったセリフだった。

　まぁ、いいか。

　言うべきことは言った。できるだけの忠告はした。

　あとはあいつらの問題だ。チートスキルが本当にあるなら、生き延びるくらいはできるだろ。

「じゃあ、僕は行くから」

　王様の提案を受け入れるのは本能的に無理だし。あくまで「僕にとっては」だけど。

　衛兵が槍を構えて、出口に向かって歩くように僕を急かす。

　言われなくても、こんなところに用はない。

　僕は頭の中で、王様の提案をもう一度思い出す。

　うん……ブラックだ。

　少なくとも僕には無理。本能的に。

　僕の居場所は王宮の外だ。情報を集めて、どうやって生きるのかを決めて──生き残る。

　それが当面の目的だ。




　僕は王宮を出た。

　鉄の門が、後ろで音を立てて閉じた。

　ブラックな気配がする仕事から逃げられたのはいいけど……。

　……さて、まずどうしたもんかな。













「やっちゃった……けど、しょうがないか」

　王都の大通りを歩きながら、僕はつぶやいた。

　考えてみれば、もうちょっと上う手まいやり方があったかもしれないよなぁ。

　元の世界での悪い癖が出た。ブラックなバイト続きだったのがトラウマになってる。

　うっかり王様を問い詰めちゃったのも、勇者志願の会長を怒鳴っちゃったのもそのせいだ。

　でも、王様の依頼はなにかに似てるんだよな……。

　あ、思い出した。

　前に一回ひっかかったブラックバイトだ。現場までワゴンで連れてかれて、仕事終了と同時に放り出されたやつ。最寄り駅（徒歩２時間半）まで送って欲しければ、ガソリン代としてバイト代半分よこせって言われたっけ。あれはきつかった……。

　王様の依頼は、そういうのに似てるんだ。

　今回は仕事する前に放り出されただけ、まだましかな。

　覚悟を決めて……状況を確認しよう。

　ここはサバラサ大陸にあるリーグナダル王国、その王都。

　王都というのは王様がいるところで、その国一番の大都市だ。

　で、あっちに見える白くて立派な建物が、さっきまでいた王宮。

　僕がいるのは王宮からちょっと離れたところにある広場で、四方に延びた広い石畳の通りが交わるところ。大きな木が何本も植えてあって、僕はそのあたりを歩いてる。

　ファンタジー世界だからか、町を歩いてる人種もいろいろだ。耳の長いエルフもいれば、背の低いドワーフもいる。獣耳をしてるのは獣人族だろう。

　通りが交わるところは人が集まる場所なわけで、まわりには店や屋台が並んでる。

　武器屋や道具屋、薬草や果物を売ってる店なんかもある。

　──しかし、異世界に飛ばされたってのに、ぜんっぜん驚いてないな自分。

　小さいころからネグレクト受けて、親しん戚せきをたらい回しにされたり転校を繰り返したりしてたせいで、環境が変わるのには免疫ができてる。世界のルールなんて確かなように見えて、場所によって都合良く変わるんだ。

　それがちょっとスケールが大きくなっただけだな。うん。

「うまいよー。デンガラドンイノシシの串くし肉だよー」

「ひとつください」

　僕は屋台の前で足を止めた。

「まいど、１アルシャ」

　ごついおっちゃんが、脂の乗った串肉を差し出してくる。

　僕は銀貨を１枚──１アルシャをおっちゃんに渡した。

「ところで、王都は初めてなんだけどさ。宿の相場ってどのくらい？」

「ん？　20アルシャもあれば貴族御用達の上等なのに泊まれるぜ。並なら15。腕が立って仲間がいるなら10を切るのに泊まってもいいけど、おすすめはしねぇな」

「ありがと。それじゃ」

　おっちゃんに手を振って、僕は屋台を離れた。

　広場の隅っこ、植え込みのあたりに腰掛けて、串肉をほおばる。

　脂っこいけど、そこそこ美お味いしい。そういえば朝ごはん食べてなかったっけ。

　さて、問題はこれからどうするかだ。

　王様は気前よく、４００アルシャが入った革袋をくれた。

　中身は銀貨が１００枚に、金貨が３枚。

　銀貨１枚が１アルシャ。金貨は１枚で１００アルシャ、ってことらしい。

　自分が異世界から呼び出した人間をすっぱだかで放り出すのは、さすがに気が引けたんだろう。武器（ショートソード）も、防具（革のよろい）も、この世界の服も取り上げられなかった。あとの持ち物はバックパックに入っている薬草と２食分のパンと干し肉。

　今のところ、これが僕の全財産だ。

　遠慮なくもらっとこう。もともと王様が自分の都合で僕たちを召喚したんだし、これで貸し借りなしってことで。

「串肉が１アルシャ。パンやおかずをつけると、一食２から３アルシャ。宿屋が15アルシャって考えると、一日に必要なのは20アルシャ前後。４００アルシャあれば、20日は生きていけるか」

　その間になんとか、収入を得る方法を考えよう。

　……大丈夫かな。

　やっぱり……王様の依頼を素直に受けといた方がよかったかな──

「…………うわ」

　考えた瞬間、寒気がした。鳥肌が立った。

　うん。駄目だ。本能的に駄目。

　王様の依頼はすごく不穏な気配がする。

　高校３年にしてブラックバイトを５回も経験した僕に言わせれば、だけど。

　落ち着いて考えてみよう。

　まず、最初の所持金４００アルシャ。これは多いか少ないか？

　仕事の中身から考えれば、少ないと思う。

　王様の言うことを聞いて衣食住を保障してもらえるなら、十分な金額かと思うかもしれないけど、そもそもその衣食住がどのくらいのレベルで提供されるのかがわからない。

　送られるのは辺境の前線だ。部屋も食事も僕たちに合うかわからない。不満があったら、４００アルシャを取り崩して自分で手配するしかない。

　おまけに転移魔法で辺境に送られるってことは、そこまでの道を覚えられないってことだ。

　魔法で移動させるくらいだから、辺境の前線まではかなり距離があるはず。

　この王都が普通に賑にぎわってるのがその証拠だ。魔王の脅威がすぐ近くまで迫ってるなら、みんなのんきに買い物なんかしてるわけがない。

　つまり、前線に行った僕たちは、自力では帰ってこられない。

　前線から王都まで、どのくらいの距離があるのか。文明圏に戻る道があるのかだってわからない。チートスキルで、その物理的な「距離」をどうにかできるとは思えない。完全に野生化して生き延びるなら別だけど。

　僕たちは、この世界の地理をまったく知らない。

　つまり前線に送られてしまったが最後、僕たちは雇い主のルールに従うしかない。

　金が欲しければ魔物と戦え。

　食事がしたければ魔物と戦え。

　治療して欲しければ成果を上げろ。

　というか、元の世界に戻りたければ魔王を倒すまで戦い続けるしかない。

　本当に元の世界に戻れるかどうかなんて、わからないってのに。

　これって、かなりブラックな仕事だと思うんだけどなぁ……。

「……いやまぁ、考えすぎかもしれないけどさ」

　どっちみち、僕のスキルは『勇者』には向いてない。

　魔王と戦ったら、たぶん、即死する。

「とにかく、このスキルでどうやって生きていくか、だよな」

　王様は「異世界から召喚された者には特殊なスキルが与えられる」って言ってたっけ。

　でも、僕に与えられたスキルは戦闘には使えそうもないものばっかりだった。それに全体的にレベルが低すぎだ。なんだこれ。




　固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ１』

　通常スキル『剣術ＬＶ２』『強打ＬＶ１』『掃除ＬＶ１』『分析ＬＶ１』『異世界会話ＬＶ５』




　特に固有スキルの『能力再構築』が、まったく意味不明だった。
















　剣術や強打はわかる。掃除もわかる。分析もわかる。

　異世界会話は、リアルタイムでまわりの言葉を翻訳してくれてる。

　他のスキルはイメージするだけで効果がわかるのに『能力再構築』だけは、どんなスキルなのかわからないってどういうことだよ。これ、僕だけの固有スキルだよな？

「『能力再構築スキル・ストラクチヤー』──発動」

　スキルを発動すると、僕の前に小さなウィンドウが現れる。

　誰もこっちを気にしてない。ってことは、これは僕だけにしか見えてないんだろう。

　で、このウィンドウにスキルをセットする。

　これは頭の中で『セットする』ってイメージするだけでいいらしい。

　例えば『強打ＬＶ１』をセットすると。




『強打ＬＶ１』

『低レベルモンスター』に『強力なダメージ』を『与える』スキル




　って、文字が表示される。

　それだけ。

「……このスキルで勇者をやれって……？」

　前線に行きたくなかった最大の理由はこれだ。

　スキルの使い方がわからない。戦闘用なのか、補助用なのかもわからない。

　こんな状態で辺境の最前線に送られたら、取り返しがつかないことになる。

　だったら、町で生き残る手段を探した方がましだ。町中なら戦闘職以外の仕事だってあるかもしれない。選択肢は多いほうがいいし。

　持ち金は４００アルシャ。

　それが尽きる前に、なんとか生活する手段を見つけよう。

　元の世界は……「戻れたらラッキー」ってくらいで。

　それほど愛着ないし。

　これからの目的は『生き残ること』。

　できれば『普通の幸せ』を手に入れること。

　ここがどんな世界なのか、注意深く探りを入れる。利用されないように。とにかく、異世界に来てまで無理矢理働かされるなんてまっぴらだ。

　ブラック労働とは決別だ。もう誰からも利用されたりしない。

　目立たないように、地雷を踏まないように慎重に生きよう。

　そして最終目標は、働かないで生きていけるようになること。そのために──

「そのためには……どうしたもんかな……」

『面白いスキルを見せてもらった。手を組まないか？』

　声がした。

　僕の頭の中で。

　……精神感応テレパシー？

　ゲームとかでよくあるやつだ。

　神殿に入ると神様や精霊がいきなり話しかけてくるシチュエーション。

　異世界だから、そういうことがあってもおかしくないな。うん。

　どこから話しかけてきてるんだろう？

　まわりを見回しても、僕の方を見てる人はいない。

　まだ昼前だからか、広場は人であふれてる。

　店もたくさん出てる。さっきの焼き肉の屋台。果物を売る店。名物（自称）の肉包みパンっぽいものを売る店。薬草や傷薬を売る店。露店以外にも、武器や防具の店もあるし、水晶玉を売ってる店もある。首輪と鍵かぎのマークの看板が出てる店は──なんだろう。

　とにかく人が多すぎる。どこから話しかけてきてるのかわからない。

　ってことは『誰が』話してるのかを考えてもしょうがない。

『何を』話そうとしてるのか、そっちに集中しよう。

　飛びつくな。情報を引き出せ。こっちは異世界初心者なんだから。

「……手を組む？　意味がわからないな」

『こちらが提供できるのは情報だけだ。お前、「来訪者」だろう？』

「来訪者？」

『別の世界から来た人間のことだ。そういうものが召喚されていることは知っている』

「一応聞くけど……お前は誰だ？」

『実体はないよ。過去の残ざん留りゆう思し念ねん。いわゆるゴーストのようなものだ』

　……なんだ、ゴーストか。

　神様とか精霊とか、もっとすごいものかと思ってた。

　剣と魔法の世界で「私はゴーストだ」って言われても全然怖くないな。

「つまりお前は、この世界に心残りがあって存在している。それを解消するために僕と話してるってことか」

『理解が早いな』

　ゴーストの姿は見えない。口調はフレンドリー。恨みとかは持ってなさそうだ。

　心残りといっても、そんなたいしたものじゃないのかな。

　信用するかどうかは、まだ保留だけど。

「そのゴーストが、僕になにを教えてくれるって？」

『この世界のルールと、お前のスキルの使い方を』

「ゴーストがどうしてスキルの使い方なんか知ってるんだ？」

『我々は長く生きている……いや、長く生きていたからだ。来訪者には、お前のような世界のルールをひっくり返すスキルを持つ者がときどき現れる。選ばれし者という奴だな』

「王様と言ってることが変わらないぞ」

『魔王と戦えとは言わないさ。我々はもうすぐ消える。世界に影響を与えることができない残留思念だから、他人のスキルを垣かい間ま見みることもできるのさ』

　ゴーストは少し、間をおいてから言った。

『「契約コントラクト」しよう。こちらはお前にスキルの使い方を教える。お前はそのスキルを使って、ある少女を助けて欲しい』

「『契約』？」

『この世界は「契約」がすべてだ。広場の先にある、水晶玉を売っている店を見ろ』

　言われるままにそっちを見た。

　店先で、男性が店の人間とやりとりをしている。

　男性は、金貨があふれた革袋を店の人間に渡し、代わりに水晶玉を受け取る。男性はそれを自分の胸に押し当てた。

　水晶玉は、すぅ、と、その胸に吸い込まれていく。

　男性はまるで加速の魔法をかけられたようなスピードで走り去っていった。

『あれは「スキル」を売る店だ』

「スキルを？　この世界では、人の能力まで売り買いできるのか……？」

『本人の同意があればな。取り出すことでどんなスキルかを知ることができる。売れば、金に換えることもできる。隣を見ろ』

「首輪と鍵のマークの看板が出てるけど？」

『あれは、奴隷を売る店だ』

「──!?」

　ちょっと待った。人まで売ってるのか？

　ってことは……ここはゲーム的な「魔王が侵攻してきてるから勇者になって救ってください」って異世界じゃないってことか。スキルも人も売り買いできて、奴隷にして使役できるとか……。

「……王様から逃げてよかった」

『なに？』

「戦って、使えなくなったら放り出されて、金を得るためにスキルを売って、最後には奴隷行き……って流れが見えたような気がした」

『ああ。確かに。そういうこともあるだろうな』

　ゴーストは『契約』のルールについて話しはじめた。

『契約』とは、お互いが同意の上で約束を守るって誓いを交わすこと。

　それは物の交換だったり売買だったり、情報を与えるからこういうことをしてくれ、だったりする。

　この世界には契約の神様がいて、『契約』した者同士には拘束力が働く。

『契約』を破った者へのペナルティは『不眠の呪い』。

　最初は１週間おきに。次に数日おきに。最後には毎日。

　眠りたいのに眠れない。

　頭がぼーっとしても、意識がぼやけても、眠ることだけは絶対にできない。

　それでも『契約』を果たさない場合は死に至ることもある。

　それがこの世界を支配する『契約』のルールだという。

「……確か王様、魔王を倒したら元の世界に戻すと『契約』するって言ってたよな……」

　逆に言うと、一度『契約』したが最後「魔王を倒さない限り、僕たちは元の世界に戻れない」ってことじゃないのか？　仮に王様が帰還の手段を握ってるとしたら──

　怖いよ！　王様やっぱり真っ黒ブラツクだよ！

　他の人たちは……まぁ、もともと理不尽に召喚されてるんだし、疑問を持つ人もいるだろ。

　なんとか『契約』を回避しててくれることを祈ろう……。

　僕は気を取り直して、奴隷商人の店を見た。

　煉れん瓦が造りの建物で、窓には格子がはまってる。中の様子はわからない。

「僕に救って欲しい少女っていうのは、あの店にいるのか？」

『そうだ』

「どんな子だよ」

『あの店の中で、一番美しい少女だ』

「具体的には？」

『褐色の肌を持つ、背の低い少女だ。名前はセシル＝ファロット。彼女は人間に滅ぼされた魔族の最後の生き残りなのだ』

　声は言った。

　……『魔族』？

「『魔族』ってなんだ？　まさか、魔王の関係者か？」

『違う。魔王とは人間をおびやかす魔物の王を指す。人間とはまったく別種の存在だ。

　我々「魔族」はデミヒューマンの一種だよ。人間の亜種だ』

　魔王の関係者じゃないのか……。

　たしか、魔王は辺境で戦争をやってるんだっけ。

　その関係者が、こんな王都のど真ん中で奴隷屋にいるなんてのは確かに不自然だ。

「でも……なんでデミヒューマンがそんな目に遭ってるんだよ」

　ここはそういう人たちが、当たり前に存在してる世界なのに。

『魔族は、姿かたちは人間に近いが、並外れた魔力を持っていたが故に警戒されていたのだ。忌むべきものとして「魔族」と名付けられ、滅ぼされた。

　戦争で、魔族狩りで、あるいは、天災や人災の原因と名指しされて。

　魔物を操っているに違いない。人への復ふく讐しゆうを企たくらんでいるに違いない。疫病がはやっているのは魔族の呪いに違いない──そんなことが延々と繰り返されてきた。

　我々は争いを好まない生き物だったのだが、もう、ひとりしか残っていない』

　ちょっと待った。

　じゃあ、こいつは、ただのゴーストなんかじゃない。

　なんで気づかなかったんだ。こいつはずっと自分のことを『我々』って言ってた。

　ひと一人分の残留思念なんかじゃない。もっとスケールが大きい。

　こいつはきっと、種族全体の──

『我々は魔族すべての残留思念。集合体としての名前は「アシュタルテー」。

　あの子が独り立ちできるようになるまで、保護してくれる主あるじを見つけたら消えるものだ。

　私たちの娘をもらってくれないか。「来訪者」よ』









第２話「スキルで組み直したスキルを使って少女を救う」








　残ざん留りゆう思し念ねん。

　ゲームやアニメによく出てくる、この世に残った思いのかけら。

　うん、そういうものがいてもおかしくないな。ここはファンタジー世界なんだし。

　実際にいるんだからしょうがない。受け入れよう。

　でも──

「その魔族の残留思念が、なんで僕に？」

『お前が自分の意思で道を選んだからだ』

　……どういうことだ？

『この世界に来て間もないというのに、権力者からの提案に正面から疑問を呈した。我々のことも恐れることなく、冷静に情報を得ようとしている』

「こっちはこの世界の初心者だ。情報は必要だろ」

『さらに、居場所をなくしたというのに慌ててもいない。種族間の偏見もない。ただ、情報が信じられるかどうかだけを考えているだろう？』

「それって普通のことだろ」

『そもそもお前は、どうして国王から放り出されたのだ？』

「就業条件についてしつこく聞いたから」

『召喚されて間もないのだろう？　どうしてそんな真ま似ねをした？』

「……あのタイミングしかないって思った」

　王様の依頼がブラックだってのは、ただの直感だ。

　だから詳しい情報が欲しかった。条件が折り合わないなら、放り出されてもよかった。

　それに……異世界から召喚された僕たちには、特別なスキルが与えられている。そしてあの時点では、王様はまだ僕のスキルがどんなものなのか知らない。

　王様がこっちに危害を加えようとしたとして、仮に僕が強力な戦闘スキルを持っていた場合──まぁ、対策はしてるだろうけど、血みどろの戦闘になる可能性はある。そうなったら、他の来訪者たちの動揺を招く。

　だから王様は僕をあっさりと追い出した。手切れ金を渡して。

　そして僕は素直に追い出された。敵対する意思はないってことを示した。

　情報を教えろ教えろって絡んだのは、こっちが無知だってことを伝えて、ほっといてもすぐに死ぬくらい無害な奴だって思って欲しかったから、ってのもあるんだけど。

『すばらしい。そこまで考えていたとはな』

　アシュタルテーは、ほぅ、と、感心したようにつぶやいた。

『自分と国王、互いの利益を考えた結果か。結局お前は、情報が得られても得られなくてもよかったわけだな。たしかに、その時点での行動としては最適だ。すばらしい』

「かいかぶりすぎだよ」

『やはり大事な娘を預けるのにはお前が相応ふさわしいと、我々は判断する』

　正面からほめられると照れくさい。

　僕は単に、ブラック労働から逃げただけなのに。

『それに、この世界の異分子という点では、お前もセシルもたいして変わらぬだろう？』

「まぁ、ほっといたらすぐ死ぬってとこはそうかもな」

『ならば、似たもの同士で助け合えばいいさ。一生セシルの面倒をみろとは言わぬ。買い取って欲しいだけだ。魔族を差別している者たちの中にいるより、来訪者の仲間になった方がましだろう』

「代わりに、僕にスキルの使い方を教える？」

『ああ。それはお前を救うことにもなるはずだ。剣と魔法。力と契約。それらが支配するこの世界で、己のスキルを理解しないまま生き延びることは不可能だろう？』

「……確かにな」

　固有スキルの使い方がわかってるのと、わかってないのとでは、生き延びる確率が全然違ってくるだろう。使い方をアシュタルテーが教えてくれるなら助かる。

『契約』するってことは、アシュタルテーも噓うそを教えることはできないわけだし。

「お前が僕のスキルについて詳しく知っていて、それを教えてくれる用意があるってのは、間違いないんだよな？」

『もちろんだ。我々が消えるまでの間に、お前のスキルについての情報をすべて与えよう。スキルで稼いだ金で、セシルを買い取ると約束してくれるなら。

　彼女は、この数日はあの店にいるだろう。魔族であることは隠していて、店の者はセシルをダークエルフだと思っている。価格は12万アルシャと奴隷にしては安いらしい』

「簡単に言うな」

『契約コントラクト』かぁ。

　つまりアシュタルテーにスキルの使い方を教えてもらったら、僕はあの少女を解放しなきゃいけない。いや、待てよ。これも王様と同じくらいブラックじゃないか？

　僕がお金を稼ぐまで少女がその店にいればいいけど、誰かに買い取られてしまったら？

　僕は彼女をどこまでも追いかけるのか？

　だって『契約』ってそういうことだろ。

「うーん」

　要は自分で『能力再構築スキル・ストラクチヤー』の使い方を理解すればいいわけだ。

　こういうのは前にもやったことがある。

　バイトの合間に、趣味で同人ゲームを作ってたことがあるんだ。

　高校を出たあと、なんか技術を身につけてないとブラック企業に買いたたかれるって思ったから。ゲームは好きだし、プログラムとかシステムとかの勉強も楽しかった。それに、作ったゲームの評判が良ければそれが実績になって、ホワイトな企業に就職できたりするかもしれないから。

　実際には評判最悪で、ゲームをアップした自分のサイトが炎上しただけだったけど。

　それはともかく、スキルのシステムを理解しろって話だよな？

　やってみよう。アシュタルテーと『契約』するのはその後でもいいさ。

　僕はもう一度『能力再構築』を発動する。

　出てきたウィンドウに『強打』をセット。




『強打ＬＶ１』

（１）『低レベルモンスター』に『強力なダメージ』を『与える』スキル




　文字が表示される。

　でも、ウィンドウには、まだスペースがある。

　ここにもうひとつスキルをセットしたらどうなる？

　来い。『掃除ＬＶ１』！




『掃除ＬＶ１』

（２）『部屋』を『掃除用具』で『綺き麗れいに片付ける』スキル




　セットできた。

　……なんとなく、システムがわかってきた。

『能力再構築』は、スキルの内容を解体することができるんだ。

　難しく言うなら「スキルの概念化」。

　分解して解体して……もしかしたら組み直すこともできるのか？

　例えば、スキルを構成してる内容を入れ替えたらどうなる？

　ウィンドウに指で触れてみる。

　やっぱりだ。『低レベルモンスター』や『掃除用具』って言葉が動かせる。

　だったら、これでどうだ！




（１）『低レベルモンスター』を『掃除用具』で『綺麗に片付ける』スキル

（２）『部屋』に『強力なダメージ』を『与える』スキル




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』!!」

　ウィンドウに表示された『実行』の文字を押す。

　文章を再構築されたスキルが変化していく！

　な・る・ほ・ど。わかった！

　たとえて言えば、これはカレーを『肉・野菜』『カレールー』『水』に分解するようなものだ。『カレールー』を『醬しよ油うゆと砂糖』にすれば肉じゃがに再構築できるってことか。

　スキルを書き換えるスキル。

　それが『能力再構築』の正体だ。

　そして、今回『能力再構築』が作り出したスキルはふたつ。




『魔物一掃ＬＶ１』：掃除用具で周囲の低レベルの魔物を遠くへ吹き飛ばす。（Ｒレア）

『建築物強打ＬＶ１』：部屋の壁や内装に強力なダメージを与える。破壊特性『煉れん瓦が』『木の壁』（Ｒレア）




　再構築すると、全部レアスキルになるみたいだ。

　でも……どうなんだこのスキル。使えるのかな。

　最初にしてはよくできた方だと思うけど。

　とりあえずはお金を貯ためて、別のスキルを買って試してみよう。

「ってことで、悪いなアシュタルテー。教えてもらうまでもなかった」

『……残念だ』

「こういうのは得意なんだ」

『お前の器うつわを見誤っていたようだ。元の世界では何者だったのだ？』

「ただの学生だよ。ブラックバイトで苦労してたけど」

　両親がいないせいで生活が苦しくて、バイトばっかりやってた。

　娯楽といえばゲームくらいだ。携帯があれば基本無料で遊べるから。

　あとは中古のパソコンを譲ってもらって、同人ゲームなんかも作ってた。

　知識と技術がなければ誰かに利用されるだけだってことをブラックバイトで学んだから、生き残るためのスキルを得る手段として。

「でも、僕にはゲーム作りのセンスがなかったみたいだ」

『よくわからんがどんなものを作ったのだ？』

「２６０のパラメータを自由にいじってキャラメイクしたあとに地・水・火・風の属性を攻撃力と防御力、素早さ、頑丈さ、優しさその他のパラメータに最大６９０通りに配分した後で魔法とスキルを作成してゲームスタート。王様に会ったときに相手がつく16の噓を見抜かないと激強モンスターがいるエリアに配置されて詰む上に、パーティの仲間を勧誘するときにギャルゲー並みの選択肢とイベントと好感度を設定したら、無料なのに非難殺到して炎上した」

『……お前も苦労しているのだな。異世界人』

「まぁ、元の世界の話だよ」

　僕はため息をついた。

「それより、『契約』できなくて悪かったな。アシュタルテー」

『……いや、仕方あるまい』

「この世界の情報をくれたことには、感謝してるよ」

　僕はズボンについた土を払って立ち上がった。

　ずっと座ってたからお尻しりが痛くなってた。

　これからどうするかは決まってる。とりあえず普通の幸せを目指そう。

　そのためにはやっぱり情報がいる。

　この世界のことを知っていて、僕とこの世界のずれを正してくれる人間が。

　それは信用できる相手で、ある程度の素性がわかってる方がいい。

「なぁアシュタルテー。ここからは雑談ってことで、嫌だったら答えなくていいけどさ。スキルの値段の相場ってどうなってるんだ？」

『……？　そうだな、よくあるコモンスキルが数十から１００アルシャ程度。少し珍しいアンコモンスキルなら数千アルシャだ。レアスキルは価格に幅がある、数万から、高価なものでは１００万以上で取引されているものもある』

　アシュタルテーの声は、すらすらと語り出す。

　やっぱりな。

　こいつ、結構いいやつなんだ。

　魔族なんて名前だから、怖いかもって思ってたけど、違う。『契約』は成立しなかったから、アシュタルテーはもう僕に情報を与える理由なんかない。

「他の奴を探す。じゃあな」でもいいのに。それでも情報をくれるお人ひと好よしだ。

　元の世界のバイト先の上司なんかひどかった。

　仕事のやり方を聞いたら「自分で考えろ！」って怒鳴られて、自分で考えたら「俺のやり方と違う！」ってやっぱり怒鳴られて、僕のやり方で正しいことを証明したら「なんだその生意気な顔は！」だったっけ。それに比べればずっとまともだ。

　この世界で──というか、元の世界から通して、久しぶりに信じられる相手に出会ったような気がする。残留思念ってのが残念だけどさ。

「こっちも身の安全がかかってるからもう一度聞くよ。レアスキルは数万から１００万アルシャ以上で取引されてる、ってことで間違いないんだよな？」

『そうだが？』

「で、魔族の生き残りの少女の価格が12万アルシャ、だよな？」

『そうだが……!?　まさかお前……？』

　鈍いよ。気づいてなかったのかよ、アシュタルテー。

　なんで僕が今、ここで『能力再構築』を使ったと思ってんだよ。

　てなわけで。

　僕は奴隷を扱う店のドアを開けた。

　入り口にはヒゲの生えた小男がいた。こいつが奴隷商人なのか。

　まぁいいや。

　こっちは客だ。偉そうにしてみよう。

「一人、もらいうけたい少女がいる」

　僕は奴隷商人に向けて言った。

「名前はセシル。褐色の肌を持ち、小柄で耳が長い、この店で一番美しい少女だ。

　こっちは急ぎだ。さっさと連れてきてもらおうか」

　……だって、しょうがないじゃないか。

　アシュタルテーは一応、この世界の情報を教えてくれた。

『契約』のこと。すべてが売り買いできるというルール。

　それを知ってるのと知らないのとじゃ大違いだ。

　アシュタルテーは『契約』する前にそのルールを教えてくれた。

　僕の質問に答えようとしなかった王様とは対照的だ。

　アシュタルテーは無償で情報をくれた──つまり、信用できる。

　そのアシュタルテーが紹介してくれた──つまり、一番、知り合いに近い存在。

　だから、この世界の情報源には、セシル＝ファロットが一番ふさわしいってことになる。

　魔族が差別されてるなんて、そんなの僕には知ったことじゃない。

　ゴーストだろうと残留思念だろうと、関係ない。

　アシュタルテーの身内が閉じ込められてるなら、ほっとけない。

　助けよう。

　ひとりぼっちの来訪者と、ひとりぼっちの魔族。

　旅の道連れとしてはちょうどいいよね。










「いらっしゃい。お客さん、奴隷を買うのは初めてですか？」

　奴隷商人は言った。

　もみ手をしながら、こっちを値踏みするように見てる。

　男が手を叩たたくと、店にいた中年の女性が席を立つ。奥のドアを開け、別の部屋に行ったかと思うと、しばらくして戻って来る。

　褐色のダークエルフ──に見える、魔族の少女。

　セシル＝ファロットを連れて。

　彼女は白い、粗末な服を着ていた。

　革の首輪をつけている。鎖はついてないけど、逃げるようなそぶりは見せない。

　アシュタルテーが言ってた通り、肌は綺麗な褐色だった。
















　長い耳は無気力っぽく垂れ下がり、伏せた赤色の目はなにも見てない。

　銀色の長い髪は、たぶん、さっきの女が手入れしてるんだろう。ランプの光で輝いて見えた。

　背は僕よりかなり小さい。

　というか、この子に首輪つけて連れ歩いたらすごい犯罪臭がするんだけど。

「はじめての方には、この娘はおすすめしません。ダークエルフでしてね、非常に気むずかしいやつです。戦災で身寄りをなくしてたところを拾ってやったのに愛想が悪くてねぇ」

「……ふむ」

「名前はセシル。幼く見えますが、本人の話によると年齢は14から15といったところです。ダークエルフには成長の速い者と遅い者がいるそうですから。魔法の適性は高いです。ですが、なつかない気性ですから戦闘要員としても使い道はないかと……」

「この子と話がしたいんだけど、いいかな」

　小男がうなずいたから、僕はセシルに近づいた。

　銀色の髪が、ふわり、と、揺れた。

　彼女は赤い目でこっちをちらりと見て、すぐに顔を逸そらした。

「アシュタルテーに頼まれた。セシル＝ファロット」

　僕は奴隷商人に聞こえないように、小声でささやいた。

「まぁ、たいした縁じゃないけどさ。僕は君を買い取る。代わりに、この世界の情報を教えて欲しい。わかりやすく言うと僕の先生役になって欲しいんだ」

「──っ!?」

　少女は信じられないものを見るように目を見開いた。でも、すぐに伏せる。

　あー、なんか、バイト中の僕もこんな顔してたな。

　時給上げてやる──やっぱ無理、のコンボを食らった時とか。

　そういうのが続くと、希望を持つのが嫌になるんだ。

　この子を見てると、元の世界の自分を思い出す。

　助けよう。魔族とかどうでもいいや。来訪者の僕には関係ない。

「店主。セシルの売値はいくらだ？」

「18万アルシャです。貴重なダークエルフですからね」

「12万アルシャでどうだ？」

　相場を見抜かれたことに気づいたんだろう。

　小男の目から、こっちを見下すような光が消えた。

「お客さん、失礼ですが代金はお持ちで？　うちは即金がモットーでね」

「スキルで払うのはどうだ？」

「スキルで？」

「ここではスキルがお金で取引されてる。隣にスキル屋もあるし、わざわざ現金化するより、そっちの方が早いだろう」

「鑑定人を呼んでも？」

「別にいいけど」

　小男が店員に目配せする。

　店の奥にいた中年の女性が隣の店に走り、スキル屋の店員を連れてくる。

　アシュタルテーは「同意があれば、取り出したスキルの内容を知ることができる」って言ってた。

　逆に言えば、同意がなければどんなスキルを持っているかわからないってことだ。

　僕の『能力再構築』については隠しておいた方がいいんだろうな。

「こっちが売りたいのは『低レベルの魔物を掃除用具で吹き飛ばすスキル』だ」

　胸に手を当てる。

『魔物一掃ＬＶ１』を呼び出す。

　ずるり、という感触。

　手のひらに入るくらいの水晶玉が出てくる。

「……『魔物一掃ＬＶ１』？　見たことねぇぞこんなの」

　眼鏡を掛けたスキル屋の店員が言った。

　まぁ、そうだろうな。作ったばっかりだし。

「効果は……うん、こいつの言ってる通りだ。これをいくらで売りたいって？」

「12万アルシャ」

「んー」

　スキル屋の店員は難しい顔してる。

「実際に効果を見てもらった方が早いだろう。箒ほうきを借りたい。あと、害のない魔物がどこかにいないか？」

「魔法標的用のスライムなら」

　そんなのがいるのか。

　スキル屋の店員が、店から無色透明のスライムを連れてくる。

　動かないように魔法で固定してるらしい。

　僕たちは店の外に出た。

　セシルがこっちを見てる。さっきより、少しだけ期待してるような顔で。

　両手を胸の前でぎゅ、っと握りしめてる。

　銀色の髪が震えてる。肌も瞳ひとみも綺き麗れいな色をしてる。こんな粗末な奴隷服じゃなくて、元の世界にあったひらひらした服とかを着せたら、もっとかわいいだろうな。

　セシルは僕と目が合うと、少しだけためらってから、見つめ返してくる。

　僕が彼女を助けようとしてるのを、わかってくれたみたいに。

　そして、ほんの少しだけ、ぎこちなくだけど、笑ってくれた。

　うん。やっぱり、かわいい。

　ちょっとくらい、いいとこ見せよう。

「このスキルに12万アルシャの価値があるかどうか見ているがいい」

　僕は『魔物一掃ＬＶ１』を胸の中に戻し、箒を構える。

　自分で作ったスキルだ。使い方はわかる。

　動かないスライムを箒で軽く、すっ、と掃いた。そして──

　ひゅ──────────────────────────────ぅ────

　スライムが飛んでった。

　まるでゴルフのティーショットみたいに。

　広場にいる人たちの頭の上を越え、建物を飛び越えて。

　いやー、飛んだな。思ってたより。

　透明だからよく見えないけど、３００メートルくらいは飛んだんじゃないかな。すげー。

「どうだ!?」

「……いや、どうだ、って言われても。これがなんの役に立つんで？」

　奴隷商人は不思議そうな顔をしてる。

　あ、セシルが驚いてる。彼女にはわかったみたいだ。このスキルの使い道が。

　じゃあ、ここからは交渉だ。

「奴隷商人というからには、人を仕入れるために旅をしているのだろう？　魔物に襲われることも多いんじゃないか？　このスキルは使えると思うのだが」

「いえ、私たちも用心棒を雇ってますし、倒せない魔物がいるところには近づきませんよ」

　話にならない、とばかりに首を振る奴隷商人。

「腕利きをそろえていますからね。わざわざ妙なスキルに頼る必要は──」

「魔物くらい、戦えば倒せる？」

「はい」

「じゃあ、その戦闘にかかる時間はどれくらいだ？」

　僕は言った。

　奴隷商人の顔色が変わった。

「あんたたちは町から町へ旅をしてる。途中で魔物との戦闘になれば、時間を取られる。日暮れまでに町にたどり着けなければ野宿だ。さらに魔物に襲われる危険性が高くなる。このスキルで弱い魔物を追い払えるなら、その時間を短縮できるんだ」

　僕は続ける。できるだけ偉そうな口調で。

　こういうのは、本当は得意じゃないんだけど。

　でも、こっちの弱みにつけこんで利用しようとする奴はどこにでもいるんだ。

　僕は元の世界で、さんざんそれを見てきた。

　だから油断するな。弱みを見せるな。

　この世界で同じ目に遭ったりしないように。

「いいか、よく聞け。あんたたちの荷物は奴隷──人間だろ。移動中に魔物に殺されてしまえば価値がなくなる。怪け我がをしたり、病気になったりすれば価値が下がる。時間をかければかけるほど、その危険性は高くなる」

「……う」

「まあ、ぶっちゃけ僕が売りたいのはスキルそのものじゃない」

　僕はもう一度『魔物一掃ＬＶ１』を取り出し、言った。

「僕が売りたいのは、スキルで短縮できる『時間』だ」

「それに12万アルシャの価値がありますかねぇ」

　奴隷商人は探るような目でこっちを見てる。

　こっちは異世界初心者だ。味方は誰もいない。

　長引くと不利だ。さっさと済ませよう。

　奴隷屋が、こっちを玄人くろうとだと思ってるうちに交渉をまとめた方がいい。僕が売値に見合うだけの商品を提供しようとしてるのは、スキル屋が保証してくれてるんだから。

「判断するのはそっちだよ。考えてみればいい。仕入れの旅の間に何回魔物と出会うか。戦闘にどれくらいの時間がかかるか。旅の遅れ。用心棒と自分と奴隷たちの食費。戦闘で消費する武器の整備費と、薬草なんかの治療費。なにより、旅の間、低レベルのモンスターを追い払えるという安心感。早く家に帰ることで、家族と過ごせる時間」

『契約』の条件としては文句がないはずだ。あとは、もう一押し。

「これらのメリットに12万の価値がないっていうなら、別のところに売りにいくだけさ」

　これは『能力再構築』で作ったワンオフのスキルだ。

　実際のとこ、欲しい人間は他にもいるだろうし、売るだけならなんとでもなる。

「うぅ……」

　奴隷商人は助けを求めるように、スキル屋を見た。

「レアスキルってこたぁ間違いねぇからな。レアの値幅は５万から１５０万アルシャ。そいつに価値を見いだすかどうかは、買い取るお前さん次第だよ」

　スキル屋は肩をすくめた。

「わかりましたよ！　『魔物一掃ＬＶ１』をこの子と交換しましょう！」

　奴隷商人はしばらく腕組みをして唸うなったあとで、やっとうなずいた。

　よっしゃ！

　心の中でガッツポーズ。

　ぶっつけ本番のハッタリでもなんとかなった……よかった……。

「では正式に『契約』といこう」

　冷静をよそおって僕は言う。

「よござんす。メダリオンをお願いします」

「メダリオン……ああ、これか」

　この世界に転移したときに、胸元にペンダントが出現してたんだっけ。

　金色で、ペンダントヘッドには水晶がついている。

　使い方はさっきアシュタルテーに教えてもらった。

　この世界では、このメダリオンを使って『契約』するらしい。

「『契約』の神の名のもとに」

「互いの合意をもってスキル『魔物一掃ＬＶ１』と『セシル』を交換する──『契約コントラクト』」

　かちん、と、打ち合わせたクリスタルが光を放つ。

　同時に、セシルの首輪が、りん、と鳴り、指輪が僕の左手に生まれる。

　赤色の小さな水晶玉がついた指輪だった。

　主従契約の証あかし、ってことか。

「さ、これで契約成立だ。セシルのスキルについては、宿にでも戻って確認してください。主人マスターならできるって知ってるでしょう」

「ああ」

「やっぱり素人しろうとじゃなかったわけだ。お客さん……それにしても」

　奴隷商人とスキル屋が、探るような目でこっちを見た。

「このレアスキル、一体どこで手に入れたんで？」

「僕は東方の国から来たばっかりなんだ。こいつは故郷で色々あったせいで手に入れるはめになったスキルだよ。セシルのことは別口。旅の途中でセシルの同族に出会って、彼女のことを頼まれてたってわけだ」

　適当に答えてみる。

　噓は言ってない。かなり脚色してるけど。

「なるほどね。まぁ、他にも売りたいスキルがあったら言ってください」

「考えとくよ。それじゃ」

　二度と来る気はないけど。

　僕は奴隷商人とスキル屋に手を振って、その場を離れた。

　不思議そうに僕を見ている、セシルと手を繫つなぎながら。







今回使用したスキル


『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ１』

　ふたつ以上のスキルを使い、中身（概念）を入れ替えることができる。

　作成したスキルはすべて『レアスキル』となる。

　ただし、これは一人で再構築した場合。二人以上で再構築した場合は──







『魔物一掃ＬＶ１』

　掃除用具で低レベルモンスターを遠くまで吹き飛ばす。

「掃除用具」と認識されるものなら使用可能。

　飛距離は３００メートル前後。











第３話「セシルの不思議なご主人様」








　わたしを引き取ってくれたのは、とても不思議な人でした。

　名前はソウマ＝ナギ──ナギさま。

「来訪者」って、アシュタルテーは、その人のことを呼んでます。

　別世界のひと、ですか。よくわかりません。

　わたしが魔族だって知ってるのに、気持ち悪くないんでしょうか。

　魔族は、この世界では忌み嫌われています。

　人間の文化になじめなかったからです。

　樹きや動物に、友達のように話しかけて、数時間もぼーっとしてる人がいたら、不気味だって思われてもしかたないのかもしれません。

　わたしも今は人間の世界にいるから、そういうことはわかります。

　エルフやドワーフのようには人間の文化になじめなかった種族。

　それが魔族です。

　わたしは魔族の最後のひとりです。

　それがわかると、みんなに嫌われるから、ダークエルフってことにしてました。

　この褐色の肌と、長い耳。

　化けられる種族は、それくらいです。

　まぁ、ダークエルフもそこそこ嫌われているんですけど。

　だからわたしは、奴隷屋さんに売られたあとも、一番暗くて狭い部屋をあてがわれました。

　お前に買い手なんかつかないっていわれました。

　他の人たちはみんな、十分に大人で、綺き麗れいな人たちでしたから。

　奴隷の中には貴族の人に見初められたり、冒険者のパートナーとして活躍する人もいます。そういう人たちは仕事をすることで報酬をもらい、自分で自分を買い取って自由になります。

　奴隷って言っても、そんなにひどい目にあうわけじゃないです。

　でも、そういう幸せな未来なんか、わたしにはないって思ってました。

　話し相手は、魔族の残留思念のアシュタルテーだけ。

　ひとりの時、わたしはいつもアシュタルテーとお話をしていました。




（……アシュタルテー？）

　魔族はわたしで終わりなんですよね？　このまま滅んでは、いけないですか？

（アシュタルテー？）

　どうしてわたしはまだ生きてるんでしょう？

『いつか、お前と響き合う人に会えるだろう』

　アシュタルテーは言いました。

（そんなひといませんよ）

　きっと、いません。

　わたしを必要だって言ってくれるひと。

　大事だって言ってくれるひと。

　そんな人が、この世界にいるわけないんです。

　見てください。

　わたし、ちっちゃいです。胸もぺたんこです。

　肌はこんなだし、目は血の色です。とりえの魔法だって、レベル１です。

　両親はわたしに魔法のてほどきをしてくれる前に、死んじゃいましたから。

（アシュタルテー、期待なんかさせないでください）

『いつか、お前を理解してくれる人と出会えるだろう』

　……わかりました、アシュタルテー、そこまで言うなら。

　万が一──ううん、もっと少ない可能性ですけど、

　わたしを理解してくれて、わたしと響き合う人が、どこかにいたら。

　わたしは希望を信じます。

　魔族の血を未来に繫つなぐことを約束します。

　わたしで、魔族を終わりにはしません。

　強くなります。絶望するだけの弱いわたしはやめます。

　わたしと響き合う人と一緒に生きて、戦って、未来に血を残します。




　奴隷屋さんにいる間、そんな話をずっと、わたしはアシュタルテーとしていたような気がします。




　ねぇ、アシュタルテー。わたしは正しかったですか？

　だって、この世界に、わたしと響き合うひとはいませんでした。

　ほら、今、わたしの手を引いているこの人は、別の世界から来た人ですよ？

　不思議なひとです。

　絶対に出られないと思っていた奴隷屋さんから、わたしをあっという間に連れ出してくれました。

（ご主人様？）

　なんですかご主人様。あれ？　手を握っててごめん、ってなんですか？

　手はいつも洗ってるから大丈夫、って、わたしがそんなこと気にするわけないじゃないですか。

　わたしはご主人様の奴隷。持ち物なんですよ？

　なんでそんなにあわあわしてるんです？

　なんでまわりをきょろきょろしてるんですか？

　こういうの慣れてない？　そうですか。

　ごめんなさい。ご主人様。

　はじめての奴隷が、わたしで。

　わたしはご主人様にたずねます。

（ご主人様は、わたしのことが気持ち悪くないんですか？）

　わたしの問いに、この人は「どうして？」って聞きます。

　なんて、変な人でしょう。

（だってわたしは魔族です）

　はぁ、異世界から来たから、まわりは全部知らない種族で、エルフもドワーフもダークエルフも魔族も、ぶっちゃけみんな同じようなもの？

　というか、人間だって結構こわい、ですか？　そういうものなんですか……。

（だってわたしの肌はこんなです）

　え？　「褐色つるぺたは人類の至宝」？　意味わかりません。呪文かなにかですか？

（だってわたしの目はこんなです）

　……かっこいいってなんですか？　魔眼？　この世界にそんなのありましたっけ？

（だってわたしは……この世界でひとりぼっちです）

　……ご主人様もひとりぼっち？

　噓うそですよね。ご主人様は人間でしょう？

　いえ、別世界から何人かのひとと一緒に転移してきたっておっしゃいませんでしたか？

　はぁ、労働条件について詳しく聞いたら追い出された、ですか。

　ひとりぼっちは慣れてる。元の世界でもそうだった……ご主人様も、大変なんですね。

　なんだか、さみしそうな目をしているのはそのせいですか？

　ごめんなさい！　悪口じゃないです！

　すいません。奴隷の言うことじゃなかったです。

「僕はこの世界に知り合いがひとりもいないんだ。だから、セシルに助けて欲しい」

　……わたしでよければ。

　たいしたことはできません。

　魔法の使い方をちゃんと教えてもらうまえに、両親は死んでしまいましたから。

「そっか。僕と同じだね」

　違うか。僕の母親は生きてるらしいから。

　ただ、どこにいるかわからないだけ。いつの間にかいなくなってた。

　どっちにしても、子どもひとりで放り出されるって大変だよね。

　──そんなことを、ぽつり、ぽつりと、ご主人様は話してくれました。

　どこか遠いところを見ているような目をしていました。

　別の世界からやってきた、わたしのご主人様は、もしかして、わたしと同じものを見てきたのかもしれません。

　さみしくて手を伸ばしても、誰にも届かない、そんな夜を、たくさん。




　気がつくと、わたしはご主人様の手を、握り返していました。




　………………あれれ？

（アシュタルテー？）

　わたし、いま、共鳴しましたか？

　じん、と、心が震えちゃいました。

（……アシュタルテー）

　応えてください。

　わたしと共鳴するひとは、ご主人様でいいんですか？

　？　決めるのはわたし？

　この人は、わたしを縛り付けることはしないから？

　どうして、そんなことわかるんですか。

「じゃあ、セシル」

「はい」

「これから、よろしく」

　わたしはその人の手を握りなおします。あくしゅ、です。

「セシル＝ファロット？」

「はい」

　ファロット。最後の魔族のファミリーネーム。

　知っているのはわたしと、アシュタルテーだけ。

　異世界から来たその人は、もう一度同じ言葉を口にしました。「ファロット」

　わたしはまた、じん、って、震えます。

　不思議……です。どうしてでしょう。

　お父さんとお母さんが死んだとき、もう誰かを好きになるなんて一生ないって思ってたのに。

　でも、ご主人様の手はとてもやさしくて。

　でも、ご主人様の足は、わたしの小さな歩幅に合わせてくれていて。

　わたしはいつの間にか、ご主人様に寄り添いながら歩いていました。

　ご主人様の、ちょっとさみしそうな目が、気になって。

　目が離せなくて。

　ひとりにしたくなくて──ひとりになりたくなくて。

　わたしの名前を呼ぶ声を、もっと聞きたいって思ってしまって。

　……わたし、どうしちゃったんでしょう。

（アシュタルテー）

　決めました。

　わたし、この人を信じてみようと思います。

　この人から、わたしと同じものを感じるんです。

　ほっとけないんです。

　この人もわたしと同じ、この世界でひとりぼっちです。

　わたしを導いてくれる……この手を放したら、いけないような気がするんです。

　ひとりになったこの人が、両親みたいに死んじゃったら、きっとわたしは死ぬまで後悔します。

　……しょうがないですよね。

『契約』は交わしてしまいましたし。

　世界に一人くらい、ご主人様に一ひと目め惚ぼれする奴隷がいたっていいじゃないですか。

　そしてもしも、わたしの手を引いているこの人と共鳴できたら。

　わたしは、この人のために、死んでもいいです。

　それはきっと、とても気持ちいいことですよね。ね、アシュタルテー。

「ソウマ＝ナギ……ナギさま？」

「うん、セシル」

　わたしはその人と手をつないで、歩き出します。

　新しい場所へ。

　もしも、この人が信じられる人なら。

　この人……ナギさまのために、わたしの全部を捧ささげてもいいですよね？

（ね、アシュタルテー？）

　わたしの、見えない友達が、笑ったような気がしました。

　次の場所へとわたしを導いたら、消える友達、アシュタルテー。

（ありがとう、でした。アシュタルテー）









第４話「目指すは『働かなくても生きられるスキル』」








　奴隷は宿泊人数には数えない。

　主人の持ち物って扱いだから、別々の部屋には泊まれないらしい。

　だから、僕たちが案内されたのは、２階の隅にある一人部屋だった。

「借りは返したよ、アシュタルテー。満足か？」

『祝福する』

　遠くで響いてるみたいな、かすかな声が返ってきた。

『セシルと……汝なんじ』

「凪なぎ──ナギだよ。ソウマ＝ナギ」

『ナギとセシルの未来を祝福する。幸せにしてやって……欲しい……』

　声がゆっくりと消えていく。

　最後にアシュタルテーは、僕の固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤー』について教えてくれた。




『能力再構築ＬＶ１』

・スキルの概念を組み直し、新たなスキルを作り出すことができる。

・スキルは『……』が（に）『……』を『……』する、というような文章で表現される。

・再構築には最低でもふたつのスキルが必要となる。

・組み直したスキルは元のレベルに関係なく、ＬＶ１になる。

・一度『能力再構築』で組み直したスキルは、二度と再構築できない。




　組み直したスキルがＬＶ１になるってのは納得だ。

　例えば高レベルの『ドラゴン』に『武器』で『ダメージを与える』スキルをＬＶ１の『掃除』と組み合わせて、『ドラゴン』を『掃除用具』で『綺き麗れいに片付ける』スキルなんて作ったらえらいことになる。宇宙の法則が乱れる。




　そして、ここからが重要なところだ。




・組み直せるのは、本人が所持しているスキルと、契約下にある奴隷のスキルのみ。




・スキルが主人と奴隷、それぞれの体内にある状態で再構築すると、より高性能なスキルに変化しやすくなる。これは互いの魔力が混じり合うことで生まれる特殊効果による。




『能力再構築』は、奴隷を所有しているってのを前提としてる。

　いじれるのは自分のスキルと、奴隷のスキルだけ。

　そしてこのスキルの一番の特長は、自分と奴隷のスキルを組み合わせると、特殊効果ですごいスキルに変化するってこと。

　自分ひとりで『再構築』しても、あれだけのスキルができたんだ。

　ふたりでやったら、どれだけ強力なスキルになるか……。

　つまり『能力再構築』をやるには、自分のスキルをいじるか、どこかから別のスキルを手に入れるか、あとは──

　……セシルのスキルをいじるしかないわけだ。

　僕は床にちょこん、と座っているセシルを見た。

　椅子かベッドに座っていい、って言ったのに。

　背筋を伸ばして、緊張した様子で僕をじっと見てる。

「えっと、話をしてもいいかな」

「は、はいっ」

　びくん、と、座ったままうなずくセシル。耳がぴくぴく上下してる。かわいい。

「アシュタルテーは消えたみたいだけど、大丈夫？」

「はい……」

　セシルは小さな胸を押さえて、長い息を吐き出した。

「だいじょぶ、です。いつかはこういう日が来るって言ってましたから……」

　セシルにとって、アシュタルテーは守り神みたいなものだったらしい。

　魔族の生き残りだったセシルの家族は、山の中に隠れ住んでいた。

　でも２年前に人間同士の争いに巻き込まれて、家族を殺されて。

　奴隷商人に売られ、それからはアシュタルテーの声だけがセシルの希望だった。

「いつか、お前を大切にしてくれる人を見つけてあげる、ってアシュタルテーは言ってました。町から町へ移動するたびに、今度こそ……今度こそって。わたしはもう信じてなかったけど……でも」

　セシルの真っ赤な目から、涙がこぼれた。

「やっとアシュタルテーが認めた人に会えました。これからよろしくお願いします。ご主人様」

「ご主人様はやめてくれ」

　そういうことをつるぺたエルフ系美少女に言われると犯罪者みたいな気分になる。

「ナギでいいよ」

「はい、ナギさま！」

　セシルはりりん、と音がする首輪を、愛いとおしそうに撫なでた。

「今更だけど自己紹介。僕はナギ。こっちの世界だと、ナギ＝ソウマってことになるかな。アシュタルテーから聞いてるかもしれないけど、別の世界から来た『来訪者』だ」

「セシル＝ファロットです……えっと、魔族、です」

　セシルはもじもじしながら、

「ナギさま。できればわたしの『ファロット』って名前は、ないしょにしてください」

「いいけど、どうして？」

「魔族のファミリーネームは、本当に親しい人にしか教えないことになってるんです。その、呼ばれると、ちょっとくすぐったくて」

「うん、わかった。セシル＝ファロット」

「はぅっ」

「大丈夫。秘密にするから、セシル＝ファロット」

「ひゃんっ」

「絶対に誰にも言わないようにする。セシル＝ファ──」

「ナギさまぁ……」

　セシルは膝ひざをこすり合わせながら、恨めしそうに僕を見た。

　ごめん。なんか楽しくなってた。

「とにかく。別世界から来たからって、ひどいことはしないから、安心していいよ。約束する」

「……は、はい。ナギさまはわたしを助けてくれた人です。だから、信じます」

　よかった。

　お互い、この世界に知り合いがほとんどいないんだし、協力しないと。

「でも、ナギさますごいです。ナギさまはレアスキルを売るほどお持ちなんですよね？」

「あれは僕の固有スキルで作ったんだ」

「もっとすごいです！　レアスキルを作れるなんて、宝の山を持ってるのと同じです！」

「いや、レアスキルを売るのはもうやらない」

「……どうしてですか？」

「僕がレアスキルを自由に作れることがばれたら、面倒なことになりそうだから」

　今回は「東方から来た。レアスキルは偶然手に入れた」で……たぶん、納得してもらえた。

　ああいう手が使えるのは一度だけだ。

　何度も同じ人間が、レアスキルを売りにきたら、さすがに目立つ。

　その上、この世界ではスキルどころか人間そのものまで売り買いされてる。

　こっちはこの世界に不慣れだ。

　罠わなにかかって『能力再構築』を売ることになったりしたら、それで終わりだ。僕は一般人以下になってしまう。その後は最悪、僕自身が奴隷として売りに出されることだって考えられる。

「作ったレアスキルを売るんじゃなくて、それを活いかしてお金を稼げるようにした方がいい。できれば、働かなくてもお金を稼げるスキルを作るのがベストだ」

「ナギさまの目的は、普通に幸せな生活を送ること、なんですよね」

「ああ、だけど、それだけじゃない」

　セシルには話しておいた方がいいだろう。

　僕の、この世界での真の目的を。

　床に座っているセシルは息を詰めて、答えを待ってる。

　僕の目的、それは、




「低燃費高出力。最小限の努力で最大限の成果を。無理せず、できるだけ本気を出さずにこの世界で普通に生き残ること、だ」




「……ナギさま、いま、なんて？」

「能力は隠す。仕事を依頼されても、うっかり『できる』とか言わない。報酬の多そうな仕事を工夫してクリアしてお金を貯ためて、あとはあんまり働かずに生活できる方法を考えよう」

「せっかくすごいスキルがあるのに、ですか？」

「うかつに『これができます』とか言うとひどい目に遭うんだよ……」

　前のバイト先でうっかり『パソコンが得意です』と言ったのが失敗だった。

　もともとは軽作業で入ったはずなのに、気がついたら伝票の入力と計算までやらされて、パソコンができるならホームページも作れるだろうと自腹で本を買わされて、そこそこ見栄えのするページを作ったからもういいだろうと思ってバイトを辞めようとしたら「じゃあこのページは誰が更新するんだ!?　仕事先に迷惑をかけないってのは社会人の基本だろう？　あぁん！」と脅された上に「辞めるならホームページの更新ができなくなる迷惑料としてバイト代の二倍の金額を請求する」というわけのわからないことを言われたあげく、出勤拒否したら携帯がひっきりなしに鳴り続けた上に家にまでお迎えが来た。

　労基署に相談するって言ったら収まったけど、向こうの最後の捨て台詞ぜりふが「卑ひき怯よう者！　クズめ！」だった。意味わからん。

「……ナギさまは魔王に支配された世界から来られたんですか？」

　セシルがびっくりしてる。

　僕がいたのは文明的な世界のはずなんだけど。

「とにかく、人を喜ばせようと思ってうっかり１００パーセントの力を見せると、相手はそれが当然だと思い始めるんだ。そのうちそれに慣れて１２０パーセントを要求するようになる。それに応え続けると、いつか限界が来る。人には40パーセントの力を見せるくらいがちょうどいいんだ」

　これだけは譲れない。

　能力は隠して、力は見せずに、あとは工夫して乗り切る。

　どんなチートスキルにだって、そのうち人は慣れちゃうんだからさ。

「僕の世界にこんなたとえ話があるんだ」




　寿命をまっとうできるのは役立たずの木である。

　まっすぐな木は切り倒されて家具にされる。

　じょうぶな木は切り倒されて船の材料にされる。

　実のなる木は枝を折られて持ち去られる。

　脂っ気の多い木は切り倒されて薪たきぎにされる。

　できるだけ他人には役立たずであるように見せかけろ。

　そうすればなんとか平和に生きられるだろう。




「つまり『力を隠して役立たずの振りをして世間を乗り切ろう』というわけ」

「……はぁ。ナギさまのお言葉ですけど、あんまりかっこよくないですね」

「つまり『無為自然にして天下に遊ぶ』というわけ」

「急にかっこよく思えてきました！　あれ？　あれれ……？」

　セシルは目をうるうるさせて感動してる。

　言葉って大事だ。

「だから。そのためには、まずこの世界のことを知る必要があるんだ」

　やっと話が戻って来た。

　僕がセシルを買い取ったのは、アシュタルテーに頼まれたからだけじゃない。

　この世界のことをよく知っている人に、側そばにいて欲しかったからだ。

　僕の目的は「低燃費で普通に生き残ること」だけど、そもそも僕は、この世界の普通の生活ってのがどういうものなのかわからない。

　今のところわかってるのは貨幣価値と契約、スキルの存在くらいだ。

　そこで、セシルの知識が重要になってくる。

「魔王や魔物がいるんだから、この世界にはそいつらと戦う冒険者もいるんだよな？」

「はい。普通にいます。兵士さんとかとは違う、もっと身近な仕事を請け負う人たちです」

　うん、予想通りだ。

「じゃあ、僕たちも冒険者をやることにしよう」

　僕の言葉に、セシルはこくん、とうなずく。

「メリットはふたつ。クエストをこなすことで、この世界の地理やみんなの生活や文化を知ることができること。もうひとつは、僕たちのスキルを活かすことができること。できるだけ楽で儲もうかりそうなクエストをこなして、生活のめどがついたらその先のことを考える──ってことで、どうかな？」

「ナギさま……異世界から来られたのに現実的なんですね」

「そりゃもう、元の世界ではネグレクトとブラックバイトで鍛えられましたから」

「よくわからないですけど、苦労されたんですね……」

「それはセシルも同じだろ」

　……と、お互いなぐさめあっててもしょうがない。

「それで、やっぱり冒険者ギルドとかもあるの？」

「はい」

「じゃあ、この王都の一番近くにある大きな町で、ギルドのあるところを教えて。そこが僕たちの、次の目的地だ」

　王都には長居しない。

　まず第一に、僕は王様に目をつけられている可能性がある。

　放り出されたとはいっても、僕は異世界の人間だ。

　向こうからは、こちらがどんなチートスキルを持ってるかわからない。

　王様としては監視くらいつけたいところだろう。

　第二に、奴隷商人とスキル屋にレアスキルを見せてしまったこと。

　あいつらが僕の正体を知ったらレアスキルを作れるスキルの存在に気づくかもしれない。そうじゃなくても、僕が他にもレアスキルを持ってるかも──くらいのことは考えてるだろう。

　まずは、ここを離れて、別の大きな町でやり直すのが一番だと思う。

「わかりました」

　セシルは飲み込みが早いから助かる。

　考えてみれば奴隷商人と交渉したとき、セシルは僕の意図に一番早く気づいてた。

　それは魔族の特性か、セシルの能力なのか。

　あとでスキルとパラメータを教えてもらおう。

「王都の一番そばにある町といえば、やっぱりメテカルです。ここから東に２日歩いたところにある城じよう塞さい都市で、大きな冒険者ギルドがあります。商業都市メテカル、って言えば他の国でも有名ですし、その規模から、領主さんが独自に自治権を持っているって聞いたことがあります」

「じゃあそこで」

「あの、ご主人様……ナギさま」

　セシルは床に座ったまま、上目遣いで僕をみた。

　うわ、なんだかぞくぞくする。

「どうしてわたしを、そんなに信用してくださるんですか？」

　小さな胸に手を当てて、まっすぐ僕を見つめながら、セシルは聞いた。

「異世界から来られたばっかりなんですよね？　王様に追い出されたり、同じ世界の人に睨にらまれたりしてるのに、どうしてわたしだけ……そんなに」

「あれ？　奴隷契約上、命令されたらセシルは逆らえないんじゃなかったっけ」

「それは指輪の力を使って命令した場合だけです」

　そうだっけ。

　僕の左手の薬指には、セシルと契約したときの指輪がはまってる。

　これに触れて命令すると、奴隷は主人に逆らえないらしい。

「わたしが噓うそをついて、ナギさまを騙だまそうとしてるって思わないんですか？」

「いや、だってアシュタルテーには借りがあるし、一緒に行動するんだからセシルが僕に偽情報教えてもしょうがないし」

　契約上、セシルは僕から逃げられない。

　それと、僕を意図的に傷つけたりもできない。

『契約解除』の条件は、僕がセシルを別の人間に譲るって『契約』するか、僕が死ぬまで。

　それか、セシルが12万アルシャを払い終えるまで。

　これは、セシルが仕事をしてくれた分で相そう殺さいしていくってことになる。一緒に冒険者のクエストをやったら報酬を分配して、セシルの取り分は12万アルシャの支払いに回す、ってかたちになる。

　もちろん、セシルが現金で欲しいっていうなら別に構わない。

　つまり当分の間、セシルは僕と一緒にいることになる。

　だから、いちいち疑ってもしょうがないってのもあるんだけど……

「でも改めて聞かれると……信じる理由は……」

　来訪者の僕と、ひとりぼっちの魔族のセシル。

　生まれた世界は違うけど、僕たちはどこか似てるような気がする。それは──

「僕たちがなにも背負ってないから、かな？」

「……背負ってないから、ですか？」

「王様も、前の世界にいたバイト先のチーフ……偉い人もそうだけど、組織をバックに背負ってるひとって、外部の人間を結構利用したりするんだよ……」

　組織を守るためって言い訳をしながら。

　王様だって、国民を守るって理由で「外から」召喚した僕たちを利用しようとした。

「セシルも僕も、ひとりぼっちだし、背負ってるものは別になにもないだろ。生き残るってことで目的が一致してるし。だから、信用できるって思ったんだ」

「……ナギさま」

　セシルは床に座ったまま、ちょこん、と頭を下げた。

「ありがとうございます！　わたし、がんばります」

「うん。じゃあさっそくだけど」

　話がまとまったところで、僕は言う。

「そこのベッドに座ってくれないかな。僕に、君の身体からだをいじらせて欲しいんだ」









第５話「はじめての共同作業」








　もちろん変な意味じゃないですよ？

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』の効果を確かめなきゃいけないだけ。

　主人の僕が、奴隷のセシルのスキルに干渉できるかどうか。

　それと、二人の共同作業で──って言うとやっぱりえろいな──つまり、二人分の魔力を混ぜて『能力再構築』を使うと、どういう効果があるか。

　この『能力再構築』は僕だけのスキルで、いわば命綱みたいなものだ。

　最終目標の『働かなくても生きられるスキル』を作るため、システムと効果を完全に理解しておく必要がある。

「……はい。ナギさま、どうぞ」

　５秒くらい考えてから、セシルは言った。

　ベッドに座った僕の隣に、緊張した顔で腰掛ける。

　確か、主人は奴隷のパラメータを自由に見られるんだっけ。

　この場合はスキルだけでいいから──

「『契約』の名においてスキルを開示する」

　セシルの横にウィンドウが開き、スキルリストが表示される。




　固有スキル『魔法適性ＬＶ３』

　通常スキル『高速詠唱ＬＶ１』『魔法耐性ＬＶ１』『魔力探知ＬＶ１』『鑑定ＬＶ２』『動物共感ＬＶ３』




　習得魔法『火炎魔法ＬＶ１』




「……がっかりしてませんか、ナギさま」

「なんで？」

「わたし、たいしたこと、できなくて」

「魔法が使えるだけでもたいしたもんだろ。僕は戦闘系のスキルがほとんどないから、魔物と戦うときはセシルが頼りになると思う」

「で、でも、魔法が使えるなんて魔族なら当たり前です。わたしなんか……両親から魔法のてほどきを受けてないから……自慢できることなんか……」

　あ、落ち込んでる。

　真面目なんだなぁ。セシルは。

　別に気にしなくてもいいんだけど……でも、

「ならばセシルよ。主人たる僕が自信をつけさせてやろう」

「……え？」

「今から『能力再構築』でセシルのスキルに干渉する。うまくいけば『再構築』で、魔法スキルを強化できるかもしれない。僕を信じるかどうかはセシル次第だ」

「お願いします」

　小さな拳こぶしを、ぐっ、と握りしめ、セシルは言った。

「ナギさまの手で、新しいわたしに変えてください」

「よく言った。それでこそ僕の奴隷だ」

「……ナギさま」

『能力再構築』のやり方は、さっきアシュタルテーが教えてくれた。

　セシルに負担が掛からないといいけど……とにかく、やってみるか。

「発動──『能力再構築スキル・ストラクチヤー』」

　僕とセシルの間に、ウィンドウが現れる。

　僕の方で再構築できるスキルは『剣術ＬＶ２』と『分析ＬＶ１』と『異世界会話ＬＶ５』

『異世界会話』は、この世界で生きていくには絶対に必要。

　冒険者をやることを考えたら『剣術』もとっておいた方がいいかな。

　僕は『分析ＬＶ１』をウィンドウにセットする。




『分析ＬＶ１』

（１）『周囲の状況』を『詳しく』『調べる』スキル




　概念が表示される。

　うん。だいたい予想してた通りだ。

　セシルのスキルで使えそうなのは『高速詠唱ＬＶ１』かな。『魔法耐性ＬＶ１』『魔力探知ＬＶ１』はそのままにしておこう。防御重視で。

「……いいかな、セシル」

「はい……お願いします。ナギさま」

　セシルがうなずく。

　僕は、セシルの胸に手を乗せた。

　ふわり、という感触。

　見た目とは違う。女の子らしい、柔らかい胸だった。

　二人のスキルを混ぜるときはこうするってアシュタルテーに聞いてるけど──すごく緊張する。息が荒くなってないよな……震えてないよな。セシルを傷つけないように、ゆっくり。あと、セシルを不安にさせないように──よし、始めよう。

　僕はすぅ、と息を吸い込む。

　セシルの中に『僕』を入れて、大事なものを引き出すイメージ。

「……あ……あぁ」

「大丈夫？」

「へ、へっちゃら、です……くっ、あ」

　セシルが苦しそうな息を吐く。

「や、や……あ、なんですか……これ……やだ。じんじん……します」

　僕の手から伝わる熱が、セシルの中を駆け巡ってるのがわかる。

　主従契約した相手のスキルに干渉する『能力再構築』の固有効果だ。

　魔力がセシルの身体からだを触手のように絡め取りながら、スキルの中に入り込もうとしてる。

「ま、待って……ください……やだ……や……あああっ」

　捕まえた。

『能力再構築』のウィンドウに、セシルの『高速詠唱ＬＶ１』が表示された。




『高速詠唱ＬＶ１』

（２）『呪文』を『高速』で『唱える』スキル




「はぁ……あ……ああ……あ」

「ほんとに大丈夫か、セシル」

「だい、じょぶです」

　セシルは汗びっしょりだった。

　胸を押さえて、熱い息を吐いて、なのに微ほほ笑えみながら僕を見てる。

「……なんだか、嬉うれしい……です。ナギさま……ぁ……」

　僕とセシルは『能力再構築』のスキルを通してひとつになってる。

　気がつくと、僕の呼吸も速くなり、セシルの呼吸とシンクロしてた。

　鼓動も同時に、どくん、と、鳴ってる。

「じゃあ、続けるよ」

　僕の問いに、セシルはこくん、とうなずいた。

　責任重大だ。

　セシルのスキルを無駄にするわけにはいかない。

　高速詠唱に見合うスキルを作らないと。

　……ってことは、こうかな。

『高速詠唱ＬＶ１』の文字を、ゆっくりとセシルの中から引き抜く。

　少し抵抗があるけど、動かせる。力を入れるたびにセシルの「……んっ！」って声がする。慎重に行こう…………よし、動いた。

　僕はそれを『分析ＬＶ１』に差し込む。

「は……ぁ……あ、んっ。ぁ…………」




（１）『周囲の状況』を『高速』で『調べる』スキル




　文字が入れ替わる。

「はうっ……や……あぁ」

　今度は『分析ＬＶ１』から取り出した文字を、セシルの中に突き入れる。

　ゆっくりと。時間をかけて。セシルをこわさないように。




（２）『呪文』を『詳しく』『唱える』スキル




「や！　あ、あ……やぁ……ぁ……ああっ！」

　文章に干渉するたびに、セシルが甘い声を漏らす。

　文字が、かつん、とぶつかるたびに、セシルの背中が、びくん、と、震える。

　魔力がセシルと僕を繫つないでるんだけど、なんだか僕自身がセシルの身体をなでまわしてるみたいな……変な気分になってくる。

　文字を入れ替え終えた瞬間、セシルの身体が大きく跳ねた。

　白い衣がずれて、鎖骨の下までむきだしになる。

　小さな胸がすごい勢いで鼓動してる。胸の先端が──つん、と固くなってるのがわかる。僕がほんの少し手を動かすだけで、小さな身体はびくん、と反応する。セシルは切なそうに目を、ぎゅ、って閉じて、太ももをこすり合わせてる。

　セシルの汗のにおい。

　耳元をくすぐる吐息のせいで、僕の頭までくらくらしてくる。

　セシルはそのまま僕の身体に寄りかかり、崩れそうになる。

　体力の限界が近いみたいだ。早く終わらせないと。

　僕は『能力再構築』を『実行』する。

「『能力再構築スキル・ストラクチヤー』──完了！」

「あ────────ぁあ！」

　もう限界だって思ってたセシルが喉のどを反らして声をあげる。

　胸を押さえながら、びくん、と、もう一度、小さな身体が跳ねる。

　今度こそ本当に体力が尽きたみたいに、くたり、とベッドに崩れ落ちる。

　真っ赤な目に、涙があふれてる。

「……だ、大丈夫か!?」

　スキルの使い方はこれでいいはずだけど、もしかしてなにか失敗したとか……？

「ご、ごめん！　こんなにセシルに負担がかかるなんて思わなかった」

「……だいじょ…………ぶ……ですぅ」

　スキルが変化していく。

　今回『能力再構築』が作り出したスキルはふたつ。




『高速分析ＬＶ１』：周囲の状況を素早く分析する。高速化した分だけ、効果範囲は減少。（ＵＲウルトラレア）

　こっちは僕のスキル。




『古代語詠唱ＬＶ１』：呪文を古い言葉（古代語）で詠唱する。詠唱速度は通常より遅くなり、代わりに威力が大幅に増大する。（ＵＲ）




　こっちが新しくなった、セシルのスキルだ。

「古代語詠唱って……？」

「わたしたち魔族が使っていた魔法言語です……今はもう、使うひともいなくなったもの」

　汗ばんだ手で僕の手を握り、セシルは言った。

「今使われている呪文は、速度を高めるために文法が簡略化されてるんです。わたし、ご先祖様の魔法を使えるようになったんですね……」

　そういうことになったらしい。

『呪文』を『詳しく（今は簡略化されている文法を元通りにして古い言葉で）』『唱える』ってことか。これが僕とセシルのスキルと魔力を合わせて生まれた、高等スキルだ。

　僕一人だけでスキルを再構築するとレアになって、セシルと一緒に再構築するとウルトラレアになる、って考えるとわかりやすいかな。

　というか、意外とフリーダムだな『能力再構築』。

「ありがとうございます……ナギさま」

「……泣いてるの……？」

「嬉しいんです。わたしは魔族の最後の生き残りで、両親から受け継いだものなんかなにもないって思ってましたから……わたしの中から、こんなすごいものを引き出してくれるなんて」

　セシルは両腕で、僕の身体を、ぎゅ、と抱きしめた。

「やっぱりナギさまは、わたしのご主人様です」

　半分くらいは実験のつもりだったんだけど。

　まぁ、セシルが喜んでくれるならいいか。

「……わたし……がんばり……ますから……ずっと……ご一緒……させて…………」
















　すとん。

　って、セシルはそのまま眠ってしまった。

　やば、僕も眠くなってきた。

　考えてみれば、今日は異世界１日目だった。なのに働きすぎだ。

　セシルが寝てるわらのベッドの空いてるとこに、横になる。

　……隣に女の子が寝てるのなんて生まれてはじめてだ。褐色の肌の小柄な女の子で、着てるのは布を切り貼りしたような粗末な服。大きく開いた襟元から、いろいろ見えそうで見えないようでやっぱり見えてる……けど、今はなんにも感じない。

　疲れすぎると人間、基本的欲求だって感じなくなるんだ。

　……明日あしたになったら「やっぱり全部夢だった」ってなったら泣く。たぶんすごく泣く。

　でも、今日はもう、眠い……限界……。

　うぅ。

　おやすみなさい異世界。







　この続きは現在配信中の『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました　概念交差のストラクチャー』にてお楽しみください


(C)Sakaki Sengetsu, Touzai 2016
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